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1 本書は平成18年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊

芯調査に係わる発掘調査報告書(第 1分間及び第2

分冊)である。

2 本書所収の調査地点及び所収分冊は別表 ・図及

び目次のとおりである。

3 現地調査及び出土資料の整理は鎌倉市教育委

会文化財課が実施した。

4 出土遺物及び写真・図面等の資料は、鎌倉市教

委員会文化財謀が保管している。

5 各調査内容の詳細は、各々の報文を参照されたい。
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ごくらくじちゅうしんがらんあと

極楽寺中心伽藍跡 (No.290) 

極楽寺三丁目1028番1の一部地点



{列

1. 本報文は、極楽寺中心伽臆跡 (NQ290)内、極楽守三丁目1028番 1の一部地点、における埋蔵文化財発掘調査報告であ

る。

2. 発掘調査は、 個人専用住宅の建設に先立ち平成15年 5月28日から6月27日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。調

ヨ句前舶は43111'。
3. 調査体制は以下の通り。
調査員汐見一夫小泉衣理

調査協力者荻野勲佐藤美隆杉浦永話小俣勉

4. 木報文に係わる整理作業は汐見・小泉が行ない、原稿執筆は第 1・2章を汐見が、第3躍の冶物を小泉が、第3章の
迫fi¥1と第4認は両名討議の上汐見が文買を負い、全体の編集を行なった。又、本報文に伐閉した写真は辿梢を汐見が、
辿物を小泉が撮影した。

5. 発掘調査から本報文作成に至るまでに、以下の各氏及び機関から御教示と御協力を賜った。

(凶鎌倉市シルバー人材センター 仰鎌倉追跡調査会 (倒防通 点国歴史考古学研究所

6. 本報文に関わる資料は鎌倉d1教育委員会が保管している。
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第1章環境と立地

本遺跡名は現極楽寺域周囲の海抜21m前後の主に平地に付され、ほぼ四方を囲む丘陵は楳高50-80m

を測り複雑に分11皮した尾根に由り大小15以上の谷戸 ・支谷が開析する。

極楽寺は真言律宗西大寺末、重鷲山感応、院極楽寺と号し開山は良観房忍性、開基は北条重時で、正冗冗

年(1259)の創建と伝える。『極楽寺縁起J(以下「縁起J)に拠れば、正嘉年中(1257-1259)に北条重時
が、当時は別の場所に在り阿弥陀如来像を安置していた小寺を遷して律院の大寺とするに相応しい場所

を諮り、忍'性が当時は地獄谷と呼ばれていた現在地一帯を 「創建七堂伽藍 今極楽守J之地景是也Jと答
え、文永4年(1267)に入寺したとpう。元亨2年(1322)に編纂の 『元享釈出Jにも、 l字削に係わる前

身が在る事を挙げている。一方、 『吾妻鋭Jの極楽寺初見は弘長元年(1261)4月21日.24日条に見る北
条重時の極楽寺山荘が落成し将軍宗尊が入御した稿で、極楽寺山荘が当時の守脊とどの織に係わるのか

審らかではないが、この年に北条重時は没している。「縁起jに「始子正元元年、成就子文応元年、男:

余七々四十九院建立Jとあり、 『元享釈書Jには「至此武州与其弟業時。数力修営成|コ系I)Jとあるとと
から、中心の伽藍は 1年で完成したかも知れないが、四十九院は北条重時の子長時、業時兄弟が遺志を

継pで極楽寺を完成させた後に忍性を迎え入れたとされる(大三輪1980)。建治元年(1275)の火災で

は、堂宇悉く焼亡したが忍性が旧館に復し、寺勢は北条氏の庇護もあり寺勢は維持された織だ。

極楽寺の寺容は絵図に依れば、極楽寺切通しを経て橋を渡ると二王門が、その東方で川が西へと曲

折する辺りに下馬門が在り、 二王門を潜ると左に子院の勧学院、右に僧食堂が配され、鎚機 ・鼓機等を

繋ぐ四玉門(四足門)が描かれる。現在の境内域はこの範囲ぐらいであろうか。四玉門(凹足門)の

背後には食堂、講堂、方丈(華厳院)が直線に並び、食堂の左右に東西の金堂、講堂の束に御影堂、

西には順に護摩堂、玉塔、五重塔、十三重塔が在る。五重塔と十三重塔の前には石塔院と御廟が、背後

の稜線上位には本願御墓堂と宝塔が拙かれる。更にとれら中心伽藍の周囲は、尾根や谷戸の稜線、河川

や橋、滝と思しきもの等地理地形が表現されている。鎌倉有数の大寺を誇り政治的にも北条氏と結びつ

いた極楽寺は、幕府が滅亡する元弘3年(1333)には後醍醐天皇の勅願寺となり寺領を安堵され、室町

期には代々の鎌倉御所の保諮を受けたが、正平12年(1357)の台風、応、永32年(1425)の火事、永享5年

(1433)の地震でも躍災する。その後、擢災と復興を経て天正13年(1585)には徳川家康から寺領を安堵

され江戸中期に掛けて復興を図るが、天明5年(1785)頃には寺勢は嘗ての勢いを失い、近代の震災で

きな被害を受けた。現在では堂宇は少ないが、境内奥の大石塔や所蔵する木像 ・工芸品に往時の寺勢を

鋭い知ることが出来よう。

平地の調査地点の内、地点2では狭小な調査範囲ながら岩盤山裾を削平して谷戸内を平坦化した岩塊

敷き上から、かわらけ ・瀬戸窯製品 ・常滑窯裂が出土している(赤星1983)。稲村ケ 111奇小学校内の地点

4 (大三輪 ・玉林1980)では、方丈華厳院と推定される基壇と建物、僧坊t_Ll:や門跡等の佳築逃柄、石

列、貝殻面等の遺構群を発見し、飾り物 ・11脅好品から生活用具 ・日常雑器や瓦に至るまで多種多様の迫

物が多量に出土している。出土遺物の年代観から 2面の火災面を述、治元年(1275)の火災に、 1而の焼

土面を応永32年(1425)の火災に比定して 1-6期の変遷と把え、元亀3年(1572)の火災についてはそ

の年代を示す出土冶物が無いことから、少なくとも基壇上には建物は無いとしている。11-1心城に近い極

楽寺川右岸地点7・9の調査では13世紀末-14世紀前半の遺構面を確認し、地点9の遺構群は希薄で

瓦を除いた出土遺物も少な く、極楽寺境内域の空閑地としている(継・宗~H999) 。 地点 5 では基J型・ 区

岡 ・十丹積み遺構 ・小規模な掘立柱建物 ・方形竪穴等密なる遺構群を発見し、多岐に亘る遺物の中でも
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図1 周辺の調査地点
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特に瓦が大量に出土している。この瓦の出土量と発見した遺構群から、薬師堂或は二王門から東に延び

る築地塀に囲まれた一角と考えられている(薪木1998)。

中心域以外ではこれまでに月影ヶ谷で4カ所、西方寺跡内で1カ所調査が行われている。月影ヶ谷開

部の地点12では、岩盤を削平した面に合わせた14位紀前半の生活面上に布掘り満を発見し、遺構は伴

わないものの中世以前の辿物が多量に出土している(田代1997a)。地点13では、 131.宜紀後半-14世紀

前半にかけて岩盤山裾を削平しては土感り地業し、谷戸地形を克服する様に平坦面の確保と生活域の拡

|隔を図っている(田代1997b)。地点、15は狭小な調査範囲ではあるが、木造基壇束柱らしき柱穴列、礎

石建物、掘立柱建物、柵列、満等を発見し、とれらの治構が13世紀末一14世紀前半にかけて生活面を

更新しながらも泊構刺lがほぼ同方向であることから、場の利用が踏襲されていることを指摘している。

何れの遺構も全体規模は抱み得ず性格も不明で照応し兼ねるものの、絵図に観る月影地蔵と記された前

面に描かれている子|涜や塔頭を想定するに難くはない。地点19は、これまでに極楽寺坂に面した西方γ・

跡内で唯一の調査で、 13世紀後半-15世紀初頭にかけて殺度も生活面を更新しているが、各面とも発

した辿桝群は希薄で出土遺物の殆どをかわらけが占め、寺院主LI:を推定し得るものは殆ど無p(斎木 ・粂

2000)。

山裾での調査は、馬場ヶ谷内は本調査地点を含め2地点、開口部で1地点、西ヶ谷内で5地点、新宮

谷内で3地点、極楽寺坂と中心域平地に面した尾根裾で4地点、月影ヶ谷内で、1地点在り、その殆どが

急傾斜防災対策工事に伴p発見されたやぐらで計21基を数える。

第2章調査の概要

本調査は、個人専用住宅の建設に伴い確認調査と諸協議を経て実施された。確認調査の結果から、調

一|茎の北側で、現況地表下約20cm、南側で、は約30cmまで表土掘削を行った。その際、調査区の南端には

調査区にほぼ直交して近現代の埋め戻し府があり、目安を兼ねて調査深度まで撹乱として掘り上げた。

この表土掘削及び撹乱層掘り上げ土と調査に伴う残土は、敷地内南東で場内処理することとした。

調査開始にあたり調査区を囲む織に方眼グリッドを設定し、調査区の北西隅から2m間隔で、東へアル

ファベット (A-)を、南へ算用数字(1-)を付した。調査区内に現れるのはB-C-2-4である。C-

3を基本として、本調査地の緯度は北緯35度19分39秒、東経134

度34度20秒、南北軸は磁北より 13良~25度00秒東に振れ、国土座

標値はX: -800.526、Y: -558.581。

1商検出過程で調査区北側の一部に岩盤が遺存し、治構面は

南へと緩やかに傾斜する様相が判断され、調査区のほぼ中央東

西方向に土用観察のベルトを設定し、下層への掘下げの際にも

治す4とした。南への傾斜に各面の整合に惑わされつつ台風の

襲来にも目減ず、 6月末には調査レベルが調査深度に達し、調

ヒし区援の堆積土用を記録保存の上、関係各方面に連絡の上器材

を撤収し調査終了とした。調査終了時点で発見し記録した遺構

は、建物遺構に関わるものを含めて多数のピット ・土坑8某 ・

満等であり、出土遺物は整理箱3'箱である。

-5-
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図 2 グリッド配置と堆積土層



第3章遺構と遺物

本章では発見された遺構と出土した遺物について述べる。木調査地点、は極楽寺背後の谷戸である西ヶ

谷の西側の裾野に位置している。調査区はその裾野を北位で背にし、地形的形状による北西から南東へ

の緩い傾斜がある。調査区北側では最終面である岩盤面を含めて41時期の生活面を発見したものの、調

豆南側では表土からの規定深度により粁盤までは確認し得なかった。以下、調査順に上層の生活面の

新しい時期より述べてpく。尚、遺構番号は整理の段階で改めて付したものを使用し、全側図は縮

1/80、各遺構個別図は縮尺1/60、断面図の基準高は海抜(m)で、出土遺物は1/3で示している。逃構規

模は上|隔の最大値を東西×南北で、深さは掘り込みレベルからの平均値を、単位cmで、示している。

第 1節 1面の遺構と遺物(図 3"'8)

1面は、時期差のほとんどない破砕土丹で地業された2枚の生活面が発見され、新しい面より1a面、

1b面とした。

1a面の遺構 (図3) 

1a面は、地表面から北西約50cm下(海抜28.8m)、南東約60cm下 (海抜28.6m)で、 谷戸のj由形的形

状による北西から南東への緩p傾斜がみられる。日音茶褐色粘質土(土層注記4)乃至Cラインより東側

は暗黄褐色粘質土(土層注記5)で全体的に破砕土丹で地業され、ピットは15基、土城4基が発見さ

れている。この内、図化し得る遺物が出上しているのはピット5・6. 12である。

地業面上には、柱痕乙そみられないものの伊豆石や鎌倉石、整形された土丹が多く発見され、建物の

礎石として利用されたと推測できる。中には焼けた痕跡をもつものがあるが、顕著な火災面は発見され

ていない。礎石を再利用するため、他の場所で火災を受けた後に運び込まれたのであろうか。これらの

うち調査区中央2-4-B-Dラインにある現況2X2悶の遺構(1ヌ14)も建物j止としての可能性があ

ると考えられる。南北軸方位はN-38.50-Eで、この聞での堀り残しの可能性のある1b面上の礎石も

必め、芯心は120cm-220cmと|隔があり、統一されていない。ピットは径30-50cm内外の不整円形で、深

さ15-20cm程、礎石もほとんどが鎌倉石であった。

調査区北東隅2-Cライン付近には岩盤が突出して発見され、 1a而はこの岩盤の下段と同レベル(海

抜28.7m)にあわせられている。南北朝I1方位はN-160-Eで、 1面の追桝のqilll方向とは多少ずれてはい

る。この岩盤を掘り込んだ遺構としては、土城4とピット15が発見されている。土城4は確認規模

90X30cm、深さ30cm程の方形土域、南北*111方位は不明。ピット15は径15-25cm、深さ15cm程の縮円形

ピット、南北車111方位はN-270-E。どちらも辿梢内から治物は出上していない。両遺構の覆土は土丹

粒を混入する灰褐色砂質粘土(土層注記3)で、 他の中世迫物を内包する逃桃覆土とは異質で近世耕作

土(土層注記2)に類似し、 1而と同時期あるいはそれ以後に埋没した迫構と推測される。

出土遺物(図 5"""6 ) 

1-2はピット 6け'，1::の糸切り底かわらけ。i''j'高で、厚昧のある器壁は大きく聞きながら立ち上り、

口唇部でやや外反する。

3はピット12出土の平瓦。凸面は斜格子目叩き浪、凹面は指頭ナデ調整が施される。側面、端面と

もにへラ削りで面取りし、 側縁端をナデ調整で丸く仕上げている。

4-6はピット5出土。4は平瓦。凹而はナデ調整が施され、凹凸面とも離れ砂が付着している。

側面、端面ともにへラ削りで面取りした後、さらに側縁を狭く面取りしている。5は丸瓦。凸面の縄

-6-
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建物遺構図 4

痕はナデ調整でほとんどすり消されている。

る。14世紀末-15世紀初めの製品。

7-18は1a面直上より出土した辿物(8は図3地点①の表向き、 9は図3地点②の裏向き)。

7-13は糸切り底かわらけ。概ね背高一背高気味で、厚昧のある器壁は大きく聞きながら立ち

10・13は内湾気味に立ち上がり、口唇部でやや外反する。8-10は煤が付着している。

14は瀬戸窯天円茶碗の底部。削り出しl包台で、内底部がわず、かに(1，む。黒色の鉄糊は薄く掛けられ、

内底面にキズがみられる。14世紀後葉一15世紀前葉の製品。15は常滑窯饗転用磨製品。周囲全体が擦

られている。16は瓦器質火鉢。器表は磨かれ黒色処理が施される。口縁付近の横位沈線帯間に小型の巴

文スタンプが3つ、珠文が 1っと繰り返し配されている。17は平瓦。凸面に北条氏の家紋である三鱗

が|怠刻されている。三鱗文を有する瓦は、周辺の調査地点4からも出土している。18は丸瓦。凸面

は純国叩き痕をナデ調整ですり消している。凹面は糸切り痕と布目痕がのこる。

二次焼成をうけてい

がる。

縁部片で、6は瀬戸窯灰車111在Ililllの
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図 6 1a面遺物 (2)

19-34は1面構成土より出土した迫物。

19-21は小型糸切り底かわらけ。19は背高で、 j平|床のある器壁を直線的に立ち上り、 休部rt位から

、位の稜線でやや内渇する。仁l昏部に工具都等による芯だしのための打ち欠き痕が残る。他は背高一背

高気味で、厚l味ある器~:芝を大きく聞きながら立ち上り、口唇部でやや外反する 。 22-25は中型糸切り

底かわらけ。背高~背高気味で、わずかに内湾しながら立ち上がるものと、側面観碗型を呈するものが

ある。26-27は大型糸切り底かわらけ。背高気味で、内底面が広く、結壁はわずかに内湾しながら

ち上がり、口唇部でやや外反する。24・25・27は煤が付着。

28-29は14世紀末一15世紀初めの製品で、ある瀬戸窯灰柄h平碗。28は内底而に重ね焼き痕残る。30は

常滑窯説明F印文拓影。肩音Bに縦線と車輪文の組合せで捺される。
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図 8 1b面遺物

31~32は丸瓦。 31は凹面は糸切り痕と布目痕が顕著に残る 。 側面、側縁はへラ削りで面取りさ れる 。

32は凸面の網目痕はナデ調整ですり消されている。凹面は糸切り痕が残り、 側面、側縁はへラ削りで面

取りされている 。 33~34は平瓦。 34は凹凸面ともにナデ調整でハナレ砂が付着する 。 広端面に小~の

花文の押印文が 1つ捺されている。

1b面の遺構(図 7) 

1b面は、 1a面を構成している土丹破砕で地業された暗茶褐色粘質土(土層注記4) を掘り下げた後

に発見される遺構面で、地表面から北西約65cm下(海抜28.65m)、南東約70cm下(海抜28.5m)の全体

的に大小の土丹塊を多く含む黒褐色粘質土(土層注記10)である。発見された迎構は土城3基 ・ピッ

ト1基と非常に希薄で、内、土域5・6は遺構として図面上記載しているが、土丹塊の多寡による層

位の迷いを遺構として掘り揚げた可能性がある。これらのことから生活面として使用していた可能性は

低いとも思われるが、 1a面とは様相を異にし大小の土丹塊を多く含む黒褐色粘質土層が50cm程間層とし

て堆積していることから1b面と捉えた。

出土遺物(図 8) 

1~11は1b面構成土より出土した遺物。 調査の段階では 1~8 の糸切り底かわらけは土坑 6 より出

干しているが、前述した様に堆積土の差を遺構として提えたしまったこともあり、整理の段階で遺物は

構成土としてとり扱っている。概ね背高~背高気味で、器壁を聞きながら、やや外反気昧に立ち上が

る。2. 6は口唇部に工具等による芯だしのための打ち欠き痕が残る。

9は白磁口冗印花文碗の口縁部片。内面見込みに型押しによる印花文様が施される。内外面ともに使

用によるキズはない。13世紀中一14世紀初めの製品。10は白磁古1)花文椀の底部。柄11は高台畳付を除い

て外底面まで掛けられている。内外面ともに使用によるキズはわずかに残る。

11は鳴滝系の硯。裏面は、手前から平撃で荒成形後に角を面取り。最後に左右方向に擦り調整してい

るが、深く入り過ぎた平監痕がそのまま治されている。表面周縁は、成形時縁回しの線刻が遺る。

第 2節 2面の遺構(図 9) 

2面は、地表面から北西約85cm下(海抜28.5m)、南東約120cm下(海抜28.0m)で、人頭大一拳大程

の土丹を含んだH音黄褐色粘質土(土層注記16)、Cラインより東側はやや粗い土丹混入H音黄褐色粘土

(土層注記26) で地業 している 。 調査区北東|明の岩盤下 2~3-C~D ライ ン付近では、黒褐色粘質土

(土層注記30)がひろがり、様相が異なる。これは1面の段階で発見されている突出した岩盤の影響に

よるものと考えられよう。
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l6.日音質褐色粘質土+号車大~人頭大の土丹層

l7. P音質禍色料i質上 土丹粧を含む

18 銀褐色粘質土+大型上丹焔

19. 黒褐色粘質土 土丹粒を含む

20 黒褐色砂質混粘質土 土丹粒を含む

21. 11音茶褐色砂質粘土 土丹粒 ・炭化粒を含む

22. m柿色粘質土にH膏占主総色 i二が混じる
23. a音黄土色粘土+拳大土丹精
24 日音黄土色粘土 土丹粒 ・砂質土混じる

25. a音黄禍色砂質粘土+人頭大土丹庖
26. 11音質褐色粘土+土丹粒破砕地業局

27. a音質褐色粘土 土丹沈を含む
28. P音茶褐色粘土 土丹ぬを含む

29. 大型土丹J函

30. I込褐色粘質土 わずかに土丹粒を含む

31. 11音茶褐色粘土 わずかに土丹粒を含む

32. t立褐色粘土 七丹粒を含む
33. 11音質褐色粘土 土丹見 ・土器粒・炭化粒を含む

34 黒褐色粘質土+大型土丹

35.大型土丹層

岩盤

図9 2面遺構
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図10 2面遺物

調査区北側では遺構が殆ど発見されず、調査区南側 3-4-B-Cライン付近に満1があるのみであ

る。満1は中央に設定したベルトを堺に北側には延びてはおらず、満に沿って径30cm内外の不整円形で、

深さ 15cm程のピット 3 基が発見されている 。 満の南北iP~I方位は N-24
0

-E で、現況の上場の最大|隔は

約2.8mで、あるが、図示したほど満肩は明確ではない。表土からの規定深度により、この段階で満の下

場を確認することはできなかった。

出土遺物 (図10)

1-2は2面直上(1は図9地点③、2は図9地点④、ともに裏向き)より出土の大型糸切り底か

わらけ。背高気味で、器壁は内湾気味に立ち上がる。1は口唇部でやや外反する。

3は2面構成土より出土の丸瓦。凸面の縄目痕はナテ守で、ほとんどすり消されている。凹面は糸切り痕

と布回痕が顕著に残る。側面、端面ともにへラ削りで面取りされ、制|同訴も広く面取りされる。焼成不良

の為、淡燈色一肌色を呈する。

第3節第3面の遺構(図11) 

3面は地表面から北西約110cm下(海抜28.15m)、南西約135cm下(海抜27.85m)で確認できた。1面

の段階で発見されていた調査区北東|明2-Cライン付近の突出した岩離は、 2面の構成土を剥がすと西

側、南側ともに落ち込む。西側には海抜28.15m前後で、岩盤平坦面がひろがり、その岩盤を掘り込んだ

満2が発見された。消2の南北中11υJ位はN-180-Eで、突出したお盤とほぼ同一方向である。出東側

上場には満と切り合う径25cm内外、深さ10-15cm程の半崎円形ピットが並んで3基あるが、満西側

場にはそれに対応するピットはない。また、南側の落ち込みは、 2面の段階で様相の異なっていた黒褐

色粘質土(土層注記30)-黄褐色粘土(土層注記32) を掘り下げた後に岩盤斜面が碓認できる。人為

的に加工しである様に観察されたが、風化してたのか斜而には工具痕等の痕跡はみられなかった。

満2の西側 1-3-Bライン付近は、岩盤レベルにあわせて上面に貝粒子が散在する拳大程の上丹を

A
U
T
 

司よ



N-ーーーーー

e。ーーーーーー

戸 ラァーーそごと

寺前予ぷ

29伽1

土層t主"
36. n音質褐色粘質土+挙大上丹1¥1 上面に貝総チ
37. J.夫裁禍色粘質上+土丹草立地j陸 上面に艮組子

38. 時前褐色粘質ヒ 土丹泌を合む

図11

十

3 

40 

3面遺構

-15一

1な褐色砂質粘土 上丹絞を含む
日昔黄褐色粘質土+~大土丹層 しまりナシ

岩盤

司自ーーーート。

2m 
」

(1/80) 



含んだH音黄褐色粘質土(土!晋注記36)でj由業している。員粒子はベルトを挟ん

で調査区南西側 3-4-Bライン付近にもひろがり、土丹粒を混入する灰黄褐

色粘質土(土層注記37)で地業している。この府からは本品が多数出土してい

る(図11地点①、図版 5)。またこれらに対応する調査区東南側3-4-Cライ

ン付近の生活面は、地表面から約120cm下(海抜28.0m)の土丹粒を混入する貰

褐色砂質土(土層注記39)であるが、表土からの規定深度に達し調査区南側は

さらに掘り下げることができず、 一部を確認できるにとどまった。

」二斗ー2;;
3面構成土

o 5c・

(1/3) 

図12 3面遺物

2面で発見された調査区南側 3-4-B-Cライン付近の満1は、下場の様

相を確認する為のトレンチを設定した。満の底部は深さ55cm以上を測り、 3而掘り込みレベルで鎌倉

を4段重ねて満の西壁としていた。調査の段階でも抑えと惣われる大型上丹が西壁に沿って発見されて

いたが、認識が甘く掘り上げてしまった為にその様相は不明と言わざるを得なPo2面で発見された満

1は短い期間で踏襲され、岩離を制り込んだ溝2(南北'lilIl方位はN-18
0

-E) と対応していたのではな

いだろうか。

出土遺物 (図12)

1-2は3面構成土より出土の小型糸切り底かわらけ。背低で、内底面が広く、器壁は内湾気味に

vち上がる。1は混入物が少なく焼き締まり、粉質土に近い胎土を呈する。口唇部には煤が付着する。

その他の出土遺物としては迫梢の項でも触れたが、土丹-粒を混入する灰黄褐色粘質土(土層注記39)

層上か水晶が41点(写真岡版 5)出土している。水晶は、 二酸化ケイ索(Si02)が結晶してできた石英

という鉱物のなかで、六角柱状結晶のものを呼ぶ。この織な六角柱状結晶をそのまま逃すものはわずか

であり、概ね f面jと呼ばれる滑らかな表面を数面持つものが多数で、その表面には自然にできた条線

がみられる。木調査で、出土した水品には工具痕が観察されるものもあるが、ほとんどは加工されていな

p原材石と思われる。

第 4節 4面の遺構(図13)

4面は岩盤の広がりを概認する為、調査区北側IJのみの調査とした。地表面から北西約125cm下(海抜

28.0m) 0 3面の段階で構2の西1J11Jを岩盤レベルにあわせて地業していた拳大程の土丹を含む暗黄褐色

粘質土(土用注記38) を掘り下げ精査を試みた。その結果、岩盤平坦而の範囲は全体的には広がらず、

3面問機持盤レベル(海抜28.0m)で、上丹破砕で地業した暗黄褐色粘質土(上層注記43)が2-3-

Bラインに広がる。また岩盤平坦面の南側は3ライン付近を限界としている。2-3-Cラインの深堀

トレンチで確認できた束噌の黄茶褐色粘土(土用注記41)或はしまりのよい大小土丹層(土層注記42)

は、土層注記43に対応する調査区東側の4面の可能性があると思われる。

3 面で発見された満 2 は |二場が一段落ち込み、 r~~両側の上場に沿って椅盤を掘り込んだ杭穴状のピッ

ト列が並ぶ。いずれも径30cm内外、深さ10-15cm程の不整円形で、岩盤に講を掘り込む際に使用され

たピット或は溝使用時の蓋等の付属する設備に伴うのであろうか。満の深さを確認するためにトレンチ

を設定したととろ、深さ85CJ11(海抜27.30m)で、下幅は30CJ11弱、満の壁には盤や撃とみられる工具痕が

残る。溝としての機能を失った後には、人頭大の土丹(土層注記25・44)で人為的に埋められ、寝中

9'からは常滑が1点山上している。
出土遺物(図14)

1は岩盤上ピット内出土の中地糸切り底かわらけ。背高で、鵠壁が薄く、 胎土に混入物の少ない所謝

薄手丸深型といえる。内底面に煤が付着する。

po 
噌

E
A



29.0111 

ーーーーーート。

ーーーーー-w
， ， 

" I 

e、，-ーー一ー

M-ーーーー

I I I I I 

土j留注記

41 黄茶禍色粘土

42 大小土丹層 しまり良い

43. a音貨渇色粘質七+七丹破砕t也業層
44. a音黄上色粘上+人耳目大上丹j日
45. P音黄褐色粘土腐食有機物混じる

岩雄

， 
a 

b 

29.0m 

.、"1'，'

1 " ‘ ・・ ・・・

一一-d' 

.~てて七-:-;-:-. ....小::::.. :._..._...-.... 

・'，:'，-:'::'::.，':.... : . ':'.-・"

2m 

(1/曲}

4面遺構

弓

f
唱

i

図13



2は岩盤満2内より出土した常滑窯片口鉢E類の口縁部片。小破片

のため体部内面の使用による摩滅痕は確認できず水磨したものか全体

的に滑らか。14世組前半の製口口。

第 5節 その他の出土遺物

図15には確認調査時の出土遺物と、表土掘削時等帰属する層位や遺

構が不明の遺物を図示している。

1-3は確認調査の際に，':1:，士.した遺物。

1は小型糸切り底かわらけ。背高気昧で、器壁を聞きながら、やや

外反気味に立ち上がる。内j底面は指頭による強いナデ調整が施される。

~U 

Y 
岩盤溝卜レンチ内

o s.圃
ヒ (1/3)

図14 4面漬物

2は瀬戸窯灰粕卸Jmの口縁部片。灰緑色の利をハケ塗りで掛けられる。14世紀中葉の製品。3は鐙瓦。
左回りの巴文で、 3つの巴文の中心に珠文が配されている。

4-9は採集遺物で、糸切り底かわらけ。

4は極小糸切り底かわらけで、非常に厚I床がある器壁を内湾気昧に立ち上がる。内底面の明瞭なナデ

調整は口唇部にまで施され、外底面のスノコ痕も強い。5は小型糸切り底かわらけ。器壁は聞きながら

立ちあがり、 体部中位の強い稜より口唇を尖らせて、外反する。6は中型糸切り底かわらけ。777高で、

側面観碗型を呈する。口唇音1)に煤が付着する。7-9は大型糸切り底かわらけ。背高一背高気味で、内

底面が広く、内湾気味に立ち上がる。7は器壁が口唇部にかけて薄くなり、わずかに外反する。本報告

に掲載した辿物の計測表及び、本調査で、出土した泊物の破片数は、 表1-3に纏めた。

¥十二王ニグ ヲ てD.

¥ぐードJ
¥て-kd 
た一二ごp.

いて--l亡ぷ
試掘

図15 採集遺物
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第4章 調査成果

今回の調査は目前の崖面に岩盤が露出する位置に在り、調査区北半では岩盤面とそれを掘り込んだ遺

構を発見したものの、調査可能深度範囲内では調査区南半は岩盤を確認し得なかった。参考までに、調

茎南半では場所により、金属製ピンポール(長さ 1m)が人力で押込むことが出来、未だ観えぬ下l曽

lご位には自然地形である岩盤を改削した治構或は

とk活面が在る可能性は想像に英mくはない。多いとは言えぬ出土遺物から観ると、岩盤を箱状に招り込ん

だ4面満2下層出土遺物の年代から、調査地点付近は少なくともそれ以前から岩盤山裾を崩して活動域

を拡げていることが窺え、これは先の章で触れた寺伝の記述や何処に辺るかはさて措き絵図の記載と

盾するものではない。その後、 2面に至るまで出土泊物の大きな年代差はなく、短期間に岩盤を開削し

つつ造成と生活面の更新が行われた様だが、顕著な，躍災而やその片付けを想わせる焼土や炭を内包する

堆和土は確認していない。擢災の痕跡が看取し得るのは、出土遺物から観るとやや聞が空く 1面建物に

利用されていた礎石表面にであり、 その問堆積土層に観る造成が行われ遺構1MIが変わることから、そう

せざるを得ぬ何事かが遭ったこ とは窺える。

7 一つ調査成果として挙げられるのは、 3面ill構面上とした概ねB-4グリッド周辺の堆積土上面か

ら出土した多量の水晶であろう(図版5)。付近の:l.i[:ffl土用に周囲との差異は殆ど無く 、残津や工具も

調査深度と範囲内では発見されていない。乙れまでに主に寺院祉関連の調査地点から水品製五輪塔(斉

木 他 1987、など)や水品玉(斉木1990、馬淵11997)の報告はあるが、往時の極楽寺域内とはいえ

これほど多くの製品化されていない水晶が出土するのは珍しい。分析を含めて今後の課題としたい。

r!?木秀雄 他 1987 r鶴岡文庫ru設に伴う鶴岡八附宮二十五坊の調子モ古ノ下2丁目1地点 正党院跡Jr鶴岡八幡宮境内
追跡発桐調査報告書IIJ鶴岡八幡?与境内遺跡発技1.1発掘調査団・鎌倉市鶴岡八幡4
1青木 芳雄 1990 r名越 ・山王堂跡発効~l調 ð:報t!?件j 山王堂跡発制調行団

，Ç!~ ~J::I 和維 1997 r材木座IIIT届泊跡 (No.261)材木皮三丁目364若干1外J也}，';(Jr鎌倉市忠蔵文化J!1緊芯淵ff.報告書13平成8年
j支発姻調査報告(第1分IHt)J 鎌倉市教育委員会

表 1

遺構名
圏内産陶土鋸類 舶載品 石製品

金属製品 計 % 
かわらけ 常滑窯 瀬戸窯 火鉢 瓦 白磁 硯 水晶 玉石

1 a 1飼遺品，¥1内 29 1 8 2 7 47 5.1% 

1 a耐巡榊外 233 25 4 1 25 2 7 1 298 32，1% 

1 bl而泊桝外 130 3 2 2 l 2 6 146 15.7弛

2而i自榊外 86 1 2 l 2 4 94 10.1% 

31侃冶榊外 168 1 5 41 8 231 24.9% 

41而ill榊1λl 8 2 1 11 1.2% 

41師i岱榊外 8 8 0.9% 

採集 89 2 2 5 2 94 10.1% 
ト 一~ t・ 751 34 9 l 46 4 1 41 24 18 929 100.0% 

;lpJ1f 80.8% 3.7% 1.0略 0.1% 5.0% 0.4% 0.1¥見 4.4% 2.6% 1.9悔 100.0% 
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表2

図版番号 遺精名 種別
口径/長さ 底径/1幅 器高/J享

備考 (胎土・色調等)
cm cm cm 

l 医15-1
1a前 土器

(8.0) (5.3) 2.4 
}治上lま多訟の以色・白色微砂、23母、白針を合む位色弱粉

ピット6 かわらけ糸 i't土 外l底而1のスノコ痕が強い

図5-2
1a而

土協かわらけ糸 (12.9) (7.7) 3.3 
!治土は黒色微妙、 22母、白針、土丹粒を含む淡燈色弱粉質

ピッ ト6 土外底而のスノコ泌が強い

医15-3
1a面

平瓦 2.4 表聞は県灰色上、 j治土は鉱物質をあまり混じえない灰白色土
ピット12

区15-4
1a而

平瓦 1.8 
表面は灰娘色、 J約七は白色小石、黒色微妙を合む灰白色軟

ピット5 質 t

医15-5
1a而

)L瓦 2.1 
表面は灰白色上、胎土は白色小石、~\\色微砂を合むやや軟

ピット5 質な灰白色土

医15-6
1a而 瀬戸$

胎上は淡il~灰色上~j粘質級驚 t 踊hは灰緑色
ピッ ト5 j天荊hß~J[[1l

図5-7
1a間 上哲* (8.0) 4.5 2.2 

H台土は7Jl:母・白針 ・銀色微妙 ・l士l色微砂を合む燈色訴j粉質
直上 かわらけ糸 土外底スノコ痕

図5-8
1a面 土器

8.2 4.6 2.55 
!治土は雲母 .j，{4色微妙を含む燈色弱粉質土 煤HZi 休部

U'I上 かわらけ糸 l均而lまぜている 外底而のスノコ泌が強い

図5-9
1a而 土骨骨

(9.4) 5.4 2.3 
j治土は23母 ・白剣 .j;(~色微1沙を合む/UL色弱粉質上 煤付着

直上 かわらけ糸 l本部内部はぜている 外!底面のスノコ浪が強い

図5-10
1a而 土器日

(10.2) (6.0) 2.4 
j治土は多iiiの'1t母と!浪色微砂・白書1を含む肌色sJsj粉質-t

直上 かわらけ・糸 煤H~1 休日11内而はぜている 外底而のスノコ痕は不I~j ur.(

図5-11
1aiIii 上昔日

(10.1) (5.8) 2.8 
!拾土は雲母 ・白書十銀色微砂 -白色微砂を合む淡燈色弱粉

直上 かわらけ糸 質土 外j底而のスノコ痕は不明l僚

l苅5-12
1aii筒 上部

(13.0) (7.8) 2.6 
JlFi七は22母 ・|斗針 煤色微妙を合むJUL色弱粉'l'[-Iニ 外底而

TIi上 かわらけ糸 のスノコ 1J.'iが~'!!l ~、

図5-13
1a部 上"'6ii (12.0) 6.6 3.5 

}治土は雲母 .~í\色微砂 - 土丹粒を含む淡鐙色弱粉質土 表

底上 かわらけ糸 而全体的にはぜている 外底スノコ痕

図5-14
1a而 瀬戸黛

(4.4) )治上は淡武灰色弱粘質級?皆上 hi¥色の欽柄hを捌ける
l立上 天目茶碗

図5-15
1a面 常ìi'tl'~
底上 Z暗転肝JM製品

医15-16
1a而 瓦務質

(39.0) (27.0) 10.6 表面はm褐色~赤茶褐色、!治七は淡灰色を呈す
l立上 火鉢

図5-17
1al街

平瓦 2.2 
表面(;1:11音灰色、胎土は白色小石粒・煤色粗1目、を合む灰色硬

l江上 '.e'tニ仁を呈する 凸而に三鱗文の1111印文

~1 5-1 8 
1a目前

丸瓦 2.1 
表前は灰色、 Jlfi土は小石粒.~(4色紅[1沙を合む灰戸l 色上を呈

直上 する

区15-19
1a商 土器

(7.2) 4.7 2.2 
!治土は雲母 ・白針 ・黒色微砂・土丹粒を含む肌包弱粉質土

品育成土 かわらけ糸 口唇部に15だしの打ち欠き痕 外j底スノコ痕

図5-20
1a而 土甘3

(7.7) 5.2 2.0 
JIti-tは雲母 ・内量|・ 県色微砂を合む淡IUL色弱t'l)質上 外J底

構成土 かわらけ糸 スノコ痕が強い

区15-21
1a商 土器

8.2 4.7 2.45 
j治土は雲母 ・白針 ・黒色微1沙を含む淡燈色弱粉質土 外底

構成土 かわらけ・糸 スノコ痕

医15-22
1a前 t23 (11.0) 7.0 3.0 

l治土は13母 ・向針 目黒色微砂を合む淡肌色弱粉'.e't七 外底
桝成土 かわらけ糸 スノコ痕

区15-23
1a而 土** (10.8) (7.2) 3.0 

JJ台土は雲母 ・白針黒色微1沙を含むJlJL色弱粉質土表而全
椛成土 かわらけ糸 体的にややはぜている

図5-24
1a而 土昔告

(10.6) (5.8) 2.7 
Jlfì上はう~ BJ: ' 向針 紫色赤色微妙を含む肌色弱粉質土~粉

椛成土 かわらけ・糸 質土表面全体的にはせ.ている 煤が付着

1~1 5-25 
1a面 土昔号

(10.0) (4.6) 3.0 
!治土は多量の3母・白針-黒色微砂を含む肌色弱t'l)質土

~WJ求土 かわらけ糸 煤が1サ~(I 外J底スノコIn

区15-26
1a而 土日告

(11.8) (6.8) 2.9 
!治土は雲母・ lコ針 ・烈色微妙を合むJlJL色弱粉質土 .l<面全

構成土 かわらけ糸 体的にはぜている

医15-27
laiIii 七日告

11.7 7.2 3.2 
!治土は雲母臼針.m色微砂・土丹粒を含むl情肌色弱粉質

構成土 かわらけ糸 士煤が付ずf 外j底スノコ1良

区15-28
1a市l 湖'1p"担

}治土は淡1/1.色lþj粘'í~級?皆上 柄hは淡灰緑色を呈する
h育成上 .lJl-腕

図5-29
1a面 瀬戸高高

4.6 j治土は淡策色弱粘1'(級2E上布hは淡灰緑色を呈する
榊成土 平腕

医15-30
1a商 常討t$

日部に縦事~と íll輪文の組合せ
榊成土 2理事I1印文拓員三

図5-31
1a而

丸瓦 1.9 表而は黒執j色、J治土は白色粧l砂を合む淡Jq白色上を呈する
~WJ~占上

ハU
円

4



表3

図版番号 遺精名 種別 口径/長さ 底径/f幅 器高/1享
備考 (胎土・色調等)

cm cm cm 

医15-32
1af(u 

丸瓦 2.4 表面はiぷ紘j 色、 j治土は~lA色微砂を含む~I 色土
機成上

図6-33
1a而

平瓦 2.4 
表而は灰色、 I治土は白色小石粒 ・黒色粧i砂を含む灰白色土

構成土 を呈する

図6-34
1aIl釘

平瓦 1.7 
表面はH音灰色、 j治土は白色・銀色微砂を合む灰色上を昼す

椛成土 る

医18-1
1b国 土{1骨

7.9 5.5 2.1 
!治土は22母-白針-黒色微li'J、を含む淡鐙色奇骨格}質土 外底

椛成土 (06) かわらけ糸 スノコ痕

医18-2
1b日桁 土*詩

8.0 5.7 2.4 
胎土は:]1ffJ:.白針.~ì\色微妙-土丹粒を合むH削IL色弱粉質

桝成土 (06) かわらけ糸 上 I-I!iif部に;芯だしの打.ち欠き痕 外底スノコ痕

関8-3
1bI(u 土1*

(7.9) 5.4 2.35 
)治土lま22母・白針黒色微砂を合む淡燈色弱粉質土外!底

椛成上 (06) かわらけ糸 スノコ痕

区18-4
1b而 土日告

(8.4) (5.2) 2.2 
l胎土lま多量の雲母・白~I・ ・ Jお色微妙を含む燈色弱粉質土~

構成土 (06) かわらけ糸 粉質土外底スノコ痕

医18-5
1b而 土昔日

(8.1) (5.4) 2.4 
!治土は雲母.~Q色微砂を合む11音締色弱粉î1土 外l底スノコ

椛成土 (06) かわらけ糸 1民

医18-6
1biiu 土器

(8.0) 4.9 2.5 
}胎土は雲母 .m色赤色微妙土外粒を含むH剖IL色弱粉質土

構成土 (06) かわらけ糸 口唇剖iにiiEだしのれち欠き痕 外!底而に煤付ぞ[

医18-7
1b而 土日目

(9.5) (6.0) 2.5 
!治土は32母・m色微砂を含むfVL色弱粉質七外l忠商のスノコ

.ftI'1J此土 (06) かわらけ糸 保不l列l股

医18-8
1b而 土1.# (9.8) (6.6) 2.5 

j胎土は22母白針黒色微砂土丹粒を含むfVL色弱粉質土
構成土 (06) かわらけ糸 外底スノコ痕

図8-9
1b而 縦l似品

;tu也は白色~)粘質級官!Õ:土 踊Iiは不透明な乳白色を呈する
椛成」こ 向磁口]じ目指

図8-10
lb而 自白if¥X品

(6.0) 54;地は白色弱粘質鰍密土 踊Iiは不透明な乳白濁色を呈する
構成土 白磁御j花文碗

医18-11
1a而 石製品

8.3 1.9 
桝成土 丹波・I!(¥沌i11l系!ill

図10-1
2而 土器

12.4 7.0 3.1 
IIf.土は雲母 ・白針.J，;Iil色微砂 ・土丹粒を含む)IIL色粉質~溺

直上 かわらけ糸 f$)質土 煤が付着外j怠スノコ痕

医110-2
2而 土日骨

12.0 7.0 3.1 
)治土は'.2lit内針 黒色微砂小石粒を合むJIIL色弱粉質土

直上 かわらけ糸 ;}i而に鉄分が{、f':{'[ 外!底スノコ痕

図10-3
2凶i

丸瓦 1.9 
表面、胎上ともに淡償色を呈し、胎土は白色小石粒や微砂

品育成土 を含む 淡燈色土器質土

~11 2-1 
3而 土器

(6.9) (4.6) 1.2 
j治土は淵緑色微砂をわずかに合む淡飴色粉質土煤が |

椛成土 かわらけー糸 付着外l底スノコ浪

図12ヨ
3面 土苦5

(8.3) (6.5) 1.55 
!治土は白針 ・ 黒色微砂・白色微砂を含む!lJL色~)粉'i't土 外 l

i'r'l1Jお土 かわらけ 糸 底スノコ痕

図14-1
41.lii岩織 七日日

(10.0) (6.0) 3.2-3.4 
!治七は']ll珪・門針 .~I県色微妙をわずかに含むIII L色弱粉質上

ヒ.ット内 かわらけ 糸 煤が{、t1'1 外lir.スノコ痕

医114-2
4而岩盤 古川}窯 j治土は小石粒・ 石'!Rを合む~Q灰色土 i*表はH音茶掲色を呈
構トレンチ内 片口鉢日実fj する

図15-1 試祖H
上~{

8.2 5.2 2.3 
!治土は22母 l勾針・多ftlの~U色微砂と白色微妙を合むH音色

かわらけ糸 5担j粉宜[土 内lほ面の指~.i'lナデが強い外!底スノコ浪

図15-2 試編
瀬戸;$

胎土は淡fR灰色弱粘質級密土 利は灰緑色を呈する
灰~I釘11m

図15-3 iLI:証li 鐙瓦 (14.2) 表而灰:;J;¥色、J治土は鉱物質を混じえる灰白色土を呈する

図15-4 採集
土昔J品

(5.0) (3.2) 1.8 
胎土は白針 .J込色微f&土丹粒を含む燈色弱粉i1土 内而

かわらけ糸 のナデ凋強、外底而のスノコIHが強い

図15-5 保w 土**
9.4 6.1 2.4-2.7 

I胎土は雲母・!とl針 .m色微砂白色微妙を合むIIIL色弱粉質
かわらけ糸 土 外!必聞にスノ痕

図15-6 保w 土器
(9.8) (5.2) 2.9 

J治土は雲母 ・白針 ・黒色微砂を含む淡総色弱粉質土 煤が
かわらけ糸 卜J' 1~i 外!底スノコ痕

図15-7 主謀m 上総
12.3 6.9 3.4 

J治tは"ft.1t}.向針 ー以i色微砂を合む淡従色5長i粉質よ 外!底
かわらけ糸 スノコIL{

図15-8 採集
土i訴

12.0 7.4 3.3 
l胎土は雲母 ・1士l針 ・然色微砂 ・土丹粒を合む鐙色弱:fJ)質上

かわらけ・糸 外底スノコ痕

図15-9 探w 土t.ii・
(14.0) (8.3) 3.0 

!治上は雲母・白針 ・ 烈色微砂を合むIII L色~)粉質上 外l底ス
かわらけ・糸 ノコ痕
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図版 1

1. 1 aiiii全景(北から)

2.建物祉 (東から)

3. 1b商全景(北から)

4. 2面全景 (北から)



図版2

5. 3面全景 (北から)

7. 4面全景(調査区北側のみ・北から)

9.西側堆積土層(東から)
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6. 3面水晶出土状況(東から)

8.岩盤溝トレンチ (北から)
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よここうじしゅうへんいせき

横小路周辺遺跡 (No.259) 

一階堂字四ツ石115-3地点



例 雪

1. 木J?は鎌倉市二階堂字凹ツ石115-3の一部に所在する、 例人専問比宅の建てかえに先だち行われた、横小路周辺追跡、
(K~辿跡台l阪地259) の発.Uii調査の報告苫であ る 。

2. 発掘調査は平成15年8月8日から同年9月27日にかけて、鎌倉市教育委員会文化財諜が実施した。

3. 本丹使用の泊柿図及び辿物実1!l1J図は調査員が分担して作成し、原稿執筆は福田 誠が担当した。編集は制田が行った。
4. 本手?に使用 した写其のうち全長写真 ・個別泊桝写点は鈴木絵美が、辿物1ßlfj'~は 占問上俊ーが行っ た。

5. 発揃調査 ・整理作業の体制は以下の通りである。

発明調査

主任J~~lj特口
調 査 員

調査補助貝

6. 整担!作業

福田誠 (鎌倉市教育委員会l踊託)

石元道-f 鈴木絵美 本城 裕
1回土俊一 鈴木弘太 長友純子(鶴見大学大学院) 久保田裕美

野崎美|机 山口正紀(鶴比大学)村ILJ ';i (立正大学)

主任調査員 福田誠(鎌倉市教育委員会|属託)

調 査 員 石元道子会~川 泉 古F1:I上俊一 鈴木絵美

7. 発侃調査資料 (記録灰Ilrn.写真 .t~1上辺物)は、鎌倉市教育委日会が一指保柏・している 。
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第 1章 調査地点の位置と歴史的環境

遺跡地は鎌倉宮の南隣に位置している。内代において鎌合(郷)には耶術がおかれ政治経済の中心地

であったと与えられている。当地は鎌倉(説明)の点側、近接する住柄天伊l'を中心とした佐平郷に含まれ

ると考えられる。鎌倉幕府成立以前の鎌倉の縫子は、中世に行われた古11rl1 Ftt.1発に伴う大規模な土木工事

宇により破壊された可能性や、この時期の調査数が少ないこともあり不明な点が多い。しかし平直方の

娘婿となった源頼義や j乙の義家以降、源氏相伝のj也となり更に源頼朝入府以降、荏草は鎌倉に組み込ま

れていったのかもしれない。相模同府から鎌倉、住柄を経て抜け房総半島方面に抜ける、後に六浦道と

して整備される幹線道路が調査J山の南方を東西に通る。両方から御認神社、甘絹布111りj神社、窟堂、荏柄

神社、杉本寺といった古い寺社が束西に並ぶことを見ても ，1千代より妬けていた地域であるといえる。

荏柄天神参道脇の純文土器の出土。1朝稿lf'lの弥/位11キ代の集部。国指定史跡永福寺跡で出上している土師

器、竪穴住居等周辺地域では古くから人々が居住していた。

住環境が大きく変化するのは、 j}}~頼朝が鎌flに人り大flにJ1fを構えて以降になる 。 幕府を中心に有力

御家人たちの屋敷が造られていった。また、永福、子が創挫されそれに伴い二階堂大路が新たに造られ

た。六ifli道と二階堂大路の交差点で、もある大合の辻の東側をrl-'心に鎌倉初期の街区が形成されていった

と思われる。遺跡地の隣にある鎌倉宵(大隅宵)の境内は点光寺跡と伝えられている。民部大夫行光

(二階堂氏)が承元三年 (1209)永福寺!協に建てとする説と、頼朝が建久間年 (1193)に永福寺傍に建

vした薬師堂が当与の前身であるとする説がある。

110名の二階堂は、源頼朝が創建した永福守・士三堂の内「二附堂J名が残ったものである。
161立紀末、徳川家/;j，t関東入国以来、周辺の集活が集まって二階堂村となる。江戸時代には村の一部が

寸直に、後の大部分が社寺に寄進されていた。寄進されていた社寺は東成・寺、党園寺、杉本寺、荏柄ー

神ー釆院があげられる。天領は代行支配であったが、幕末には幕府の退勢が目立ち、次第に諸大名に2

けられていった。嘉永五 (1852)年に彦棋滞、安政元 (1854)年に長州萩滞、安政六 (1859)年に肥

後熊木滞、文久3(1861)年に下総佐倉滞と次々に預け替えとなる。慶応3(1867)年に佐倉藩から再

び天領に戻ったが、翌年大政奉還があり明治維新となった。

明治4(1871)年廃滞置県が実施され、社寸=領は上知され二階堂村は明治新政府のもと神奈川県第16

茎7番組に編入された。明治9(1876) 年の改，II~で、節目大区 7 小区に入り二階堂となった。 明治17

(1884)年に谷合同か村の組合わせに入り、明、治22(1889)年の|町村制で束鎌倉村に、明治27(1894) 

年には束丙鎌倉村が作併し鎌倉IIITが成立した。|昭和14(1939)年に腰越村と令併し、鎌倉市制がしか

れ鎌倉市二階堂となる。

註 1 r鎌trdJ~とj 与:'1"干編 P34 1. a柄天神社，}iim跡 1959 ，'f) I十';1、文館
註2 ;}(制寺跡平成 2íF-~也の調査H寺に本際で火災住肘湖、を確認している 。

参与文献

『鍬合}f~，'i' 'J~典』 イ 'Î狩l;~ 1980 :(ド 『鎌.:fr dj ~よ~ J 社.:.r-制 鎌倉di 古・川1'.11、:x.釘( 1959年
『としよりのはなしj鎌倉市教育委員会 1971年 『鎌合事典j東京:堂出版 1976年
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第2章調査の経過と層序

本遺跡の発掘調査は、平成15年8月8日から表上掘削を開始し同年9月271lまで行われた。遺跡、の

位置は北総35
0

19' 19"、東経139
0

34' 12" である 。 グリ ッ ドは、住宅の建築範囲を悲唱に南北~jljl を

設けた。調査面積約7801'。グリ ットの基準は、鎌倉市4級基準点(第医座標系)の050(X=一75，148.630

y=一23，932.221)と051(X=一75，118.895 y=一23，902.009)を移動した西原点 (X=一75、174.847y=一23、

945.114)と東原点 (X=一75168.899y=一23937.705) である 。 2l~間を結んだIMI線は真北か ら 50
0

15' 

19" 東に慣れる 。 使用したレベルは、同折定史跡永福寺跡内に設置されている永福寺跡1l1iJ~孟基準点NQ3 

(海抜18.227m)を移動して設置した阿原点(海抜15.445m)と東原点(海抜15.360m)を使用した。

調査区は、現地表(海抜15.30m)から約50-60cmの表土層を屯機で拍j削した。地表面はほぼ平坦で、

したがって検出した第 1面もほぼ平担な面(海抜14.70m)である。

試掘調査により、表土から地山面まで、約140cmの深さになることを確認した。その後、壁面を利用し

て土層の地相状況を観察した。結果、 IJ1世地山の県側色粘l1tMまでの叩に、大きく 6Wjの地業面を確

認した。この結果を踏まえて、 1面一7面(中世地山田)までの調査を行うこととした。

各面の概要は以下の通りである。 1而は2層の灰色粘質上回により構成されている。2面は 5J替の

丹地業層から構成され、 1面と同機に迎梢は少ない。3面は t丹地業!脅から梢成され1. 2面と同

械で遺構は少ない。平坦市が広がる。4面も同じく七丹地業jt，jから梢成され、丙側で落ち込みが検出さ

れる。51mは黒褐色粘質上府から構成されている。東西方向に虐る浅い満2条と轍状のWIみ、柱穴を検

出する。6面は淡褐色粘質土用とI培怯j色粘質砂層から桝成され、礎板入りの柱穴(建物)と多くの柱穴

を確認する 。 7 面は黒褐色~'1~質土)~Iのけ I I:!:U山 111 である 。 南北方向にfrllび、る滞状の落ち込みを確認する 。

9月27日に器材等の搬出も含め、全ての調査を終 fした。検H!'した遺構の詳細11は次章に譲る。

図1 遺跡位置図
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永福寺跡1. (鎌倉市教育委員会 1981-----1996) 理智光寺跡2.二階堂字理智光寺750番 1地点(手塚2001)

3.二階堂字稲葉越802番7地点(大河内 1991) 理智光寺橋遺跡4.二階堂字理智光寺谷749番 1地点(大

三輪ほか1983) 横小路周辺遺跡5 二階堂字横小路 110番3地点(宗蓋 1996)6.二階堂字横小路93番 11

地点(手嫁 1999)7.二階堂字荏柄9番 1地点(菊川英政 1990・1991)8.二階堂字荏柄 10番9外地点(福

田2000)9.二階堂字荏柄 10番 1地点(原2003)10.雪ノ下五丁目 557番 1地点(野本 1998)向荏柄遺跡

11.二階堂字荏柄880・874番地点(馬淵 1985) 大倉幕府周辺遺跡群 12.雪ノ下字大倉耕地565番4地点

(菊川英政 1996)13.雪ノ下字天神前562番29地点(福田ほか 1996)14.雪ノ下字大倉耕地 652番目地

点(菊川泉 2001)15.雪ノ下回丁目 567番 7地点(馬淵 2004)16.雪ノ下字大倉耕地569番 1地点(馬淵

1990) 17.二階堂字荏柄 拘 番 1地点(馬淵 1993)18.二階堂字荏柄拘番1地点 (原ほか2002) 大倉幕

府跡 19.未報告 20.雪ノ下三丁目 701番目地点(滝津ほか2004)21. 雪ノ下三丁目 701番 1・3地点(馬

淵ほか2004) 北条‘時法草堂跡22.(松尾ほか2005)覚園寺旧境肉遺跡23 二階堂字会下331番3外地点

(降矢ほか2005) 天王寺跡やぐら 24.二階堂字中村384番1地点(田代ほか1995)会下山西やぐら 25.

二階堂字会下312番地点 杉本寺周辺遺跡肉やぐら 26.二階堂字浄明寺(田代 1996) 杉本寺績肉遺跡27.

二階堂字杉本 903番地点 (鎌倉市教育委員会 1983) 浄妙寺旧境肉遺跡28.浄明寺三丁目 16番1地点(継

2002) 

図2 本調査地点と周辺の遺跡
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第3章 検出した遺構

1面(図 7、図版 1) 

現地表から調査区の南端で、60cm程度の深度で、検出した。北端でも地業面は、地表から45cm程の、深度で、

検出した。この面は、第2層の灰色粘質土層と第3層の土丹地業面が構成土である。細かい炭化物を含

む土層で梢成されるが、締まりが比較的悪く後世の撹乱が目立つ。生活面であると明確に断言できるも

のではなく、むしろ包含用の一部ととらえるべきものであろう。遺構もはっきりとしたものは認められ

なかった。

2面(図 8、図版 2) 

1面の25-30cm下で、検出した面である。第5層の土丹地業面が構成土である。部分的に地業層中に

炭化物の混入が認められる。土ー丹・士山業而が広がることから、人為的に構築された而であると考えられる

がこの面に伴う遺構は検出されない。

3面 (図9、図版 3) 

2面の15cm程下で、検出した面である。第6層の土丹地業面が構成土である。2面と同様で、人為的

に桝築された面であると考えられるがこの面に伴う遺構は検出されない。

4面 (図10、図版3) 

3面の10cm程下で、検出された面である。第7層の土丹地業面が構成土である。調査区の北西角で緩

やかに面が落ち込むが遺構ではない。西壁から北に 3m程の滞状治構が延び、る。

5面(図11、図版4) 

4面の15cm下で、検出した面である。第9)習の黒褐色粘質土層が構成土である。地山に似ている土用

で人為的に盛られた土層と考えられる。常滑壷(5型式 ・6a型式)や青磁劃花文碗片、 青白磁皿片、 手

控ねかわらけ、 小片のため図示はしていないが永福寺I期の男瓦片が出土した。

4面までの犠相と異なり多くの遺構を検出した。東西方向に延びる浅い満1・2と多くの轍状の満を

確認した。満や轍状の遺構は、真北から約50
0

東に振れている。北側を東西方向に延びる市道とほぼ平

行している。

6面 (図12、図版5) 

5面の約10cm下で、検出した面である。第11層の11音褐色粘質砂層が構成土で、ある。5面の辿桝(潜 ・

轍)は東西方向に永福寺、瑞泉寺に向かう市道とほぼ平行していたが、 6面で、検出確認した柱穴列(建

物遺構か)の車I11方位はほぼ真北で、 5面の迫構とはおよそ50。程の開きがある。轍の痕跡が二階T

路もしくは永福寺参道(境内)の一部と考えるならば、 6面の柱穴列(建物遺構か)は大きく方位がず

れることになる。このことから 6面は鎌倉初期、永福寺の建立に伴い言|・画された二階堂大路が遇される

より前の可能性が考えられる。遺物は手担ねかわらけの他に土師器童話、杯、灰車[lJ陶器が出土する。

7面 (図13、図版6) 

6而の約15-3ucm-'ごで、黒褐色粘!百七府の地山面となる。海抜13.8-13.9m。鎌倉宮のある北側に向か

う満状の落ち込み 1・2を検出した。落ち込み1は北壁から計測すると、南北の長さ約6.5m、|幅約160

cm、深さ30cmの規模で、ある。落ち込み2も同じく北壁から計測すると、南に長さ5m、|幅約2.2m、深さ

30cmの規模で、あった。共に遺構の性格は不明である。遺物は出土していない。
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第4章 出土した遺物

1面 ・2面まで ・2聞の退物(図14、図版7・8) 

1而で出土している州戦品はは13世紀代、常十円は14世紀代。かわらけを概観するならば、おおむね

1 4世紀中の範~Wに収まるものと考えられる 。 2 面までで出土しているかわらけは13世紀中 -14 世紀削

半がrll心と考えられる。複弁八柴;ill華文の鐙瓦は13世紀rj'のものと与えられる。

3面まで .4面まで ・4面の遺物(図15、図版9・10)

4面で初めて13世紀中葉の手担ねかわらけが出土する。他に青磁香炉、青白磁香炉、手提ね成形の

白かわらけが山上している。

5面まで・ 6面遺構 ・7而泊梢の遺物(図16、図版11・12)

4耐の下、 5面までで出上している迫物は手控ねかわらけ、同安窯の青磁J}II佑文腕、常i骨のう122Eで、

121立紀末-13世紀前半代のものである。6面まで、で、出土している lドIit遺物は、手提ねかわらけだけで

ある。内代遺物は凶市出町、 ・長裂 ・灰糊陶器である。7面ピット 1では砥石が出土しているがH年期は不

明である。

第5章 まとめ

遺跡地は鎌合富の南|燐に位置している。鎌倉吉(大塔宮)の境内は点光寺跡と伝えられているが、詳

細は不明である。この付-近の水福寺境内の詳細も二階堂大路との取り付きを合め明らかにされていな

い。束光寺は永福、干の邦内と記述されていることから、永福寺の惣門の位置を合め検討する課題は多く

残されている。永福寺参道でもある大倉辻から延びてくる二階堂大路は、現在の鎌倉宮南西角のあたり

で1m近く 地盤が高まる。現在、党国寺ヶ谷から流れ出る党園初11はこの場所で二|桝堂大路と直角に交

わり、明治15年浪IJl止図を見るとそのまま二階堂川に注いでいる。泊跡調査地より東に約180m担離れた

出回ツ石付近で、かつてl政赤星氏が多くの11'lit瓦を採集し永福寺惣門を煙、定している。しかし、惣門・

南門 ・111門と述なる永福、干への道筋を恕定すると、あまりにも惣「勺と|哲門の距離が近すぎると思われ

る。三浦合戦の際に、 7k福寺惣門内側に|時が置かれていることを考えてると、 個人的にはこの地盤が高
くなるあたりに惣I"Jが位世するのではないかと考える。永福寺郭内といわれている京光寺の位世関係か

らも無理のない設定だと思われる。と、すると調査地点は永福寺惣門の内側ということになろう。遺構

の少ない l面から 5面まで、に検出した平坦而や無数の轍状の満の検出など、境内域の織相を示している

のかもしれない。大きく様相が異なるのは6面である。上層の辿梢は轍状の満を含め、推定される二階

堂大路の道筋と概ねあっていると忠われる。しかし 6商で検出した柱穴列(建物か)の示す方位は、 一

階堂大路の道筋から約500 程も脹れている。手担ねかわらけのみの出土と併せ、 6面は二階堂大路が通

される以前のものとも考えることが出来よう。

註1 ，!i;星11'[忠 1959 rlJ'i立与古学の研究j
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『鎌倉殿 、予・J"Ç>>~ J イîI務堂 1980年 f鎌台市史j社;f編 針[tfrdi i守川弘文節 19591f-
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図14 1面・ 2面まで ・2面の遺物

l層位 山点 |軒 I i肌 | 法量 (cm) 特徴等

1 'かわらけ 1 11t (11.0)氏任6.0(，fi，:'~ 3.2 慨憾成形

2 :かわらけ 。111壬(13.4)，.広lt(8 .8) 日'~ ，JI:& 3.1 :機憾成形

3 :かわらけ : 11後 12.0ほlt8 . 0 総，'，:~ 3.5 :織機成j彩

4 かわらけ : 111王(14.6)IJ'~1壬 8.0 総，\.3.7 :概憾JJxJf1

5 :かわらけ 1 I1t (7.3) IJ訂正5.3?i?;; 1.4 :鱗槌成形

6 かわらけ ，11伐 (7.3)ほほ5.7昔日向 1.4 蛾随成形

1 I(JI I 7 : 'i円滑片1I外 : 111壬(23.4) : II釘l赤羽 rl'抑制年7)型式か

'Îi~ i什宝~ li~l f: (12.6) 

9 'I首消片1I j:~ ， Ji~1千 ( 12.0) ， 1 rri 

21uj 

10 '，'in磁抑胤 :(1本部小J'..) ，対徳銀窯

11 (1磁rlJC1I1l : IJ'H予(5.0)
12 ，'f磁iili弁文腕 IJ'm (4.2) 能見47駕

: fJ rr泉~

:i義組成Jf1

'機健，，x，1隊

機総J花形

17 :かわらけ : 1 11t (7.7)ほ116.2指尚1.5 機械成形

18 :かわらけ .: 111壬(8.2)庇任 (7.0)日品川1.4 慨憾1幻影

: 1 11fo. (6.7)服従 (4紛総刈1.8 :慨継I花形

20 .かわらけ ・111壬(7.6)ほ任 (5.6)総刈2.0 :機械成形

21 :かわらけ : I.l1t (7 .0) ほ任 (5 . 6) 係正~ 1.8 :機敏成Jf1

22 かわらけ : 1:11千7.5JJ主任 4 .2 お，~'5 1.6 慨憾I剣形

23 かわらけ : 1 11t (6.6) IJ'S: 1壬 (5紛i*r~'5 1.8 機械1山形

24 :かわらけ : 1 11t (8.5) 1限後 6.2;祭，o，':j2.6 :憐健1幻影

25 :かわらけ : 11 1王(10.4)氏任 (5.9) 出 If~ 3.0 : 慨憾成Ir~

26 :かわらけ .: 1 11t 10.6Jl主任 5.3 日j!;~3.3 :概憾成形

27 ・かわらけ : 111正(10.6)I.i'主任 (6.8)総尚3.5 : 慨槌成Ir~

28 :かわらけ : 1.11壬12.0底径7.6日if，'，;;3.5 :娘倦成形

29 :， かわらけ : 111壬(12.2)ほ筏8.2お刈3.1 :幌憾/J止}杉

30 かわらけ : 111千12.0Ir~1壬 8.6 総向 3. 2 :慨健'JIe:形
31 ，n、わらけ : 1 11t 13.01ほほ8.6続出向3.4犠倦成形

32 :かわらけ : 1 11f (12.3)政筏 (8.0)総刈3.1 :機織成If1

: 1 11t 12.01底任7.6:絞尚3.8 :峻櫨成形

j外f壬2.35Jn利壬0.681予さ0.14 : I'，lA-・)ffi'If (初鋭ff.~ヒ'ぷ 1038{I二)か。策、可。

35 : 'ì行計'~片 11 j:ト : (11紋ilil小片) : IW 
36 火鉢 : (1 1 *~1~il小n-)

37 '鐙瓦 : (J{'i::j . )L止{:"rll!t) 尚弁八策iili花火: ムLil:'i1tJ6cm利l.ltのものか
38 1かわらけ 1"1壬11.9断壬6.2総ω3.5 1 機械成}f~ 11附 ;11に側、附
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15 かわらけ

16 かわらけ

19 'かわらけ

21(1Iまで

33 かわらけ

34 : ili 

図15 3面まで ・4面まで ・4面遺構の遺物

層位山点 |番号 | 遺物名 | 法量 (cm) 特徴等

31ujまで
1 :かわらけ : r 11壬(6.6)ほ1t(5.8)総尚2.0 :機憾I幻影

2 iかわらけ 11任 (12.5)ほ任 (9.2)お刈2.5 機織成形

3 :かわらけ : 111壬(9.0)総刈 (2.0) : H，lね成}f~

4 :かわらけ : 111壬(9.8)総尚(1.7) : 1'-引ね成形

5 'かわらけ : 1 11f. 8.8/.1;主任6.6(.~，'，:~ 1.9 : 峻幡Jllè: lf~ ゆがみlIJ1fi' 

6 :かわらけ ，1 11fo. (10.0) 1J '~1呈 (7.2 ) 出片山1.5 :機織成形

7 : (1かわらけ : 1 11t (11.6)総向 (2.6) : H'llねj幻影
i騒 J:d~ ， 1 11t (15川41(LIまで

9 iIf浪費 (1 I hl;~jl小Jr)

10 : ，'j'儲香炉 ; 1 11f. (13.0) 飽泉窯

: ，"1而縦11npき11 :、ド瓦
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層位・出土地点 |番号 遺物名 法量 (cm) 特徴等

14 :かわらけ : 11後 (15.2) (.~尚 (3.5) :予払!ねJ&')移

4而 I 15 : ?j'磁IUl : 11筏 (9.0) : fil1泉窯
16 :弥生，i:f : (休日11小}".) 久ヶ原型式

17 :土製品 川小}'.・) : Ilかわらけ質。必のつまみ状。

18 : ILIかわらけ : r 11壬(9.8) ， :f.1'.'ねJ)X:形

19 : Ilかわらけ : 111壬(9.6)総点 (2.6) ; f-Nね成形

20 ・かわらIt ，11伐 (9.0)ほ径 (7.4)採点1.7 続格成形

2] ・かわらけ 。111f. (8.4)日:i ，:'~ 1.7 H'fねJ剣形

22 かわらけ ， 1 11壬(8.2)成後 (6.2)総点2.0 慨織成形

23 かわらけ ，111壬9.8底lt5.0滞日1.9 続格成形

24 かわらけ : 111壬9.6m千8.0(，i}，:'~ 1.9 ' ;峨峨成)fJ

25 かわらけ : 111.王 (12.2)m壬(5.8)術品12.8 慨憎J幻影

26 かわらけ : 11任12.5iJ'l:ほ3.7 ' H'~ねJ剣形

41師係ち込み I 27 :かわらけ : 111壬(12.2)IJ主任 (8.2)日t川 2.9 : 機械成}f~

28 かわらけ : 11径11.81.必任9.0(，~，:勾 3.3 椴織成}f~

29 ・かわらけ ， 11任12.0Iほlf.(8.8)総点3.3 続格成形

30 ・かわらけ : 1 11t (11.8)氏任 (8.6)お日3.2 機械J花形

31 かわらけ 111モ(12.2)IJ主任 (8.6)お尚2.9 機健成形

32 かわらけ : 11径 (12.8)li~筏 ( 10.0 ) 緑町 3.6 機械成形

33 :かわらけ : (Jj~t';ll小J'r ) 機織成形成田にJる，_!1あり。

34 : ，'j'磁 : (休部小Jt) i司会場fの益か。純泉窯

35 : ，'fj滋IIlL : ( I~体内i小J 'í) 外部;\1i弁文か。 飽泉窯

織に

u
q
J
 

，(1本部小J'i)

37 :-.'{白磁 '(f本部小J;-)

、ILlfJi6角形を呈する。脅炉守，か i託j)Mri~

JぶI"Jf • 1干チ等か 景徳銀$

図16 5面まで・ 6面遺構・ 7面遺構の遺物

層位 問点 |番号I i豊物名 | 滑川) I 特徴等

I 怖がれ:if : 1 11壬 (10.2) 亦羽 ・中!J!f編年 5'1M式か

2 :常滑主題 : (1 1 *i< f'ill小}'.-) 赤羽 小野縦年 6a!印式か

5凶lまで 3 "，'j-磁釧花文腕 :)JH壬(4.4) ， 1山h・1.{

5而構2

4 : 1';'磁腕 : (11紙日11小)'.-)

5 ・，'f(1磁IUl ' (版部小J'r)

6 益 :(IIW'lil小片)

ml>t!窯
1';t徳鎖窯

7 かわらけ ， 111壬 9.4 法Vlr~ 1.8 H'，rねJ&:Jf~

61而まで

8 かわらけ : 111壬(15.6)術商 3.2 H'rlね成}f~

9 かわらけ : 1 11f (13.3)お尚 (3.3) H'JねJ&:)f~

10 かわらけ : IJ'$;1壬 (8.5 ) 十白地J&)f~
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図版3

1. 3面全景(北から)

2. 3面全景 (南から)

4. 4面全景 (南から)
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図版4
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1. 6面柱穴内の礎板 (p-5) 
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わかみやおおしゅうへんいせきぐん

若宮大周辺遺跡群 (No.242) 

御成町126番1地爪



例 目

1. 本報文は、若常大路周辺遺跡桝(鎌倉市J242)内、鎌t.rdï御成Ilrr126番H山点に所在する遺跡のJI~蔵文化財発掘調究報
告である。

2. 発掘調査は、個人専用住宅の挫設に先立ち平成15年10月25日から11月21日にかけて、鎌倉市教育委員会が実絡した。

調査面f~lは18m' 。
3. 調査休館IJは以下の迎り。

調査員汐見一夫 小泉衣理

調査協力 (柑鎌倉市、ンルパ一人材センター

4. 本報文は、辿桝に係わる整理作業を主に汐兄が、辿物に係わる整理作業を小泉衣理が行な っ た。 原稿執筆は第 1~ ・
第 21;iと第 3:i';iの泊梢を汐比が、第3mの辿物を小泉が、第4草は両名討議の上汐見が文J'1を負い全体の編集を行なっ
た。又、本報文に使用した写兵は泊梢を汐見が、辿物を小泉が搬影した。

5. 発掘調査から木報文作成に至るまでに、以下の各氏及び機関から御教示と御協力を賜った。

(仙鎌倉d7シルバー人材センタ一 的)鎌倉遺跡調任会 (倒防迎鎌倉考IJ;"学研究所
6. 本報文に関わる資料は鎌倉市教育委員会が保管している。
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第1章環境と立地

若宮大路周辺遺跡群は史跡若宮大路を中心に、南北は鶴岡八幡宮社頭から現下馬四ッ角まで、東西は

小町大路から今小路に亘る広範囲に及び、急速な市街化に伴p調査事例も100地点を超えている。本調

査地点は遺跡地のほぼ中央西寄り、 JR鎌倉駅北西指呼の位置で、現況の海抜は7.0m弱を測る。

辿跡地の現況の地形は、史跡若宮大路の東側で、は巡跡地北東端で、現況海抜10m強、東側を流下する滑

川に沿う様に南に向って低くなり現二の鳥居の南の JR鎌倉駅前付近に海抜 6m台と低い一帯がある

が、ほぼ海抜7m前後、現扇ヶ谷)11と滑川が合流する辺りが海抜5m前後となる。史跡、若宮大路の西側

では、今小路の西側丘陵が迫出していることもあり、北から南及び西から東へも緩傾斜がある。北西端

で、海抜12m程、現二の鳥居付近は海抜7m程だが西寄りの今小路に面した辺りは海抜 8mあり、そこか

ら海抜4m弱の現下馬凹ッ角に向って北西から南東へ傾斜する。

この現況の傾斜は、概ね中世以降踏襲されてきたことが数多く為された発掘調査の成果から得られて

いる。史跡若宮大路の東側鎌倉駅前付近一帯は、共通して方形竪穴を中心とした庶民の生活祉が発見さ

れ、地点WAでは冠水したのか倉庫内から小町大路側溝へ排水を試みた様な遺構を、 OMBでは滑川旧

流路を発見している。方形竪穴を中心とする辿梢群は史跡蒋宮大路の西側南端の調査地点にも共通する

が、これらは砂丘上に立地し、この砂丘が遺跡地西方から流下する佐助川の南下を阻み裁許橋から裁許

橋地点を経て、下馬2地点を通り現下馬四つ角南東辺りで滑川に合流する。

史跡、若宮大路の西側の逃跡地では、幾つかの河川を発見し、その結果幹線道路から離れると住う人々

が道路から派生する通路のみならず、自然地形=流路に併せて居住空間を形成していることが序序に明

らかになっている。中世則の扇ガ谷川を発見している瀬古邸では、東岸の町屋は河川筋に沿って立並

び、 cxで発見した側溝を伴う道路状遺構も同illUIと観られが、 一方、宮田邸で発見した側溝を伴う道路

治構は、持宮大路とほぼ同lMIと想われる。瀬占邸の河川は上保邸では発見されていない事から、近世に

至るまでの聞に中島葬儀社桜井ピル白洋舎で発見した流路に付け替えられたのであろう。長沢屋や豊嶋

ニ包で発見した近世河川は中世期の若宮大路側溝を再利用したのであろうか、 二の鳥居より南のユニオン

森ビル今村泊屈を経て若宮大路西沿いを流下し、郵便局南西辺りで、若宮大路を横切って小町橋下を経て

滑川へと合流する。

本調査地点の南西の千葉地東では、調査区の東寄りに木枠護岸を伴p南西へと流下する河川を発

し、ζの河)11はドレメ地点を経て奴田ビル東際を暗渠となって南東へと流下する。大町橋報告書ではこ

の河川を仮称 「御成)IIJとしている。御成前では、東へと向きを変える 「御成)IIJ流路を発見してい

るが、そこから先に触れた砂丘までの一帯は調査例が無く辿り難い。参考までにこの一帯で数地点行わ

れた確認調査では、何れも現地表ほぼ直下から遺物を殆ど含まない大型土丹塊層が1m以上堆積してい

るのが共通して観察され、場所に拠っては土丹層直下に砂{深層や中世基盤層を確認している。松田工務

庖と太陽設備でも現若宮大路と平行する河川を発見しているが、駐輪場では河川氾灘対策と看られる遺

構群が指摘されており、 「御成川」と同ーとは考え難い。

他に遺跡地内では、加藤ピルで上層から古墳期の遺物が出土した流路が南北方向に、太陽設備では奈

良 ・平安期の辿物が大量に山上した河川が北東から南西方向に発見している。
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地点17 子塚直樹 1983 r蔵屋敷-*遺跡J.江ノ711鎌倉ビル発制調査団.御成I"J822番2地点.1981年調任.
地点18 斎木秀雄 1982 1木覚寺IH境内の発抑調査Jr鎌倉考古j14・15.鎌倉考古学研究所.小110.-丁

|二1302番外地点.982年調査.

地点19 1984 r神奈川県埋蔵文化!!1調査報告j26神奈川県教育委員会.大町一丁目1034番2地点1982年
調査

地点20 1984 r神奈川県埋版文化財'調査報告j26.神奈川県教育委員会.小110・二丁目281帯30地点.1982年
調査.

地点21 小川裕久 ・服部実喜 他 1984 n初刻版遺跡j.鎌合!駅舎改築にかかる追跡調査会.小11fT一丁目
103番9地点 1982年調査.

地点22 1守木秀雄 1983 r小IJlJ1TI1309番5地点発掘調究報情j. (推定)J僚|人!定μ邸跡発摘調査団.小
IflJ一丁目309番5地点1982年調査.

地点23 馬淵|和雄 ・大河内勉 1985 r小InJ....:..了11345番-2地点遺跡J.小町二 「同345帯ー2地点遺跡発
掘調査団.小IlfJ二丁目345罫2地点.1983年調査.

地点24 1985 r ，p.'1奈川 !fr{. !f~版文化財調子町報告j 27.神奈川県教育委員会.術成111[130帯6地点.1984年調査.

地点25 服部実存 ・宍戸信情 1986 r千葉地点遺跡 神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告j10.判l
奈川県立埋蔵文化財センタ一.御成町12罫18地点1984年調査.

地d26 1986 r神奈川県J:~TI版文化!HtJ~査報告j 28.神奈川県教育委員会.御成町819番u山111984年調査.

地点27 馬淵和雄 1986 11.若干可大路周辺遺跡群 小1I可一丁目116番地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調
査報告;1?J2.鎌倉市教育委員会.小!日[ー丁目116番地点.1985年調査.

地点28 斉木秀雄 1987 r御成町228番2他地点遺跡j.千葉地点遺跡発掘調査団.御成町228番2.130番
1J也点 1985年調査.

地点29 小町二丁目 1砕14地点.1986年調査.

地点30 1989 r神奈川県四蔵文化財調官報角j30.神奈川県教育委員会.小110.二丁目1番14地点.1986年調
j笠.

地点31 馬淵和雄 1988 12.若宮大路周辺迫跡群 由比が浜一丁目128苔7地点Jr鎌倉市埋蔵文化財
緊急調査報告t!?J4.鎌倉市教育委員会.111比ガ浜一丁日128番7J也);'i1986年調査

地点32 子塚直樹 ・焔川英政 1989 r小町- [1ヰ120番 -1地点辺跡J.風門社ビル発.j"@調査団.小町一
FI120番1地点1986年調子t.

地点33 1989 r神奈川県埋蔵文化財調査報告j30.神奈川県教育委員会.小11IJ二丁目 4番6地点.1986年調
在

地点34 1989 r神奈川県埋蔵文化財調査報告j30.神奈川県教育委員会.小IIIJ一丁目322罫2地点 1987年
調査.

地点35 子原直樹 ・森手て(- 1999 r非自大路}，'1]辺泊跡群J.汗同大路周辺冶跡l伴発細調査ト凡小IflT-nニ|
106番1地点.1987年調査.

地点36 福田誠 1994 r持宮大路NiJ辺遺跡併発掘調査報行。i?j.J7宮大路周辺遺跡併発掘調査団 ・鎌合
"1教育委員会.小町-fTI67番2地点.1987年調4 ・

地点37 }. !~J淵和雄 1989 17. )(千円大路周辺辿跡群 小111]"二Tn12番18地点Jr鎌台市内蔵文化財緊急
調査報告315.鎌倉市教fJξ委μ会.小111]"二 「口12番18地点.1987年調査.
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地点38 1990 r神奈川県J'IU!，~文化財?凋査報告J 31.神奈川県教育委員会.小IIIT二T1=1276番地点.1987年調

査.

地点39 En代イI~夫 ・ 佐藤泉 1989 15.若宮大路周辺遺跡群小11IJ二丁目39帯6他地点Jr鎌倉市埋蔵

化財緊急調査報告書J5.鎌倉市教育委員会.小110.二丁目39番6地点.1987年調査.

地点40 馬淵和雄 1997 1若宮大路周辺遺跡，fW 由比ヶ浜一丁1:=1123番5外地点参与資料Jr鎌倉市tA
蔵文化財緊急調査報告書J11 (第1分ITIJ). ~Jft倉市教育委員会.由比ガ浜一丁目 118番地点1987
年調査.

地点41 1990 r神奈川県埋蔵文化財調査報告j31.神奈川県教育委員会御成町778番l地点.1988年調査.

地点42 馬淵|和雄 1990 110.若寓大路周辺浩跡群 雪ノ下一丁目210罫他地点Jr鎌倉市埋蔵文化財

緊急調査報告，JU6.鎌倉市教育委員会.雪ノ下一丁日210番地点1988年調査.

地点43 菊川英政 1990 16.若宵大路周辺追跡群 (Nu242) 扇ヶ谷一丁同74番8外地点Jr鎌倉市埋

j能文化財緊急調査報告;!?J6.鎌倉市教育委以会/菊川英政 1999 r-d宵大路周辺追跡群発掘調

査報告書j若宮大路周辺追跡群発掘調査団扇ガ谷一了目74番8.10地点.1988年調ji.

地点44 1990 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J32.神奈川県教育委員会.小Iwr一丁目81帯23地点1988年

調査

地点45 斉木秀雄 ・汐見一夫 1991 r由比ヶ浜1-117-1地点冶跡J.若宮大路周辺冶跡併発掘調査団.

由比ガ浜-f目117番1地点1988年調査.

地点46 間代郁夫 ・原氏志 1990 17 .若宮大路周辺遺跡府 (No.242) 小111]"二丁目280番2地点Jr鎌

:1.11打埋蔵文化j1425急調査報告1516.鎌:1.1市教育委員会.小1[0.二丁目280番2地点.1989年調査.

地点47 福田誠 1990 19.若宮大路周辺遺跡群 小町二丁目 5番23外地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊σ、

調杏報告苫j6.鎌倉市教育委員会.小IUj"二丁目 5番23地点.1989年調査.

地点48 菊川英政 1999 r若宮大路周辺追跡群発掘調査報告占J.若宮大路周辺遺跡群発掘調査団街l成

町819番l地点.1989年調査.

地点、49 1991 r神奈川県埋蔵文化財調査報告j33.神奈川県教育委員会.小町二丁目279番2地点.1989年

調査.

地点50 1991 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J33.神奈川県教育委員会.小110"二了目 4番4地点.1989年

調査.

地点51 日|代郁夫 ・原成志 1991 12.梓宮大路周辺遺跡群 (Nu242) 鎌合市小rUT二f日69番6外」

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J7.鎌倉市教育委員会.小町二丁同69番6地点1989年調査.

地点52 1991 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J33.神奈川県教育委員会.小110.二丁目281帯1地点.1989年

調査.

地点53 子塚直樹 ・森孝 jι 1999 r粁宮大路周辺遺跡群j.者宵大路周辺逃跡群発掘調査問.小IIIJ-

116番4地点.1989年調一回・

地点54 木村美代治 1993 r若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告許J.若宮大路周辺遺跡群発掘調査団・

鎌倉市教育委民会.御成町868帯地点1990i"1三調査.

地点55 1992 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J34.神奈川県教育委員会.御成IIIJ727番12.19地点.1990年

調査

地点56 1992 r神奈川県埋蔵文化財-調査報告j34.神奈川県教育委員会.小110"二丁目 4番19地点.1990年

調査.

地点57 大河内勉 1997 r若宮大路周辺遺跡併発掘調査報告，lU.省宮大路周辺冶跡群発制調査団.小11IJ
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丁目1028番1地点.1990年調4 ・

地点、58 菊川英政 1992 13.若宵大路周辺泊跡群 (NQ242) 小|町二丁目12番15地点Jr鎌倉市埋蔵
.、f化財緊急調査報告318.鎌倉市教育委員会/菊川英政 1997 r若宮大路周辺遺跡群発掘調~.

報告書J.脊宮大路周辺遺跡併発掘調査団小町二丁目12番15地点1990年調査.

地点59 佐々孝 ・米沢容ー 1993 r鎌倉市早見芸術学園改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書J. 
早見芸術学園発掘調査団 ・(株)四門文化財研究室.小町一丁目83番1地点.1990-91年調4 ・

地点60 木村美代治・福田誠他 1992 1若宮大路周辺遺跡群 (NQ242) 御成町872番14Jr鎌倉市HT!
蔵文化財緊急調査報告書J8.鎌倉市教育委員会御成町872番14地点.1991年調4 ・

地点61 森孝子 ・木村美代治 1995 r若宮大路周辺追跡群発掘調査報告了!?1.若宮大路周辺遺跡群発掘
調査団.小IIIJ一丁1J81番8地点1991年調4 ・

地点62 1993 r神奈川県埋蔵文化財調査報告j35.神奈川県教育委員会./大河内勉 1991 1若宮大路周
辺遺跡群の調査Jr鎌倉考古J20j"lit倉考古学研究所.小11IJ二丁目12番10地点1991年調査.

地点63 松尾宣方 ・継実 1993 19.若宮大路周辺追跡群 (Nu242) 御成町811番地点Jr鎌倉市埋
l哉文化財緊急調査報告書J9 (第3分間).鎌倉市教育委員会.御成町811番地点1991年調査.

地点64 1993 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J35.神奈川県教育委員会.由比ガ浜 120番6地

点.1991i1三調Jユ・

地点65 1993 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J35.神奈川県教育委員会.御成町818番1地点.1991年調4 ・
地点66 1993 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J35.神奈川県教育委員会./斉木秀雄 1992 1若宮大路周

辺遺跡群(木党寺ピル)の調査Jr鎌倉考古J22.鎌倉考古学研究所.小IIIJ一丁目287番13地
点1992年調査.

地点67 斉木秀雄・伊丹まどか 1993 110. {:3宮大路周辺遺跡群 (NQ242) 小11IJ二丁目63番3地点」

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J9 (第3分冊) .鎌倉市教育委員会.小11IJ二丁目63番9地

点.1992年調4 ・

地点68 佐藤仁彦 ・小林重子 1994 1若宮大路周辺遺跡群 (Nu242) 小|町一丁目325番イ外地点Jr鎌
倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J10 (第3分間).鎌倉市教育委員会.小11IJ-丁目325番イ外地

点.1992年調査.

地点69 宮田良 ・森孝子他 1997 r若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書J.若宮大路周辺遺跡群発掘調
査団.小町一丁目322番地点.1992年調査.

地点70 菊川英政 1994 19.若宮大路周辺泊梢群 (Nu242) 扇が谷一丁目74番地9外地点Jr鎌倉市
埋蔵文化財緊急調査報告内J10 (第2分冊).鎌倉市教育委員会.扇ヶ谷一丁目74番9地点.1993

年調査

地点71 宮田良 1996 r若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書J.若宮大路周辺迫跡群発掘調査団.小|町一
目321番1地点1993年調査.

地点72 清水菜穂 ・宮田良 1995 r若宮大路周辺辿跡群発掘調査報告書J.若宮大路周辺遺跡群発掘調
ft日1.由比ガ浜一 rFI129帯5J也点.1993年誹!在.

地点73 馬淵和雄 1995 16.若宮大路周辺辺跡群 (Nu242) 由比f浜一丁目123番5地点Jr鎌倉市
埋蔵文化財緊急調査報告占J11 (第1分間).鎌倉市教育委員会.由比ガ浜一丁目123番5地

点1994年調査.

地点74 箔川英政 1997 1若寓大路周辺追跡l伴 (NQ242) 御成町788番3外地点Jr鎌倉市埋蔵文化財
緊急調査報告書J13 (第1分間).鎌倉市教育委員会/鈎川英政 1997 r.6宮大路周辺辿跡群発
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掘調査報告暫J.若宮大路周辺迫跡群発掘調査団.御成|町H町J7沌88-i罫佐3.788司寄予5}地也点点.1ω995イ年下調査.

地点75 遠藤雅一 1998 i若宮大路周辺遺跡群 (Nn242) 由比が浜一丁目118番7地点Jr鎌倉市埋蔵
文化財緊急調査報告書j13 (第2分冊).鎌倉市教育委μ会.由比ガ浜一丁目118番7地点.1995

年調ι ・

地点76 1994 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J39.神奈川県教育委只会.小|町一丁目66番5地点 1996年
調査.

j山点77 原成志 ・秋山哲雄 1998 i若宮大路周辺遺跡群 (Nn242) 小町二TIJ28番 3.5地点Jr鎌倉
市埋蔵文化財緊急調査報告書J14 (第2分間).鎌倉市教育委員会.小町二丁目28番 3・5地

点 1996年調査

地点78 1997 r神奈川県埋蔵文化!14調査報告J40.神奈川県教育委員会/肘木賢二 1999 i若宮大路周
辺遺跡群(小町2丁目 4番9号)の調査 『第7回鎌倉rli内遺跡調杏研究発表会発表要旨J. 

鎌倉考古学研究所 ・鎌倉市教育委員会.小町二丁目 4番9地点.1996年調査.

地点79 汐見一夫 ・川又隆央 他 1999 i若宮大路周辺追跡群 (No.242) (御成町123番5地点)Jr鎌
倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J15 (第 1分冊).鎌倉市教育委員会.御成11IJ123番 5地点 1997

年調4 ・

地点80 宮団員 ・森孝子 他 1998 r非常大路周辺遺跡群発掘調査報告書J.荷宮大路周辺追跡群発掘調
国.団.小町二丁目283番 6地点 1997年調査.

地点81 福田誠 ・菊川泉 他 1999 i若宵大路周辺遺跡群 (No.242) (小IlfJ二丁目 5帯8地点)JW鎌

倉 r!1埋蔵文化財緊急調査報告 I~}J 15 (第 1分|附).鎌倉市教育委員会/福田誠・焔川泉・神山品子

1998 r若宮大路周辺遺跡群発明調査報告書J.若宮大路周辺遺跡群発掘調査団.小IDJ二丁目 5番
8地点1997年調査.

地点82 宮国民 ・滝沢品子 1999 r若宮大路周辺辿跡群発掘調査報告書j.A宮大路周辺辿跡群発掘調
団-宮町事務所.御成町884番6地点.1997年調ι ・

地点83 1999 r神奈川県埋蔵文化財調査報告J41.神奈川県教育委員会/原成ぷ 2000 i(小町二丁目54
番3地点)J W第8回鎌倉市内辺跡調査研究発表会発表要情J.鎌合考古学研究所.小11IJ二丁凶
54番 3 地点1998年調~.

地点84 高野昌巳 2000 i若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 鎌倉市小町一丁目81番目地点Jr鎌倉市埋
版文化財緊急調査報告書J16 (第 1分冊).鎌倉市教育委只会.小11Ir一丁目81番18地点.1998i-1三
調4 ・

地点85 菊川英政 ・小林重子 2000 i若宮大路周辺追跡群 (No.242) 小IIIJ一丁目198番 6J r鎌倉市埋
蔵文化財緊急調査報告書J16 (第 1分間).鎌倉市教育委員会.雪ノ下一丁目198番6地点.1998
年調~.

地点86 'i野木秀雄 ・降矢順子 b 2000 i若宮大路周辺浩跡群の調査Jr第10回 鎌倉市治跡調査 ・研究
発表会発表要旨J.鎌倉考古学研究所.御成町872番14地点1999年調査.

地点87 薪木秀雄 ・降矢)1国j乙a 2000 I持宮大路周辺追跡群の調査 一 第84次(地点)概史報告-J

f鎌倉考古J45.鎌倉考古学研究所.小町二丁目280番3、12地点.1999年調ん

地点88 子塚直樹 ・野本賢二 2000 i若宮大路周辺追跡群 (No.242) 小111r二丁目402若干5地点Jr鎌倉

地点89

市埋蔵文化財緊急調査報告出J17 (第 1分附).鎌倉市教育委員会.小町二丁目402番 5地
日い1999年調査

2003 í若宮大路}I~J辺遺跡群 (No.242) 雪ノF一丁目200番3外地点」
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『鎌倉市埋版文化財緊急調査報告世j19.鎌倉市教育委員会.雪ノ下-f目200番3外地点.2001年

調査.

地点90 2003 r神奈川県埋蔵文化財調査報告j45.神奈川県教育委員会.小町二丁目 1番6地点2002年
調査.

地点91 2003 W神奈川県埋蔵文化財調査報告J45.神奈川県教育委員会雪ノ下一丁目198番 l地点.2002

年部Bi・
地点92 熊谷満 2003 i若宮大路周辺追跡群の調査Jr第131il1 鎌倉市遺跡調査 ・研究発表会発表要
旨.i.鎌倉考古学研究所.御成町802番2外地点.2002年調査.

地点93 滝沢晶子 2004 i若宵大路周辺遺跡群の調査Jr第14回 鎌倉市逃跡調査 ・研究発表会発表要
旨j.鎌倉考古学研究所.小町二丁目283番の一部地点.2003年調査.

地点94 雪ノ下一丁目161番33の一部地点2003年調査.

地点95 由比ガ浜一丁目127番1地点2003年調査.

地点96 小町二丁目48番目地点2003年調査.

地点97 御成町126番 1地点.本調査地点

地点98 小町二丁目402番9外地点2004年調査.

地点、99 御成町123帯3地点地点2004年調査.

地点100 小町三丁目425番3地点2004年調ι.

地点101 小町三丁目425番 1の一部外地点2005年調4 ・

地点102 由比ガ浜一丁目126番 1地点2005年調査.

地点103 由比ガ浜一丁目126番 1地点2005年調4 ・
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調査の概要第2章

本調査は個人専用住宅の建設に先立ち、確認調査と諸協議を経て実施された。調査地の三方は、調

に伴う残土置場と安全を兼ねて隣地境界から 2mの後退距離を確保したね、実際の調査面積は18m'程と

なった。確認調査の成果から現地表から約1mの海抜6.5mまでを重機に依り掘削し、その際には予想さ

れる湧水に対応するべく、 j型め戻されていた確認調査墳を排水郷として現地表下1.8mまで掘り上げた。

調査に際しては、付近の4級基準点Q088とQ087を基に、調査地内に測量基準点A'Bを設定した。

それぞれの国土座標値は、 A (X -760.337 Y -485.092) ・B (X -761.164 Y -485.638)であ

り、測量の際にはA→ Bを基準として調査|互いlに方眼を設定することとした。

調査区壁に法面を付けた後に、遺構面の検出と*il査を行い、海抜6.3mで、発見した土丹敷きを第1面と
して記録保有;した。下府への調査時には調査区噌 Fに排水用の側満を細く設定したものの、降雨後は調

t区全体が水没する事も一度や二度ではなく、海抜5.8mの4面調査中に東側調査区壁が崩れ、残土と

共に調査区内に流れ込んでしまった。調査区内で更に七砂が、流れ崩れぬ機長生し 5面の精査を行った

が、降雨後に調査区が本没した後は新たな肋落土が水を含み危険な状態になった。協議の上、 5面の記

録保存は最低限必要な遺梢の部分写真撮影に留ざるを仰なかった。以下、仁1-1t位法盤閉までの下層の調査

は断念し、確認調査t債を利用したH寺山!と範囲の極めて|浪られたものとなったが、 一定虫の出土逃物とほ
ぼ全体が腐植土を磁土とする落ち込みゃ、付近の基盤府と想われる堆積土を確認し、 111各測ながらも記録

保存を果した。記録保存終了後は、関係各方面に述絡の上搬入した器材と出土造物を撤収し調査終了と

した。

J ナ
、、‘‘、
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‘、
、

•• 
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B A 
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¥ S=1/100 -485.092 

-485.638 

一一一一

Y 
Y 
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-761.164 

A:X 
B:X 

調査区と国土座標
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発見遺構第3章

1面

表土掘削後の残土を取除くと、調査区東寄りに土丹敷きを発見しこの上面を 1面とした。土丹敷きは

南北方向で範囲は調査区外へと延びる為不明だが、調査区南端で、最大|幅1.9m、拳大乃至人頭大の土丹

を敷詰め|球聞には砂泥が堆積し、上面レベルは6.3m前後。土丹西際はほぼ直線的で、側溝様の遺構は発

見されず、土丹上面とほぼレベルを併せる様に締りの良い黒色土が堆積する。この黒色土は僅かに西へ

と傾斜し、上面で精査を試みたが遺構は何ら発見し得なかった。
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2面

1面の上丹敷きと黒色土を除去後、調査区全体に拡がる粗砂混じり黒褐色粘質士上面を 2面とした。

而はほぼ平坦で、海抜6.15m前後。面上から多くの辺物が出土したが遺構は何ら発見し得ず、下層の3

面から 1面に至る整地層を冶梢面として捉えた可能性がある。

3面

2面を若干掘り下げると、調査区北端*西方向に仁川a敷きを発見し、海抜6.0m前後の調査区南半で、

は倣'砕土J'J混じりの砂質粘上層が拡がるのを 3面とした。発見した逃構は土丹敷きーカ所、治1条、-，_

坑3碁。土丹敷きは発見した範囲は僅かであるが、破砕土丹ーをj平さ 2-5 cm而上に貼付けており、南

側に平行して側板を伴う泌を発見している 。 満幅は45cm内外、深さは10cm に Yi:~たず、僅かに辿存する

木材の発見状況からは、粗末な横板を打込んだ簡易な杭で内外から支える構造と飢られる。土坑は何れ

も径30-45cm内外の不整円形で、深さは10-20cm前後と浅い。土坑5は下層4[師で発見したが、認i土や

堆有{土層の観察から3面の冶桝の可能性がある。

4面

3面のj再検出の際、底面に拳大の土fJが確認されており、 3面終了後に土丹・上面まで調査区全体を掘

り下げ、海抜5.8m前後の調査区南半に制鉄 ・土丹粒出じりの粘質土が拡がるのを 4面とした。発見し

た迫梢は土丹敷き 1カ所、治2条、土坑1U。土丹敷きは、土丹粒乃至拳大の土子Jを!隔60cm内外、 FEj

厚5-10cmで、東西方向に発見した。上l面はほぼ平坦で、海抜5.85m程、上丹際は部分的に腐食した横板

の木材痕が観られ、平行して滞状の窪みを両脇に発見している。満は上幅20-30cm内外、深さ15cm前

後と浅く、土丹|擦に張付-く織に検出された木材痕の他は杭等の部材は発見していない。土J先5は、 4而

で発見しているが上層3面の冶梢と思われる。

5面

4面終了後に下層に向けて捌り下げたが、前章で触れた様に、降雨と水没に拠り脆くなった調査区併

が崩落して調査区内に流れ込み、被害の拡大を防ぐIIJく調査範囲を狭めて養生したものの、海抜5.5m

前後の遺構面精査をした後に、含水した崩落土が調査区内に設置した土留めを圧し始め、調査区中央付

近で切石 ・杭 ・板材を発見し部分的に精査した段階で、写真のみの記録保存に開め調査を断念せざるを

得なかった。切石は、全て鎌倉石で、40-60cmを測る)J形で、厚さは10-15cm、軟弱な木器用直上に宮

前を本平する様に偲えられていた。板材と杭はやや不規則な配置ながら切石を支える様に切石周囲に発

見されている。

6面

5面発見の切石据え方を観察する為に、確認調査域内を拡張する様に若干掘った際に、有機物腐食『

1百が大きく部込むのを発見し、 北側上回断面と切石ilJ.fでJ周り込み而と落込みの深さを附弘社!IJほした。

6面とした掘り込み面は締りの良好な晴樹色粘質土で、海抜5.2m、有機物腐食土問は 1m弱急に落込み、

淡民褐色の砂層まで達している。この砂府上面は海抜4.1mで、付近の調査例から無遺物の必盤層とjB

われる。
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第4章出土遺物

本章では出土した遺物について各遣 戸で----司 ι=ー「、
?でご「一一方丈二下d

梢面毎に述べ、各泊物の行|測値は報文 "'-1 円ヅイ
末の出土遺物計測表に纏めた。

盟6-1 -5 は l 面辿構外出土遺物。r-=-ーー~一一一一一η

概ね表土掘削と確認調査峨掘り tげ後、 ¥ トーーズ

1而土丹敷き検出まで及び土丹敷き上而

とほぼ同レベルから堆柏する黒色土中

のの遺物が含まれる。

1-3は糸切り底かわらけ。 1は背

高気味で、 体部外面中位付近に強い稜

ー
10咽
(1/3) 

図4 1面出土遺物

をもつ。2は背低気味で器壁が薄く、聞きながら立ち上がる。紛質和良胎土に近い質感である。3は

小型の背低気味で、内底面が広く、器壁は内湾気味に聞きながら立ち上がる。4は常滑窯饗口緑音IS片。縁

帯が垂下して頚部に接合し、折り返し部分に隙聞がわずかに残る。5は天草産の中砥。砥面は表裏2面

を使用。

図7-6 -20は 2 而退桝外出土巡物。 前市で触れた如く i世相土層の差異上面を、遺~111~而と捉えた可能

性もあり、 1面下から 2面検出までの泊物を含めた。

6 -10は小型糸切り底かわらけ。6-7は背低か背低気味で内底面が広く、厚l味のある器壁は内湾

~r.床に立ち上がり 、 7 は ，-，唇部をわずかに外反している 。 6 は円唇部に打ち欠き痕がみられ、さらに煤

が付着する。8-10は背高気味で、休部外面中位~下位付近に稜をもち、器壁は内常気昧もしくは聞

きながら立ちヒがるものとにわかれる。8は口唇を尖らせて、わずかに外反する。9-10は煤が付ー

する。11-12は大型糸切り底かわらけ。背l匂気味で、静い器壁を11は内湾気味に、 12は聞きながらτ

ち上がる。12は紛質精良胎土に近い質感である。

13は龍泉窯系青磁鏑Jill弁文碗。体部内面には使)目によるキズが残る。14はド=1磁口〕じ1m底部。体部外

而下位に重ね焼痕が残る。15-18は常滑窯諮製品。15-16は片口鉢I類底部片で、共に体部内而下部

に使用による摩滅痕がみられる。16は高台が剥離している。17-18は聾口縁部片。，-，緑の断面がN字

マー仁三ヨ

マ一一仁二夜

、二土38

てエヨ
ヒ4二男。

図5 2面出土遺物
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状に近い形態を呈す

る。19は浅鉢型火鉢口

縁部片。休部内外面共

に~黄ナデ調整で、全体

的に被熱している。20

は北宋時代の銅銭、

I ! I~.~ 寧元宵J で初J鋳年

1068年の梢告。銭の表

裏面は擦れている。

|玄18-21-24は3面満

1iH土遺物。

21-23は糸切り底か

わらけ。21は小型の器

~ ~31 =で?で弓\L~ 

又ニユ二二4
てて1二二之

亡工三
、てード-4J;3

でτ二之

¥一」:C二え
l恥.

(1/3) 

図6 3面出土漬物

11古気味で、器壁は内汚しながら立ち |ニがる。22-23は大型の背低気味で内底面が広く、わずかに内湾

しながら立ち上がる。24は瀬戸窯灰柄"卸l山底部。二次焼成のために体部外面が煤けている。

図8-25-33は3面遺構外出上辺物。2Lm以下、 3而の治構検出までの出土泊物を含めた。25-30は

糸切り底かわらけ。25-28は小型の背低か背低気味で、器壁は開きながら立ち上がり、体部外面中位

の稜からやや内湾気味に立ち上がる。29-30は大型の背低気味で内底面が広く、器壁はやや内湾しなが

ら立ち上がり、 30は口唇部をわずかに外反させる。26、30は煤が付着する。

31-32は常滑窯饗口縁部片。口縁の断面がN字状を呈し、 32は縁帯が下方へのびる。33は骨製品の

拝。対:板状にした鹿骨を刃物で削り出し、全体的に丁寧な研磨で光沢がある。

図9-34-38は4面講2出土辿物。34-35は小型糸切り!底かわらけ。34は背低気味で、器壁は直線的

に開きながら立ち上がる。35は背高気味で、薄い器壁は聞きながら立ち上がり、体部外面中位の稜から

わずかに外反する。口縁部に沈線のような条線が巡る。36-38は木製品類。36は表面が黒漆塗りの横

櫛。闘の密上が 1

cm 1+1 4本と相い。

37 -38は草履芯。

先端は直線的に削ら

れる。

|羽 9-39-41は4

面上域5より山ょ。

39は常滑窯裂口縁

部片。口縁の断|面

がN字状を呈する。

40-41は符状木製
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物を含めた。42-43は小型糸切り底かわらけ。42は背低気味で直続的に開きながら立ち上がり、休部

外面中位に稜をもっ。煤が付着する。43は背低気味で、器壁はわずかに内湾しながら立ち上がる。

唇部に打ち欠き痕がある。44-46は大型糸切り底かわらけ。背低気味で内底面が広く、器壁はわずか

に内湾しながら立ち上がる。47は尾張型常滑窯山茶碗口縁部片。自然利1がかかる口唇部周辺の表面に

い粒がうかぶ。48-49は常消諸製品。48は常滑窯部口縁音1$片。口縁の断面がN字状を呈する。49は常

滑窯査もしくは裂。口縁部内面に強い稜線がはいる。

図10-50-58は5面建物出土迎物。50は小型手:tiね底かわらけ。稜が弱く、口唇部や底部が厚くて丸

l床をもっ。断面に煤が付託している乙とから破損後に被熱している。51は小型糸切り底かわらけ。背低

で内底面が広く、直線的に聞きながら立ち上がる。52は背白磁小皿。口縁部はl直進し、内底面に花文

を配する。高台はわずかに付く 。内面には使用によるキズがわずかにみられる。53は龍泉窯系青磁鉢底

t ~;>口」/夕、-、て===i--S_( 53 5 iIfi~ 
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図8 5面出土漬物(1 ) 

-80-

057 

。56 05: 

10叩
(1/3) 



¥一ょこフi9

=コ72 =c二=二二=コ77 078 

コ71
4主， t京。73 074 

075 0 76 
10団

(1/3) 

図 9 5面出土遺物 (2) 

部片。光沢のある灰緑色の利lは、高台畳付を除いて厚くかけられている。内外面ともに使用によるキズ

はみられな~ ¥0 54は瀬戸窯灰~lll卸血底部。 内底面にも此色l床がかった淡緑色の利がハケ塗りで施され

る。外面体部下位に重ね焼き痕が残る。55は金属製品の掛金具。錆による摩耗が激しい。56は箆状木

製品。厚昧のある棒状に削られた握りの途中から平Jf!で巾広い削りを斜めにいれて、箆面としている。

箆面には刃物痕がみられる。57-58は箸状木製品。

羽10-59-67は5面遺構外出土辺物。4面以下、 5商の迫桝検，IHまで、の出土遺物を合めた。59は手控

ね底の内折れ白かわらけ。所剤、コースター状を呈する。60は手担ね底白かわらけ。器壁は簿く、口

縁端部は丸昧をおびる。61は糸切り底かわらけ。背高気味で、器壁はやや厚l味があり、外に聞きなが

ら立ち上がる。煤が付着。62は常消窯片口鉢I類。口唇部がつまみだされるように外1)[IJに外反する。63

-64は不明木製品。63は一端を半月状に削り込み、全体的に丁寧に調整している。64は板状の一端を

半月状のように削るものの、被熱によるこげのため木来の形状は不明。断面は滞状に整形されている。

65-66は箆状木製品。65は扇平状の握りの途中から平坦で巾広い削りが斜めに入る。背面は、箆面の

周辺のみ細かく削り、丸l床を持たせている。66は台形状の偲り部分の一端部を両側面から削り下し、先

端を薄く尖らせている。箆面先端は使用により摩滅している。67は平瓦。凸面は斜格子日叩き痕と指頭

ナデ調整を施す。

図11-68-76は6面遺構外出土辺物。前章で触れた様に、極限られた範囲内での調査に留まったが、

多くの迫物を図示し得た。68-69は小型糸切り底かわらけ。68は背低気味で、器壁は内湾しながら豆

ち上がる。煤が付着。69は焼成が良好で、、胎土は硬く焼きしま っている。内底面7仮調整で、中央が窪

む。70は大型糸切り底かわらけ。器壁は聞きながら立ち上がり、円縁部付ー近の稜より外反する。煤が

付着。71-72は草履芯。71の端部はl直線的に削られ、小孔や繊維・繊維痕が残る。72の端部は直線的

に、 側縁部はやや丸昧をもたせて削っている。小孔や合わせ音15中央は空いており、両面共に繊維痕が残

る。73-76は箸状木製品。75は途中で折れている。77-78は表土保集遺物。77は山夜ぷ。端部を直線

的に、側縁部はやや丸l昧をもたせて削っている。小孔や繊維痕が残る。78は箸状木製品。
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表 1 常滑窯懇押印文拓影

遺構・層位 文様

3面溝 格子文

2 3面上 格子文に斜線

3 4面土機5 縦線文に対角線状斜線
4 4面溝3 格子文に花文(菊?)

5 4面上 格子文に花文(菊)

6 4面上 縦線文に対角線状斜線

7 5面構成土 斜線文

8 5面構成土 格子文
9 6面落込み 矢羽栂(?) 

10 6面落込み 方格に対角線状斜線

図10 常滑窯建押印文拓影
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第5章調査成果

本調査地点は、第1章で触れた如く千葉地東で発見された河川が、蛇行することなく流下していると

すれば河川或は氾櫨原の検1']-11が予想されたが、前章までにkliべた如く発見した遺構群は付・近の調査例と

迷わず、 短期間とはいえ概ね踏襲された生活域と考えられる。1.3・4面で発見した土丹敷きは、道路

というよりは広範囲な敷地内或はIIIJ屋の中での通路と想われ、就rl=l地剖を示唆しているのであろが、そ

の方向は今小路や若宮大路の'11111線とはやや異なる。とすれば、木調査地点の!11rli方向は自然地形に影響さ

れるとも考えられよう。地点79では中町の流路は発見して居らず、千葉地東の流路幅から観て木地点よ

り束を流れているとは考え難いが、北西の菊川地点2箇所でもしっかりとした生活面と迎梢群が報告さ

れている。「御成川Jが千葉地束より北で、どの様な流路を辿っているのか興味は尽きぬが、今後の調
停リを待たねばならない。

出土逃物から観ると、全体の7割近くを糸切りかわらけが市め(表 2参照)、遺物から観る限りでは

面における|時期的な差はほとんどみられない。図示はできなかったが上層の 1面から 3面においては、

??高で碗型を呈する 「薄手丸深Jに近いタイプも多くはないが出土し、 4面に若干ではあるが手担ね底
かわらけも混じる。下層の常滑窯製品は概ね13世紀中後葉-14世紀初初頭の年代と思われる。共伴遺

物のfll~l級品は図10-76は碗X 類、 仁1 )じ 凹lはMlX類、龍泉窯系磁器類は血類と F期の13世紀rll頃-14世紀

初頭前後、瀬戸窯は底在IJ目lIllや入子が生産地で、後期の生鹿がないことから、 他の在PMとあわせても概ね

前期後半- 11-1則全般、 'lr~rl!r窯では315口j袋詰I~の側面が T字状を話するものもあ ったが、概ねは N字状を

する第6相式~第8型式の年代観のものが出土している。とれらを総括して本遺跡の年代は13世紀末一

14世紀中頃と考えられる。

表2 出土漬物計測表

~竺
かわらけ

舶量t品
圏内産陶総類

火鉢 瓦
石製品

手控ね 糸切り 山茶碗 瀬戸 常滑 滑石 砥石

j;;上探 1I~ 60 27 1 

11(!I).!:W1外 64 l 2 20 3 1 

2 IfiiillH，1 8 3 8 

21日冶HIl外 193((11) 1 29 2 1 

31Ju泊椛 84 7 1 

31而巡例外 296 3 3 64 2 4 2 l 

41飼illm 83 42 

41而冶ll'1lr十 95 2 1 43 3 

51師辿椛 54 2 22 

5而遺構外 1 (II) 54 23 4 

61(1I辺川外 25 4 

，11 3 1，016 11 l 8 289 5 17 3 2 

% 0.2 71.6 0.8 0.1 0.6 20.4 0.4 1.2 0.2 0.1 

巡物
木製品

金』品製品
H製品 h . 

1'1然遺物
近|止 ，Ii代 JI 

J.;1(立 iilf j~ 木の'Jf

j;;正ち採1.Il_ 7 1 32 l 130 
1 1信ill榊外 、~、、~、 91 
2而冶榊 1 19 
2 1而冶 1~1外 1 5 1 233 
3而mm 3 3 

トーーー-
93 

3而ill桝外 3 1 12 I 375 

4而沼桝 5 4 1 125 
4而冶桃外 3 7 3 144 

51伺i白川 5 1 l 3 80 
51侃ill-li'll外 4 12 98 
6i而冶榊外 11 20 31 
，H 41 1 34 39 3 32 1，419 
% 2.9 0.1 0.1 0.1 2.4 2.7 0.2 2.3 0.1 95.5 
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表3 出土遺物数

図番号 種別 計=復測元値値単位・cm
( ) = i9::ieuri: [ 1=残存値 備考 (胎土・色鯛等)

l'xl4・1 上r.f (10.6) (6.6) 2.8 Jr;lt|E二は)，1.¥色微妙1、iL13 1華、 h針を ilt じえる淡燈色~þj粉îH
かわらけ糸 外泊1にスノコ

1:x14・2 上21t (11.9) (6.2) 2.8 l外ri!IEi:は!，U色微妙コ泌、'1t1内号!、底而白9は|折を泌じえるJのIIL縦色粉が必iH かわらけ糸 i伺にス J:J 1，i{ JAj!s:iUi l.;l:mvJ~とナデ く臣賞る

1:x14 .3 I:?，fi・
7.6 5.2 1.7 l外治kit:は!，U色微妙f、i431吐、 II針を混じえる淡茶色i)l)粉tnかわらけ糸 面Jlニスノコ

1:x14 .4 'Iit汗5草l:~ j降治灰l: - ztAJ「bl に1'1 色微砂と烈m色8紗I\~をJ-\泌のじえる!，U灰色 1-.
による然糊がかかる 製品

|文14-5 )CJイtムゴE製Ez1T1 ， 1 RE 18.1J 13.3J 13.2J イ irl は水を合み、全体的に !~U く変色 している

以15.6 上見守 8.1 5.6 1.9 jri1上~~は)J，I色微妙痕、 宮町、1' 1 1- 1 外を泌じえる淡茶わ色i)lJt}'l't上
かわらけ糸 外 Jfuにスノコ r lfi部に から内と，Ij!!_ れるH欠き

1'X15・7 上総 (7.6) (5.0) 1.6 J治 tは~n色微妙M、 E13母、 II針を混じえる淡茶色4財務}質 t
かわらけ糸 外!J~ J{Jj Iこスノコ

1:x15.8 t日日 7.2 5.0 1.9 l外ri!必1:はw色微妙浪、雲母、 II長|をiltじえるi制/l色制約.)'l't1:かわらけ糸 J[!IIこスノコ

1:x15 -9 1:総 (7.1) 4.2 1.8 )外約!l~七はJ、\\ 色微妙コ浪、 ']1円flt唇、向hl針にtをziMじえる淡燈色似お，)1'(1:_
かわらけ糸 l偏にスノ l、1・0

l立15-10 かわらiニ総け 糸 (7.2) (4.8) 2.2 lF;!広1:は!，1I色微妙コf.LE13母、 fftlliS十をtlM、lじえる淡!日lO，I)I)和}質 l二外 l両iにスノ 円主主に~H n

l以15・11 1:2it (13.3) (8.2) 3.4 }外治J:は!JI色微妙、 2母、 h針・をiltじえる淡IIfL@)I)1!i)1t上
かわらけ糸 /J~而にスノコ IH

[:x15 -12 J.(..y (14.2) 8.0 3.8 l外治 tは以l色微妙拠、'2付、II針をiliじえる淡!日L色粉'IHかわらけ糸 hまl飼lこスノコ

似15・13 「?舷自鋭白紙込i品弁文碗 (6.7) H~t血はJポ ÎI 色謝料jTIkæ!驚上 執nlま不透明なJ火緑色 F卯lの製品

1:x15・14 月(1級品
6.0 ぷ地は内色~~j事lj'L'(級官主上 罰hは，'(11未がかった宇LII濁色lιl磁1IJtilll 

1:X15.15 !?11;?l消鉢策U:fl (12.0) l苛f1i k; ・ 2加印式点 J~に 1「11l 色小イ?と)，1.\色微妙をm じえる J~I灰色|ニ
5・6 の製 u

|立15・16 片1口R消鉢窯I賓i !治上 ?H~J七に ÎI@.小石混じえる灰色上

|百15・17 百t消~ lr;lidt :はIl色微妙と1!¥色砂を混じえる町i灰色 1:. 日時点は11(1茶色
宮里 降によるCI然柄hがかかる 第 611~λの製品

|文15.18 時I汗5理t~ J降恰1h|t.は1'1色微II妙と).(¥色砂を混じえる以色1-. 日ff~ 1立ぷ肉色
による 然利がかかる m 61\~式の製J

似15-19 iEFK字形~質火鉢 }全治体kは!X¥色被 1'1色微灰砂を混じえるi誕祭IIfLJ-. 
的に熱の為、 色に変色

1:X15・20 ~t宋 ・銅期S:E耳1元rr 2.4 1mJJ年 1068if-階，11

l'xI6.21 」二日+ 7.6 5.0 2.0 j治上Jfuは以111l色微妙、121母、l、I1針外を混じえる肌色~ß}粉質 t
かわらけ糸 .& に 色砂杓子が :f'f 成耐IこスノコIH

1:x16・22 上総 (13.4) (8.0) 3.2 j外iモi股tはm色微妙f、I4131革、 ILI量!をiltじえるIIfl色1)1)粉質上
かわらけ糸 l偏にスノコ

1:x16.23 上総 (12.8) (8.0) 3.1 !J作Jil耐l二は1L1111色色微砂粒妙、ヨ3l1辻J、(1針を泌じえる陥f色バゆj粉質上
かわらけ糸 に fが .{j' 外/~~ J[lîにスノコ

|元16-24 J天瀬朝戸ilZT3lElHl (9.0) llr抑11制こはi半創世茶'1')色QIi狗k、利lは淡黄色をi¥事くハケ議り
)QH去 ー l 半の製品

l'xI6.25 七日;; (7.8) (5.0) 1.6 船外上/J-~は以l色微妙1、143 1吐、 門書| を i)~ じえるr兵力E色3財務m .l:
かわらけ糸 而にスノコ

~1 6-26 上i器 (8.2) (5.4) 1.75 l外r;!上底はill色微妙痕、雲母を混じえる淡j'J肌色5)1)粉質上
かわらけ糸 而にスノコ n唇部に煤{、J'

l官16-27 上?H 8.0 5.3 1.8 j外Ifi1:は烈色微砂コJ、'ii安母、内~I'を ìlt じえる淡茶色i~Þ}粉TI I:
かわらけ ・糸 !J~JÚJIこスノ

1'，;(16 -28 上総 (7.7) (5.4) 1.4 l外rijiEt は:~íI色微砂1、i32母、 白針をiliじえる淡茶色1)1)お}1'(土
かわらけ糸 1而にスノコ

|首16・29 k器 (12.2) (7.4) 3.0 J外的 1-. はnl色微妙コ1、~:(β母を混じえる i主位色弱粉'L't t. 
かわらけ糸 Is:J(UIニスノ

1:x16 -30 I:r.i 12.3 7.9 3.0 外胎JL|草二 1 ;t !~U色微砂炭、3顕母皆、 lfltl針を混じえl、lるuHi引IIlO，I}I)粉'L'tl二
かわらけ糸 l耐にスノコ 氏凶lに煤1

1:x16 -31 'fj')討~~ !2治H111主総A点製とjHbに ÎI 色小ィ;と砂を泌じえる III~茶色 I~
61¥Mの 1111

|文16・32 百t 現消:索 Ilfi上は式1'1色小製ィ i を ì)~ じえる)Á\!.ポ色 k 総.&は附茶尚色
m 7I\~の J111

1'X16 -33 
1'~角製品

121.01 1.8 3.5 7手

|支17-34 I二探 (8.0) (5.8) 1.6 !外治底仁は!JI色微砂1、14'Z母、 1'1針を混じえる淡茶色似f.i)質上かわらけ糸 Jfiilこスノコ
←一 上総 !外約 |二は以l色微砂、 '2 1吐 、 J' 1 f.1 を Hc じえる位色~ÞJ粉ば 1: -l文17-35 かわらけ糸

(7.8) (5‘3) 1.7 J必JflIにスノコ泌

l'xl7・36 木横製樹品I 4.1 14.21 0.95 

l文17-37 木1 1.'- 製~Ii，品日; 110.31 13.01 0.5 板U材{史川

|文17-38 木位製liY芯品 [12.31 13.51 0.4 板11材i史!日

1:x17 -39 古t討う盟~~ 胎1-.1まh色小行をiltじえる淡fJ色1: 減点は茶色 首161印式の製titi

l官17-40 木製箸品 16.3 0.7 0.5 
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表3 出土遺物数

図番号 種別 針=復演l元値値単位 :cm 備考 (胎土・色関等)( ) = 1tJeu1i: [ ]=残存値
1~17 -41 木製7円品 16.6 0.55 0.6 

|究17-42 七日目 8.0 5.2 1.8 flfi 1ニは以色微妙コf、u~兵/.fi隊、内幸|をiMじえる淡茶色弱粉1H
かわらけ糸 外ほI(JIにスノ 伴全体的に煤Hi1

l量17-43 1:if.Y (7.9) 5.4 1.9 Ilfi 1二 は~n色微妙、';11母、 ILI金|を混じえる淡茶色弱粉1H
かわらけ糸 外IJ'まI府にスノコ浪

図7-44 tif.Y (12.2) (8.2) 3.3 J的 tは~U色微砂、 ']1隊、内針を混じえる符色弱粉質階t t 
かわらけ糸 外Jぽl筒にスノコ泌 IAJ外I同共にffll分的に1A1街が剥 している

l文17-45 1:if.Y (12.6) (8.4) 3.4 l!fi 1-. は~U色微砂コ1、艮:￡母、 iコ壷|を ~jt じえる UfTJIIl 色弱粉'I't 1: 
かわらけ糸 外Jj'j;l町にスノ

l主17-46 
1-.6ii (12.4) (7.6) 3.6 )lfìl:は~H色微砂、~町、内lコl針煤を泌じえる i炎茶色!~j粉'l't lニ

かわらけ糸 外路面にスノコ痕 11特 に I，J泣

閃7-47 1'f，1.長山F担茶1清碗治議 )治上は背骨表と共灰lこi'(ILj<がかった灰色で粗い
11将部には隙 による1I然利lがかかる ~61型式の製品

|文17-48 'i;n'l'ま控i潟 一 Ilfi 1-.' f綜4ElJdもtにILI色小イ7と砂を混じえるm灰色 t
11将怖に降 による1'11，投稿hがかかる 首j6b-7明式の製J"1

l支17-49 、常:'{;:滑or言Z語E 
!的iニはILI'm色小ィiをiltじえる茶色上
if.YAは)，(li床がかった附茶色 t

l立18・50 上総 (7.6) (6.9) 2.2 !治仁{ま煤多祉の'r13t1号、江l色微砂、 II告|をiliじえる淡茶色弱粉質上かわらけ F 断l前に が付することから隙l'i後に被熱

凶8-51 
上部;・ (7.9) (5.4) 1.6 IIfi 1ニは~n色微妙、 'ß /lt 、 ÎIØ十を ìlt じえる促色弱粉'l'tJニ
かわらけ糸 外!ぶl筒にスノコ浪

|ヌ18-52 Jf員f自ltl|滋出小品Illl (6.0) (1.2) 1.1 | 采却糾j胴細11阿l阿司I地下か也山丹部い11口ま附で入カかあ、けり級蜘て衝いる1-. 柄利糊h川l
図8-53 飽}占4舶~系載t1lTJIt並外ー (8.4) 語{j血は灰色粘質級?も"t 柄hは灰緑色

1;;118 -54 灰瀬罰戸h例買l高IIIl 8.1 J前治則上後は淡半黄‘色ihE19Ej1粘前E半Tの士製柄11111lは資色l床がかった淡緑色

j:;<18・55 金掛kJ:i金製共1111 16.41 l.2 0.4 

図8・56 木製箆品 24.4 1.7 l.0 板l'ト材使用

!河 8・57 木製?年J，111 24.6 0.6 0.5 

l主18-58 木製?時品 21.0 0.55 0.5 

|陪18・59 内折かわ上iら器け 糸 (4.4) (5.0) 0.8 !約七は砂粒子を合んだ向色粉1'11:.

I'XI 8-60 白かわ上ら総け 手 (8.4) !治上lま砂粒子を含んだ白色:fi)質仁

I~I 8・61
土日告 (13.0) 8.2 3.2 )!fi 1ニは~色微砂、雲母、白針を混じえる俊色~Þl粉質土
かわらけ糸 外!氏而にスノコ浪

l宝18-62 片百ltlm鉢3IE知 Jlfi 1: 総表J~に小行や l勺色砂粒 fを泌じる茶色上

l宝18-63 木イ不製，19明9列J ] 5.0 4.55 1.05 メJ物による切り込みがある。

1支18剃 木イ製"9品J [10.0] 5.95 0.80 切り込み部分に煤が付n

|宝18-65 木製箆11A 24.9 1.6 0.55 板II+.H史m 箆l飼はメj物浪や{妙11による席減泌がみられる

図8-66 木製箆品 18.2 1.8 1.1 板円材使用

位18-67 平瓦

医19-68
土日日 (8.4) 5.6 1.9 )!f:i土は烈色微砂、雲母、 II針を混じえる淡茶色弱粉質上かわらけ糸 タトJi~ 1師にスノコ痕 υ将日11に煤付ずf

似19-69 1:6ii 4.4 )lfi 1ニはk11fl色微妙、 'Z白tを混じえるIIIl色:fi}'i'ft 
かわらけー糸 焼成長 で硬く焼しまっている

図9-70 tif.Y (13.2) 9.0 3.2 Jlfi上はm色微妙、 ?l11-辻、 tl針を混じえる淡茶色弱f)}質 lニかわらけ糸 外Js;r耐にスノコ痕 全体的に煤i、t.f'1' 

図9・71 木'，..1.製){!l，品日; [12.7] [4.9J 0.30 板II+.U史m

l'XI 9-72 木''t'i.h製U，J日Il;t [17.3] [9.5] 0.45 板11+;t'1史ITI

以19-73 木製7時品 23.5 0.6 0.5 

l<!19 -74 木製7時品 24.9 0.6 0.45 

1619 -75 木製?ヰ品 26.35 0.6 0.4 

似19-76 木製常ーl日 26.3 0.8 0.45 

l豆[9-77 木位製鳳，品~ [22.61 [5.0J 0.40 板11材{史f[J

l宝19・78 木製7昨品 22.8 0.65 0.45 
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図版 1

1. 1面土丹敷き (南から)

2.同左 (北から)

3. 3面 (南から) 4. 3面溝

5. 4面 (南東から)

6. 4面溝
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図版2

1. 5面 (北から)

4.向上 (北東から)

3.同左 (東から)

5.切石除去後板材 (南西から)
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ほじゅいんあと

保寿院跡 (No.250) 

西御門一丁目922番4地点



例 雪

1. 本』は、鎌倉市西街lI"l一丁目922孫4における個人'，'j.丹羽主主建設に伴う埋蔵文化財の娯右{調査発価調査報告で、ある。
2. 発射調査は、国庫補助'作業として鎌f:r市教育委口会が笑施した。

調子EJ~J II \Iは平成16年 1 f1 9 L1 -同年 2 YI25日にかけて実施され、訓代対象而舶は76m'で、ある。1'1'， t.辿物に関しては鎌合
rli教育委口会が保行している。追跡の時記サはNHAである。

3. 調査団編成は以下のとおりである。

訴i有の主体.鎌倉市教育委日会
調貸担当:宮田尻

調査日 :i竜j翠品J乙
都1ぞHiIi助口 :安達澄代・渡辺美佐子 ・行滞智不n
調位協力有.奥山利平・荻野県1I ・安芥三9-~ ・ 石井消司 ・川 j斗仁司・ ' 1 '路 J EIVJ ・ 治水政利

(以 !二、社団法人鎌倉市シルバー人材センター)

4. 本il?の逃梢・遺物の縮尺は次の通りである。
辿桝灰I1/40 (泊桝!~Iの本糸113は海抜1lZ を示す。 )
迎物実浪11以I1/3・1/6
5. 辿物実測凶には次の記号が使)11されている。
利の限界線一一一 使用痕の範囲?←→?

調整の変化点 一一一 加 E棋の範|刑?←-....y
6 本一.1?の執市は~lî~î '，~与 Itl l)"t . ~ì 2 -4 i;:tjll1i'{<Mb.f、編集は沌神山u.fが行なった。
7. 本、 1?の図版作成及び写真iJ\}l~は次のT守が分担した。
治榊阿版森孝子

辿秒J凶版宇fT神羽J~f . 森孝 f ・ 1'，li柿 ~'(j Jι 

辿梢写真沌津品f
遺物写真森孝子

辿物制策去の記号 単位はcm. ( Jは辿存値・ ( )は復元11"[
8. また、発掘調査に際してご理解 ・術l協)Jを頂いた挫築主に深く感謝のMを表する。

q
L
 

nwd 



目次

本文目次

第 1章 遺跡、の位置 と歴 史的環境 ……-………………………ー…… 一....一………-…....94

ョ2章 調査経過 ・グ リッ ド配置 ・基本土層 ー…・……・一一………一 -…・-一一 … …....96

第3章 検出遺構と出土逃物・・・ ・…・…… ・…・ー ・… …..…………ー……・… … ー… ・・…… 99

第4章 まとめ …ー …・ ………・ ー……・… 一……一-……ー………一……… 一一一一.....129

図 版目次

|京11 辿跡周辺区1...........・..........................95

図2 本調査地点位置図・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・ 97

|ヌ13 グリ ッド配置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

|ヌ14 基本上!日~I . . ....... ・- ・・・・・ー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98
凶5 1而遺構配世図........................・-… .99

|き16 2而辿桝配位図・・・・・・・・・・...・...・...・.........100 

lき17 31師泊桝同首位図・・・・・・・目..回目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101
凶8 4而逝桝配世図・・・・・・・・・・・・・・・・...・.......・.....102
灰19 5而迫桝配町図................. …-… ...103 

図10 5而 ii(f1 .柱穴ヲiJ1・|ニ坑2・3・・・・・・・・・・・ ・・104
図11 6而辿梢配位図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・回目・・・・・ 105

図12 7而辿梢配置図・・・・・・・・・目白・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106

ーi
円，

b
q
t
u

AaT

nノ“

q
L
内

L

q

L

1
ム

1

4

1
ム

ー
よ

ーょっ“
q
u
A
-

ぷ

表

表

表

り

4
H
X正
n

X
戸
辺
dn

aa尻
a'

O9ι

，
ω
ayJ

Z
F
，

間

観

観

観

物

物

物

物

辿

泊

辿

辿

4
i
n
d
q
t
u

組処

ぷ

表

表
H
H

衣

図版 1 A. 1而全景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー 130 
B. 2面全長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・田・・・・・・ 130 
C. 3面全長・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・目・・・・ a・・・・・・ 130 

図版2 A. 41.W全対・・・・・・・・・・・・・・・・・..................131 
B. 51函全景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・131 

C. 6面全対・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・131 
凶版3 A. 7凶全長 ........ .....•............ ......... 132 
B.建物 1.......... ....... ..................... 132 

C.挫物1礎石......・ .....・...............132 

D.組物1西部 -….......・....・ .......132
隊|版4 A. 81侃全対・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ .. .....133 

区113 8・9・10面辿榊配世図....................... 107 

図14 表土M.1面 ・2面 (1)，~I:\上遺物 ー ・ ーー ・・・・・ 110 
図15 2而 (2) . 3岡山土泊物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111
凶16 4而上坑1・4面 (1)山上辿物.......一 ..112

lZI17 4面 (2) ・5面土坑2・3山上辿物....・・・・・・113
図18 5而炭用1'"1"，土造物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・114
図19 5町山土冶物 ...................................115

図20 6国井戸1・6面 (1) 山t辿物・・・・・目・・・・・・・・116
1ZI21 6面 (2)・7面建物1・土坑5出 仁遺物・・・・・ 117
図22 7而，'1'，土辿物 (1) ・・・・・・・・・・・目白白・............... 118 

図23 7而，'1'，土遺物 (2)......................ー ーー・ 119

図24 8面満1・8面 .9面 .10面出土迫物・・・・・・・・ 120

目次

に
d

t

U

ヴ，
，

内

L

円
，
L
円

L

n

L

市

φA

司
I
A

司
1
ム

唱
t
A

「

3

R

U

ワ
t

Q
U

表

ぷ

表

表

祭
佐
川
察
然

観

間

制

限

物

物

物

物

辿

辿

泊

辿

FD
ハり

7

0

0

表
い
い
衣
表
表

真目次

B. 8面北部・ーー・・・・ ・・ .... ........ .....133 

C. 9面全景・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ーー ・・・・・ 133 
D. 10面全景・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・ 133 

凶版5 A. 調査区北壁セクシ ョン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 134
B. トレンチ束壁セクション 回目............ ...134 

図版6 t~， t遺物 (1) ・・・・田・・・・・・・ー・・・田・・…・・…・・・・・田135 
|苅)1&7 山上辿物 (2) ・・・・田・・・・・・田・目....................136
図版8 山上辿物 (3)....... ..... ........ ・......... 137 

図版9 出t迎物 (4)........・.......... •.• ..........13 

I~I版10 山 ヒ辿物 (5) ・ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー ー.139
凶版11 山上遺物 (6) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 140 

qa 
Q
d
 



第 1章遺跡の位置と歴史的環境

本調査地は鎌倉市西御門一丁目992番4地点に所在する。本地点は鎌倉旧市街地を形成する平野のち

ょうど北奥部に当たり、東には横浜国大付属小・巾学校の敷地が隣接する。目を転じて鶴岡八幡宮 t宮

本殿から見ると 山 (大臣山)を隔てて東方約200mの距離にある 。 また東南150mの距r~1tには大蔵幕府跡、

比定地の西面となる。

調査地一帯は現在閑静な住宅地となっているが、 「保寿院Jという寺院があったとの伝承が残る。{

寿院は鎌倉廃寺事典の言を借りると、足利尊氏室、鎌倉御所基氏の生母清江禅尼の菩提寺。清江干:lii尼は

亦椛久時の女で、鎌倉幕府最後の執権北条宗時の妹に当たる。応安元年 (1368)9月29日に他界し、 ill

卯によって酋御門の別殿を保寿院と号してここに葬った。(r空華日工集J)とある。
さらに、 当寺の名は 『空華集jおよび 『空椎日工集jに散見する。両書の著者義堂周信は貞治5年

(1366)から康暦2年 (1380)まで鎌倉にあり、応安 (1368-74)の後半、乙の保寿院に近い報恩寺が

閲創されると、 |羽山としてそこに住持している。『空主催日工集jによると、鎌倉御所足利氏満は応安6年

(1373) 2月1日保寿院に参詣して、周信の貞観政要の講義を聴いた。また翌7年 (1374)11月24日に

も氏満は保寿院(原文は保寿寺)に参詣している。その後の史料を拾うと応永9年 (1402)4月25日の

「黄梅院造営規式J(黄栴|涜文書)署名中に(保寿 中円)とあり、これは月禅中円のことである。ま
た永事 ・嘉吉 (1429-43)ごろのものと思われる古教妙訓らの連署状断簡 (1古教妙訓等連判状|斬簡」

報国寺文古)に 「保寿 周祖」とみえている。応、永23年 (1416)上杉禅秀の乱の際、 iidfi降がIll-初Jに謀

反の旗を掲げた場所は当寺である (r鎌倉公方九代記』ほか)。また 『金沢文庫文書Jの、年月未詳で
あるが、極楽寺の順忍から称名寺に当てた苫状 (r金沢文古文?U1003号)にも 「保舟院の事調へ持参

すべく候(以下欠)Jとある。享徳3年 (1454)の 『殿中以下年中行事(成氏年中行事)Jには、 二月
「御寺御焼香」の'j1頃に、 他の足利氏の菩提寺と共に当寺があげられている。

当寺がいつ瑞泉寺の塔頭になったのかは明らかでない。『風土記稿jは 「旧は丙御門に在りしを後当

LLI (瑞泉寺のこと)域内に移し栴頭にすJといっている。廃絶年は米詳である。
「保舟院跡」とされる本調査地付近では、これまで発鍋調査の事例は無く今回の調査が皮切りなる。

そういった意味で手探りな状況ではあるが調査成果には期待がょせられる。

〈参与文献〉

『鎌倉!尭守司J!U!-J fl述人 川高IJ武胤昭和55年12月15日有隣堂
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第2章 調査経過・グリッド配置 ・基本土層

調査経過

発掘調査は平成15年11月111二1-11月12日に鎌倉市教育委員会により椛認調査が行なわれた後、平成

16年 1月9日一同年2月25日にかけて本調査が行なわれた。調査対象面積は76m'で、ある。

平成16年 1月9日 調査開始。調査区位置出し作業水準点移動

平成16年 1月13日 子作業による表土および悦乱除去

¥TI成 16年 1月14日 1面検出作業

平成16年 1月161:1 現地表から60cmFに1面j也業と礎石検出

:m.成16年 1月21日 1面全景写真撮影 ・測量、その後2面まで摘り下げ開始

平成16年 1月23日 2而全呆写兵船影 ・淵IJ盆

王立成16年 1月26日 3面全景写真撮影 ・測冠、その後4面まで掘り下げ開始

一成16年 1月29FI 4面全長写兵撮影 ・測2 4面からは礎石が検出。5面まで掘り下げ開始

平成16年 1月30日 5面は良好な土丹地業面

平成16年2月5R 

平成16年2月10日 6面全長写11撮影 ・測iE

平成16年2月12日 7面まで掘り下げ

平成16年2月17日 7面建物1検出

平成16年2月19円 7面全景 ・航空撮影

平成16年2月20日 帰削深度の関係から 8而以下はトレンチ調査

7成16年2月25日 以終面 (101面)調査終了、捕M

その後6而まで掘り下げ開始

グリ ッド配置 (図2・3) 

グリッドは調査区の形状に合わせて任意の 1m方眼で、配置した。国土座標(エリア 9)との関係は国

土座標X=-75.090kmライン上にグリッド (x-0.807，y8.178)と(x 11.285， y 0.356)、国土座標

Y=24.700kmライン上に(x 11.281， y 8.817)と(x 5.292， y -0.510)がある。グリッドの y軸は北

から40.16' 40"束に傾く 。なお、本報告占内で、は便宜上、グリッド、のy+方向を北として使用してい

る。各図に示された矢印が正確な北を表している。

基本土層 (図4)

現地表下60cm下、海抜20.2m付近に第1面が検出。以下、海抜18.1m付近までに10面が確認されてい

る。 5. 7・8而は良好な土丹版築が繰り返し行なわれ、 10面は一部岩盤が確認されている。
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図2 本調査地点位置図
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図3 グリ ッド配置図
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1面
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岩盤

図4 基本土層図
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第3章検出遺構と出土遺物

1 )検出遺構

調査区は、敷地および建物の形状の都合上、北側に白日1.5mX4.3mの張り出し部分を持つ。この張

り出し部分は調査の結果、現代に大きく撹乱されていることが判明し、発掘調査は南側の9.8mX7.0m

のメインの部分に限られた。

1面 (図 5) 

1而は現地表下50cm、海抜20.2m付近に検出されたほぽ平坦な而で、強弱があるものの、 1 -5 cm大

の土丹で地業されている。また、面上には所々、 5 mm程度の壬砂不ーリがみられる。 1面からは安山岩の

礎石が3個検出された。礎石 1・2・3はそれぞれグリッド (xl0、y2)、(x8、y2)、(x2、y2)付近

y12一一
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y8一一
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図 5 1面遺構配置図
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に検出した。礎石1と2は大きさが25cm前後を測り、芯々問の距離は3mを測るが、同一の建物を構成

するものかは不明である。礎石3は平面18cm前後の小さい石である。

2面(図 6) 

2面は1面下20cm、海抜20.0m付近に検出された。地業は弱いが、礎石4を中心として広がる面であ

る。また、礎石4西、グリ ッド (xl0、y6)付近から玉砂利がまとまって出土している。礎石4は安

山岩で、上面は平ら、直径35cl11前後の不整円形を呈し、厚さは20cI11を測る。

3面(図 7) 

3面は2面下20cm、海抜19.8m付近に検出された。調査区西部はしっかりと土丹版築が施され、特に

北部はかわらけ砕片が面上に敷かれている。遺構は石列 1列・ 礎石(安山岩)2個(礎石6・7) ・鎌

倉石の切り石1個が検出された。

列1はグリッド (x6、y2)付近に検出された南北方向の石列。土丹(泥岩) -鎌倉石 ・安山岩
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図 7 3面遺構配置図

を並べているが、並べ方、石の整形共に粗雑である。南部は調査区外に続くようだ。グリッド (x6、

y4)付近にある鎌倉石も合まれるか可能性がある。南北軸線方向はNー180-Eである。

4菌(図 8) 

4面は3面下30cm、海抜19.5m付近に検出された。弱いが、土丹地業されている。鎌倉石川岡(礎石

9 -12) ・安山岩2flf!l (礎石7・8)が担わった状態で、検r'-!IIされたが、どの組み合わせでも部l査区内で

は並びはつかめなかった。その他にPit1口、土坑1基が検出された。土坑lはグリッド (x2、y6)付

近に一部検出された。北部は試掘坑により消失。その大部分は調査区外に展開し、詳細は不明である。

5面 (図 9・10)

5面は4面下20cm、海抜19.3m付近に検出された。上面には炭化物が薄い層になって広がる。厚く、

好な上丹地業がなされ、東部はさらに良い。また、調査区北東隅は浅く、落込みがある。遺構は満1
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~ . Pit 15口(I刈3口は柱穴列1を構成) ・土坑2~占・ 1挫折1個(礎朽13) が検出された。 礎石13は安

山岩であるが、 11回のみの検出で、全体像は不明で、ある。
溝 1(図10)

満1はグリ ッド (x8、y6)付近に検出された南北方向の端である。満と言っても、極浅く、区画

のようなものであろう。西岸は上j、}が並べられている。南部は調査区外に続くが、 北部は消失してい

る。lthiは迫存青ISで、50cml背後、深さは10cm前後を消防。南北'Iilh線}j向はN-180-Eである。

柱穴列 1(図10)

Pit は合計15口検出された。その内、グリッド (x10、y6)付近に南北方向に3口が並んで、検出され

た。Pit聞の距離は芯々でいずれも 1mをiWIる。平面形は不盤円形を呈し、直径20cmから40cm、深さは

30cm前後を測る。その規模から言って、塀であろう。さらに調査区外北側に展開すると思われる。南

北ililll線方向はN-210-Eである。
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土坑2・3(図10)

上坑2はグリ ッド (x4、y2)付近、海抜19.3m前後に検出された。上坑周辺南側は緩やかに傾斜し

ている。平而形は不整円形を呈し、東西125cm、南北106cm、深さは検出而から20cmを測る。

A坑3はグリ ッド (x2、y2)付近、海抜18.8m前後に検出された。その大半は調査区外であるため

詳細は不明。深さは検出面から15cmを測る。

6面(図11)

6面は5面下30cm、海抜19.0m付近に検出された。上丹J也業された面で、上面には部分的に炭化物貯

が広がる。特に、グリ ッド (x8、y8)付近は南北方向に320cmにわたって集中していた。また、グリ

ッド (x2、y8)付近に、検出された鎌倉石の切り石11聞は火を受け燈色に変色している。その他に
は鎌倉石の切り石川間・ Pit1口 ・井戸 1基が検出された。

5面遺構配置図図9
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土坑3

井戸1はグリ ッド (x4、y2)付近、海抜18.9m前後に検出された。その大半が調査区外であるため

詳細は不明である。

7面(図12)

7面は6面下30cm、海抜18.7m付近に検出された。小土丹の多く混じった締まりの良い粘質土と土丹

地業面である。上面は炭化物で覆われている。調査区南西部はしっかりとした土丹地業が施され、格子

のトーンをかけている部分はとても綴密である。安山岩の礎石2個と木材が遺存する建物1棟 ・土坑2

基 .Pit 8口が検出された。

建物1(図12)

建物1はグリ ッド (x10、y6)付近、海抜18.7m前後に検出された。安山岩の礎石2個(礎石14・

15)が南北に芯々で、200cmの間隔で、据えられている。礎石15の上には状態はあまり良くないが、木材が

追存していた。その他にも付近には木片が検出されているがいずれも迫存状態は悪い。建物自体はさら

に調査区外に広がり、その全体像は不明である。南北iV曲線方向はN-270 -Eである。また、建物 1の

南に検出された良好な土丹版築はこの建物に付随する土間である可能性がある。版築は周囲より最大で

9 cm程度高く、しっかりと平滑に仕上げられている。この版築内には礎石14・15と同じライン上に展開

するPitが2口検出された。Pitは東西に並び、距離は芯々で、200cmを測る。Pit12は礎石15と芯々 で、120cm

に位置している。建物1の構成要素である可能性が高い。

土坑 4(図12)

ー坑4はグリッド (x6、y4)付近、海抜18.7m前後に検出された。平面形は不整円形を呈し、直径

は100cm前後、深さは検，':e，面から30cmを測る。

土坑5(図12)

土坑5はグリ ッド (x6、y4)付近、海抜18.7m前後に検出された。平面形は不整形を呈し、直径は

125cm前後、深さは検出面から20cmを測る。
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8面 (図13)

8面以下は調査の安全上、調査区中央、東西方向に幅 1mの卜レンチ調査を実施した。8面は7面下

20cm、海抜18.5m前後に検出された。締まりの良い土丹地業面である。潜 1条 ・Pit2口が検出された。

溝 2(図13)

満2はグリ ッド (x10、y4)付近、海抜18.5m前後に検州された東丙方向の満である。検州iし得た全

長は2 5 0 cm、西部は調査区外に延びる 。 上端III~は4 0 cm、下端l隔は2 0 cI11 を測る 。 東西軸線方向はw-

270 -Nである。

柱穴列 2(図13)

柱穴列2はグリッド (x8、y4)付近、海抜18.5m前後に検出された。調査区の制限から 2口しか確

認されなかったため、建物の全体像は不明である。柱穴聞の距離は芯々で、200cmを測り、底面には礎
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である。

海抜18.2m前後に検出された。j享さ20cm前後の厚い上丹地業面である。土坑1
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9面 (図13)

9面は 8面下30cm、
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土坑6(図13)

十
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図13 8・9・10面遺精配置図

4m 

十
x2 

10面

一坑6はグリッド (x4、y4)付近、海抜18.2m前後に検出された。平面形は不整円形を呈し、直径

は55cm、深さは検"+11面から30cmを測る。

10面 (図13)

10而は 9 面下20cm 、 海抜18.0m付近に検 I~II された岩盤および大上丹j型立暗である 。 卜レンチ調査区西

部に検出された岩盤平削面に合わせた大土丹による埋立!習が広がっている。調査区をさらに狭めたた

め、辿構は確認で、きなかったが、谷戸の大規模なj盟立地業が確認された。

遺跡土層注記 (図12・13)
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. 11面構成

茶褐色粘質土。0.5cm以下の小土司丹粒 ・炭化物 ・かわらけ片を含む。粘性強く、締まり良い。

. 1-2面間

明茶褐色粘質土。 3-5 cm大の土丹 .0.5cm以下の小土丹 ・炭化物 ・玉砂利を含む。粘性なし、締ま

りとても良い。

. 2面構成

茶褐色粘質土層。5cm大の土丹・炭化物 ・かわらけ片を含む。粘性なし。締まりとても良い0

. 2 -3面問

茶褐色~灰茶褐色粘質土用。 1-2 cm大の土丹ー多い。炭化物 ・かわらけ片、南部は10cm大の土丹を

今む。粘性あり、締まり良い。

.3面構成土

茶褐色-11音褐色粘質上町io0.5-5 cm大のこl二丹やや多く、かわらけ片 ・炭化物共に多く含む。

. 3 -4面間 北西部はH音褐色粘質土層。 1-15cmの土丹多く、かわらけ ・炭化物多く含む。締まり良

い。南部は茶褐色を呈し、士丹が少ない0

・4[面構成土

北西部は土丹地業層。南部になると地業が弱くなり、上丹粒を含み締まりの良い茶褐色粘質土用とな

る。地業上面には炭化物層が広がる。

. 4 -5面間

茶褐色-11音灰茶褐色粘質上層。部分的に炭化物を細い帯状に含む。 1-5 CI11大の上丹多く、かわらけ

片・炭化物を含む。締まり良い0

・5面構成土

北西部は茶褐色粘質土層、南部は30cm大の土丹を含む地業用。地業上面には炭化物層が広がる。

. 5 -6面間 灰青褐色~茶褐色粘質土用。0.5cm程度の土丹とても多く 含む。粘性あり、締まりとても

良い。

. 6面構成土

灰占褐色粘質土用。0.5cm以下・ 3cm大の土月を合む。締まりとても良い0

. 6-7面間

炭化物層。層は厚く、しっかりと硬く締まる 0

. 7面構成可

良好な土丹地業0

. 7 -8面間

上層は黒色粘質土庁可。 1-5 cm大の土fl多く合み、 ~~Ií性あり 。 下層はH音灰青色粘質土層。 3 cm大の

一丹 ・砂質土小ブロック ・炭化物・木製品 ・かわらけ片を含む。

.8面構成土

同丹j山業0

. 8 -9面間

出色粘質上層。1cm以下の小上月ー粒を少量、かわらけ片 ・炭化物 ・木製品を含む。粘性あり、締まり

良い。

. 9而構成土

丹地業。!曹は厚く、しっかりとしている。
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. 10面岩盤。

南東部に向かつて、岩盤は落ち込んで行くが、 北西部に検出した岩盤平坦部のレベルに合わせて、十

丹による埋立地業がなされている。

2) 出土遺物

遺物は13世紀前葉から15世紀代に亘るものが出土している。また、その種類も多岐にEっている。

1面出土迫物は図14-11-18である。1面に属する遺物は13-16のように15t!J:紀代のかわらけが出土

している。図14-11・17は混入品である。

2面出土遺物は図14-19-57・図15-1 -5である。15世紀前半から15世紀代のかわらけが出土して

いる。図15-1の角火鉢は鍔が廻り、鍔の上面には花文、口縁外面には連珠文がスタンプされている。

器表は黒色処理され、四隅に脚が付〈。図15-3はやや粗い胎土で、口縁部が黒縁になる。

3面出土遺物lは図15-6 -19である。14世紀代のかわらけが出土している。図15-18は巴連珠文の軒

丸瓦。

4面土坑1出土遺物は図16-1-17である。16は糸切りかわらけの小皿lの体部に 1ヵ所穿孔がある。

17は鉄製品。おそらく火箸。4面出土遺物は図16-18-64・図17-1-20である。14世紀前半のかわら

けが出土している。所謂薄手丸深タイフ。の大中小が確認された。図16-35は底部に 1ヵ所穿孔がある。

図16-55は青磁折縁鉢。外面には蓮弁文が施されている。図16-62は瀬戸の輪花型入子で、!開付き。図

17-4は底部をこね鉢に転用している。図17-10は常滑すり鉢の底部。内面には6条の摺り目が施され、

使用によりかなり麿-滅している。図17-13は手づくねの白かわらけ。大型で、器表には内外面に薄く煤

が付着している。図17-20は滑石スタンプ。文様は草花文。5面土坑2出土遺物は図17-21の鳴滝産の

仕上げ砥。5面土坑3出土遺物は図17-22・23である。

5面は北部が厚く炭で毅われていた。その炭層中からの出土遺物が図18である。30は輪花型の手熔

りで、器表は黒色処理され、体部には連珠巴文がスタンプされている。5面出土遺物は図19である。14

廿紀前半のかわらけが出土している。35の丸瓦は凸面に網目、凹面に布目が残る。43は大型の硯。

6面井戸1出土迎物は図20-1-9である。6面出土造物は図20-10-66・図21-1-13である。13世

紀末一14由紀初頭のかわらけが出土している。図20-57は白磁の印花文腕。口7じで、綴密な花文が施さ

れている。図20-60は合子の蓋で、利|薬の発色が悪く、黒ずんでいる。図20-61は瀬戸の葦である。上

面中央が若干窪み、底面は糸切りされている。図21-2は常滑のとね鉢。高台が付く 。図21-4は渥美

の壷。口縁端は外側に折り返されている。図21-12は鉄製品。厚さ1.5cmの四角い鉄板の内側が割り貫か

れている。

7面建物1礎石据え方出上逃物は図21-14の糸切りかわらけの大皿である。7面土坑5出土遺物は図

21-15 . 160 15は糸切りかわらけの小皿、16は常滑の饗の口縁部片である。7面出土遺物は図22・23で

ある。図22-1は手づくねかわらけ、図22-2 -65は糸切りかわらけである。図22-66・67は糸切りの内

折れかわらけである。67の口縁端はさほど内側に折れない。図22-76は青磁蓮弁文碗である。内面には

剖花文が施されている。図22-79は双魚文鉢の魚の部分。図23-10は常滑の部の底部を転用してとね鉢

としている。図23-17は手づくねの瓦器碗。器表は黒色処理され、内面は横位に暗文が入る。図23-18

は手づくねかわらけ。とりぺとして使用し、口縁端には溶融物が付着している。図23-30・31はセット

であろう。外底部中央には 1-Jと蓄かれている。図23-34は内側面と内底面に梅花文が描かれている。
8面以降はトレンチ調査のため迫物の出土量が少ない。8面満1出土遺物は図24-1、鉄製釘であ

る。8面出土沿物は図24-2 -6である。2-5は糸切りかわらけ、 6は青磁蓮弁文碗。7は白磁口冗碗。
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8は土錘。

9面出土逃物は図24-9 -12の糸切りかわらけである。

10面出土遺物は図24-13-15である。13は手づくねかわらけ、 14は糸切りかわらけ、 15は渥美の裂の

底部片である。
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表 1 遺物観察表 (1) ( )は復元

図 番号 層位 遺精 製品名/産地 遺物名/器種
口径/ 底径/ 器高/ 色鯛 色翻

備考
長さ 幅 厚さ (胎土) (粕/器表)

14 l ぷ|二階 上総 かわらけ 7.4 1.7 淡般色系 手づくね

14 2 上総 かわらけ (13.2) (9.7) 3.2 IIIL色系

14 3 上保 かわらけ 12.3 7.3 3.3 4置色系
14 4 1:絞 かわらけ (8.4) (6.6) 1.4 !IIL色系

14 5 上総 かわらけ 8.6 4.7 2.7 位色系

14 6 土器 かわらけ (5.2) (3.9) 1.0 位色系

14 7 ，'i.r.tt l現i 1I初色 灰I味総説j色

14 8 瀬戸 おろしIIll II肉色 灰荊Ii

14 9 111茶碗窯系 こね鉢 灰色

14 10 山茶l純潔系 こね鉢 (24.7) H仰天色 内 ー)替滅

14 11 1 l(ij k昔日 かわらけ (9.0) 1.7 位色系 手づくね

14 12 t(，if かわらけ (14.4) (9.0) 4.2 鐙色系

14 13 土H昔 かわらけ (9.2) (6.0) 2.2 燈色系

14 14 t(，i品 かわらけ 7.4 5.0 2.3 i炎償色系

14 15 kHit かわらけ 6.5 4.1 2.0 位色系

14 16 総輸h 費2 ( 1被j色 緑色

14 17 瀬戸 'illf. (10.8) 白拡j色 灰前Ii

14 18 l!(lilを ft J:げ日E [5.3) 4.1 0.8 

14 19 2r(U 上総 かわらけ (14.8) (9.7) 4.1 信色系

14 20 七日常 かわらけ (14.4) (10.6) 2.8 紅色系

14 21 上1{告 かわらけ (13.0) (8.7) 3.1 総色系

14 22 ヒ日告 かわらけ (12.8) (8.2) 2.9 位色系

14 23 土日告 かわらけ (12.2) (7.9) 3.2 総色系

14 24 土(.;f かわらけ 11.7 6.6 3.3 位色系

14 25 l:("号 かわらけ 11.6 6.3 3.0 IUl色系

14 26 土日ff かわらけ (11.5) (6.0) 3.1 JIIL色系

14 27 上部 かわらけ 11.7 6.8 3.6 位色系

14 28 土日告 かわらけ 11.3 6.6 3.3 IIll色系

14 29 上機 かわらけ (9.8) (7.4) 2.0 IIIL色系 灯

14 30 i二日t かわらけ 8.6 5.4 2.6 i氏色系

14 31 土日昔 かわらけ 8.7 4.9 2.6 位色系

14 32 上日* かわらけ (8.4) (5.1) 1.9 淡燈色系

14 33 上日* かわらけ (8.6) (5.4) 2.0 IUL色系 rr 
14 34 上保 かわらけ (8.4) (5.2) 2.2 !lIL色系

14 35 土日告 かわらけ 7.4 5.6 1.5 IIIL色系

14 36 土日持 かわらけ 6.9 4.0 2.0 指色系

14 37 上日;t かわらけ (8.0) (6.0) 2.2 淡位色系

14 38 上総 かわらけ 7.9 4.5 2.5 JIJL色系

14 39 七日* かわらけ 7.5 3.9 2.4 JVL色系

14 40 七日* かわらけ 7.2 4.9 2.2 般色系

14 41 上位5 かわらけ (6.8) (3.2) 2.2 般色系

14 42 上(.;i かわらけ 6.4 4.5 2.0 淡位色系

14 43 土一線 かわらけ (6.2) (3.6) 2.1 淡位色系

14 44 上日* かわらけ 6.3 4.6 2.1 総色系

14 45 tf磁 碗 灰色 灰緑色

14 46 ti殴 ill11花文腕 灰向色 灰緑色

14 47 斤磁 ;ili弁文l涜 (15.8) 灰色 灰lT色

14 48 7T般 組弁文I琉 (14.4) 灰色 総l沫灰色

14 49 "，'1"1ι"滋 村s胤 ILI色 水_，tj'色

14 50 i'i"( 1磁 村証瓶 1I色 灰I味水力色

14 51 初柄Ii !t~入れ 2.8 灰色 茶色

14 52 総荊h 理主 lパ色 M色

14 53 瀬戸 おろし1111 灰色 Jバ覇Ii

14 54 瀬}.. おろし1m 灰向色 1灰柄Ii

14 55 号車rtf' ~rrbm (20.9) 灰|勾色 j天罰Ii

14 56 山茶似1:1;系 III*'腕 灰色

14 57 'ji~討7 こね鉢 灰色 H行赤褐包 内:J.府滅

15 l 瓦'I'( ji，火鉢 (37.7) (28.9) 15.3 灰色 ~H色処埋 辿珠文."江:fE文

15 2 瓦'l't 子新り 灰色 !日L色 1t'uイ6文

15 3 上総 CIかわらけ (12.2) 以内色 ~lU)j 
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表 2 遺物観察表 (2) ( )は復元

図 番号 層位 遺構 製品名/産地 遺物名/鍔種
口径/ 底径/ 器高/ 色調 色調

備考
長さ 幅 厚さ (始土) (粕/器表)

15 4 イi製品 11:ヒげ低 (3.3) (3.3) 0.7 

15 5 'iit討? のfJlH良あり 8.1 4.1 1.0 

15 6 3而 t(.;i かわらけ (12.2) (6.7) 3.1 信色系

15 7 t日* かわらけ 12.6 7.4 3.5 淡位色系

15 8 t(.;i かわらけ 11.9 7.0 3.5 償色系

15 9 t:!苦 かわらけ 8.0 6.1 1.7 位色系

15 10 I:(.;i かわらけ 7.5 5.0 2.0 位色系

15 11 t 日~ かわらけ (7.2) (4.4) 2.3 i炎位色系
15 12 t総 かわらけ 7.2 4.3 1.9 位色系

15 13 山内総 村'1)瓶 内色 dt Jf色
15 14 事百11' ~f 9.2 1'1肉色 l反執h

15 15 瀬，-; 折紙鉢 j示r-I色 !パ覇h

I 15 16 'jj1討;t 'oJ'~ (7.8) 灰色 l情赤試j色

15 17 瓦質 F~ り ìt:~J.天色 計~H天材I色 務花文スタンプ。内線

I 15 18 .J{ 事f)L1T. (11.7) 11色 !，¥¥色処.flH 出文

15 19 イ1製品 中日l (4.9) 2.1 1.8 

16 l 4面 上坑 1 t日骨 かわらけ 14.0 8.1 3.8 淡位色系

16 2 1:.日日 かわらけ (13.0) (7.4) 3.6 j炎般色系

16 3 I-. (，~ かオコらIt (11.0) 6.0 3.4 ta色系
16 4 l:(.iV かわらけ 10.9 5.7 3.2 燈色系

16 5 k日日 かわらけ 12.2 7.4 3.3 淡位色系

16 6 I::~~ かわらけ 8.0 5.6 1.8 信色系

16 7 |二日+ かわらけ (7.6) (5.1) 1.5 i炎燈色系

16 8 tHit かわらけ (8.2) (4.5) 2.1 i炎燈色系

16 9 上総 かわらけ (8.4) (5.0) 2.1 淡位色系

16 10 かわらけ 7.5 5.1 1.7 i炎位色系

16 11 t日日 かわらけ 8.0 5.0 1.9 i炎m色!{， 士[

16 12 上M かわらけ (8.2) 5.3 1.8 j炎m色系
16 13 よ日目 かわらけ 7.6 5.1 1.7 JlJL色系

16 14 上日日 かわらけ 7.7 4.5 2.2 格色系

16 15 七日÷ かわらけ 7.3 4.5 2.6 淡燈色系

16 16 ~孔かわらけ (7.6) 信色系

16 17 鉄製品 イミ I~ I (22.6) 0.5 0.6 

16 18 4 lfii J:総 かわらけ (12.6) (8.3) 3.3 JUL色系 n 
16 19 上部 かわらけ (13.2) (8.2) 3.2 指色系

16 20 l二部 かわらけ (12.7) (6.7) 3.5 I炎燈色系 :rr 
16 21 上itt かわらけ 12.2 7.4 3.0 位色系

16 22 1:総 かわらけ (12.7) (6.3) 3.4 位色系

16 23 上日日 かわらけ (11.8) 6.8 3.5 i炎位色系

16 24 1-.日日 かわらけ (13.0) 7.9 3.4 j炎抱色系

16 25 1:日十 かわらけ (13.6) 7.4 3.3 位色系

16 26 上日fi かわらけ (12.3) (7.6) 3.2 淡位色系

16 27 1:昔* かわらけ (12.8) 7.8 3.3 般色系

16 28 1:総 かわらけ (13.2) (6.9) 4.0 信色系

16 29 I:(，N かわらけ 11.2 7.3 3.0 総色系

16 30 i二日持 かわらけ (13.2) 6.7 3.5 燈色系

16 31 七日日 かわらけ (13.1) 7.0 3.6 位色系

16 32 J-.(.N かわらけ 13.7 7.2 3.5 白色系

16 33 一I: ;~N かわらけ (14.2) (8.9) 3.7 i炎燈色系

16 34 上総 かわらけ (11.0) (6.0) 3.2 燈色系 灯

16 35 |二日目 ~イしかわらけ (11.6) (7.5) 3.4 i炎fd色糸

16 36 1: 6.~ かわらけ (8.2) (5.4) 1.7 Illl色系 大f

16 37 土;訴 かわらけ 7.1 5.0 1.7 !日l色系

16 38 I:(，N かわらけ (7.2) (5.4) 1.4 IUL色系

16 39 上日5・ かわらけ 7.7 5.4 2.0 淡俗色系

16 40 上総 かオコらけ (7.4) (4.0) 1.7 淡位色系

16 41 土日日 かわらけ 7.6 5.0 1.7 燈色系

16 42 I-.~日 かわらけ (8.2) (5.5) 1.8 JIJL色系

16 43 上r，d かわらけ (7.2) (3.7) 2.0 IVL色系

16 44 ti椛 かわらけ (8.0) (4.7) 2.2 位色系
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表3 遺物観察表 (3) ( )は復元

図 番号 層位 遺構 製品名/産地 遺物名/器種
口径/ 底径/ 銭高/ 色調 色調

備考
長さ 幅 厚さ (胎土) (紬/器表)

16 45 上日* かわらけ 7.5 4.6 1.8 +U色系
16 46 上JRt かわらけ 7.7 5.3 1.9 淡燈色系

16 47 土日告 かわらけ 7.9 5.0 2.3 i炎燈色系

16 48 上JEf かわらけ 7.5 4.9 1.7 i炎俊色系

16 49 上総 かわらけ 7.5 4.8 2.0 位色系

16 50 tzit かわらけ 7.0 3.9 2.3 俊色系

16 51 iニ;Rt かわらけ 7.2 4.2 2.2 符色系

16 52 I:(，~ かわらけ 7.7 4.7 2.3 信色系

16 53 七日日 かわらけ 6.8 4.5 2.0 i炎侵色系

16 54 -i'ffilt l!l11{6文腕 4.2 l*tl0. 刊紙色

16 55 ;'ailt 折縁鉢 (12.7) li色 灰島北色

16 56 1';.( iI磁 村d瓶 !示(1色 水ltJ色 I'J* 

16 57 ，7-1'11滋 村t瓶 灰!と10. 水-1'1色

16 58 ;';.III滋 梅胤 I~I 色 水167色

16 59 瀬戸 おろしIIIl (16.5) 灰|ι|色 灰柄h

16 60 瀬戸 おろし1111 ILI絢色 j反利

16 61 瀬戸 折縁ill[ 白褐色 灰荊h

16 62 瀬戸 輸イ6'担人子 ( 1何色 足1、「

16 63 ~Ji 人チ (8.2) rl依j色

16 64 瀬).. 、ド似j (10.6) |ι|色 !虫正取h
17 1 4而 山虫色ー腕;%系 こね鉢 灰色 |勾・!必滅

17 2 'ìj~討目} (22.0) ~XI灰色 IJf火

17 3 百I討't 5理 11ft灰色 亦紫初色

17 4 時~ìft 受f i炎燈色 こね鉢に転!日

17 5 'ì i~ìi't 軍~~ 灰色 北i<紫事u色
17 6 ';i~汗} こね鉢 信色

17 7 'ìi~ìi't こね鉢 信色 茶阿佐2

17 8 'ii'.ift こね鉢 信色 信色

17 9 ';i~討7 こね鉢 泌灰色 子高~色 い": 111減
17 10 'iitii・1 すり鉢 !ポII色 !JlJ兵包 μ.J : I作減

17 11 瓦質 子焔り l天内色 漁灰色 俗化文スタンプ !

17 12 上部 lι|かわらけ (7.3) tl絢色 手づくね

17 13 上日日 ( 1かわらけ (17.0) II紘j色 煤l、J..{f 

17 14 瓦 メL瓦 (5.0) (5.6) (5.9) 灰色

17 15 'fi~討T のf際線あり 9.9 4.3 1.6 

17 16 'ij'~討't f，}fll1痕あり 7.5 9.8 1.5 

17 17 iJi 日目;t通貨 2.3 2.3 

17 18 iJi 政相l迎賓 2.4 2.4 

17 19 1!(!JI1[ 仕 1:lf低 (2.9) 3.7 0.9 

17 20 計't布製品 スタンフ. (4.2) (2.2) (0.9) "，'L16x 

17 21 51自l 上坑2 イi製品 l上|二If砥 (2.8) 3.4 0.7 

17 22 51釘 」こJ:it3 上6:{ かわらけ 7.8 5.4 1.9 i炎位色系

17 23 上(.if かわらけ (7.6) (4.0) 2.0 1I1l色系

18 l 51侃ふtJi;1'I' 上総 かわらけ 12.4 7.5 3.3 IIIL色系

18 2 um かわらけ 13.0 7.8 3.5 JJIL色系

18 3 土日時 かわらけ 14.0 8.8 3.7 槍色系

18 4 I:7m かわらけ 7.6 5.7 1.9 !J)L色系

18 5 かわらけ 7.7 4.0 2.0 !J)L色系

18 6 |こ昔日 かわらけ 7.3 4.9 1.8 JVL色系

18 7 l二部 かわらけ 8.0 5.2 1.7 IUL0.系

18 8 かわらけ (7.2) (4.8) 1.8 j炎燈色系

18 9 1:総 かわらけ 7.7 5.0 1.8 I!IL色系

18 10 上部 かわらけ (8.0) (5.8) 1.5 i炎位色系

18 11 _t*~ かわらけ (8.4) (5.0) 1.9 JVl色系

18 12 t25 かわらけ 7.8 5.2 2.0 JVL色系

18 13 上H# かわらけ 8.1 5.0 1.9 HlL0.系

18 14 1-.昔H かわらけ 7.8 5.1 2.1 !J)l色系

18 15 1:(，;1 かわらけ 7.7 5.1 1.9 IIIL色系

18 16 t日日 かわらけ 8.1 5.4 1.6 HlL色系
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表4 漬物観察表 (4) ( )は復元

l 図 番号 層位 遺構 製品名/産地 遺物名/務種
口径 / 底径/ 器高/ 色椀 色鯛

備考
長さ 幅 厚さ (胎土) (粕/器表)

18 17 上日* かわらけ (7.2) (4.5) 1.6 JVL色系

18 18 上総 かわらけ (7.9) (4.8) 1.7 J1IL色系

18 19 土日!i かわらけ (8.0) (4.5) 1.4 IIIL色系

18 20 土日* かわらけ 7.5 1.9 淡燈色系 n 
18 21 上総 かわらけ 7.2 4.0 2.2 淡燈色系

18 22 上6i'i かわらけ 7.0 5.0 2.0 .Iif色系 n 
I 18 23 上総 かわらけ (7.2) (4.8) 2.0 む色系 灯

18 24 上総 かわらけ 7.5 4.9 2.0 IVL色系

18 25 1:器 かわらけ 7.5 4.3 2.1 IVL色系

18 26 1:** かわらけ (6.6) 3.7 2.0 淡位色系

18 27 -，'，-磁 腕 (12.4) 灰II色 総-，';-色

18 28 ，';'I1磁 村t瓶 灰(1色 灰l味水{[色

18 29 'Ìi~ ìi't 安f (14.0) 俗色 燈色

18 30 瓦質 輪イE1l!予知り (31.5) 灰桃色 J;¥¥色処段 述珠巴文

18 31 瓦質 l陥イE但予約り 灰(l色 IUL色 合Sイ伝文スタ ンプ
18 32 正L質 I:J.艮炉 (32.0) i炎位色 上層からの浪人品か?

18 33 室長 JC笠通貨 2.4 2.4 

18 34 鉄製品 火.iI1 (14.7) 0.5 0.4 

18 35 討T石製品 がj錘'ド (4.4) 9.1 1.2 煤(，t.i'J

19 1 5而 上日* かわらけ (12.5) 8.2 3.7 燈色系

19 2 上総 かわらけ 12.9 (6.6) 2.8 !汎色系

19 3 七日* かわらけ (11.2) 7.5 2.6 J1IL色系

19 4 七日時 かわらけ (11.1) (5.4) 3.2 信色系

19 5 土日* かわらけ 13.4 7.9 3.3 淡位色系

19 6 tii~ かわらけ 13.7 (7.2) 3.2 位色系

19 7 t日目 かわらけ (12.0) (6.5) 3.1 4金色系
19 8 上総 かわらけ (11.0) (6.5) 2.3 償色系

19 9 上総 かわらけ (9.8) (5.1) 3.0 位色系

19 10 上出品 かわらけ (9.2) (6.2) 1.8 II/L色系

19 11 上日目 かわらけ (8.4) (5.7) 1.8 i炎俗色系

19 12 上器 かわらけ (8.4) (5.1) 1.7 肌色系

19 13 土日告 かわらけ 8.3 4.6 1.8 IUL色系

19 14 」二日目 かわらけ (8.2) (5.2) 1.7 位色系

19 15 上日目 かわらけ 8.0 4.9 1.7 ra色系
19 16 上保 かわらけ 7.8 4.3 2.0 肌色系

19 17 |二部 かわらけ 7.2 5.3 1.5 燈色系

19 18 1:6iV かわらけ (7.2) (5.9) 1.6 IUL色系

19 19 上日* かわらけ (9.2) (5.6) 1.8 位色系

19 20 上総 かわらけ 8.2 3.8 1.7 肌色系

19 21 上自it かわらけ 7.6 4.9 1.8 !IIL色系

19 22 上総 かわらけ (7.8) (4.2) 1.6 肌色系

19 23 上総 かわらけ (7.8) (5.0) 2.0 IUL色系

19 24 上白日 かわらけ (7.2) (4.6) 1.9 淡位色系

19 25 上~;} かわらけ 7.3 5.2 1.9 淡位色系

19 26 七日誌 かわらけ 7.5 4.1 1.7 位色系

19 27 上総 かわらけ 7.2 3.8 1.9 淡燈色系

19 28 -，'(磁 ilIi弁文則j (13.7) 灰(1色 M灰色
19 29 l'ii勺織 初瓶 (4.1) ILI色 水，T色

19 30 ，'j-I'll滋 機瓶 灰CI色 水??色

19 31 瀬戸系 山茶碗 灰l床II株j色

19 32 山茶碗黛系 こね鉢 灰色

19 33 '1iHrt こね外 (36.0) IIfHu色

19 34 瓦質 手絡り 灰色 灰色

19 35 l[ よL瓦 (10.5) (13.0) 6.1 灰色 純日・ 布目痕

19 36 鉄製品 量I (6.4) 0.3 0.4 

19 37 鉄製品 釘 (5.2) 0.3 0.4 

19 38 主主 天砲元w 2.5 2.5 

19 39 $ll 51宋通w 2.4 2.4 

19 40 jll )(笠通貨 2.4 2.4 

19 41 n 冗干(j通貨 2.4 2.4 
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表5 遺物観察表 (5) ( )は復元

図 番号 層位 遺構 製品名/産地 遺物名/器穫
口径/ 底径/ 器高/ 色調 色調

備考
長さ 幅 厚さ (胎土) (紬/器表)

19 42 H 政和泊費 2.3 2.4 

19 43 行製品 !iJI， (12.9) 13.1 1.9 

19 44 石製品 '1'日t (8.1) 3.9 1.8 

19 45 イ1製品 '1'ぽ (5.9) 4.6 1.3 

20 l 6 UO JI'F' 1 上日日 かわらIt 13.2 6.7 3.9 淡符色系

20 2 上総 かわらけ 11.6 7.5 3.1 淡隠色系 u 
20 3 土日告 かわらけ (7.8) (5.0) l.7 i炎燈色系

20 4 t:訴 かわらけ (7.8) (4.9) 1.9 !日l色糸

20 5 土日t かわらけ (8.2) (5.0) 1.8 淡般色系

20 6 内磁 I I J[[ll (12.0) 7.0 2.7 II色 ，'[J味灰II色
20 7 11・h磁 イ守子-4 (5.4) (4.5) 2.1 II色 汲水一-1';-色
20 8 瀬戸 jJrWUl Jポ ~U色 灰柄IJ

20 9 給計T 至理 (19.4) i岱!ポ色 茶紋j色

20 10 6 J(ii t 日~ かわらけ (14.0) (8.7) 3.2 淡位色系

20 11 上日* かわらけ (13.2) 8.2 3.6 従色系

20 12 1:，怨 かわらけ (13.2) 8.8 3目4 IVl色系 :tT 
20 13 土日告 かわらけ (12.6) 7.0 3.6 淡白色系 灯

20 14 j二部 かわらけ (13.0) 7.7 3.3 位色系 灯

20 15 l二日出 かわらけ 12.6 7.2 3.4 淡燈色系

20 16 上総 かわらけ (11.6) (7.1) 2.7 Jl}L@系

20 17 上日日 かわらけ 11.8 6.7 3.5 燈色系

20 18 |二25 かわらけ 13.1 7.8 3.5 淡慣色系

20 19 土日日 かわらけ (13.2) 8.1 3.5 位色系

20 20 t25 かわらけ 12.6 7.5 3.4 位色系 灯

20 21 t日* かわらけ 12.5 8.2 3.5 i炎位色系

20 22 t日* かわらけ (1l.0) 6.5 3.2 JlJl色系

20 23 上23J かわらけ (11.0) 6.1 3.0 位色系

20 24 上総 かわらけ (8.6) 5.3 1.7 信色系

20 25 J-.日日 かわらけ 7.6 4.6 1.9 i炎裕色系

20 26 上日時 かオコらけ (8.0) 5.6 1.5 信色系 n 
20 27 上総 かわらけ 7.8 (5.7) 1.6 位色系

20 28 上昔日 かわらけ 7.9 5.7 1.6 燈色系

20 29 t61i かわらけ 7.8 4.7 1.7 淡位色系

20 30 七日i かわらけ (8.1) 5.2 2.0 i炎符色系

20 31 上総 かわらけ 7.5 4.4 1.7 i炎燈色系

20 32 上総 かわらけ 8.1 5.5 1.9 IIJL色系 H 
20 33 t昔$i かわらけ 7.6 5.4 1.7 IUl色系

20 34 上自t かわらけ 8.2 5.1 1.8 淡俊色系

20 35 仁日告 かわらけ 7.8 5.0 1.7 般色系 士T
20 36 t(.iY かわらIt (7.9) (5.5) 1.8 i炎位色系

20 37 tr.~ かわらけ 7.4 4.6 1.8 i炎ffi色系

20 38 tr.~ かわらけ (7.8) (5.2) 1.6 燈色系

20 39 上部 かわらけ 7.8 5.1 1.8 i炎位色系

20 40 J:総 かわらけ (7.2) (4.9) 1.6 淡位色系

20 41 上Gi かわらけ (7.4) (5.2) 1.3 淡俗色系

20 42 上告3 かわらけ (7.9) 5.0 2.0 淡総色系

20 43 t61i かわらけ 8.0 4.7 1.9 mL色系 :tr 
20 44 上(，;-1 かわらけ 7.3 4.9 1.8 償色系

20 45 仁(Ij'j かわらけ 7.5 5.2 1.7 淡燈色系 :tT 
20 46 t25 かわらけ (7.6) 5.6 1.8 i炎慣色系

20 47 t(.i{ かわらけ 7.7 4.0 1.8 i謀総色系

20 48 上初 かわらけ (7.2) 4.1 1.5 ~色糸

20 49 上総 かわらけ (7.4) 4.3 2.0 i炎燈色系

20 50 上総 かわらけ 7.2 5.0 1.6 i炎般色系 H 
20 51 t出J かわらけ 7.2 4.9 1.5 i炎筒色系

20 52 |こ.tlt かわらけ 7.4 4.7 1.8 IUL色系

20 53 上総 かわらけ (7.5) (4.7) 2.0 i炎償色系

20 54 Jf滋 泌弁文I施 (14.0) 灰色 i""，';.色

20 55 II磁 11Iじ|血 (10.4) 灰(1色 灰内色
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表6 遺物観察表 (6) ( )は復元

図 番号 層位 遺構 製品名/産地 遺物名 /器種
口径/ 底径/ 器高/ 色調 色閥

備考
長さ 幅 厚さ (胎土) (紬/銭表)

20 56 h磁 JJ11俗文IIU (2.4) l' 10. ，'''1*(1色

20 57 仁l綴 阿J/E文腕 h色 -~ Í" I床 Î J 0.

20 58 -，'j-白磁 抑瓶 (-1色 -1<{i色

20 59 ，'fII磁 小2並 1'1色 水l'f色

20 60 ， ~fl磁 介f占2 (7.4) 1.5 1'1色 水1.f色

20 61 瀬)i 小、l'Ir.;t:i 3.3 0.7 以内色 灰覇h

20 62 山ぷ磁気系 こね鉢 灰11色

20 63 山カミl減策系 こね鉢 l氏色

20 64 山JiE碗窯系 こね鉢 i岱灰色

20 65 山35腕気系 こね鉢 灰白色 ~J : IJ"i滅

20 66 山茶碗~系 こね鉢 (29.5) 以内色 |勾 :In減

21 l 6ii而 'Ì ;~討'1 t理 (20.2) 1'1株j色 ~HU色

21 2 常持'1 こね鉢 (15.0) 1長色 亦従j色 内:11:号滅

21 3 'ì;~討'1 こね鉢 (36.8) (19.0) 12.0 泌灰色 11庁~HU色

21 4 i佐美 '~II~ JパII0. fli火JJJli記れ

21 5 上部ft 予約り 赤信色 赤俊色

21 6 土昔日't1 予防り ，)f;位色 ぷ燈色 |λJ:煤

21 7 lニ製品 J-.I!f¥lか脚 位色 上層からの浪人品か?

21 8 瓦 、Ji.土L (19.5) (11心 !?灰色 縦11

21 9 'ji~消 砂flf~1Hあり 4.8 8.3 1.2 

21 10 'ìi~討il li}fln jJ~ あり 2.6 3.5 1.0 

21 11 鉄製J111 事I (6.1) 0.3 0.4 

21 12 鉄製J"33 .{"11I 4.2 4.1 1.5 

21 13 I!(l沌 11: I-. Iff~j 3.3 4.7 0.9 

21 14 7而 建物l礎石据え方 上自t かわらけ (12.2) (8.6) 3.4 活3灰色 I斗火で変也

21 15 71lii t坑5 t総 かわらけ (8.0) 5.8 1.7 i刻笠色系

21 16 'Ì;~ if1 必d色同、 灰色 35紙i色

22 1 7市 土保 Fづくねかわらけ (11.6) 3.1 JJJL色系 灯

22 2 上総 かわらけ (12.6) 7.4 3.8 JJJL!三系

22 3 tif:1 かわらけ (J2.6) 6.8 3.5 i炎俗色系

22 4 上tit かオコらIt (12.6) 8.0 3.2 信色系

22 5 t:fiV かわらけ (12.4) (7.5) 3.2 位色系

22 6 上総 かわらけ J2.4 8.0 3.5 ffi色系

22 7 t(，if かわらけ (12.6) 8.0 3.2 十夜色系 灯

22 8 二i二日t かわらけ (12.7) 8.5 3.0 i炎位色系

22 9 上日時 かわらけ 11.9 8.0 3.2 般色系

22 10 t日÷ かわらけ (8.6) 5.0 2.J JUL色系 :tT 
22 11 上日it かわらけ 8.0 5.0 1.8 肌色系

22 12 上総 かわらけ (8.1) 5.0 2.0 JUU三系

22 13 七日t かわらけ 8.0 5.4 1.6 淡燈色系

22 14 土日ii かわらけ (8.2) 5.3 1.6 i刻在色系

22 15 土日N かわらけ 7.8 5.6 1.7 位色系

22 16 上日* かわらけ (7.4) 5.0 1.8 淡般色系

22 17 上片品 かわらけ (7.6) 4.2 1.6 問色系 :rr 
22 18 上総 かわらIt (7.8) 4.6 1.4 JVl色系

22 19 -I:.(，if かわらけ (7.2) (4.7) 1.7 燈色系

22 20 t(，if かわらけ (7.9) (6.0) 1.5 従色系

22 21 J:日日 かわらけ (8.0) (5.2) 1.4 IVL0.系

22 22 七日告 かわらけ 8.0 5.5 1.8 俗色系

22 23 上総 かわらけ 7.7 5.0 1.7 i炎俗色系

22 24 七日日 かわらけ 7.5 5.0 1.7 位色系

22 25 1:日日 由、t)らけ 8.0 5.6 1.6 j尖+u色糸

22 26 上日日 かわらけ 7.2 4.8 1.5 淡路色系

22 27 上社ii かわらけ 7.3 5.7 1.8 椴色系

22 28 I:(，if かわらけ 7.8 5.4 1.8 I!Il色系

22 29 上総 かわらけ 7.6 5.2 1.9 j炎符色系

22 30 七日* かわらけ 7.8 5.5 1.8 従色系

22 31 t(，if かわらけ 7.6 5.4 1.6 i者m色系

22 32 t(，if かわらけ 7.8 5.6 1.8 淡位色系 灯

22 33 上i*i かわらけ (8.6) (6.2) I 1.6 i炎燈色系
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表7 漬物観察表 (7) ( )は復元

図 番号 層位 遺構 製品名 /i'fU也 漬物名/器種 口径/ 底径/ 器高/ 色鯛 色調
備考

長さ 幅 厚さ (胎土) (粕/器表)

22 34 t日11 かわらけ 7.8 5.2 1.6 燈色系

22 35 上日* かわらけ (8.0) 5.5 1.7 淡般色系

22 36 tH詩 かわらけ 7.9 5.5 1.6 綬色系

22 37 上日* かわらけ (7.8) (5.4) 1.8 俊色系

22 38 上総 かわらけ 7.9 6.0 1.7 信色系

22 39 上i恭 かわらけ 7.3 5.2 1.5 i炎位色系

22 40 上日日 かわらけ (8.0) (6.0) 1.6 淡位色系

22 41 上保 かわらけ (8.0) (6.6) 1.5 t炎4笠色系
22 42 土日日 かわらけ (8.0) 6.2 1.7 JUL色系

22 43 土(，r; かわらけ 8.0 5.8 1.4 淡位色系

22 44 上日* かわらけ (7.9) 6.4 1.4 JJ札色系

22 45 |二日目 かわらけ 8.4 5.8 1.7 淡白色系

22 46 上日* かわらけ (7.6) (5.0) 1.5 燈色系

22 47 上告li かわらけ 7.6 5.3 1.7 j炎鐙色系

22 48 上日li かわらけ (7.8) (5.0) 1.8 j英俊色系

22 49 上55 かわらけ (7.2) (5.0) 1.5 燈色系

22 50 上6i'i かわらけ (7.4) (5.4) 1.7 淡般色系

22 51 1:探 かわらけ 7.8 6.8 1.9 JUL色系

22 52 かわらけ (8.0) (6.0) 1.6 位色系

22 53 j二日持 かわらけ (8.0) (5.2) 1.6 位色系

22 54 上日目 かわらけ (7.2) (5.2) 1.6 JUL色系

22 55 ti捺 かわらけ (8.2) (5.8) 1.7 燈色系

22 56 上総 かわらけ (7.6) (5.5) 1.8 j汎色系 n 
22 57 上25 かわらけ (8.0) 5.5 1.7 信色系

22 58 七日* かわらけ 7.8 5.2 1.7 燈色系

22 59 t出+ かわらけ 8.1 5.8 1.6 i炎俊色系

22 60 上告* かわらけ 8.5 5.6 1.6 IUl色系

22 61 上総 かわらけ (8.2) (5.4) 1.8 IUl色系

22 62 t日* かわらけ (7川 (5.0) 1.6 JIJL色系

22 63 t日告 かわらけ 7.2 5.2 1.5 燈色系

22 64 上日日 かわらけ 8.0 5.5 1.6 淡俊色系

22 65 上背任 かわらけ 7.8 4.7 1.7 i炎償色系 灯

22 66 上総 内折れかわらけ (6.2) (5.0) 1.0 淡位色系

22 67 」ニ総 IAJ折れかわらけ (5.0) (3.8) 0.8 i炎般色系

22 68 ;5磁 i握力、文腕 (16.1) 灰色 占緑色

22 69 .，'i"R藍 Jill弁文腕 (13.7) 灰1"1色 77緑色

22 70 77磁 Jill弁文腕 (13.5) 灰(1色 77緑色

22 71 l'f磁 Jill弁文腕 (13.4) 灰(1色 JT総色

22 72 百磁 雄弁文!涜 (12.8) 灰白色 JT緑色

22 73 ， 'í"f~ 見1l弁文:腕 灰(1色 )';-総色

22 74 lT磁 泌弁文腕 4.8 灰II色 17緑色

22 75 J7磁 Jill弁文腕 3.3 灰色 1T緑色

22 76 JT磁 必11'文腕 4.6 灰II色 !?緑色 1'" 釧イE文

22 77 ，'I"I滋 折版鉢 6.2 灰1"1色 IT緑色

22 78 ，'l"f滋 折目要~ 5.2 灰ILI色 !ぷl床総色

22 79 l!?磁 "f.xf.(¥)(.鉢 灰白色 ;?緑色

22 80 lT磁 Sド (31.4) (14.2) 6.0 灰h色 山緑色

22 81 (1磁 11)じ腕 以(1色 l示色

22 82 白般 1，)[碗 白色 灰白色

22 83 h磁 1 IJC碗 (15.3) 内色 灰h色
22 84 ( 1磁 1 1 JC腕 (10.9) (1色 !反h色

22 85 l勺flIl 11)じ腕 (lOA) 白色 ，'j.，休l二l色

22 86 白磁 円lCllll (9.0) 1ポ白色 灰白色

22 87 内磁 I 1)[Ull 5.1 灰色 斤I味灰白色

22 88 (1滋 I 1}[IUl 5.9 灰(1色 t'iij年(1色

22 89 1'1磁 1f(、，.、，iii. 灰1'1色 (1色

22 90 白磁 1=11花文IIJCIIll (8.8) (4.0) 1.4 白色 白色

22 91 1'1磁 小、Ij'~ 3.5 白色 (1色

22 92 ，'iiLili量 ド11イE:i(腕 h色 (-1色

勺

f
q
L
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表8 遺物観察表 (8) ( )は復元

図 番号 層位 遺精 製品名 I@.i也 遺物名!l捻種
口径/ 底径/ 器高/ 色調 色調

備考
長さ 帽 厚さ (胎土) (稿/器表)

22 93 ，'HI滋 1[[[ 灰(1色 水1T色
22 94 1'1'(1磁 合 {-l..i. II色 汲水17色

22 95 "，'1"1'.1磁 水71: ILI色 制球内色

22 96 "I"II舷 小、 II色 水，7色

23 l 7而 山茶碗:筏系 こね外 灰色

23 2 山茶碗吉区系 こね鉢 灰色 内 :JH滅

23 3 山完走I秘策系 こね鉢 !天(1o. 
23 4 山fiH施策系 こね鉢 j火1'1色

23 5 山茶I琉:'x{系 こね鉢 J〆色

23 6 山ぷ碗7熊系 こね鉢 灰ILI色

23 7 山茶!施策系 こね鉢 Jポ色

23 8 山 !tH琉;~系 こね~Ì> 14.0 民(Io. l刈:fí~減

23 9 'jit計1 き理 治灰色 燈色

23 10 'ii~ìi~ 現P 灰色 赤m色 転問こね鉢、内:隠滅

23 11 'ii~討't こね外 濃jポ色 。『、株j色

23 12 'jjt汁} こね鉢 (32.2) 自白灰色 亦~色

23 13 ';j'~消 こね外 詩型l灰色 み紙j色

23 14 'lit汁| こね鉢 (31.3) (31.3) 12.2 浪!兵色 漁灰色 |勾 JmJll1

23 15 瓦'l't T.i;l";り 泌!ポ色

23 16 上i'l't 予防り (45.0) (30.0) 10.3 )l/l色 ~tl色処月li

23 17 王L日日 手づくね腕 (8.8) 灰内色 江1色処理 内:徽位H骨文

23 18 上製Bath とりべ (12.8) 首ヰ融物卜l"i'1

23 19 欽製品 事I (5.3) 0.3 0.4 

23 20 鉄製J silr (4.2) 0.3 0.5 

23 21 鉄製品 事1 (4.0) 0.2 0.4 

23 22 $~ ':J.~迎賓 2.4 2.4 

23 23 l~ 大似通貨 2.4 2.4 

23 24 行製品 火打石 2.5 2.1 (1.0) 

23 25 'jjt計't 研昨年IHあり 6.0 8.4 1.4 

23 26 'i:~消 砂fUi浪あり 10.0 8.3 0.8 

23 27 'iirii't IiJfl燃IHあり 9.5 6.1 1.2 

23 28 漆(，N IIlL 1.4 Wi釘也に米漆 復iと"，1-/t

23 29 漆Zt 1111 !JIi奈地に米漆 l!ii-/t文
23 30 j奈日+ IIIL 9.6 6.0 1.3 ~\lì集地に米漆 らIイE文 . ~: f-J 
23 31 漆i* IIIL 9.3 5.6 1.6 以i漆I也に米漆 ，'，'f.;jt文・袈 :f“J

23 32 漆日日 IIIL (8.3) (5.3) 1.0 ユh袋 現!i文

23 33 淡日日 IUl 9.0 6.8 1.2 !，(17奈 11!i文

23 34 t安比t 持担 (14.3) 6.8 3.8 ，~U ì奈}也に ;jミ漆 梅文

24 1 8而 i，1'J1 鉄製品 silr (7，8) 0.4 0.7 

24 2 8凶l |二日日 かわらけ (13.0) 6，8 3，8 位色系

24 3 l二日日 かわらけ 7，3 5，3 1.4 信色系

24 4 上日日 かわらけ 7.6 4，7 1.7 i炎俊色系

24 5 t日}i かわらけ (8.0) 5，8 1.7 燈色系

24 6 U7俄 ;!s弁文倣i (16.6) 灰色 総fT色
24 7 (1俄 I 1)じ碗 (10.0) II0. 以(1色

24 8 t製品 上録 3.4 2.1 1.8 J1JL色

24 9 9iiii 上日;r かわら11 12.4 7，5 3，1 i炎燈色系

24 10 上保 かわらけ (12.5) (8，0) 2，8 j炎位色系

24 11 上日~ かオコら11 (8.2) (6，0) 1.5 JVl色系

24 12 上tf;f かわらけ (7，6) (5，0) 1.9 淡位色系

24 13 10 I耐 tzt 
子づくねかわ

(10.0) 1.9 4金色系らけ

ヮr14 t;訴 かわらけ (8.2) (6，2) 1.8 4を色系
24 15 il喜美 古車 灰色
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第4章 まとめ

ふ回の調査では合計10面に及ぶ生活面が検出された。ただし、調査面積の限界と、 8面以降はさら

に面積の少なpトレンチ調査となったため、 個々の面における広範な様相を知い知る事は不可能であっ

た。

そこで、ここでは今同の調査結果を概観してみる事に留める。

10枚の生活面は大きく 4期に分かれるようである。1-2面が15世紀前半-15世紀代 .3-5面が

14世紀前半-14世紀代 ・61苅が13世紀末-141立紀初頭 ・7-101町が13世紀初頭-13世紀中葉で、ある。

第10而の様相からは13世紀初頭に大規模な埋立造成を施した引が分かる。その後、いずれの面も土丹地

業面で、短期間に作りかえられている様子が見て取れる。さらに、 15世紀イtの商が検lもされた事は、 足

利氏との関連上なんら矛盾が無い。発見されたifH14は建物の並びはつかめないものの、礎石と成り得る
ー材が主で、柱穴は礎石建物の補助か塀などの付属物であるようだ。また、遺構の事lh線方向はほぼ同じ

数値を示している。これらはこの場所の使用同的が時代を経てもさほど変化がなかった事を現している

と言えよう。また、第 1章で述べられているように、この一帯は保寿院跡とされている。また、大倉

幕府跡比定地とも隣り合っている。今回の調査ではこの地が 「保寿院」であったかどうかを示す発見は

得られなかったが、多数回に波って丁寧な地業がなされている事や、礎石が多く発見された事はとの地

点の特徴と捉える乙とができ、今後の調査研究に多少なりとも方向性を持たせる成果と言えよう。

〈参考文献〉

『鎌f.I"'jj::V4 J i'rJi'永二編東京~-:t1111，版平成41f:.
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えんかくじもんぜんいせき

円覚寺門前遺跡 (No.287) 

山ノ内松岡1377番6地点



停リ ー-
1=1 

1. .4>:報は、円覚寺門前迫跡 (No.287)内に所花する鎌倉市山ノ内字総岡1377帯6地点における個人咋用住宅挫設に伴う

埋蔵文化財発拘i調杏幸日行である。
2. 発品li調査は、千成16年 1rJ2011-1司年3J 11311にかけて、鎌合市教育委民会が実胞した。淵任而舶は49.30111'で、ある。
3. 現地での調査体制は、以 Fの通りである。
担当行:浜野浩美

調貸 t~ : 1Jl J'j-まどか、八ill::J:IIIちかチ
調住補はI]~ :総原I>I~ Jι、岩崎';1治、須佐仁ヰ11、制問i実行
部1脊作業tc.) 秋出公箱、足達越郎、牛13道犬、大Ii迫 雄、厳岐正義、渡辺賢~彦、沼ヒ三代治(以上、社団法人鎌倉

rliシルノT一人材センター)
4. 辿桝|主IIÍii合成 ・ トレース、泊物~illil' トレース、 m土辿物写J'HliH語、版下作成およひー報?17111作成は、宗峰秀I~:I と京必

笛!~子が行っ た(現地での迎榊写」足掛影は伊丹まどかが行っ た) 。

5. 本文中に制げた附阿は、必*的に泊構を 1 /60、山 lニ~物を 1/3 で示した。 これ以外の縮尺を合めて、各柿閃には納
尺本を示した。

6 ここに制げた附図、写点を含むj型政文化財発倒に|対わる出七品等の資料は、鎌trl打教育委μ会が保管・している。
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第1章遺跡、の位置と歴史的環境

辿跡は、鎌倉の旧市内から小袋坂を北へ超えたJR横須賀線北鎌倉駅の西方一帯を指す。JR北鎌倉駅

は、弘安五 (1282 ) 年に無学机元を閉山とし、北条時宗が治IJ~ した瑞鹿山円党興塑祈í，'i' (Fg党寺)の

境内西端にある。北鎌倉駅のすぐ南方には、円覚寺総門前の白鷺池がある。この白鷺池は貞治二 (1363)

年以前、おそらくは鎌倉末J~ J凶に作成された円党寺境内絵|支|に、形こそ異なるものの拙かれている 。 絵

図によれば、白鷺池の西方前面を鎌倉から武蔵へと向かう山ノ内道が南北に延びる。この円党寺門前を

抜ける山ノ内道に対して、総門前|白からrl鷺池を取り凪みつつ、 LLIノ内道を丙方へと越えて囲い込んだ

l、馬I]IJとされる木戸が設けられている。円党寺参市行は、この |マ馬I"Jより徒にて境内へと進む。他方、

騎乗にて山ノ内道を進むには、下馬I~[J を丙に迂回する，尚道を通ることになる 。 貞、治二年以前の絵図は円

党寺の寺域を定めたものだが、寺j或と隣後地との境に記入されたヒ杉重能の花抑は、，同道を越えた西方

の丘陵地に捺されている。鎌f.r末期]の円党三千は、山ノ I}'.l道のはるか西方にまで広がっていたことがわか

る。当時の円覚寺の寺域はかなり広かった

こうした円党寺一帯を現在の埋蔵文化財行命政では、 LIIノ内道を下敷きにしたと考えれている円党寺臼

鷺池前を通る県道横浜鎌命線の東方を円党守 I FI境内冶跡として、~~道より丙万を円党、子I"î前遺跡とす

る。ζれは、 鎌倉末期に拙かれたと思われる円党寺境内絵図とは多少異なるが、絵図の山ノ内道西方に

捕かれている 110'屋らしき地域を門前町-と捉えることによる。

ム司刊査を行った地点は円党、予寺域の北端、十 E常から1m)Jへと人り込む谷戸の出しIf、「近で、円党寺

境内絵図では町屋の描き込まれている地点に相当する。

ふ l凶の調査地点の周囲では、これまでに主に 3J也占で発掘調査が行われている(図 1)。挿図1中の

1番地点、(円党寺旧境内追跡、山ノ内瑞鹿山509番 1)では、 13W:紀後半から末までの火災面が4枚発

見され、出土辿物の多くは火災而に扶まれた3つの府からW，t している 。 n~，土遺物の年代観と 円覚寺年

譜を参考として、発掘報情』は火災而を仏安四 (1281)年、弘安五 (1282)年、弘安十 (1287)年、

正応三 (1290)年としている。ただ、 円党三干の火災はこの後もJ.F.利五 (1316)午、文保て (1318)年、

応安六 (1373)年と続いているので、発見された4つの火災前が弘安四年から正応三年までの可能'[1

は高いが、断定することはできない。年代比定根拠のーっとなった資料が最上府火災而上から出土した

常滑の裂であったため、裂の長月j間使川を必定すれば、発凡された以後の火災肘がtE和五年である可能

性も残されている。乙うした留保を残しつつも調査成果は、弘安元 (1278)年の円覚寺の選地と起

以前の調査地周辺は、水|刀而の広がる地域であり、境内絵図は仏安卜年もしくは正応三年の火災の後に

描かれたものであろうとしている。

伸医11r" の 2 番は、現在の馬追と Y，~道との聞に、引品Ilみでり:{状に残されている高まりで行われた遺

構{確認調査地点である。2001年llJlより2002年3fJにかけて上皇に縦長の坑を幾本も掘って、土塁の

構築年代と下馬門との関連を探った。その結果は、公表されていないが、調査途上に実見したかぎりで

は、この上塁は'1'1止まで遡るものではなさそうで、近間後期l以前の |ニ屑は、F-担であったと兄うけられ

た。また、調査されたかぎりでの土府中に下馬門を想定させる遺構もなかったようだ。円党寺門前町図

の山ノ内道と馬道の問に記入された築地も確認調伐の対象となったような土培ではなかったのであろ

う。また、同図の馬道と山ノ内道が北側で交わる位置に拙かれた石j蓄は、現在も調査地点南方のやはり

県道と馬道の令流地点に位世している。

他方、挿図1中の3番、山ノ ÎJ字松岡1344番地点では、 ILiノ内道に接する直前の'1'u!:馬道が発見さ
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れた。そして、当時は馬道に伴う土塁のなかったととが確認された。

保j川英政 1997 r円党与lilJ党内迎跡 (No.434)山ノ内字瑞鹿山509番 l地点Jr鎌倉市内蔵文化財緊急調査報告~IH4 平成

9 年J.!.r発掘調査報告』 第 1 分 In~ 、 317-410頁。
宗主E究明 ・宗益富1:t子 2005 r円党寺門前追跡 (No.287)111ノ内字松岡1344番地点Jr鎌倉市内蔵文化財緊急調査報告問
21 平成16年度発掘調査報告j第2分間、 343-419頁。

滝沢品子 2007 r円党寺門前辿跡 (No.287)LUノ内字松岡1377番1地点Jr鎌倉市埋此文化財緊急調査報告出23 平成18
年度発掘調査報告j 第 1 分 nl~。

第2章 調査の概要

第1節調査の経緯

調査地点となった鎌倉市山ノ内字松岡1377番6地点における個人専用住宅の新築にともない、鎌倉市

教育委員会は同地が円党方門前遺跡となっていることを前提に、平成16年11月18-19日にかけて建い

定範囲内の地下に埋蔵文化財の有無とその深さを明らかにする確認調査を実施した。その結果、現地

ーで中J 下45cm以下から175cmまでに 3枚の中世生活面を確認した。鎌倉市教育委員会は、当該建築

世遺構が壊されるとの認識に基づいて、

建設工事に先立って建設予定地内での

埋蔵文化財発掘調査が必要とし、浜野

、浩美を担当者として、鎌倉市教育委員

会が翌平成16年 1月20白から 3月13

にかけて現地での発掘調査を実施した。

調査は、建築予定範囲全域を対象と

したが、発掘による土置場確保のため

に調査範囲を第I区と第H区に二分し、

北側の第I区より調査を始めた。

確認調査の結果を参考に本調査では、

上層より下層に向けて順次調査を行な

つが、確認調査より多い 4枚の生活面

を確認し、調査した。しかし思いの外、

現地表土が厚く、また部分的に深くま

で入り込んでおり、最上層の第 1面は

本来の状態を失っτいた。また、発掘
で発見された生活面は、東から西に向

けて傾斜ないしは段を作り、平坦なも

のではなかった。

J 
~ 
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図2 調査区設定図

第 2節測量基準点の設置(図 2) 

発掘調査で発見された辿桝を国土座標に位置づけるため、測量基準点を調査地点内に移動させ、それ

を用いて、発見された治構や調査範囲を随時記録した。調査地点に設けた基準点は調査区の中央にA



点、第I区の北外にB点を設けた。設置した基準点の図上座標値は、次のとおりである。基準刷 点

X : -73831，695 Y: -26042，222 B点はζれから108
0

15' 50"で5mの距離に位置する。

第 3節堆積土層と発見された生活面(図3)

以下は、調査地点に設定された調査医の南北の壁に観察できた土用堆椴状況である。調査区に観察で

きた各土!日は、粘質土と砂粒や砂質泥岩!擦を交えた砂質上を基調とする。このうち、現地表下80cmの湧

水位より下方に残る還元した77灰色土の他は、泥岩礁のl(i褐色を呈する。

生活面が初めて築かれた第4面は、腐植土を交える黒褐色の砂混じり粘質土の第2)替の上面が利用さ

れている 。 より下層の第 1 府は、砂と粘質土が交互に薄く Jif~i'lする青灰色砂質土である 。 この第 1 層と

第2)習は白然JiHl1ft冒と考えられるが、砂と粘土が交互に取舵しながら全体に砂分が多い上質は、河川の

氾概i世相土と思われる。現在、調査地の北方で東丙流する西瓜J11と南北流する小袋川が合流している

が、これらの河川で運ばれた上砂が当地の地盤と地形を形成したと考えられる。tl12階上面の海抜I吋

は、南東の18.85mから北西の18.42mへと緩やかに下る。

第4面のヒに堆積する泥岩粒子と炭化物を多く交えてl空く絞まる暗褐色弱粘質土の第3層から第4J0 

が、第 3面を構成する。第4層の方が炭化物を多めに混入する。生活面の海抜高は、やはり南東が

19.05111と最も高く、 北西の18.9mに向けて緩やかに下る。

第31面上の第 5層と第6府が第2面を構成する。下用の第5層は泥岩粒子を支えるFI音褐色粘質土で、

その上に泥岩粒子を交える砂質土の第6用が哩く地業される。第2聞の海抜高は南東の19.2mから緩や

かに北刊に向けてけ下るが、調査区のほぼ中ほどから北丙部は第 1[函からの掘り込みで壊されて本来の

必活面を失っている。

第21而上に堆積する第7-第9附が第 1面を構成する。下層の土ほど粘性の強い泥岩粒子と炭化物を

交える上層で、第9層では堅く絞まった砂質土になる。また、調査区の北西部が広範囲に深さ30cmほ

どに掘り込まれて、そこに泌岩小磯を交えた砂質土が竪く版築されている(第10-12屑)。版築の上面

からは第 11師の柱穴が掘り込まれているため、この版築は道路などではなくて佳物の三和土であった可

能性がある。第1面の海抜高は19.65111前後と思われるが、調査区西部から北部が近現代の掘り込みで

きく壊されていて、その付近では不明となっている。
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第3章 発見された遺構と遺物

以下には、調査で発見された遺構と遺物を下層の第4面から上層の生活面へと向けて順次記述する。

第1節第4面

最下面の第4面に 8口のピットを確認したが、その内の 2口に礎板

の迫存を確認した。ピット30ないし31と25、それに33が直角に位置す

るが、これだけの数からの柱並びを確定できない。各ピットの底面海

抜は、ピット30が18.554m、ピット31の礎板上面が18.626m、ピット

25が18.652m、ピット21カ'18.698m、ピット20が18.694m、ピット14

が18.644m、ピット33の礎板上が18.674m、ピット81が18.664mであ

った。

ピット31出土遺物 (図4-1)

図4-1は平瓦。凹面は砂目痕、凸面は格子目叩き痕が残る。

ピット21出土遺物 (図4-2)

図4-2は 「元豊通賀」。錆や摩滅が少なく、銭名が明瞭に残る。

て 3

ピット31

@
一¥一

図4 第4面遺構出土遺物
第 2節第3面

第3面でも礎板を設置した数多くの柱穴を発見した。その他に、柱穴を確認できずに礎板だけを発見

した例もある。また、楕円形の土域も発見したが、切り合った複数の柱穴を一度に掘り上げてしまった

ロl能性が残る。乙れら遺構の多くを発見した地域は調査区の東半分で、生活面の下がっているまたは上

旬ま活面に壊されている西側では遺構をほとんど確認できなかった。

礎板や柱穴群の中に建物を復元できる並びを確認できないが、それでもいくつかの並びを想定し、挿

図上に破線と一点破線で示した。各柱聞は190cmから200cmを測るものの、その並びは調査区内に3口

までしか認める乙とができない。そのため、あくまで想定として示した。また、破線と一点、破線で示し

た並びは互いにその並び方位が異なっている。一点破線で示したピット22または23・19・58の並びは、

-200 -E、破線のピット22または23・16・63と礎板はN-80-Eである。

柱並びを想定した柱穴の礎板上面の海抜高は、以下の通りである。ピット22が18.714m、ピット23が

18.799 m、ピット19が18.814m、ピット58が18.844m、ピット16が18.844m、ピット63が18.974m、ピ

ット101カ'18.80m、ピット65が18.774mである。

柱穴の底面や礎板上面の海抜高は、ほぽ一定の18.80-18.85mに揃っている。建物の可能性は高いで

あろうが、上述のように確定できない。

調査区中央南端に位置する不正楕円形の土域57は、深さ7cmの浅い窪みである。土域内には特徴的な

磁土雌積を特に認められず、 傾斜する生活面で‘の互府堆取を誤って招り上げたと思われる。南に接する

深さllcmの矩形の窪みも同様である。

ピット19出土遺物 (図6-1)

玄16-1はかわらけ。背低で、内底面が広く、器壁は内湾しながら直立するように立ち上がる。

ピット77出土遺物 (図6-2)

図6-2はかわらけ。背低で、内底面が広く、薄い器壁は内雲寺気味に立ち上がり、口縁部下よりわず
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かに外反する。

ピット63出土遺物 (図6-3)

図6-3はかわらけ。n日で、1HIJ而飢碗砲を呈するが、指壁はJ享めである。
ピット53出土遺物 (図 6-4)

図6-4は白磁i1JCIITl。内外面ともに使用によるキズがわず、かに残る。また、口縁部付近には煤が付ー
着する。

土靖57出土遺物 (図 6-5)

図6-5は13世紀後半から14世紀初頭の瀬戸以

利l花瓶である。破損断面には漆継ぎによる補修痕

が見られる。

第3面下出土遺物 (I芸J7)

図7-1 -2はかわらけ。 1は背低で、薄めの

器壁は内湾気味に立ち上がり、口縁部下よりわず

かに外反する。2は??高で、器壁は緯く、側而観

碗型を呈する。3は13世紀初頭の常滑片口鉢E類

である。体部内而I~I よりド)Jは使用による摩滅痕

が残る。 4は漆椀。復元口径は17.4cmであ った

が、歪みもあり不安である。休部内外而ともに黒

色漆を塗った後、赤色漆により24弁と16弁の菊花

スタンフ。文と手~Al きによる不明文で施文される 。

亡で下二二ヲ~I T.7 

ι 
05cm  

図6 第 3面遺構出土造物

図7 第3面下出土遺物
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第3節 第 2面

大きく傾斜する第1面に壊されて、調査区北西部の遺構の大方が失われている。発見された遺構の多

くは調査区の南部に位置する。発見された遺構は満が 1条に片二戸が1基、それに礎板を備えた柱穴と礎

板の確認できないピット15口と礎板のみを確認したのが3ヶある。また、溝1は調査区の南東部を北東

から南西へと斜めに位置している。調査区を設定したj・山城の生活領域の方向性を示しているかもしれな

い。破線で示した第3面の柱穴並びとその方向性が類似する。

溝 1

北京から南西へと下る傾斜を示すが、それの高低差はわずかである。調査区北東端で;19.344111、調査

ヌ南端で、19.294111で、どちらの方向に排水が行われたのか定かではない。満111日は一定せず、 50cmから28

cmで、やや蛇行しながら北東から市内へ向けて細くなる。満の深さは、調査区南控の唯積上層で、26cmを

確認できる。額土は黒褐色の弱粘質士で、埋没中の水流で運ばれた鉄分の沈若を示す褐鉄が見られる。

溝 1出土遺物 (図10-12)

図10-12は15世紀前半の常滑)'rlコ鉢H類である。口縁部下は|闘の狭い強い横ナデにより調整される。体

部内面中位より下方には使用による摩滅痕が残る。

井戸2

調査区の北西に発見された井戸である。この付近は段差を持つ |二層の第 1而の掘り下げで、本来の第

2面が失われたが、深くまで掘り込まれた井戸跡はJ衷されず、に残っていた。

確認できた掘り込み位置は海抜18.75111で、そ乙から下方へ162cmまでの担り方を残していた。掘り方

は尚北184cm、東西198cmのほぼ矩形の掘り込みに、南北171cm、束丙121cmのやはり矩形の底面をもっ。

この掘り方内に、底面から22cm上方に下端を設置する外法で一辺98cmの木製井戸枠を設置している。井

枠は、 1HU板のほかに下端と支柱を一部残す附柱式と思われる。四附の|明柱にほぞで等間隔に枠組みを

井戸2
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第2面井戸2
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図9

げてpく。井戸の底面は、井戸枠下端よりさらに下方に位置する。との底面に曲物が遺存してい

た。曲物は、直径18cmの小さなもので、乙れが湧水口にあったのではなく、井戸内に落としてしまっ

たものと考えられる。井戸枠下端より井戸底面が低い状況は、使用中に行われた井戸竣いの際に枠内を

掘り下げた結果と考えられる。

井戸2出土遺物 (図10-1-11) 

図10-1-4は小型、 5-6は中型のかわらけである。2は背低で、器壁が薄めだが、

ずれも器壁が内湾気味に立ち上がり、体部中位付近より外反する。6は粉質精良胎土の「薄手丸深」型

である。7は平瓦。凹面に砂目痕、凸面に布目痕と格子叩き目痕が残る。8は龍泉窯系青磁劃花文皿

か。内外面ともに使用による著しいキズが残る。9は曲物。井戸底に正位に置かれていた。側板は二重

で、桜皮で留められる。

10-11は井戸2裏込めより出土した。10龍泉窯系青磁折縁小鉢。小片のため、遺存部にキズは見ら

れない。11は 「天精通費J。銭面は摩滅や錆がなく、鮮明である。

1から 5はp

組み

柱穴群

溝1より西方の調査区の南部に発見された。小範囲に15口も発見された柱穴やピットだが、建物の柱

並びを想定できない。掘り込み内部に礎板の設置された柱穴の礎板上海抜高は、ピット59カ;18.884m、
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図10 第2面遺構出土遺物

ピッ ト60が18.994m、ピット102が19.054m、ピット103が19.04m、ピット104が同じく 19.04mである。

また、掘り込みを失って礎板だけが確認された礎板 1の上面が19.034m、同じく礎板2が18.99m、礎板

3が18.874mである。礎板3を除いては、ほぽ19m前後に礎板の上面が設置されていて、同ーまたは同

時期の建物を造っていた可能性を捨てきれない。

第 2面下出土遺物 (図11)

図11-1は14世紀後半から15世紀初頭の瀬戸灰利折縁深皿である。遺存部の体部外面は露胎。体部内

面は刷毛塗りが薄く残る。2は白磁皿。体部外面中位より下方は露胎で飛びカンナによる調整痕が残

る。内外面ともに使用によるキズは見られないが、

縁部付近に煤が付着する。また、口縁部の欠損部

分にも煤が観察できることから、口縁部がわずかに

破損しても継続使用されていたものであろう。3は

「戚平元費J。摩滅や錆も少なく銭名は明瞭に残る。
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図11 第2面下出土遺物



第4節第1面

調査で確認できた最上層の生活面であるが、現代の上下水道やガス管埋設坑の他に、近代の掘り込み

が第 1面にまで及んでいる部分もあって、 ，':1:'，土遺物には錯綜した様相が見られる。その一方で、第 1面

は調査区のほぼ中央付ー近に段差を持ち、調査区の北西部の低位部分までは近代の掘り込みが及ばず、こ

の音15分からは確実に中世に遡る遺物が出土している。これをもって、第 1面が中世に帰属することを確

認した。また、第 1面の後半期には、この段差を解消して調査区全域を平坦面としている。

発見した逃構は、段差付近の土留めとしての切石列および上段部の磯敷きと井戸が1基、それに段

を解消した後の平坦面に土成状の浅い掘り込み、それに多数の柱穴状ピットである。

段差

調査区の中央やや東寄りから L字に|担lがって、調査区の北西部分が一段下がる段差が作られている。

段差の比日は、調査区北位置の土!日図で、50-55cmを確認できる。この段差下の低位地域は平坦で、あるもの

の、そこからはなんら遺構を発見できなかった。

第1面の後半期に、段差を解消して調査区全域を平坦面とするために破砕した泥岩制流を交えた砂質

ーが版築されている。版築にあたっては、上段面から段差の斜面にかけて砂質凝灰岩の切石を配置し

て、版築土の流失を防いでいる。

井戸1

井戸 1が調査区の北東隅に発見された。おそらくは全体の半分ほどが調査区の北外へと広がってい

る。調査区北壁の崩落を懸念して、調査では掘り込み面から法面をつけながら下方へ150cmほどを掘り

+ 
B点

。 2m 
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図12 第1面全測図
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下げたところで以下の調査を断念した。また、法|面をつけながらの明り上げであったため、掘り込みの

中央付近に残されていたであろう井戸枠も雌認できなかった。調査区の北壁士層岡には、井戸1の掘り

庁、すなわち返込め土のi性的しか示せなかった。

井戸 1出土遺物 (図13-1) 

~113- 1 は連歯下駄。 全長21. 3 cl1l 、原形を大きく変えてはいないであろう迫存|隔は 7 cm程を測る。後

ろ穴の位置も考え合わせると、 一吉1)破般後に再利用のために加工された可能性がある。上下端は小穴が

穿孔され、木釘が巡存している小穴も見られるが、 何のための穿孔なのかは不明である。2は15世紀

末の瀬戸天H茶腕。 器壁は薄く、 小天 1=1碗の 可能性がある 。 黒色利を施~11J した後、仁|縁部周辺にのみ茶

色を呈する鉄利|が施利される。

柱穴・ピット群

段差を解消した第 1 而後半J~Iの平岨而から、数多くのピットや底面に砂質凝灰岩を設置した柱穴を発

見した。しかし、それらに建物を復元怨定させる並びを認めることはできなかった。また、礎石を配置

したピット 6を含めて、すべてのピットの深さは15cmに満たないものばかりで、柱を固定するには充分

ではないように考えられる。これらのピットや柱穴を利用した桝築物は、簡易な小屋掛けであったと思

われる。

ピット 12出土遺物 ( 1~113-3 ) 

図13-3はかわらけ。背低で、器噌は直線的に大きく聞きながら立ち上がる。

ピット 33出土遺物 ( 1~113-4 -8 ) 

図13-4-6はかわらけ。4は背高で、口径に対して底径がとても小さく、器壁は直線的に聞きなが

ら立ち上がるが、体行1)中位より外反気味である。5は?干高気味で、静めの待壁は内湾しながら立ち上が

り、口縁部下より大きく外反する。6は背I自で、指壁はIAj常しながら立ち上がり、体部中位より大きく

外反する 。 7 は15世紀，t，頃の瀬戸鉄取11縁~rb小 1m である 。 体部外面 l下位より下方と休部内而|マ位から内底

面にかけては露胎である。内底面外周に付着する焼成H寺の副l着痕は平らにするなどの調整はなされな

い。8は15il!紀'1'頃の瀬戸灰軸折縁深皿である。
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図13 第 1面遺構出土遺物
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ピット38出土遺物 (図13-9) 

図13-9は14世紀中頃の瀬戸灰利底卸目皿か。口縁端部から体部内面上位にかけては破片の状態で火

を受け、前11が剥落する。

第1面下出土遺物 (図14)

図14-1-12はかわらけ。1-6と9は背高か背高気味で、薄い器壁は内湾気味に立ち上がり、体部

中位付近より外反する。10と11は背高で、器壁は体部下位より大きく外反させながら立ち上がる。7-

8と12は口径と底径の差が小さく、厚い器壁は直立気味に立ち上がり、体部中位付近より外反する。13

は羽釜。14は14世紀後半の常滑襲。15-16は14世紀代の常滑片口鉢E類。15は体部内面下位から内底

面にかけては使用による摩滅痕が残る。16は小片のため、退存部に使用痕は見られない。17は片口鉢

I類。体部内面中位より下方は使用による摩滅痕が残る。18は片口鉢I類を転用した研削材である。体

部内面は片口鉢として使用していた際の摩滅痕が著しく残る。右から下側面は縦と横方向の、左側面は

縦方向のみの研磨痕が残る。19は14世紀前半の瀬戸灰紬高台付きの盤類か皿類である。外底面は糸切り
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図14 第 1面下出土遺物
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〕じ

痕が残り、付鼻高台は事!t:に成)1ヲされる。笠付端部から!底裏にかけては露胎である。内外面ともに強い二次

焼成を受けるが、内底面の図中アミをかけた部分のみに特に強い二次焼成が見られることから本製品の

に別の製品が重なった状態で火を受けた可能性がある。20は141立紀前半の瀬戸灰柄1I折縁深l皿で、ある。

21は13-1立紀前半の瀬戸灰利l卸即。わずかに迫存する外底面はへラ調整されている。22は14世紀前半の

瀬戸欽利l合子である。完形で、出土した。外底面は糸切り痕が残り、また焼成H寺の副!着痕が残るが、平ら

にするなどの調整はなされていない。23は13世紀中頃の東濃型山茶碗。使用痕はない。24は白磁

皿。内外而ともに使間による著しいキズが残る。25は片口鉢I類を転用した研削材である。
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第1面上出土遺物 (図15)

図15-1-19はかわらけ。 1-2は7!?高で、口径に対して底径がとても小さく、器壁は直線的に開き

ながら立ち上がるが、体制S9:J位より外反する 。 3-8 と 18-19は背高で、 6~壁は|勾湾しながら立ち上

がり、体部中位付近より外反する。9-12と16-17は背低気味で、 WH)器壁は直線的に聞きながら1

ち上がり、体部上位よりわずかに外反する。13は，t，;)世かわらけ。背『旬で、薄いお壁は内湾気味に立ち

上がり、口縁部下よりわずかに外反する。14-15は背高で、結壁は直立気味に立ち上がる。20は悦!臨

成形の白かわらけ。背高で、側面観腕型を呈する。口縁部付近は煤が付者する。21-22は浅鉢形火鉢。

22の体部内外面上位より |ご方は二次焼成により器表がはぜる。23-24は瓦質香炉。23の口唇部から体

部外面にかけては横方向のへラミガキにより黒色処理される。体部内而は指頭による梢ナデにより調整

される。遺存部には施文されない。25は15世紀前半の常滑片U鉢H知。小片のため、治存部に悦川痕

は見られない。 26は141立紀前半頃の瀬戸灰;f[b~1T縁中J]] o 27は14由紀初頭、 28は15世紀初頭の瀬戸灰手10

~fí-縁深j皿である 。 29は14世紀末の瀬戸灰利l底在11 日付大聞か。 30は14 世紀末の瀬戸灰利縁利l小JIIl 。 休部

外面上位より下方は露胎、休部内面上位より下方の手111はハケ塗りされる 。 31は13 Ilt~:Gf}J頭の瀬戸灰糊卸

illl 。 外底面はへラ調整される 。 32 は15世紀前半の瀬戸天H茶腕。 高台 tより底哀にかけてはí.i~Hfìであ

る 。 また、外底面外周に一部残る焼成n~の融着痕は磨って平らにするなどの調整はなされない。 33は瀬

jコか美濃窯の14由紀中頃以降の鉄車111碗である。15台は付高台で、貼り付け後に丁寧に調整されている。

休部外面は暗茶色、体部内面は緑茶色を呈する;flllが施稿11される。休部外面下位より高台骨付ーは鉄発色す

る。34はfl'i-磁碗、 35は青磁血か鉢、 36は青磁腰折山lである。いずれも逃存部には使用痕は見られない。

37は青磁小鉢か。碁笥底で、高台貸付端部からJi記長にかけては露J]台である。治存計1)には使用痕は比られ

ない。38は漆椀。高台端部から外底面にかけてを除き黒色漆が塗られる。外底面は小刀、あるいは錐

状工具により「ム」のような文様がj膨られる。

撹乱噴出土遺物 (図16)

~116- 1 -2はかわらけ。 1は背自で、 側|面倒!疏

型を呈する。 2は背低で、結壁は大きく直線的に

IJ日き、体部上位より大きく外反する。 3は151ft紀

中頃の瀬戸灰利l折縁深血である。体部内外面とも

に二次焼成を受けて利lはド=1湖気味である。 4は15

世紀前半の瀬戸灰利平碗である。底裏の削りはと

ても浅い。体部内面中位付近の焼成時の融Jキ痕は
擦って平らにするなどの調整はなされない。
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図16 撹乱墳出土遺物
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表1 漬物観察表 (1) ( )は復元

法量 (cm)
図版番号 出土地 種別 備 考

nl壬 底i壬 日告1..6

4 1 第'11而ピット31 可I".k j恰t.l:l:白壷1'，(10.砂を合む11背1灰色弱砂質上

4 2 安i4 rUIピット21 主主 タト絃外f壬2.45/2.42J.lV'l 0.18 rTC~迎n'J 鈴イミ1Eにより小孔あり

6 1 ;:n 3 IIIIピット19 かわらけ (8.3) (5.8) 1.5 !J¥色 Î I 色微妙、 h針、 3母を~む淡茶色IÌI)粉'l'a

6 2 第31釘ピット77 かわらけ (8.3) (5.6) 1.45 m色・ II色微妙、 II針、 22母を少虫合む肌色弱粉質上

6 3 ;:n 3 1侃ピット63 かわらけ (11.8) (7.0) 3.8 日~色 . II色微妙、自針、 雲母を合む燈色W>J粉'l'f上

6 4 ;:n 3 1師ピット53 (lfi!tIIJCllU (10.3) 京地は191灰色1)I1:j¥'j'l'1級W:1ニ 稿hはk~l\ l床乳千| 色を t止する

6 5 m 3 UIJ I::.!~ 57 瀬戸J天利l花瓶 4.0 l胎上は 19]灰色ゆ11\'j質tí~tf:上 輸hは災総色を2する

7 1 ~'nl而下 かわらけ 7.4 5.3 1.7 w色微妙、II針を合む!J)L色似i'll'l'f_t
7 2 m31伺下 かわらけ (8.5) 4.8 2.75 w色.(1色微妙、(1針、 '21吐を多くftむザラザラした位色粉質上
7 3 ;:n 3 IflI下 !tll鉢HJj )治上は明灰色級密 r.
7 4 m31而F 淡悦i (17.4) 以i色i奈を荷主った後、赤色漆のスタンプ純文

10 第21(，iJl') ， 2 かわらけ 7.5 5.0 2.0 !Xl色.(1色微妙を合むnrrr)J)L色$}sj粉質 |二

10 2 第21而JI'P2 かわらけ 7.8 5.7 1.75 !，U色 .ÎI 色微妙、 (l~1 を合む肌色弱粉質上

10 3 m 21I1iJIニ)..i2 かわらけ 7.4 4.6 2.05 JM色 ・II色微妙を合む肌色弱粉質上

10 4 m21而JI'}i2 かわらけ 8.1 5.9 2.1 }，(¥色微妙、 'lH世を多く合むIUL色粉質 1:

10 5 m21面JI戸2 かわらけ 12.0 7.3 3.35 ~n色 . (1色微妙、 II針、 '.21号を合む位色i品i粉質上

10 6 安i2而JI'}i2 かわらけ 10目7 6.5 3.1 浪人物の少ない償色粉質ft'l.b!1-. 

10 7 ;:n 2 171日JI'戸2 、Il.Ji !治tIま ILI 色ヰ1l砂を多 く 合む淡紅色-11肯灰色~ t 

10 8 m 21(JIJI二F2 JT磁釧イ6文ITll? 京地は灰色ゆi品li質級?FJ上利は淡l示緑色

10 9 第2IwJl'戸2 11M封 15.7 16.3 10.3 

10 10 m2面iJt-戸2!iJ込め _，1，'.磁折縁小鉢 京地は191灰色村irt級官土 軸は附めの行緑色を:止する

10 11 第2面Jt-fi2褒込め $.ll タト縁外f王 2.59/2.59j~!'l-0.14 「夫総泌貸J

10 12 mzIftii，'41 'I，lifl!t 1 1鉢[1煩 I治上は(10.微~小行を多く-:rむH行燈色 t

11 1 m21師下
神ifi)iJ.示fdlt庁総深 .!tnl色ゆH¥'j'l't級官白 t 車hは二次1St，戊を受け、 Îl ì監j気味のJ!)ç緑色を ~Il
IIIl する

11 2 mZI国F ( 1磁IUl (9.5) 請をJ也はIl0.sIlI料i質級嘗J上 利lは総Il年宇Lfl@を!止する

11 3 第21師l' $.ll 外線外1壬2.48/2.46m;r. 0.15 fhJ('IL Jé~J 
13 1 第 llIlIJl'T1 ドll.k 全長21.3 退作柄no

13 2 第 1[(riJl'fi 1 瀬)，小Rf:j茶碗 !治上は淡ll~色IÌlI :tYj質級密 k 柄hは見l色刷をntE稿hl:去に茶色覇hを施罰h

13 3 第 ll(ijピット12 かわらけ 7.8 6.4 1.7 以i色微妙、(1針、'21吐片を多く合む淡位色ゆj砂質 t

13 4 第 1i百ピット33 かわらけ 6.2 3.3 2.15 黒色 ( 1色微妙、 雲母片、内針を多く合む燈色粉11t 

13 5 第 luIJピッ ト33 かわらけ (7.6) 4.7 2.1 以色 (1色微妙、(I ~I を多 く 合む侃色粉'l'f t

13 6 第 1u，iピット33 かわらけ 9.7 5.7 3.2 ~U色微妙、 ÎI ~Iー を多めに-;'ì-むザラ ザラした符色粉'l'[ t 

13 7 第 l而ヒ ット33 瀬戸欽粕縁利l小田l (10.1) 5.7 2.5 ))fi土は明!示~淡災色弱粘質級;も仁覇hは茶色

13 8 第 11mピット33 瀬戸灰紬折tj深IIll 胎上はt，tn.j<191!反色級存It 車hはi炎;q緑色

13 9 知 luIJ ピッ ト38
漸いl示前hlj~卸口

(15.3) !恰上は lりj灰色~þj料j質級官位」二 車hは災緑色
llIl 01'折縁'I'ml

14 1 m 11m下 かわらけ 7.4 5.3 2.0 見i色.( 1色微妙、II$十、':fl)吐);凋を多めに合む肌色弱砂質上

14 2 第 11(IJド かわらけ 7.6 4.9 2.05 見i色.( 1色微妙、 ILI剣、 '.sllt)'iを多めに合むIIlllUL0.lIlI砂'l't上

14 3 ;:nluIJ下 かわらけ 7.3 5.0 1.8 3母片、 1I針、以l色微砂を多めに合むH官僚色~ÌlJ粉質 t

14 4 第 1j到F かわらけ 7.6 5.1 1.95 ，~(\色'Îl色微妙を合むザラ ザラした位色f)l質 1-.

14 5 約 11(']F かわらけ 7.8 5.3 1.75 )，(1 (己.1'1色微I沙、 tlOI、'11uJを多めに;'¥む淡IIJLt主治l砂質 lニ

14 6 知1[面下 かわらけ 7.2 4.6 1.55 m色微砂、 安殿、 ÎI ~ I を合む淡茶色粉質上

14 7 m II(iif かわらけ (7.6) (6.0) 1.75 黒色 .II色微妙を多く合むIIs'IIIL色弱砂質 t

14 8 第 1liii F かわらけ 8.5 6.9 2.7 以l色 ."1色微妙、 '2f昔、内針を多く合むザラザラしたJlIL0.粉質上

14 9 第 11而F かわらけ (12.5) 7.9 3.1 m色 .ILI色微妙、白告1を多めに合む符色f)}'l'(t 

14 10 mll飼F かわらけ (12.1) (6.8) 3.5 烈色 .1"1色微妙、'lHlj:)十、 II金|を合むH古俗色粉質 1:

14 11 第 lliliド かわらけ (11.1) (6.6) 3.35 込i色 ・ (1 色微妙、 ，LI針、 ~ I吐片を多めに合む殴色粉11J: 
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表2 遺物観察表 (2) ( )は復元

法量 (cm)
図版番号 出土地 種別 備 考

111壬 底f壬 協同

14 12 ~ 11(ij F かわらけ 10.5 8.2 3.1 黒色 (1色微砂、 '1.m、(I ~十を多く合むザラザラした!日l色ti 'l.'ll::

14 13 ~ I[(ij下 *J ~量 j正; -1::は ~U色微妙、白色微料、')1 1#)干を合むザラザラした淡紅色 t

14 14 第 11而F 1~(消費 j治lニは(10.微~小石を多めに{i'むH白灰色上 総点は茶色を!.Jする

14 15 第 11価下 11~討;IJ 'ïn鉢 日 ;額 (27.5) (12.0) 9.6 
j治tは(10.微~小石を多く;'i'む租lいl情灰色!こ :iiU:{は茶-11削笠色を
呈する

14 16 ~ll而 F 古川'1)'rJ1鉢n:矧 )治 tは (1 色小行を多く~むH背Jポ色 |二 日目点は茶色を宣する

14 17 ~II街 F )'，1 1鉢l芳l !lfU:は(1色微粒~小イ7を多く;'i'む相lいJポ色 1:

14 18 第 11飼F 転川仰f削材 片11鉢I知転)lJ 胎土は(1色微粒~小石を多く合む灰色土

14 19 ~ I r百 F
瀬戸j示前11i.1 fi 1，1 

7.9 )h'; 1ニは I~ I I*色似品'ií'l級存" 1-. ~IIIは黄緑色かr.tt or li~伺1IIIm

14 20 ~ ll(ij下 漸r;1:民有h折紙深Illl J恰Jニは淡let色ゆi粘'tf.鰍!，'手"1ニ 執11は淡1(1，紛色を'止する

14 21 第 ll(ijF 瀬戸灰覇11銅11111 胎 |ニlまぷ灰色料i'tf.l二 車11はイ'，'t.:定な級以色

14 22 !:n 1 IfJI F 瀬)i$;Ic覇11介f 2.5 4.1 3.35 I治上はi:~ N~色弱粧í 'tf. 1: 執111ま附j長総-11背茶色

14 23 第 11伺F 点滅J包山茶碗 4.8 !治 tは(1 色料'tf.M~~を:: 1: 

14 24 ~ II(Õ下 1'1磁11)[ 1m (10.7) 京地は1' 1 色似~~i 'tf.級?十.，' 1: 柄11は乳白色

14 25 ~1 而ド 転)IJ砂friil材 片11鉢1m'伝川 !治上は(1色小石を多く;'i'む判lい!ポ色上

15 1 第 11而上 かわらけ 6.5 4.2 2.35 黒色 ・1'1色微妙、向針を多めに合むザラザラした淡茶色粉賃上

15 2 第 11而1-. かわらけ 6.5 4.1 2.3 f，(¥色微妙、 II針を多めに;'i'むi主権色s'tJ砂'I'{1: 

15 3 第 11(li 1: かわらけ 7.7 4.9 2.1 ~n色 (1色微妙、 II針、'1tRTn'を多く合むザラザラした肌色t)質 1:

15 4 第 lilii上 かわらけ 7.8 5.0 2.3 紫色微砂を多く合む!日l@.~hJ fí'J/î'll::

15 5 m 11而k かわらけ 6.8 5.0 1.6 !以色微妙を多めに合む!IIL0.粉î'l l:.多く~む淡|在色~JSJ砂質上

15 6 第 1liii上 かわらけ (7.4) 5.4 2.2 73母);-、 !，(¥色微砂を多めにfTむ位色粉iH

15 7 第 11而t かわらけ 7.7 5.3 2.0 黒色 .1'1色微妙、白針、 '21せJtを多く合むザラザラした燈色粉質上

15 8 第 117o 1:: かわらけ 7.6 5.4 2.0 黒色 (1色微砂、 IIま|、'2'-せ)'iを多く fTむザラザラした舵色粉質七

15 9 ~ llIu上 かわらけ 7.5 5.25 1.8 );1.\色・ (1 色微妙、 ÎI~H を多く~む燈色l沙1H

15 10 m 1 i部上 かわらけ 7.4 5.0 1.75 黒色微妙を多めに含むIIll@'l~)TI .1:: 

15 11 第 11耐上 かわらけ 7.8 4.7 1.6 見:~ 色. (1色微妙、1'13"・を;'i'むIIIL色刷粉質 1:

15 12 第 11(JI1: かわらけ 7.8 5.9 2.1 ~U色微妙を多めに合むIlILi主将.)1'( 1-.多く合む淡位色紗質 t

15 13 !:Illl瓜|二 かわらけ (10.9) 6.6 3.1 照色 .(1色微妙、雲母片を少な合む燈色弱粉'L'llニ

15 14 !:Illl而上 かわらけ (13.6) 9.0 4.0 ~-U色微妙、 ( 1 針、 ~ I'せを fTむ俗色'f.})'l'( 1:: 

15 15 第 1Ifu上 かわらけ 13.0 8.1 3.8 黒色.(1色微砂、 (1針、 '2Ht)tを多く合むザラザラした位色彩)'l'tt 

15 16 第 1r而|二 かわらけ 12.0 6.2 3.6 :;Q色微妙、 1?母片、(1針を多めに合むザラザラした淡位色粉'L'l1:

t5 17 ~ ll而|二 かわらけ (12.5) (6.6) 3.5 ~~\色. (1色微砂、13時)tを{i'む位色l)Sj粉1'(1-. 

15 18 第 IIIu 1ニ かわらけ 12.2 7.6 3.3 ~~~色・ ( 1 色微妙、':-2 I#)'ï 、 (1針を合む淡位色f))î't 1: 

15 19 第 l而Jニ かわらけ 13.5 7.2 3.8 黒色 ( 1色微妙を少な合主，'!IIl色'f，)質 t

15 20 !:Illl侃ヒ ( 1かわらけ 8.5 4.0 2.9 II色微粉を多く合む(1色5財務H'll二

15 21 百11 IOU ix鉢}防火鉢 !治上は(1色、および:.¥¥色相砂をfTむ灰色砂質上

15 22 !:Illl而上 i.l(鉢M火鉢 )治上は(I(引HI沙を多く合む灰色上 総.&は :~U色を宮する

15 23 第 1~而ヒ 土i:1'UヰtJo )治上lまjポ色瓦質上

15 24 第 luii上 主['l'ti'号炉 !治上は淡紅色瓦質土

15 25 第 111侃上 'iit討問時11鉢H鴛i !治 kは(1色微粒~小むを多く{rむ11m灰色 1: (.';;.&はlifl茶色を'止する

15 26 第 1I(lj 1: 断1'11<明hJ庁縁。1'1111 (12.3) )J台 tは II)I)火色~~~}~'I 'ft鰍1ヰ.' 1'， 平Ihは淡1火制色

15 27 ~l 而上 刊現};灰糊折縁深山 胎七は淡l4色~r>j柑i7'[級官 jて 柄11はi炎TUJ色

15 28 !:fjll而iニ 瀬Pfl記糊折縁深日Il j拾1:はJ火災色ゆj粘質上 布11は治以緑色

15 29 m 1 U前上
瀬};1反執JH必卸Il

l胎上は(1)11以色刷粘質上 利はi債総色
f.t大凶?

15 30 !:fjllml二 瀬戸j災前11縁柄11小IIU (t2.4) !治仁は 1~I J*色ゆj事l i 'l1 1: 利lは透明な淡M色を14する

15 31 第 l凶上 瀬}il*覇lI a~llm (14.5) (11.6) 3.7 胎 1-，は 1~11*色料i'l1級街 1'， 執111立i主総色
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表 3 遺物観察表 (3) ( )は復元

法量 (cm)
図版番号 出土地 種目IJ 備 考

1寸f壬 If~1宅 日*t5
15 32 第]而上 瀬戸天11茶碗 4.5 11f;上はゆl灰色STlt1i'l't1:: 執"は1111茶-);¥l色

15 33 首Il，Ui 1: 瀬戸か美iQ鉄利碗 4.2 !治 tは I~J灰色樹高11質級密上南"は茶~緑茶色を2する

15 34 m lfUi I二 fT磁腕 (6.7) ポI自は灰色弱料'l't1ニ 柄"は tl i~a したH昔市緑色

15 35 第 11而t 17磁IIll01鉢 (8.1) 2キ~t血はh 色\l>ltJi 'l'( 1:: 覇"は白測した111刊Z緑色

15 36 2Nl而 t lT磁11要jli'lIIl 素地は灰色s用車Ji't'tk:]::'li'首 k 荊"はH官，'，¥:k，F.色

15 37 ヨniliiヒ ;';'[1必小鉢? (7.2) 京地はILI色弱:f，Ji't't級官 |二 執"は淡白紙色

15 38 第11師上 漆腕 (13.1) (7.2) 4.7 ~Q色淡は塗られるがJj在文は比られない

16 1 J党再L減 かわらけ (7.1) (5.0) 2.2 内針、 n~色微fJ')l，内色微砂を多く合む淡路色粉11上

16 2 悦liU綴 かわらけ 8.2 5.6 2.1 '兵隊1''-を多く合む淡茶色ぅ財務}質J:

16 3 撹再L繊 瀬戸!天糊折縁深llJl 11;'; I二は淡災色弘i粘質上 高"は泌!夫総色

16 4 撹市L綴 瀬戸灰f.1"平腕 (14.5) 5.9 6.4 JIf-i上は栴lめの淡災色弱粘質上 端hは波茂緑色
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第4章 まとめ

円党寺門前、とくに円党寺寺域の北限と想定される十王堂橋付近から西方へと入り込む谷戸の出口に

今回の調査地点は位置する。貞治二(1363)年の 『円党寺文;l干j同録に記載されている円党寺境内絵図

の調査地点、付近と考えらられるあたりには、IIIJ屋が揃き込まれている。本来ならば、こうした絵図にn.

られる|町家を確認できるものと思われたが、非常に小範函|であった今回の調査ではそれとわかる町家跡

を認めることができなかった。それでも第2面に発見された満と柱穴の並びは、調査地点において、何

らかの敷地分割の機能が働いていたことを示していた。これをもって、今回の成果とすべきであろう。

次に遺跡地の年代を考えてみる。第4面と第3而ではいずれの生活面からもかわらけに「薄手丸深」

型が見られず、図示したかわらけの器型はむしろ年代的に古めの様相を呈している。しかしながら、第

3而土城からは13世紀後半一14世紀初頭の瀬戸花瓶が出土していることから、第41商と第3面には大き

な年代差はなく、 13世紀後半から14世紀初頭に相次いで造成されたと考えられる。第2面のかわらけ

は完全に大中小に分化し、中型かわらけに 「薄手丸深」型が見られる。第2面の満からは15世紀前半

の常滑片口鉢E類、あるいは第 21踊下からは15世紀初頭の瀬戸折縁深皿が出土している。このことか

ら、第 2面は第4・3面に引き続いて造成され、 15世紀前半までの年代が考えられよう。第1面では

小型かわらけに背高で、口径に対して底径がとても小さ く、器壁は直線的に聞きながら立ち上がる新し

p器型が見られる。また、 15世紀末から16世紀代に見られるような口径と底径の差が小さく、厚い器

壁は直立気味に立ち上がる器型のかわらけも出土していることから、第1面は15世紀後半以降までと考

えられる。

本遺跡地では4枚の生活面が検出されたが、第2而と第 1耐から出土した遺物の量に対して第4面と

第3面出土の遺物は少なかった。この遺物出土量の違いは、本遺跡地が第2面以降の15世紀以降にむ

しろ繁栄したことを示しているものと思われる。
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図版 1

E区第4面全景

第3面全景

第 1面全景
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図版 2

弘、

第1面井戸 1

井戸 2枠内近景

第 2面井戸 2

井戸2枠内出土幽物
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図版4
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図版5
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若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 

小町二丁目402番9ほか地J、、



例 雪

1. 本報は、有符大路周辺辿跡liF(神条川県遺跡台11長No.242)内・小Irrf二丁目402番9ほかにおける間人住七位設にともな
う埋蔵文化財発侃調査の報fつである。

2. 調査は平成4年3月10日から、同年5J=118日まで実施された。調査対象面積は約191111'。
3. 調杏体制は以下の通り
J担当者 伊丹まどか

調査 主 任 馬淵|平OMt
調査日 宇都洋平 .~中元道 ・ 鍛冶屋j勝二 ・古田土俊一 ・ 鈴木弘太 ・ 木城裕 ・ 松原康子

調査協)J者 天野|控 ~.n . 石)þ汗i司 ' ~ III利平 ・ J iI由仁司 ・ 篠原敏犬 . ri'i水政利 ・IU!沿道犬 ・凹IIGIHJl 
協 )J機関 (株)斉雌~設 ・ (社)鎌倉市、ンルパ一人材セ ンター -鎌倉4考古学研究所

4. 本報の執筆は第 1T，'i:を鳥山|、第2立を伊丹 ・鍛冶屋、第3i立を伊丹、第4J!J:を鳥羽::1の指導の下に伊丹・宇都がおこな

った。

5. 本報の作成に関わる泊物実測11・トレース・図版作成は、松原 ・鍛冶屋 ・宇都.1)1-)'1-.鈴木・本城がおこなった。
6. 本報に掲載した写真は、JiH昨を馬淵 ・鈴木.~rj]元・古田土が、辿物を鍛冶屋が撮影した。

7. 凡例

図版縮尺 全ifllllヌ1: 1 /80 辿桝I~I : 1/60 辿物図 1/3
辿榊図版 辿榔レベルは海抜を示す。

本報の迫*I"~稀号および名称は現地確認H寺のものをそのまま使った。 したがって数字の順列は新11二l を表現せす、ま
た1'，総は性絡を代ぷーしない。

木報rllの「東西南北Jは、的問八申請7考を北に凡立てた{史宜上のH刊jドである。
本報中の「泥岩jは三浦・葉山府のいわゆる「土丹J
i tt:Hi骨量肌宵引は 「予づくね成形のかわらけ」
「仁川端IUlR柿Jは 「ろくろ成形のかわらけJ

8. 現地調査及び資料整型においては、多くの方々からご助言、並びにご援助をj切った。記して感謝の怠を表する。
秋山哲縦 ・安達澄子 ・RichardL Wilson .太田美智子 ・岡陽一郎 ・小野正敏 ・河野民知郎 ・1'J川英政 ・五|床文彦 ・
鈴木絵美・ l'I1î~~信義 ・野本賢 二 ・ j思Jt~志 ・ ，~:'(，雌旭・松尾宣方・宮凹l其・ PaulWadden
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第 1章 調査地点概観

1 .位置と地勢

鎌倉中心部は、鶴岡八幡宮から海に向かつて真っ直ぐ伸び、る若宮大路を基!j1ll!として、それにほほ守平行

した東西2本の南北大路、および直交する何本かの東西大路と小路 (1辻子jか)により区画される。神

奈川県遺跡台帳に「若宮大路周辺浩跡群J(鎌倉市Nu242)として登録されている辿跡は、鶴岡八幡宮

削面の若宮大路両側を除いてほぼその中心に位置し、 北はおおむね八幡宮前面の並びから南は六地蔵 ・

下馬四ツ角 ・大11汀四ツ角まで、東西は滑川から今小路までおよぶ。調査地点、はこの遺跡の東北域にあ

り、「小町大路」とH干ばれる南北道路にl屈している。鶴岡八幡宮前の「棋大路Jを東に行くと突き当た
る宝戒寺前から、 220mほど南にある。現在のj出番は鎌倉市小町.二丁目402番ほか。滑川を越えた東の山

麓には鎌倉幕府終鴬の地として知られる束勝寺跡があり、そこから下ってきた道が小町大路に突き当た

る場所から110mほど南下した位置になる。「北条小11問l町q

画南東角に対面する場所でもある。

調査地点を地勢上からみれば、およそ次のようになる。鎌倉東辺、i横浜市との境の朝比奈山中に源を

発した滑川は、現在の滞明寺から二階堂付近にかけて狭|協な谷を開析したあと、大倉の辺から南に向き

を変え、rIJ内中心部の沖積平野を形成しつつ相模湾に流れ込む。11::t流域から下流域では左岸(南側)の

山裾を削り、右岸に河岸段丘を形成する。調査地点は沖積平野のほぼ入口付近東寄りの滑川右岸に位置

する。川まで、は約130mある。現1JLの標高は前面の小11可大路面で、9.4m前後、 1:1=1世期には、削平されて詳

細は不明だが、大体8.2-8.5m程度で、あったと推測される。現況で西の若宮大路よ りほぼ80cm高い。

このー骨子の調査成果については|主12に示しておいたので参照してほしい

2.歴史的環境

縄文~古墳時代

縄文海進期、鎌倉市街地はほぼ全域が水面下であったと考えられる。次第に乾|控化する縄文時代前期

以後、 二階堂や大倉の山裾で遺物が採集されるようになるが、全体にきわめて乏しい。上本進二によれ

ば、 当初鎌倉中心部の沖積平野中心部を流れていた古滑川が、現在の位置に近い東の山拐に流路を変え

るのは縄文晩期以降だという(上木2000)。これを裏付けるように近年おこなわれた地点、116の発掘調

，.で、純文晩期頃との年代測定値の得られた河川もしくは河跡湖が確認されている(馬淵|ほカ'1992)。

調査地点一帯で人の生活痕跡が明瞭になるのは弥生時代中期後半からである。この時期以降、大倉か

ら二階堂にかけて大規棋な集落が形成され(馬淵11998・1999)、当地点付局近でも中世期の堆積土中から

しばしばr.:1=1期後半~後W=Jの上器が出土する。

古墳時代の集落は、周辺山稜部や海岸部 ・二階堂付近の平坦な微高地で発見されており、海岸には古

墳群もあったとされる(下向原古噴群)。調査地点付近では、 当該期遺物の採集は珍しくないものの、

まだ例がない。大倉北方の山裾で、は後期の横穴墓が存在する。地点24での花粉分析でイネ科のプラン ト

オパールが析出されていることから、 このー祁で水川耕作がおとなわれていた可能性がある。

律令期~平安時代前期

律令時代の鎌倉は、 『相撲国封戸相交易11長jに相撲(模)国八郡のひとつとして現われる (r正倉院

文書j正集十八 『神奈川県史 資料編j1 -58)。本地点から西約900mの今小路西追跡御成小学校地点

の調査では、 「コ」の字形に配置された大型掘立柱建物群が発見され、また兵士(防人)用備蓄米の付

札とおぼしい木簡も山上していることから、鎌倉郡街と推測されている(河肝ほか1991)。現在の鎌倉
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図1 調査地点と近辺の遺跡 ・旧跡

図1調査地点名

打宮大路j胡辺辿跡i伴
1.小町二r11402{s: 9ほか(本J也J.':O
2.小町一丁11305番ロ ・308m:(19751千木秀縦調査、未報行)
3.小IHfー rlI65若干10-12(1977松尾可方調代、未報作)
4.小川一丁1166若干3ほか (1977'，自LO良湖任、未報f'f)
5.小川一 f1~1 302密 ( 19771'f木調査、未報伶)
6.小町二 fl1281番 (19771与問調宜、未報告)
7 . 小町一 rI~1319番 2 (19781"f木調査、未報作)
8.小111[一丁11309fB:4 (1979斉木調査、未報作)
9.小IIITー fl175帯1(i'f本1982r鎌倉身内学研究所調任研究報告第 1集小III[1 f Ll75得地l号地点 カトレヤピル新
築工事lこf'i'.う中世鎌r:r市街地の発掘調資制。"f.，IU)
10.小町一 f1~1 89 1帯(斉木1985 r Uffr定)雌|人l定員邸跡巡跡鎌合"1新中央公民館問地内泊跡の発抑調究報告、lリ)
11.小IIIJー fl175番 1(9にhiJじ)
12.御成IIIT11番2(芥木1982r鎌r:r与r1i学研究所研究報門知2集 (IIH編)御成IIIT11-2密地地点 ヤノヤピル辿設に伴う
Iド世鎌倉市街地辿跡の盟主主l発fuじ調査報行J)
13.小11fT二Til白書21(河野県知郎ほか1982r鎌倉々前学研究所調査研究報告加1集小IIIT2 Tn65番地21号地点松秀

ピル新築 lて ' J~に伴う 1)1)止鎌tt 市街地の光州i調任制fT ， l U)
14.術l成IWr806需5(斉木1985r，jJIWj点辿跡 -$Jrt1.11打御成111[8061'作所JT:.'1' Ilt辿湖、の発品l i ;1J，\J :ð: '似~'j' ，lf-J ) ，1JI~初来辿跡訓fi
委日会
15.御成町806需9(斉木1982r鎌1.1考i'i学研究所-研究報告第2集御成11リ806-3番地地点 小林邸新築て判こ伴う中|笠鎌
倉市街地の発持TI調査報償J)
16.御成IHT822昏2(子塚11'[樹1983r蔵屋敷京辿跡 江ノ'ilì$，l(t1.1ピルII設工判こfドう r)~1立市街地追跡の発布i調1f.概報J)江
ノ屯$，Jftfrピル発効:]!調代|司
17.小町-fLl302番ほか (19821守木調作、未報伶)
18. 大1111ー ffl1034番2(19821i¥尼調子町、未報作)
19.小川二 fLl281帯30(1982玉林長男調tL未制作)
20.小IIIT-f日103需9(JIIH1IS'J;f作ほか1984rJI':占屋敷迎跡 n本161イi鉄道鎌倉駅??改築に伴う鎌倉"1小IIIT所1J:辿跡の調菅J)
鎌倉駅合改築にかかる辿跡調告会
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21.小IIIJー (Ll309if'f 5 (汗水1983r小11IJ1r 11309番5地点発Hîl，1\~任報告総風堂ピル佳設に伴う Illjl!遺跡(惟定版内定C
邸跡)の発掘調f旬報作、IU(惟定)藤|人l定員邸跡発御調査問
22.小IIIJ二TFl345務2(.'.'8il::1利雄1985r小IIrJてTI1345番一2地点泊跡雪ノ下教会改築に11'う埋級文化財発掘調査報告J)
小IIIIて(11345昏 2地点辿跡先制調査問
23 御JJX;IIIf130番6(1984松16，調査、未報作)
24.御成町12訴18(服部1986r千民地点追跡、 鎌倉県税事務所ill，没工事にともなう鎌倉市御成町辿跡の調査J)神奈川県
立埋蔵文化財センター
25.御成町819寄1(1984 Ii林1淵査、未報科)3 
2部6.小I1川l町川D卜一←一丁11川11凶6番 (.1胤l
2幻7. 値術御jlりj成必必州I1川町H町町|円可T228 -ð需~2 . 130番1(斉木l凶987r1J街御創卸IJ成JX;I阿l町可2281'番詳-2イ他山t地出J点1辿跡 )汁「け|問河ピル佳;t初史引lにこゴf伴3宇ドうj四型叫h版貰文化l財!付す発掘淵主査f報?告与;315汁?リJ)) 
千...:w!由来辿跡発品1;調査団
28.小町二丁111番14(1986稲川誠調作、未知行)
29 . 小~Ir二(111帯14(1986前日調代、未報作)
30. IJ 1比ケ浜一 rlI128寄7(馬山:11988r鎌:0."111J:!lIJi占文化財緊;急調査報告，IU4所収)
31.小IIIT-(11120番1(子塚1989r小IOT-r 1=1 120番-1地点遺跡 )1¥l門社ピル建設に伴う発偏調査報告J)風門社ピル発
仰i調査|守!
32.小111f二丁114罫6(1986日|代印犬訓在、未報竹)3 
33.小IIIT-(11322番2(1987仙川央政l制作、未報作)
34.小IllJ-(Ll106若手1(子塚ほか1999r {f府大路間辺辿跡昨 <小11IT1(Ll1 06is: 1他地点一第 l次><小11可1丁目116番
4他地点一節2次>J)行宵大路周辺辿跡併発品li調子主|司
35 小IIIJ-TrI67寄2(福1111994r打常人ー路j，'(J辺泊跡併発i~li調査報fhlf 鎌台市小IlIf一丁1-167呑2地点J)鎌倉市教育委員
-D、
J;:. 

36. 小11川H灯lげ[二 (1川11ロ2干帯存18(.1.焔!53切矧討訓別淵ll川:11凶989r説鎌~f余\ 1バ市!打îJμ川l恒111;:雌必文化i川!~黙右芯l淵1伐?究'1:'柑純払搬1κ{1片V1
3幻7.小IllJニ丁11276容 (1987原成志調査、未報侍)
38.小IIII二丁1139番6(，日代自11)(1989r鎌:0."1打埋版文化財緊急調子f制作I.!JJ5所収)
39. 111比ガ浜 ー(11118待 (.I.!:!il::11997r作向大路MJ辺泊跡!伴 (Mo.242)FII比ヶ浜- fl-1123務5外地点J(r鎌f.¥di四蔵文化

l!~'緊急調官報代m 11)所収)
40.御成町778昏 1(1988山代調査、未報告)
41.勺ノ下一 (1-1210務(鳥羽::11990r鎌倉市j虫蔵文化lH緊急調省報??内J6所収)
42. J;日ガ作一 (1174務8.10 (必川1990r ~rt :0." ，1iJ-'II版文化財黙急訓育制作占J6所収)
43.小111[一丁11白書23(1988111代，澗俗、未判日If)
44. 111比ガ浜一下11117番(汐比一夫ほか1991r山比ヶ浜1-117-1地点追跡若向大路j古i辺辿跡併 .JJAI 1ピル建設に伴う

~~fc:t発細部Hi報~IT I.!U)
45.小IIIT二 (11280孫2(Ill代1990r $l~合市J~II誠丈化l!~・緊急調代報i'~-.' U 6所収)
46.小IIIJ--::'fll 5需23(福1111990r鎌:0."IIi .t%i~~文化lH 黙;急調代報アTl 1 U 6所収)
47.値1峨1111'819若干1(，)t¥j川1999 r'(fF~大路j占l辺泊跡梢光州i訓!t制作，lJ (御成111[819番1地)，7，)J) ff向大路周辺冶跡li'f.発桐淵ff.
団
48.小町二 (11279寄2(19891IJ(も湖任、未報仇)
49.小IlIf-てr114孫4(1989JJit淵fL未報作)
50 . 小~If二fll69番6(原ほか1991 r鎌frl打出版文化財緊話調査報~T;.'U 7所収)
51.小IIIJ二丁Ll281寄1(19891点調査、未報行)
52.小IIIJ-TII116帯4(子原ほか1999r符同大路).'rJ辺迎跡昨 <小11IT1丁11106帯1他J山点一 第1次><小11可1丁|司116帯
4他地点一第2次>J)打也大路I，'d辺追跡lt'f.発ihli，Wi任|守|
53.御成町868寄(木村美代治ほか1993r ('i山大路J占j辺迎跡li'f.発品~i ， l~佼報hA 鎌か駅丙11第21午|去'11駐'IIt幼及び(仮称)
鎌:0."rli1E宅福祉サービスセンタ-ill設にflとう研究光州調佼報ff，lU)鎌:0."dl教育委員会
54.御成町727番12・19(1990木村調有、未報ixr) 
55.小町二丁114番目 (1990回調fL.-!ミ銀行)
56.小1111'- r 111028若干1(大河内勉1997r ('n;';人ー路MJ辺遺跡、昨光州調査報行』 小IIIT-丁目1028番1地点J)
57.小IIIJ二n112番15(鈎川1992r鎌倉 dïJ リlJ;:~文化l!~黙急調佼執11';-.'U 8所以)
58.小111[-rlI83番1(佐々苧ほか1993r鎌町市早凡芸術学岡改築工 ' J):に伴う埋蔵文化財発1~li調査報告~.':W (株)凶門
59.御成町872番14(木村1992r$.lfit'f 1 打J'U版文化!1~賠急調任報作.!JJ 8所収)
60.小IlIfー rlI81番8(官111ほか1995刊行:r;大路間辺追跡併発掘調子モ報科，!? 鎌f.rdi小IIIJ一 「目白書8地点 大手"証券鎌
f.r支庖辿，1Q:HJ地ー・ 三次調査J){'f也大路周辺追跡併発掘調代卜H
61.小町二丁b-112番10(1993大河内調査、未報告)
62.御成111[811昏 (1U代ほか1993r鎌合市J~ll版文化IIÆ'緊急調符報告 。 I U 9所収)
63. 111比ガ浜一「円120{l):6(1991JJij，制作、未知特)
64.御成IlIf818-m1 ( 1991総J6，}~査、未報作)
65.小IUfー rll287孫13(1992庁本調ft，.-!そ制告)
66.小1111二丁1-163帯9(汗水1993r鎌倉市内版文化財緊急調代報告，IU9) 
67.小IIIJ-Ji 1325帯イ外(佐般に彦1994r鎌治市内蔵文化l!~潔急調子モ報伶 ，lU 10所収)
68.小1111ー下日322需 (河川ほか1997r打古人ー路}，~J辺追跡併発制調作縦角川 鎌f.rl打小III[1 (IJ 322番地点鎌f.rスポ
ーツクラブ用地J(';二宵大路周辺追跡併発品'1j淵11:卜fl)
69. r，;;lヶ谷一 rFI74番9ほか(告別111994r鎌f.r市内戯文化財黙急調査報告m 10所収)
7叩O.小|阿川町H町町T一1丁-11悶3ロ21有呑予 1(下円f凶ほカか、199郎6r.t打r11円〉守;大F路お)，同'J川'甘4辺i迎泣断跡、I柿作発掘淵査3報特椴t訂f作守与-、川'
下円if，大E路お!日問Z再司加iJ口i口i辺辺泊財跡、i柿I作下光品州ldi訓f古EトJI
71. 111比ガ浜 }丁11129得5(引111ほか1995 r fF~白人ず白川辺遺跡併)Mli ，~~ft判白川 111比ケ浜--丁11 129is: 5地点J)打常人ー
時j討辺辿跡i洋発訪日調台|司
72. 111比ガ浜 4丁目123昏5(.I，!:)討::11995r鎌;(¥1打j型政文化財緊急調子E桜子?占J11所収)
73. 術11&;111]"788需3，788若干5(必川1997r鎌f.rd îJfU版文化n~・黙;包調子付税11~.~IU 13所収)
74. 山比ガ浜一丁 11118~7 (継実ぼか1998r ~J~合 dïJ盟脱文化財緊;担調査制作.'u 13所収)
75.小町一丁il66番5(1996原調在、 未報伶)
76.小|町二下1128番3・5(原1998r鎌倉diJ盟版文化財緊急調査報1.t;-ltU14所収)
77.小IJrJ二丁Ll4番9(1996子縁調ft，.-!号制作)
78.御)&;111[123書5(汐比1999r鎌f.rdjjlU版文化財駁41調イ管制作_，I}J15所以)
79.小111[二丁11283存 6(円川ほか1998r ('r科大路}.'i]辺迎跡昨先制訓住報作』 鎌f.rdi小111]"2 rll283番6他2鐙 f1~鳥居
j占制i問地J)非同大路}.'i]Jl!辿跡li下発制調fil司
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80.小IIIJ二 rLI 5番 8(栢凶1999r鎌合市j盟此文化財緊急調査報告J15所収)
81.御成町884番 6(古田ほか1999r若宮大路周辺迎跡群発制調査報告書J)打寓大路周辺辿跡併発掘調査団
82.小町三丁FI455番4(1999原調査、未報告)
83.小IIIT二丁目5411):3 (1999原調査、未報代)
84.小IlIf一丁n81番18(宵問ほか2000r鎌倉"iJlI!.版文化財緊;急調査報告"，'U16所収)
85.重ノ下一丁11198番 6(効ー川2000r鎌倉市埋蔵文化財緊急調任報伶~tJ 16所収)
86.御成町872呑14(1999斉木調査、米報告)
87.小IlIf二 rlI280得3、12(1999tf木調王町、米制作)
88.小IUf二 「日402書 5(野本賢二ほか2000r鎌:fr"1埋蔵文化財燦急調査報告J:U17所収)
89.雪ノド一丁L1200番3ほか(宗主Eほか2003r鎌合市j盟版文化財緊急、調査報告，'u19所収)
90.小町二丁目 1番 6(2002汐見調査、未報杓)
91.雪ノ下一 rl1198番 1(2002芥木調査、未報Tl')
92.御成町802番2外(斉木ほか2005r若別大路間辺泊跡府側l成101'802帯2ほかJ)
93.小町二 r11283番の一部 (2003宵問調任)
94 . 雪 ノ下一丁円 161番33の一部(.I.~v::Iほか2006 r鎌倉市J型脱文化財-緊急調査報代苫J22所収)
北条高時邸跡(ぬ281)

95.小町三 rn426按3地点 o瓜1996r鎌:fr"i埋Ji:&文化財黙担調作報告、IU12所収)
政所跡 (No.247)

96.雪ノ下三丁H987番 1・2地点(手塚ほか1991r政所跡j政所跡発制調笠|司)
97.常ノ下宅丁11966番 1地点 (1三塚ほか1992 r鎌:fr市J~11J法文化n~ 緊急調代制作、 IU 8所収)
98.雪ノドモ{1-1965番1)-也J.':¥(手塚ほか1992r鎌余 1打 J~11蔵文化n~ 緊急調任報(九 IU 8所収)
99.雪ノ |七三 rlI988番 (予塚ほか1993r鎌合市迎成文化財緊急調査報告，IU9所収)
100.雪ノ下三丁目970番2ほか地点(野本他二ほか1999r鎌:frrliJ%詩文化財緊急調資報告-;IU 15所収)
101. 雪ノ下三丁11971番6地点 (1997手塚調査、未報告)
102.雪ノ下三 「目989番4地点(京益2001r鍬:fr"1 J盟脱文化!W，'l~忽調査報竹，tU 17所収)
北条小町邸跡 (No.282)

103.雪ノ下 ー丁目432番2地点 (1977松尾調ft，未報作)
1叩04.雪ノ下一丁目371干需存-1υJ地山J点江 (.1.馬奇i討淵J:目川;1羽:1札1叩98邸5r ~北ヒ条 A奈毛H寺 .11
育委貝会)

105.雪の下一 rrl372番ー7地J.':i- (.I. ~iJ::11985 r鎌:frl加盟蔵文化財緊急調査報作占J1所収)
106.雪ノ下一 「日374番2地点 CiS林1986r鎌:fr市埋蔵文化財緊急調査報告、IU2所収)
107.雪ノ下 ー「口419砕3地点 ("E林1987r鎌:fr"i J型脱文化財緊急淵任報科、IU3所収)
108.雪ノ下一 r1J432番2地点(悩川1989r鎌:frrlT忠誠文化財緊J21調査報f'[，'U5所収)
109.雪ノ下一 r11395接地点(焔)111989r鎌:frr加盟版文化財鼻黙急調査報告，IU5所収)
110.雪ノ下一丁目369番外地点(間代1990、未報告)
111. 雪ノ下一 rl-J369番地点(瀬LLIほか1991r鎌余 I加盟蔵文化!M燦急調 i竺報~ IT ， I U 7所収)
112.雪ノ下一 r1-1377番7地点(.I.1:aJ::Iほか1996r鎌合市山版文化財緊急調脊~/~T ，t~ J 12所・収)
113.雪ノ下一丁円370帯1地点(1::1頃治美1998r鎌倉市J~liJ誠文化財緊急調任報告。J 14所!IX:)
114.雪ノ下- {回369番 1地点(郎1998r鎌倉市山蔵文化財緊急調査報告，lH14所収)
115.雪ノ下一丁目367番 1・368需 1地点(常川ほか2000r北条小町邸跡(6Í~時 .11刊現邸) 一鎌倉市雪ノド一丁同367番
1 .368需 1一医療法人設午院介護名人保護腿設かまくらシルバーホームJl]地j北条小IIIT邸跡発緬調査|守D

116.雪ノ下一 111400番 1地点(馬訓:12002r鎌fr rlî忠誠文fヒ1I~・緊急調 i空報作， I~ J 18所以)
117.雪ノ下- rn440需の一部(馬v::12003r鎌合rli忠誠文化財黙急調貸報告llU19所収)
118.雪ノ下一丁1]407帯3の一部地点(原2005r鎌合l問11蔵文化財緊急調貸報告。IU21所収)
北条11辛房・則H寺山i跡 (No.278)

119.雪ノ下一 rlI267番1)-山J;':¥(1978tf木淵倉、未報伶)
120.雪ノ下一 「口233醤9他地点(馬訓:11987r鎌余rl1埋版文化財緊急調査報告{I}j3所収)
121.雪ノ下一丁目273番ロ地点(原1988r鎌fr11ij-111蔵文化財繁急調査報告，IU4所収)
122. '!3ノ下-T11274番2地点(原1988r北条11年房 ・顕lI，r邸跡鎌余1打雪ノ ド一丁1-1274需2地点発楓調査報告，IU北条H寺
房 ・顕Hキ邸跡発桐淵任|立1)

123.雪ノ F-{ト1271番-1地点 (l瓜1989r北条11寺研・顕時邸跡 鎌倉"1'Ifノドー 「口271番一1地点発掘調子E報告古j北条
時房・ ~fi l時邸跡発掘i調夜間)

124.雪ノ下一 rn265番3J也J.7.(間代ほか1990 r ~括合市埋級文化財'獄急調作.報告il U 6所収・|白11999r京同時!と巧・?干学研究
所淵査研究報f17第24集 北条H寺房.~~時邸跡 '一13ノド .n 1265番 3J山J，'.¥-tJll立li'Ill打鎌命中心域のt淵資-J京lfil歴史
考l:!:i学研究所

125 雪ノ下一丁rl268番3地点 (1990原調俗、未報告)
126. '号ノ F一丁11272番地点(宗主H998r鎌p，-"íJ1li Î成文化財緊急?\~ft報f守.!"tJ 14所収・|白11997r北条H寺研・顕H寺邸跡 雪
ノ下一丁L1272需地点j北条Hキ房・制時邸跡発-IfIi調究|守|

127. 雪ノ下'~ノ下一丁目 273番イ地点(瀬111ほか1999 r鎌:fr"i埋版文化財緊忽調査報告_，liJ15所収・同1999r北条時開 ・
顕時邸跡 (No.278)J北条時房・顕l時邸跡発品li調査団/鎌:fr辿跡調査会)

128.雪ノ下一丁Ff271番3地点(馬淵2000r鎌合 rlî埋版文イヒ財緊急調任報f~ ， l iJ 16所収)
129.可ノ下一丁11271番4地点(馬郡12000r鎌針"iJ型脱文化財-緊急調作者lft:r，tU16所収)
130 雪ノ F一丁目264格4地点(相111誠ぽか2005r鎌余，li)-111此文化財緊急訓丘、倒的，lfJ21所収)
宇津宮辻f幕府 (No.239)
131.小町二 「日354番2地点 (1977松尾調任、未報告)
132.小町二 rl-1366帯1地点 (1990手塚潤缶、未報告)
133.小111r二 rlI354寄12外地点 (nl代1993r鎌:frrJi埋脱文化!H緊急調査報告、liJ9所収)
134.小IIIJ二 r1135411): (1992・19931万代調査 未報告)
135.小町二丁目389帯1地点 (佐l擦仁彦1996r鎌倉市耳目J域文化J!1 緊急調査報~ lí' ， l iJ 12所収)
136.小IUj二 rLl361需1)-也J，':¥ (似ほか1997r鎌frIIi JlII版文化財緊お調術制作，liJ13所収・|白]1996r宇津山辻 j乙幕府跡先制
調貸報告』 小IIIJ二丁 11361得 1 地点j 宇沖向辻-N，~}(:f跡発掘調査団

137.小町二 r回373番 1の一部地点 (1998原淵任、未報告)
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図2 近隣の調査成果
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巾内中心部は郡内で、はおそらく鎌倉郷にあたり、調査地点はその東城に位置していたとみてよい。この

時代、南の海岸沿いに大化元年 (645)から宝色二年 (771)まで、東海道が通っていた。また、 北の山

際にも、現在の北鎌倉から鶴岡八幡宮辺を通過して東京湾側の六浦に抜ける道 (1六浦道J=県道金百

鎌倉線)が存在していたと推測される(馬淵1994)。両者の中間に位置しているのが鎌倉郡街であり、

したがって現在の今小路の前身となる道がこの当時からあったと考えられる。束海道は、当H寺その終点、
はしりみずのう品

であった常陸国府に向け、馳水海(横須賀市走水付近の浦賀水道)から房総に渡った。しかし、宝亀

年 (771)の五畿七道制改編で、常陸間に替わって武蔵国が東海道に編入されるにともない、海道は鎌

倉 ・三浦半島を外れ相模原を抜けるようになる。それ以降おそらく馳水海も海路としては衰退していっ

たであろう。代わって次第に港として発展していったのが六浦津だったと考えられる。

鎌倉には広範囲に集落が存在していたようで、市街地のほぼ全域で当該期の辿物が採集され、竪穴住

や掘立柱建物の検出例も許可増している。本地点から西南約200mの地点134で、は石帯部材の舵尾も出

しているので(未報告、調査者継実示教)、乙の近辺でも律令の官吏の往来があったことがわかる。地

百、112では盤状杯も発見されている(馬淵1996)。

平安時代後期

鎌倉郡街は、報告書によれば 110世紀のある時点jで終末を迎える(河野ほか1990)。代わって鎌倉

を領したのは、桓武平氏貞盛流であった。この一統は、 10-1立紀末頃に相模介となった平維将に始まる。

11世紀半ば、維将の孫直方は女婿の源頼義に所領の鎌倉を譲る。康平六年 (1063) 1秋八月J、頼義は

源氏の氏神である石清水八幡宮を鎌倉由比郷に勧請した。このことは頼義がみずからの本拠を鎌倉に定

めたということであり、鎌倉は名実ともに源氏のものとなった。頼義の居館は 『保暦聞記j慶長古活字

本(和泉書院 『校本 保暦聞記J)によればのちの大倉幕府のj出にあったともいうが、確実ではない。

12世紀中葉、鎌倉を統べていたのは源義朝であった。彼の居館は現在の寿福寺にあり (r吾妻鋭j正

治二年間2月12・13日条)、現在 「六浦道(路)Jと呼ばれる点の朝比奈からきた道は、大倉の辺から、
ほぽ直線的にその門前に到達した(馬淵2002)。平安時代末期、この道の要所は三浦一族が固めていた

とされる。調査地点もこの道から至近の位置にあるので、何らかの影響下にあった可能性は高い。

王立安時代末期の鎌倉にはかなりの数の寺社があり、 12世紀初頭まで、に都市神の勧討もおこなわれてい

るので、このころすでにかなりの集住形態が形成されていたことが推測できる(野口1993・馬淵1994)。

市内のいくつかの地点からは、若宮大路と異なる車Ih線を持つ平安後期の溝の検出が相次いでおり、また

鎌倉#府以前に属する迫物の出上も珍しい乙とではない。

鎌倉時代

鎌倉時代、 当地点一帯は政治的中心であった。北の鶴岡八幡宮と政所跡比定地は北約220m、東側に

は幕府終駕の地である東勝寺、南西には宇津宮辻子幕府跡比定地(嘉禄元年=1225以降)がある(文

中「比定地Jとしたのは鎌倉市教育委員会による追跡名称)。北の至近距離にある宝戒寺はもと北条高時
邸と伝える場所である (1足利尊氏寄進状案Jr鎌倉市史 史料編J1 -413)。そして当辿跡前面から北
西一帯は北条氏の小町邸跡とも 「若宮大路幕府J跡ともいわれる場所である。以下、 『吾妻鋭jによっ

てとの付近の状況をみてみよう。茄体元年 (1225)7 Fll1円に北条政手が死ぬと、前年第三代執権に就

任したばかりの泰時はただちに 「御所」移転を計画した。10月3日に計画が群議され、翌4日に候補

地を巡検、 12月にははやくも宇津宮辻子に新御所が完成し、 20日には将軍九条頼経移従の儀がおこなわ

れた。これにより政治の中心が大倉の地から若宮大路一帯に移行すると同時に、 IUT1!iリりの基本1MIが古代

以来の東西車dI(山内道~六浦道)から南北11itIJに移行した。11年後の嘉禎二年 (1236)、幕府と持仏堂な

どを 「若宮大路東頬Jに新造する(三月廿日条)。その場所については議論がある。本地点とも関連す
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秋山哲雄によれば、建保元年 (1213)頃追跡名称 「北条小110'邸跡J(以下 iJ付きでこの呼祢を使う

場合は神奈川県遺跡台帳上でのものとする)の方形区画北半部に泰時亭、宝戒寺の場所に義時亭があ

り、嘉禄元年に幕府が宇津宮辻子に移I伝した後は、}話相二年の幕府再移転まで方形区画全体を泰時亭が

占めるようになる。この年、「若宮大路東頬Jへ再移転した後、遺跡地は三つに分割される。すなわち

南側に幕府、北側に経時平、その聞に泰時亭がある。秋山は、宝治元年 (1247)以後経時亭および泰

時亭は合わせて重時に相伝され、 一方宝成寺の地が得宗亭となるという。秋山は時宗以後の「北条小町

邸跡」方形区画については、南半部に幕府を恕定し、 北城は不明としている(秋山1996)。

調査地点南-方約50mの地点137で、は小町大路1JlIJ満とみられる大満が発見された(原1998)。その大溝の

すぐ!協に~Ih線がそれよりも商に顕れる、法宮大路にほぼ平行した別のT，'lf も検出 されており、ここからは

「三丈せきのやまの口口 宗近jと舎かれた木簡が山上した。この人名木簡は従来若宮大路側溝か

らのみ出土していたもので、幕府が公共事業を御家人に謀役として割り当てた工事区間の表示札と考え

られている。若宮大路に平行した軸線をもっ小町大路脇の満が何であるか、議論が必要だが、木前iの理

解が正しければ若宮大路以外の道路側溝も公共事業としておこなわれた可能性を示唆している。なお小

町大路東側側溝が地点95・88で検出されており(原1996・野木2001)、道!隔を惟定することが可能にな

りつつある。

鎌倉時代の小町大路沿いには有力な武上が多く住んで・いた。『吾妻銃jによれば、建久二年 (1191)

3月4日丑の刻「小|町大路辺」から失火、強い南風に煽られて北へ燃え移り、幕府(大倉)や鶴岡八時

宮神殿 ・廻廊・経所を灰;牒に帰さ しめ、鶴岡馬場木の塔婆にいたってようやく鋲まった。この問、 北条

義H寺(江間殿) ・相模守大内惟義 ・村上、I'IJ官(必国)の館はもとより、小IlIJ大路沿いにあったらしい比

企右衛門尉(能員) ・同藤内(朝宗) ・佐佐木三郎 ・法橋昌党 ・新田四郎 ・工藤小次郎 ・佐賀四郎以下

人屋数十宇が焼亡した。火は大路西側には移らなかったようなので、これらはすべて東側の屋敷という

ことになる。御家人屋敷を列挙する 『吾妻鋭jのこの記述のうち最初の3人は幕府顕官で、なかでも義

時を筆頭に挙げるのは地位を慮、ったものだろう。大内惟義 ・村上基国の両名の在日は、するとおそらくそ

の周辺にあったのであり、延焼の順に挙げられたのではないかもしれない。しかし他の御家人名は、あ

るいは延焼の順に沿った可能性があろう。

南北朝時代

南北朝時代の本地点付近の様子はあまりよくわかっていないが、日蓮宗中IU門流の鎌倉における拠点

叡昌山妙隆寺は調査区西南の至近位置にある。

妙隆寺は小l'町大路西側にある日蓮宗寺院で、 「円謹辻説法跡」との石碑の立つ場所の北(八幡宮方向)

100mほどにある。

(別邸か)と伝え、

帯は鎌倉幕府の有力御家人であった千葉常胤の子孫胤貞 (1288-1336)の故地

般に「千葉屋敷Jとも呼ばれている。j乱貞は下総に広く保有する領地を積極的に経

品し、自家とその氏ヴである下総II::J LlI法華経寺の勢力を固めた人物である。胤貞が祖先追福のため至徳

一年 (1385)七堂伽盤をととのえ、中山法唯経:干のU英上人を開山にむかえたという。しかし、胤f

はすでに建武三年 (1336)に没しているので、これはのちの付会ということになる。以後妙隆寺は鎌

倉における中LUrWJ流の拠点となった。

室町時代以後

調査地点南約400mの小町大路東側には商業のや11である蛭子(ひるこ)神社があり、さらに南の「大

町四ツ角」近くには町衆の信仰を集めた八雲神社がある。室1'0'時代から戦国時代にかけて、 一帯はIIIJ衆

の往来する賑やかな場所であったようである(藤木1993)。

「小町大路」について
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木地点の面している南北街路が「小11IJ大路Jであるのは問述いない。小11IJ大路は、先に述べた北の山
際と南の海岸沿L、を通る 2本の束丙幹線道路を結ぶ南北道の 1本であり、早くから開けていたと考える

のが向然であろう。治ポ四年 (1180)12月12U、頼朝が街並み改造に{'y手した(["1苫|巷直路。村里授

守 J) とき、あらためて整備され乙の名称が付されたと考える。しかし、「小11IJ大路」がどこからどこ

までを折すかについては議論がある。25点を強理しておきたい。

「小IDJ大路Jの史料上の初出は 『吾妻鏡j建久二年 (1191)三月間日条で、この口仕刻「小IIIJ大路

辺」で失火があり、強い南風にあおられて北条義H寺邸(現セ成寺か)をはじめ御家人らの「人屋J数

十字が焼け、鶴岡八幡宮や幕府も炎上した。このとき600-700m雨の比企能員邸(別妙本寺)も燃えて

pるので、小11IJ大路一帯は粁並み権災したことがわかる。調任地点も確実に火に被われたはずである。

小1'0.大路にかかわっては、「口」とついた地名が3問所にみえる。まず北では、宅成寺IIIJ前の交差点

が 「向|幡谷口」として、貞利四年 (1348)十一月一円付 IJ瓦鉛苫状」に出てくる (1宝戒寺文書Jf鎌

倉市史史料編j1 -421)。この交差点には石塔が立っていたといわれ、 「地ノ辻Jと呼ばれていた (f新

編鎌倉志J)。 ニノ鳥居から東に出たところが 「小I'rr口」で、蛭子神社に突き当たる r字路がそれであ
る (f吾妻鋭j建長四年間n一円条など)。そして「米11IJnJの地名が、 『吾JZSZj建j再三年 (1213)五
月二日条の和田合戦の記事に 「若宮大路米町口」とみえる。日柳光寿は 「小|町仁Ijについて若宮大路ニ

ノ鳥居の東!協のように解釈している(日朝[11959、286頁)。しかし、建長四年四月一円条には将軍 ・親

ー宗尊鎌倉「下向」の際の路次として「中下馬橋束行。経小町口。入御利州御亭。」 とあるから、道筋

からいってその先の丁字路とみるべきであろう。宝j氏、午前の IJ答ノ辻Jといい、「小IIrJIIJといい、い
ずれも小町大路にある名称ということになる。「米IIIJIリについて高柳は 「小IlIJLリと同級校宵大路か

ら米町に出る道、すなわち者向大路下馬四ツ角東脇、としているが(高柳1959、267貞)、他の二地点

と同じく「米町口」もまた小IIII大路の道筋にある名称と考えるのが向然であろう。なお先の迷府三年五

月二日条に 「又米1I可辻大町大路等之切処合戦jとあり、「米11II辻」とは現在の 「大IUJ四ツ角」のことと

しか考えられないので、結局 「米IlIJ口」と「米IDJ辻」とは|吋一場所とみなければならない。

さて、これら「口」のついた地名は、いずれも鎌倉中核問1)の束側縁辺に位置する。押宵大路西側の南

北街路である今大(小)路には、「口」のついた場所は史料に現われない。ILIjとは#府など鎌倉中
核施設を意識の主格に置いたH千駄だろう。しかし 「小IIIJ大路」がどこからどこまでかという点について

は、いまだ確定的ではなく、そのことが、名称上の対比性が感じられる 「大町大路」の位置についても

不明確にしている。まずは簡単にこれまでの説をみておこう。

え享二年 (1685)完成の 『新編鎌倉志J1巻之七Jに、 「小rUJは、若宮小路の束より|有へ折て行((マ
マ))、夷堂椛の聞を云。Jとある (f大日本地誌大系j本)。ここにいう「小IUJJは、地区の名称と通り

の名祢の両様にとれはっきりしないが、これを信じるとすれば現在の宝戒寺門前の交J差点から呪本党寄

の門前(央堂)付4近まで、ということになる。f新車両相模IJI風 |二記稲jも同様で、小IHJの「通術(つう

く)Jを「小IUT大路」、大IIIJの迎術を「大町大路Jとする。これらによれば、 「小IIIJ大路Jと 「大町大

路Jは連続した一本の南北通りということになる。しかしこれに史料的裏付けはなく、地誌編集時点の

地域呼称に従っただけの可能性もある。高柑11光舟は 『鎌合di史 総説編jでこれを説りとして、小11汀大

路を横大路宝戒寺交差点前から材木庵九品寺付近までとし、大関J大路を西の六地蔵交差点から北東の下

馬凶ツ角を経て束の名越山裾まで通じた東西道 (IRI主|巡134号線)とする(高柳1959)。

この点について田代郁夫は、 『吾妻鋭jにみられる「小町大路Jのさまざまな記事を検討した上で、
この名称がいずれも幕府付近の鎌合中枢城にしか瓜われないとして、jQj柳説を再定し、 『新編相模国風l

上記;w，~J を支持している 。 すなわち小11fT大路と大111]"大路は南北に述なった 1 木の道だとし、その境を
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『風土記稿Jのpう夷堂楕とした(田代1998)0r吾妻鋭jの関連記事を掲出しておく 。
建久二年 (1191)三月四日 「南風烈。丑魁小IHJ大路辺失火。J
この火事で北条義時以下の人屋数十字が焼亡し、鶴岡八幡宮や幕府等も罷災した。

建保五年 (1217)四月五日 「陰入夜。小IIIJ大路騒動。是式部大夫家人成田次郎与奥州住人深沼

五郎闘争。」

式部大夫は北条泰時であり、その家人成田次郎と奥州住人深沼五郎がいさかいを起こしたらしい。

究喜二年く1230>十二月九日 「亥魁。竹御所。入御干営rl'。是御嫁婆之儀也。起楚忽。為密儀

之問。非H青儀。且被用御輿。経小町大路。入御於南門。j

妙本寺境内北域に住む竹御所が、四代将軍九条頼経との婚礼で小|町大路を経て将軍御所に南門から入

った。このときの将軍御所は宇津宮辻子なので、その南r'守といえば小110'口から若宮大路に向かつて少し
入ったあたりということになる。妙本寺は小町口の180mほど南側にあり、両者の位置関係から、少な

くとも小110'11からいくらか南に下ったあたりまでは小町大路と呼ばれていたことがわかる。おそらくや

はり夷堂橋までそう呼ばれていたのであろう。

文麿二年 (1235)六月二 卜九日 「依可有明王!涜 〈五大尊堂〉。 供養。将軍家為御参堂出御。(中

略)御出於南門。小町大路北行。塔辻東行。」

将軍藤原頼経が五大堂の供一養に，':bるのに、 幕府(宇津宮辻子御所)南門を出て小川-大路を北行した。

乙の「塔辻」とは 「白幡谷口J(現在の宝戒寺前交差点)のことである。

建長四年 (1252)四月十四日 「将軍家始御参鶴岳之八幡宮。(I略)。路次。小町大路北行。政所

西行。到鳥居南下御。J

将軍となった親王宗尊が初めて鶴ケ岡八幡宮に参拝したときの記事。当H寺は若宮大路「東頬」に幕府

があったが(若宮大路御所)、やはり小町大路に出て北行している。

建長五年 (1253)正月三日I(前11硲)。経小町大路。入御相州南門。(後11唱)oJ

将軍家年始の椀飯の後、御行始として北条時頼第に出御したときの記事である。掲出記事以前に、将

家の南門より，':1:'，たとあり、小IIIJ大路を経て時頼邸南門にいたっている。

以上の記事では、たしかに田代のいうように「小町大路jは幕府などのある鎌倉中核部北城にしか現

われない。しかしこの点は、記事の対象がこの付近にあることが理由かも知れず、決定的な証左とはな

りえまい。一方「大If町大路」の呼称は、先に挙げた 『吾妻鋭j建暦三年 (1213)五月二日条の和田A

戦の記事に一度だけみえる。「於米町辻大IIIJ大路等之切処合戦」の「切処」とは戦の際の要所、といっ

たほどの意味であろう。

せ目されるのは 『吾妻鋭jに5回出てくる 11町大路」という呼称である。正元二年 (1260)三月二
十一日条に、 H寺頼たちの一行がIlfJ大路を南行して御所の東門に入る、という記事があるので、少なくと

もこの「町大路Jは 「小町大路Jと同じ場所を指している。先の和田合戦の時には、若宮大路や名越、
大倉などと並び防衛の地域単位として 「町大路」が出てくる(建暦三年五月三日条)。なぜ 「小町大路j

といわず、「町大路」というのだろうか。容易に怨像できるのは、「町大路jとは小1I可と大町両方の大

路の総称ではないか、ということであろう。正元二年三月二十一日条は、両者を厳密に区別せずに呼ん

だだけではないか。こうしてみると、田代のいうように、小町大路と大|町大路が連続した南北道である

川能性は低くない。しかし、その場合重大な疑問が残る。

現況では下馬四ツ角交差点東北角で、建物lにより寸断されているためわかりにくくなっているが、かつ

て、東は名越の現安国論寺から西は笹目の現御成中学校門前にいたる東西の直線道路があった。この道

は若宮大路と下馬四ツ角吏差点でほぼ直交する。下馬四ツ角から南西に伸びて六地蔵にいたる道はおそ
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らく古来の幹線道(律令時代の東海道か)の名残であろうし、四ツ角から東もおそらく古街道を踏襲し

たものであろう。しかし、この東西の直線道のうち、とくに若宮大路から西の御成中学門前までの西半

分は、おそらく鎌倉時代になって準備もしくはあらたに敷設されたものに違いない。この東西道路は西

の山裾から東の山裾まで鎌倉平坦部を横断する唯一のものである。今小路と交差する地点には今も 「塔

ノ辻」の地名を残す。ここにも先の宝戒寺前と同様、石曜が立っていたという (r新編鎌倉志J)。宝戒

、バ1)が鬼門で、こちらが裏鬼門と認識されていたのであろう。乙のことは明らかに、 「鎌倉中Jでもと
の道路が空間を分かつ重要な境界線であったことを示している。当然、相応の大路名が与えられていた

とみるべきであろう。f吾妻鋭jにみえる東西道としては、もうひとつ、 「車大路jが知られている。

記の直.線道路をこれに比すべきであろうか。しかし後述する理由により、それも無理といわざるをえ

ない。田代のいうように大118"大路を南北の通りだとすると、結局、この道に与えられるべき名称がなく

なるのである。それは考えにくいことではないか。

次に 「車大路」についてみてみよう。

I吾妻鋭j安貞二年 (1238)十月十五日条に、将軍頼経が方遣のため御家人小山下野入道生西(朝

政)の 「車大路家」に行ったとある。家は子の長村-に伝領される。u長四年 (1252)五月十七日に将
-親王宗尊の方連がそこに定められた。家は時頼邸の正南にあるという(同日条)。ζの場合の 「正

南Jとは、若宮大路を子午線に見立ててのごとである。またとの家は 「若宮大路家」とも呼ばれている
(嘉禎二年一1236一四月四日条 ・文応元年一1260一十一月二十二日条)0 Il寺頼邸は若宮大路の東側にあ

る。「若宮大路家」というからには、小山邸は若宮大路の東側に面しているとみなければなるまい。

これらの記事が示すのは、高柳がいうように(高柳1959、271頁)、小山家が若宮大路と車大路の交

差点北東角に位置するということである。仮に御成中学校門前から名越安国論寺までの東西道路を車

路に充てるとすると、下馬四ツ戸j交差点北東角に相当する。ところがこの一帯は滑川にほど近く、 筆者

はかつて試掘したととがあるが、中世期は河川敷であった。大路東側の米町を描いた、明応六年 (1497)

頃成立の有名な f普宝寺寺地図jにも、 扇カ谷川と滑川との合流地点としてここが拙かれている。要す

るに、小山氏のような大身の武上の居館が確保で、きるような空間はここには存在しない。この事実は、

御成rt学校門前から名越安国論寺までの直線道路を車大路に比定するのが無理であることを示してい

る。すると、結局のところこの道には名前がないことになる。繰り返すが、市街地の西の山裾から東の

山裾にいたる唯一の大路にして、それはいかにも不自然なことではなかろうか。

これ以上の詳細は別項に譲るが、いずれにしてもこのように 「大町大路jが確定しない以上、 「小11可

大路」の範囲についてもいまだ決められないのである。
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第2章 調査の概要

1 .調査にいたる経緯と経過

本調査は、個人住宅の建築申請に伴い発掘調査を実施した。調査期間は、平成4年3月10日から同年5

月18日である。表土は重機により約20-40cm排除し、乙れより以下は人力による掘削、排土処理を行

い、遺構の検出・遺物発見を実施、測量 ・写真撮影等の記録保存を行なった。排土は場内処理した。

調査に際して、調査区の形状に沿って任意に測量用の基本軸を設定し、これをもとに 5m毎に方眼を

割り付けた。東西j!i!llは算用数字、南北軸にはアルファベットを付している。任意で設けた基準点には鎌

倉市4級基準点を基に国土座標軸を算出して与えた(図 2)。なお調査軸(アルファベット軸)は磁北

から36
0

25'東に振れる。

小IIIT二丁
402番5地点
{平成11年調査)

。

図3 調査区設定図
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2.堆積土層

調査区北 ・南 ・東壁で確認した土層堆積図から堆積状況を上層より説明する(図3・4)。本調査地

点における地表の海抜高は約9.5mで、ある。第1面までは、調査区の東側で、約20cI11。西側では約50-100

cmと西に行く ほど表土が厚く堆積し、均一でない。西側は、1=1=1世後期以降に大きく削り取られ、粘性の

強い砂質土に覆われている様子を確認した。畑地もしくは水田となっていたのかもしれない。調査区東

側は、表土直下に中世遺物包含層を検出したが、調査区の西側が削平を受けていたこと、生活面として

は希薄な層であったため、取りのぞき第1面を検出した。第1面は、調査区南側で、破砕泥岩によって

地行された道路遺構の発見とともに、時期的には重複するがピット ・土坑 ・満など比較的良好に遺構を

発見している。

第1面構成土は、炭化物 ・泥岩粒 ・少量の砂質上 ・員砂と粗く砕いた泥府を含む茶褐色粘質土であ

る。(海抜9、20m)第1面構成土は約20cI11の厚さで堆積していた。同時期の迫構として報告しているが、

Dライン以東、 3ライン以北の調査区の凸部で、発見した一部遺構は第1面上層の迫梢で、ある。Dライン

以西は近世以降の削平により、上層の遺構を発見できなかった。

第2面は、第1面で発見した道路治構下層から大型の柵列あるいは築地跡を想像させる大型の土坑に

よる柱穴列を発見している。第2面構成土は炭化物 ・褐鉄 -泥岩粒 -貝砂少孟と破砕泥岩を含む茶褐色

弱粘質土が10-20cl11の厚さで堆積していた(海抜8、90m)。

第3面は、上層泊梢に壊され、 一部のみ破砕泥岩による地行が残る。満 ・土坑 ・柱穴等の遺構を発見

したが、短期間に生活面が何度か作り変えられている。第3面構成土は、炭化物 ・褐鉄 ・泥岩粒 '7

砂 ・微量の焼土を含む茶褐色粘質上が約20cmの厚さで堆和していた(海抜約8、70m)。

第3面構成土を取りのぞき中世基盤層と呼ばれる、褐鉄 ・微量の砂質土を含む暗褐色粘質土層の上面

で発見した遺構を第 4 面とした(海抜 8 、 40m ) 。 満 ・ ピ ッ ト・倒木~止とともに、上j宵で発見した小町大

路側溝下層から窪地を発見している。第4面検出後、調査区北壁沿いにトレンチを設置し、下層の遺構

の確認、土層堆績の観察をおこなった。

鎌倉市街地遺跡での発掘調査の特徴として、表土から掘り下げて、堆積した土層の変化を観察し各層

で遺構を発見 ・検出するが、それぞれの用で短期間に生活面の作り替えがおこなわれ、発見した遺構の

全てが、同一の生活面の遺構とはいえない。本調査においても、第1面から第4面に分けて生活面を提

小したが、各面の中で遺構の新旧が見られる。それぞれの関係については、本文および図面を参照して

いただきたい。
(伊丹)
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第3章 発見された遺構と遺物

第1節概要

本調査では、重機による表土掘削を行なった後、人力によって 4面にわたる遺構面を検出した。調

によって発見した遺構と遺物を、下層より順に報告している。個別に、遺構図面を提示しなかったもの

については文章中に(長軸×短軸×深さcm)で計測値を記した。他の治構に切られるなどして、正fi1配な

遺構の形状が不明の場合は計測値に I? Jが付しである。
第 2節各説

1.第4面の遺構と遺物

第4面検出レベルは海抜約8.4mを測る。第4面は、中世基盤層と考えられる暗褐色粘質土の堆積層

上面で、土坑2基 ・溝1条 ・ピット11穴を検出した。調査区の東で土坑2基を検出しているが、風倒

木祉と思われるため説明を省いている(図5)。出土遺物は少量であり、発見した遺構も希薄であった。

調査地の北部、大倉から二階堂にかけては、弥生時代中期以降の遺構が発見され、調査地周辺でも

該期の遺物が発見、採集される為、調査区北壁際に トレンチを設け、第4面下層の状況を観察したが、

中世基盤層が厚く堆積しており、中世以前の遺構 ・遺物の発見はできなかった。

土坑19(図 6) 

南北に長期11を持つ土坑状の窪み。調査区外に遺構が延びており、現、況で、長軸約390cm、短軸で約330

cm、深さ約85cmを測る。南に遺構が延びることを南壁土層断面で確認している。土層の堆積状況から人
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o L 0 

為的な遺構ではなく、この地点が水路になっていたために窪地として残った跡であると考える。西側の

遺構側壁に杭状の木の棒が2本立っていたが、土坑19にともなうものかは不明。

土坑19出土遺物(図 6) 

1は白磁玉縁碗。胎士、褐色を呈 し粘性弱い。やや厚めに施糊され、外側面利に気泡が入る。遺構

底面で確認した(注 1)。平面図上に位置表記。2は渥美童話口縁部。H台土黒褐色を呈し、白色粒をわず

かに含む。3は木製品 ・用途不明。4は箸状木製口口。

土坑21(図 6) 

土坑状の窪み。長車dlで、280cm、短軸で、200cm、深さ120cmを測る。Jfi構北側を僅かに調査区に切られ
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る。土坑19と同様に、 窪地の痕跡と考えられる。遺物は出土していない。

溝21 (図 6) 

南北に延びる逆台形を呈する満である。南北に約785cm、北側は調査区外に延び、南側を上層遺構に

よって壊されていた。上端|隔約100cm-120cm、下端幅70-76cm、深さ約51cm。南から北に流下してい

る。本調査地の南に隣接する地点88の調査で(野本2001)、満21と同様に逆台形を呈する南北に車，11線を

持つ滞が発見されているが、位置的にやや東にずれるため、相互の関係については不明である。

溝21出土遺物(図6) 

5は青磁画花文碗。内面に細かな傷が残る。胎土褐色を呈する。

だ乳白色を呈し、 貫入が多く入る。内外面ともに細かな傷が残る。

に内底ナデの後、内側面ナデを施している。

第4画面上出土遺物 (図5) 

1は土師綜血T磁。褐色を呈し、外側面に強く横ナデ痕が残る。

2.第3面の遺構と遺物

第3面は、破1i半泥岩の混入する比較的丁寧な地行上で遺構を発見した。確認した遺構は、南北に延び

る満2条。東西に延びる満2条。大型のものも含めたピット144穴である。南北の満2条は、第4面で

確認した窪地上層で発見されている。この満は、調査地点西側の隣地を南北に走る小町大路の側溝であ

(注3) 。 乙の南北の満を除いて、Ji1~特は調査地の南側に集中し北側はやや希薄となる 。 調査区北東

部分に破砕泥岩による地行と、員砂が全体に平らに敷かれた商を確認している。なんらかの施設にとも

なうものと考えられるが、調査区外に延びているために性格、規模等は不明である。南側、東西に延び

る満2条は、小110"大路側溝に向かつての排水のための溝というよりも、 屋敷地の区画のための施設、例

6は青白磁画花文I皿。前lJはくすん

7・8は土師器凹T極。7. 8とも

る

。〆
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図8 第3面ピット出土漬物

えば塀、あるいは棚!などを立てていたのではないかと思われる。満20あるいは溝19にともなうのではな

いかと考えられる、関連する柱穴の発見を心がけたが、遺桝の重複が激しく、それぞれの関係を明らか

にすることができなかった。第3面検出レベルは8.7m。

ピット364(図 8) 

|幅約39cm、深さ12cmを測る。lli*昨の大部分を上層の遺構によって壊されていたが、ほぽ円形を呈す
る浅いピットの底面に重なって土師器1Ulが出土している。

ピット364出土遺物(図 8) 

1は土師器皿τ種。2は土師器血R種。
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ピット366(図 8) 

車111で、50cm、短期11で、47cm、深さ37cm。遺構底面近くのレベルで、土師器Jmがまとまって発見された。
1 穴のピットから出上する主としてはかなり多い 14であるが、意I~I的に埋めたかは不明。

ピット366出土遺物(図 8) 

3-7は土自iji器JlllRl.忠実測点数は7点だが、他に破片で七日rli器JIIlR積。大 .32点、小7点が出土し

た。

柱穴列A (図 9) 

調査区南側、満19上層で発見した。柵列の柱穴と考えている。後述する満20にともなうと考えられ

る。それぞれのピット内の磁土は茶褐色弱粘質土。泥岩粒、炭化物を多く合む締まりの良い土。ほぽ門

}肢を呈し、ピット下端の海抜数値も一定している。ピット411・412は桜上内に柱材の抜き痕残る。柱

穴の規模からみて、堅固な大型の羽田、あるいは塀が構築されていたと思われる。柱穴列の、それぞれの

ピットの計測値は、ピット432(72X60X68、5cm)ピット436(67X55X54cm)ピット411(54X44X 

58、5cm) ピット412(59X58X67、5cm)ピット406(55X45X46cm) ピット405(44X42X45cm) 

柱穴列A出土遺物 (図 9) 

1はピット411出土。土師器皿T種2-4はピット412出上。2は常滑こね鉢H類。H台土淡褐色を口
し、白色粒、小石粒多く混入。3は上師器皿T積。4は土師探皿R積。5-13はピット 436 1_~，上。 5 は渥

美裂 ・白紙部片。胎上、灰色を呈し石英粒を浪人。 6は常十It恋胴部片。 7は常滑こね鉢H類 ・口縁部

片。8-13は土師器11霊。14-17はピット432W土。14は常滑こね鉢I類。付高台。畳付に籾殻痕残る。

15-17は土師器皿1稲。

溝19・20(図10)

調査区南で発見した点凶に延びる消である。ほぼ平行にAるが、前述した柱穴安IJAは満19を切り、出20

にともなうと考えている。満20と19は時期差がある。満20が新しい。消19は上端l幅約68-102cm、下端|隔

約20-29cm、深さ26cm。東端が調査区外に延びており、迫行存戸する長さで

を{椛i確在認したが、満にともなうものかどうかは不明。流下}J向は*から西。満20は上端幅約41-91cm、下

端i幅約11-34cm、深さ68cm、東端が調査区外に延びており、冶存長で、約923cmを測る。流下方向は東から

同。満20は上j習をピット等の遺構に壊されていたために、帰!局する出土泣物を発見できなかった。

溝19出土遺物(図10)

1は'111-1滋櫛J蚤文lillo!I向上は灰色を呈する。内l頂に弧状文が配される。外fJIIJI面下部に煤付着。2は百

白磁合子身。胎土灰白色を呈し堅織。外側面に雄弁文。 3・4は常滑こね鉢I類。 3は底部片。内側

面に摩滅痕あり。JI台上灰色を呈し長石を含む。外側面下部、へラによる整形。 4は胴計1)片。内側面・

内底部に摩滅痕あり。!I台上褐色を呈し、小石粒 ・白色粒 ・砂分を含む。5-30は土師器ml1羽。31は不
明滑石製品。制作途中か。32は鉄製品釘。

溝15C・17(図11) 

小町大路東側の側溝である。2条の満に分けて提示しているが、満17は波深の際に掘り込んだものと

考えられ、同一の~iHI'11 と与えている 。 調査区の丙恨IJにはこのれ時とほぼ平行に小IIII大路が占っている 。 小

IIIJ・大路では、これまでの調査で両側11に逆向形の~;届り Jjに箱塑の木枠を持った側溝が発見されており、馬

淵和維は、暫定値ながら、大路l隔を 16mと推定している(馬~JIII2002 ) 。 満15Cは上端|幅262-2 16cm、下

端|幅101-156cm、深さ64cm。調査区外に遺構が延びているため、 ill存する長さで826cmを測る。溝口は

上端|隔80-106cll1、下端|隔28-54cll1、深さ45cm。消15Cと同様調査区外に辿梢が延びているが、現況で

さ816cm。
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溝17出土遺物 (図11) 

1は常滑饗胴部片。fI台土褐色を呈し、小石粒 ・白色粒が混入する。焼成良好。外面叩き文。

第3面ピット出土遺物 (1)(図12)

個別に図示していないが、第3面の遺梢から出土した辿物である。それぞれの遺構の位置は全体図に

参照。遺構の計測値は出土沼物の観察記録の後に(長軸×短!lilsX深さcm)で示した。1はピッ ト297出

土。土師器皿R種 (30X30X50cm)0 2はピット300出土。土師器皿R種 (30X27X22cm)0 3はピット

301出土。滑石鍋片。断面周聞に摩滅痕残る。問途は不明だが、道具として転用か。(32X31 X45cm)。

4・5はピット305出土。土師結llllτ糧 (59X41X36cm)0 6 . 7はピット309出土。土師器皿R種。7は

小石粒が多く混入し、維な整形である (48X44X35cm)0 8・9はピッ ト下に二条の沈線。外面二次焼

成を受け、煤が付着。口縁部、やや内湾する (18X18X22cm)0 10・11はピット329出土。土師器皿R種

(43X37X18cm) 0 12はピット331出土。土師器lillR種。器壁薄く、やや内湾する (60X44X15cm)0 13・

14・15はピット339山上。13は青磁碗。内面画花文。素地は淡灰色を呈し、 内面に使用痕残る。外面に
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図13 第 3面ピット出土遺物 (2)

もわずかに擦過痕。14は上師器rnl1可否。15は褐糊裂胴部片。胎土、灰色を呈 し、白色粒 ・気泡を多く含

む(1幅約40cm、深さ 7cm) 0 16・17はピット350出土。土師器mτ種 (52X49X32)18はピット352出土。
師器lD1τ1彊 (62X56X61cm)0 19・20はピット368出土。土師器旧lR種 (92X?X28cm)0 21はピット

369出土。常滑こね鉢I類 ・口縁部片 (78X65X37cm)0 22はピット377出土。土問l器皿R種 (35X28X

17cm)0 23はピット3781':l:!，土。鉄製品釘 (57X?X17)0 24はピット379出土。土師器皿R種 (48X?X26

cm) 0 25はピット382出土。土師器JIU1稲。褐色を呈し、赤色粒・砂粒・海副il状骨針 ・雲母を含む精織な

胎土 (59X40X41cm)0 26 . 27・28・29はピット399出上。26は常滑饗口縁部片。27は土師器山T種。

28・29は土師器111lR種 (51X44X55cm)0 30はピット401出士。土師器lillR荘110内壁に油煤付-着 (40X?X

27cm) 0 31・32はピット413出土。31は土師器皿T種。32は土師器皿R種 (38X?X24cm)0 33はピット

416出土。鉄製品釘。先端部欠損 (22X?X12cm)034はピット418出上。土師器mlT種 (22X20X13cm)。

35はピット420出土。土師li器|皿R種 (141X78Xllcm)0 36はピット421出土。土師器101R極(深さ12、7

cm) 37はピット422出土。常滑こね鉢I類 (38X?Xllcm)0 38はピット423出土。常滑饗胴部片。菊花

の叩き痕残る。花弁数不明 (36X30X26cm)0 39・40・41はピット428山上。39は'T1y磁画花文碗。素

地は灰白色を呈する。内面蓮弁文。外面無文。40・41は土師器皿T種。41は不貫通の穴、 ーヶ所残る

(56X40X51cm) 0 42はピッ ト431出土。竜泉窯系青磁無文{施。素地は淡灰色を呈 し黒色の微粒子を含

む。利は灰緑色を呈 し、細く気泡が入る。14世紀後半 (35X28X50cm)0 43はピット435出土。土師器

皿τ糧(深さ45cm)0 44・45はピット438出土。44は土師器1mη;重。45は土師器JTJIR種 (62X40X30cm)。

46・47・48はピット440出土。46・47は土師器皿τ種。47は内面弧を描くように傷が残る。外底面直線
状の圧痕。一部指頭により整形。48は不明泥岩製品(深さ20cm)49はピット441出土。常滑こね鉢E類

口縁部片。外側面i下部にへラによる整形痕 (44X?X24cm)0 50はピット442出土。渥美習E同部 (36X

28X76cm) 0 51・52はピット443出土。51は渥美饗胴部片。52は土師器阻下種。ピット443覆土からは、

図示でき なかったが、鉱沖の付着したふいごの羽口と思われる破片が山上している (161X73X31cm)。

53 . 54・55・56はピット444出土。53は渥美童話胴部片。54-56は土師器血司重 (111X?X53cm)

第3面ピット出土遺物 (2) (図13)

56 . 57はピット455出土56は背白磁皿。内外面作に型tlj:lしによる蓮華文。Jl台土は灰色を呈し、精織。
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外側面に薄く擦過痕残る13世紀前半。57は平瓦。凸面、純白痕。凹面、糸切りの後、ナデによる整形。

側縁部、ナデによる丁寧な整形。細かいハナレ砂付着。胎土灰色を呈し小石粒を含む (35X?X45cm)。

第3面面上・第 3面構成土出土遺物(図14)

1-6は第3面の面上で出土した遺物である。 1. 2は常滑饗胴部片。外側面に叩き文残る。lは

胎土褐色。白色粒を合む。粘性強い。2は胎土、灰褐色を呈し精良。3は土師器Jffi1種。4. 5は土師

器皿R種。6は平瓦。胎土、灰色を呈し精良。凸面、糸切痕。凹面、糸切の後、指頭によるナデが残

る。

7 -34は第3面構成土出土遺物である。

7 は白磁。 器種不明。 素地、 灰色を呈し黒色の微粒子が混入する 。 ~[hは青灰色。 貫入が入る 。 口縁

端部は平に整形。外面、口縁部下部に装飾の取れた痕跡。8は常滑翌剖阿部片。外面叩き文。9は東播

系饗胴部片。胎土淡灰褐色を呈し、白色粒 ・砂粒を含む。10白色系土師器皿R種。胎土は小石粒が混入

し粗い。内外面ナデ痕。南伊勢系か?11-14は土師器Jffi官彊。12は外側面、内面口唇部に油煤付着。15

-31は土師器皿R種。32は丸瓦。胎土、灰色を呈し精良。焼成は良好で焼き締まる。o面ナデF痕。凹面

布団痕。へラによる整形。33-34は平瓦。33は、凸面、縄問痕。凹面ハナレ砂付着。側面部、側縁を

へラ削りで2面の面取り。胎土は精良で良く焼き締まる。34は、焼成は良好だが、胎土に砂分が多く

混入し、軟質である。凸面網目痕。四国糸切痕。

3.第2面の遺構と遺物

第2商は、調査区南側で破砕泥岩による地行を確認した。北側は、上府の遺構群によって削平された

ためか、生活面としての地行を確認できなかった。発見した遺構は、南北の満3条 ・東西の溝1条 ・『

坑24基 -ピット124穴(図15)。調査区西側で、第3面同様に小町大路側溝を発見している。側溝にと

もなう杭 ・ 枠板の検 I~~Iはなかったが、満底面に枠板かと思われる板材を発見した。 その他に区画のため

C 。

内

d

b、〉久

B 

2- 一2

E 

4111 

B 
C 

図15 第2面遺構全図
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の杭、あるいは制111列になると思われる柱穴列D (南北 ・東西方向) ・柱穴列B (東西方向) ・溝12・満

16等の、調査区外に規模の大きな屋敷跡をうかがわせる迫構の発見がある。また、柱穴列Dに区画され

た北側には、上層の退桃に削平されて、正確な規模 ・形状は不明であるが、池状の大形の土坑を発見し

ている。調査区北側に屋敷内の庭園が広がっていたのかもしれない。第2面の遺構も重複が激しく、

敷地の区画を短期間に数度変更している。第2面検出レベルは約8.9m。

柱穴列D・溝10(図16)

南北 ・東西に延びるL字状の柱穴列である。東西の柱穴列は、フランを確認した段階では、満状の遺

構との認識で、遺構検出を進めたが、布掘り状にほぼ同間隔にピットを発見した。ピット埋土内と確認面

府の遺物と分けるために、遺構名を別にして遺物を提示したが、同一迫梢で、ある。

柱穴列Dの東西タIJは、布掘り状の形状をしている。芯芯で、95-130cmと土坑の間隔に多少の速いはみ

られるが、ほぼ同間隔にピットが並ぶ。ピッ トは検出遺梢面からの深さが70-108cmと違いはあるが、

規則性を持っており、浅いピット、やや深めのピットが交互に並ぶ。ピッ ト192. 220の隣にあったピ

ットからは土坑覆土内に柱痕と考えられる腐植土を観察しており、浅いピッ ト・深いピッ ト相互に柱、

あるいは杭状の木材が建っていたと考えられる。

南北列は、東西列の柱穴とは構造が異なる。柱穴の間隔は芯芯で、100-172cmとパラつく 。土坑の形

状は土坑底面に泥持の礎石が備わるもの、ピット264・265の様にピット底面に二つのピットを有するも

のがある。単純にピットの形状だけで判断すると、南北・ 東西の柱穴列を同一の性格を持った柱穴列と

見倣すことに若干の時路があるが、東西列は屋敷の区画のためのJ扉のような施設のための柱穴であり、

南北列は小町大路側満沿いに設けられた塀のための柱穴であると考えている。柱穴列Dは小[IIJ大路西側

に建つ屋敷地の南限を示している。

柱穴列D出土遺物 (図16)

1-6はピット190出土。1は白色系土師器皿口縁部片。2-6は土師器皿R種。7. 8はピット192

出七。土師器田明重。9はピット297出土。土師器皿T種。10はピット266出土。平瓦。整形が粗く、凸

面に粘土のつなぎを手でなでた痕跡が強く残る。凹面、糸切痕。火熱を受け煤付着。f.I台土淡褐色を呈し

精良。鶴岡八幡宮創建期と考えられる同宮研修道場用地7満より同系の瓦が出土している(斉木ほか

1983) 0 11はピット264出土。土師器lmy，種。
溝10出土遺物 (図16)

12-14は満10出土。12・13は上自fIi器JlliR種。14・15は土自fIi器血T種。16は平瓦。JJ台土灰褐色を呈し、

砂 ・雲母 ・石英を多く含み粘性低い。凸面、縄目痕。凹面布目痕。模骨痕。ハナレ砂付着。側面へラ

削りの面取りの後、 側縁端をなでて丸く仕上げている。

柱穴列B(図17)

調査区中央で発見した、東西に伸びる柱穴列である。柱穴列Dより新しい。柱穴の間隔は、 130-178

cmとややパラつきがあるが、平均150cmの間隔で並ぶ。土坑12・14のように検出レベルが高い遺構は、

約90cmと深いが、平均残存深度は約50cmで、ある。柱穴夢!JD・満10同様に東西の村111、あるいは塀の様な施

設が建てられていたとおもわれる。柱穴列として提示したピット群だが、上坑12・14は底面に泥岩の礎

石を伴っている。乙の位置で、区画の変更があったのかもしれない。

それぞれの柱穴の計測値は、以下の通り。

ピット236(135X101X54cm) ・ピット198(99X41X58cm) ・ピッ ト233(?X73X37cm) ・土坑17

(76X74X39cm) ・土坑15(97X87X69cm) ・土坑16(77X71X47cm) ・土坑14(91X74X86cm) 

坑12(118X70X104cm) ・ピット253(55X54X29cm) ・ピット195(73X72X99cm) 
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柱穴列B出土遺物 (図17)

1-3はピット236出土。1は瓦質火鉢。口縁端部から外側面に廻る浅い沈線上部まで黒色系漆を採

漆している。f:I台土灰褐色を皇し、白色粒 ・雲母を合む。2は土師器J]]lR種。3は鉄製品 ・釘。4はピッ

ト198出土。不明土器。灰褐色を呈し、雲母を含む粉っぽい胎土。仁l唇部外縁に沈線が廻る。外側面に

煤痕付着。4面ピッ ト319から同種・同型の不明土器が出土している。5-7は土坑17出土。5は土削l

器nnT-種。6は土師器皿R種。黒色粒子を含む。7は鉄製品。釘。8-10は土坑15出土。8は青磁酒会
軍胴部 ・口縁部片。口縁端部は露n台。JI台土は灰色を呈し、気泡が混じる。糊は青緑色を呈し、 わずかに
貰入が入る。9. 10は土師器lillR種。10は内外面 ・口唇部に煤痕付着。11は土坑16出土。平瓦。凸面、

縄目痕。灰色を呈し雲母 ・白色粒を含む。12-14は土坑12出土。12は無文青磁l皿口縁部片。胎土褐色

を呈する。利|は灰青緑色を呈する。13は白磁凹耳輩、Jj阿部片。胎上灰白色を呈し、粘性弱い。14は常

滑こね鉢I類。fl台土、白色粒を含み粘性弱い。

溝16(図18)

柱穴列Dの南で発見した長楕円形の土坑である。満!底面に、柱穴などのピットを発見することはでき

なかったが、満10同様に屋敷地の区画のための遺構と考えている。調査区壁の土j習観察によれば、満10

より新しい。上端1I1高95-118cm、下端幅35-67cm、深さ67センチ、長さ656cmを測る。

溝16出土遺物 (図18)

1は竜泉窯系青磁画花文碗。n台土灰白色を呈する。利は灰緑色、内外面に細かな角員入が入る。 2は
渥美裂頚部片。JI台土暗灰色。 3・4は常滑饗口縁部片。 3は!治土灰褐色を呈し、長石 ・石英を含む。

部に降灰あり。4はJI台土灰褐色を呈し、長石 ・石英を含む。仁l縁部、肩部に|埠灰あり。 5は常滑 ・

三筋壷。胎土灰色を呈し白色粒混入。外面下部へラ削り。6. 7は常滑裂胴部片。6は変わり格子の

叩き文。 7は菊花の叩き文。弁数不明。8は常滑こね鉢E類。n台上淡燈色を呈し、砂粒 ・小石粒 ・4二I
英を含む。外面下部へラ削り。内面下部磨耗痕残る。9-17は土師器.ITIll1彊。18-24は上師器皿R種。

24は内外面ともに油煤が残る。25は、土師器mr司亜の底部片加工品。平面 ・側面ともに磨耗。26は須恵

器 ・壷底部片。胎土灰色を呈し精級。硬く焼き締まる。27は鉄釘。

溝16周辺土坑・ ピッ ト出土遺物 (図19)

1 . 2はピット321出土。1は土師器1mη重。2は鉄製品釘。(57X47X18cm)0 3はピット326出工。

渥美饗口縁部片。f:I台土灰色を呈し、白色粒を含む。(29X25X10cm)0 4 -6は土坑20出土。4は土師

器皿T種。5は土師器血R積。6は鉄製品釘。7. 8は土坑18出土。7は渥美都JHill部片。n台土暗灰色を
正し、白色粒を含む。8は土師器皿R種。

ミ二コ-~ ミテてヰ二d

日目ー ロ ，~ 

nv 

n川
MU、

4-6 
t坑20

1・2
1'.321 

。 IO叩

7 . 8 
I:t/Ll 。6 

図19 溝18周辺土坑 ・ピット出土遺物
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ピット179(図20)

ピット磁土内に土師器皿がまとまって出土した。図示した土師器皿はR極のみ33点であるが、実測で

きなかった破片には土師器阻R種(大323点)土師器lTIlR穐(小20点)上師捺mrr碕(大7点)砕片のた
め、種別不明な土師器皿126点。瓦器火鉢1点が山上している。ピット179は柱穴列Dに切られる形で発

見している。ピット上層、周囲は破砕泥岩が堆積していた。出土した土師器1mは、埋土の観察から、同
時期に埋められたと思われるが、上師器の形状は一様ではない。長軸95cm.短ili山90cm.深さ30cI11を測

る。

ピット179出土遺物(図20)

1-33は土師器皿R種である。

土坑13(図21) 

調査区北側、小!IlJ大路側溝西で発見した大型の浅い土坑である。568X422X35cI11。堆積土は、茶褐

色弱粘質で、破砕泥岩を多く含む。堆積状況から迫桝の性格を述べることは難しいが、柱穴列Dに区画

された空間が屋敷地の庭であると考えた場合、池であった可能性もある。

土坑13出土遺物(図21・22)

1は渥美壷肩部片。胎土灰色。白色粒混入。肩部に二条の沈線が廻る。2. 3は土師器皿時Mo2は

内外面に煤痕付着。4-16は土師器皿R種。4は内外口唇部に煤痕付着。17-25は瓦。17-19は丸瓦。

17は筒部凸面、丁寧な整形。筒部凹面、布目痕。布の綴じ合わせと思われる織がよる。胎土灰色。小

粒混入。組|かな気泡が入る。18は筒部凸面布目痕をへラによってナデ消している。筒部凹面布目痕。
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入三」」附 10cm 。

布の綴じ合わせを残す。凹面端縁 ・側縁は一回の削りで面取りされ、側面の面取りの1隔が広い。胎土!比

一色を呈し精良。焼成良好、良く焼き締まる。19は筒音rs凸面、布団痕をナデ消している。筒部凹面、

布目痕。布の綴じ合わせを残す。Jj台土灰色。やや気泡が入るが精良である。凹部端縁 ・側縁はへラによ

る面取り。側面の面取りの幅はやや狭い。20-25は

平瓦。20-23は凸部縄目浪。山部縄目痕をへラか指

頭のナデで消している。ハナレ砂付・着。側面へラ削

りの面取りの後、側縁端をなでて丸く仕上げている。

胎土灰色を呈し精良。焼成は良好で焼き締まる。24

は凸部純白痕。凹部網目痕をへラによってナデ消し

ている。ハナレ砂付着。側面へラ削りによる面取り。

胎土灰色を呈し精良。焼成は良好で焼き締まる。25

は凸面、斜格子の叩きH残る。ハナレ砂付着。凹

面、ハナレ砂付着。狭端面、へラによる面取り。狭

端縁、ナデによる整形。ハナレ砂付着。胎土灰色を

ニヒし精良。焼成は良好で焼き締まる。

土坑13周辺ピット出土遺物 (図22)

26-29はピット194出土。26は白磁端反碗。口縁

端部が強く外反。JI台土、灰白色を呈し、黒色粒子を

わずかに含む(注4)027-29は土師器illtR種。30

はピット195出土。土師器JffiR組。31はピット196出

上。上師器illtR種。32' 33はピット233J出土。32

土坑13出土遺物 (2)図22
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土坑11・ピット168、同出土遺物
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。



は土r:11Ti器皿R種。33は鉄釘。

土坑11・ピッ ト168(図23)

坑11は、調査区西側で発見した竪

穴状の遺構である。覆土は貝砂を多く

含む茶褐色弱粘質土が堆積していた。

南北車111・東西軸ともに調査区外に延び

てしま っているため遺存している|隔で

南北のりIml隔は303cm、下端|隔は265CIl1o

東西の上端|隔は249cIl1、 下端|隔で、240cIl1

を測る。深さは20cmと浅い。ピット168

は、土坑11底面で発見したピットであ

る。長中Ili42cm、短iPdl40cm、深さ15cmを

測る、ほぼ円形の遺構である。

土坑11・ピット168出土遺物 (図23)

1は土坑11出土。 2はピット1681lJ:11

~。ともに土師器lillR極で、ある。

溝12(図24)

南北方向の溝である。柱穴列Dの南北

方向の柱穴に切られる。調査区外に迫械

が延びているために、遺存している長さ

で1175cm。上端|隔50-121cm、下端|幅22

-92cll1、 深さ72cmを測る。南側は上層

の遺桝に壊されてしまっていたが、上端

幅約120cmの箱型を呈する満で、ある。

溝12出土遺物 (図24)

1は青磁画花文{施。外側面運弁入。

内側面、口縁部下部に 1条の沈線。)

切彫による施文。胎土、灰色を皇 し粕

織。 2は青磁櫛掻文碗。胎土灰白色を

呈 し、精織。施刷に斑がある。

色系土師器血。n台土灰白色を呈 し、軟
質。4-11は土師器Illlτ稲。12-22はー

師器皿R種。

柱穴列c(図25)
治12底面で発見した柱穴列である。

ほぽ円形を呈するピットが南北に並ぶ。

ピット260より北側でのピットの並び

は、調査区北端で1穴発見しているが、

満12底面に規則性を持った並びを発見

するととはできなかった。満12に伴い、
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a-@ 。。~ 柵、あるいは塀を構築するための柱穴であったと思わ(O)-a 

/ぐ/よ四〉 く1'258> <1'257> 
く;f〉 れる。それぞれのピ y卜の言|測値は以下の通り。ピッ
-1 ト260(28X24X 12cm) ピット258(32 X 30 X 15cm)ピ
ット257(36X35X15cm)ピッ ト256(34X28Xl0cm) 

溝15a(図26)

o 2m 

図25 柱穴手IjC
調査区東で発見した小IUJ大路側溝である。後述する

満15bと、東側の満壁を共有しているが、西側の満壁は、北側は調査区外に仲び、南側は上層の冶梢に

削平を受け壊されている。上端|幅143-150cm、下端l幅76-90cm、深さ約33cmを測る。底面から溝枠側

板の可能性のある板材が出土している。また、下層に有機質土を含む砂磁土がj享く堆積していた。

a 

溝15a出土遺物(図26)

1は竜泉窯系青磁画花文碗。内面、片切彫の施文。利1は灰緑色を呈する。H台土灰色を呈し、 *'1級。

、、〉久
p294 

-a 

10叩

。

、一一1
t"ごごっ d 
¥二二一! 亡~

」ーにこ~2

二三三 にユ0.5 て 玉三三ヲ23
図26 溝15a、同出土遺物
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図27 溝15b、同出土遺物

内面隙痕残る 。 2 は竜泉窯系 !?磁画花文{施。 仁|縁部片。 内面、片切J~

の施文。 J !台土、灰色を呈し~，i，は紙灰色。 内外面ともに磨耗している 。

3は屯泉窯系青磁問花文皿。休部中位で府rliJする。内底的iに片切彫で、

施文。胎土は灰白色を呈し、利lは青緑色を呈する。内面に細かな傷が

つき、内底面の"uが剥離する。使用痕か。12由紀中一後、ドであろう。
4は常滑こね鉢H類。Jl台土は灰白色を呈し、長石 ・石英・小石粒を含

む。内面磨耗痕残る。5は瓦器火鉢。口縁下部に、内面から外面に穿

孔している。器去は灰黒色をitする。H台!こ淡燈色を呈し、白色粒 ・霊

母を合む。6-23は上師器皿1稿。24・25はt師器皿R砲。26は丸瓦。

胎上、淡燈色を宝し、白色粒 ・小石粒が出入。焼成は良好で、良く焼

き締まる。筒部，11，iii:iはナデによる丁寧な整形。筒部凹而には布目痕が

残る。玉縁部と間部の段差は1.2センチを淑Ijる。rU!面端緑 .1HIj ~~求は 2 lul 

の削りで面取りをし、 側面の面取りの|隔が広い。

溝15b(図27)

満15aと問機に小i町大路側部である。ほぽ箱型を呈する。土層の堆

積状況からみて、竣深、もしくは柵りl直しであろう。側溝丙側の下端

の形状が北側で一部不安定になる。また、壁板の裏込めとして埋めら

れていたものか、泊四壁は灰色の粘質土が堆射し、下端が不整形にな

るのは官削減の粋板を抜き取ったからかもしれない。上端|幅198-240

cm。下端|幅133-187cm、深さ約65cmを測る。

溝15b出土遺物(図27)

1 . 2は土師鵠皿τ種。3は上自rli器皿R種。4は土師出血tR種のほ部
を円形に加工している。用途不明。内外l師、 側面ともに磨純した痕跡

はない。

第2面ピット出土遺物(図28)

~~祥図は個別に |ヌ|示していない。 1 はピ ッ ト 177出 t 。 上師器![[lR

種。2-5はピット193出土。2は土師器llllT種。3は士師器JlliR種。

4はふいごの羽'-'05は鉄製品 ・釘。6はピット225出上。上帥器JIUR
種。7はピット227出土。土師器JJJlR種。8. 9はピット229出土。

師指田lR積。10はピット234n'll::。上師器旧lR樋。11・12はピット248

出上。土師器IlliR種。13はピット273出上。上削指illlR秘。14はピット

274出上。 土師器!日lτ稲。 15- 19はピット 323 1'1 '1土。 15 は'市計ir惣底音I~ J'i 0 

胎土灰色を呈し、黒色粒 ・砂を合む。外市下位に刷モ目痕。内底面に

降灰。16-18は上師詩皿lT積。19は土師器皿R荷。20はピット324出

1-: (¥，ji指川1'0積。

第2画面上・第2面構成土出土遺物(図29)

1 -32は第2両国上山上辺物。 1は竜泉窯系157磁71E文碗円縁部J'i。

胎仁灰色を呈し、 向色粒含む。 ~rt，は不透明な灰青色を呈 し、気泡が多

く混じる。14世紀後半。 2は，'7-1勺磁締瓶底部片。I!台土灰r-I色を呈す

る。高台削り出し。3は青磁碗!底部片。H台上灰白色を呈し、 黒色粒含
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図28 第2面ピット出土遺物

む。高台削り出し。4は高腿青磁象似老松瓶子。器壁は下部が厚い。外面に松が県土で象服される(、

該品は幹の下部)。内面に蜘Iv.在日が顕著。斡盛旭氏の示教によれば、 13世紀第3四半期。5は常泊費に

縁部。口縁部、内外に厚い降灰。胎上灰色を呈し、長石 ・黒色粒 ・気泡を合む。内面、頭部下の器砕

は火熱のためか苦しく剥離している。6は常滑こね鉢I類底部片。Jj台土灰色を呈し、雲母 ・白色粒 ・{

色粒含む。7-18は上川器皿η望。19-30は上師器血R積。21・24は内外面に煤痕付着。31は平瓦。..n

面、網目痕。凹面、縄問痕をナデ消している。ハナレ砂付着。側面、 1面のみの面取り。胎土灰色をt

し、小石粒 ・長石を含み軟土。32は九瓦玉縁部。玉縁部凸部、へラによる潤い整形。玉縁部凹而、布

目痕。側面へラによる面取り。面取りの|隔は狭い。33-53は第2面構成土出土辿物。33は竜泉窯系青

磁起弁文碗。胎ー!こ灰白色を呈する。35-46は土自rli器m官軍。47-53は七師器肌R種。
4.第 1面の遺構と遺物

軍機によって表土を掘削した後、辿梢を確認した。遺構の検出レベルは調査区の東側では、表土下20

cm、西1WJでは大きく削平を受けており表土 f50-100cmで、ある。ただし第1面全体の検出レベルは、調

査区西で発見した溝以東は、ほぽ平坦な検出レベルである。発見した逃梢は満6条・ 道路 ・土坑5基-

柱穴157穴。下J習で確認した辿榊面と同様に、第 1面も比較的短期間に生活空間の更新がおこなわれ、

遺構の重複がみられる。調査区東側の凸部分は、上層の生活面と遺構を一緒に提示している。新旧関係

については、報常を参照していただきたい。第1前検出レベルは約9.2mで、ある。

道路1・2(図30・31) 

調査区南側で発見した、比11変的大きな破砕泥岩を使用した束丙に延びる地行である。東は調査区外に

延びているため全形を確認できないが、明らかに屋敷地の境界に位置している。西は小IIIJ大路側満によ

って途絶えるが、大路を挟んだ先には、やや南にずれながらもほぼ同一割Iiの延長線上に小路がある。こ

れらのことから、本土11:が道路で、ある可能'1111::は高いと判断した ( 1京1 2 調有区設定問参!!~n 。 その場合、小

|町大路側溝を渡る手段があってよい。今凶の調査では 「椛」などの梢造物を想定できる治構の検出はで

きなかったが、「板橋Jや「桁椛」のような111各式の小規模な柿が架かっていたのかもしれない。道路ではな

いと仮定した場合、第3・2面の報告で述べたように、この地行の下層は屋敷地の区画の満 ・柵i列が発

見されており、同様に屋敷地、および屋敷地内を区画するための空閑地であったかもしれない。土層堆

積は閃3・4を参照。
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図30 第1面遺構全図

道路 1・2出土遺物(図31)

1-43は道路 1・2の面上から山上。 1. 2は常滑こね鉢I類。1は胎土灰色を呈し、長石を合む。

内側面、口縁下部近くまで磨耗。 2は胎土制色を呈し、長石 ・白色粒を含む。 3は常滑こね鉢H類。

Jj台上褐色を昆し、長石・向色粒を合む。 粘'~I:強い。 |勾側面に!埠灰柄liがかかる 。 5 は屯山窯都胴部片。 胎

土灰色を与さし、雲母 ・白色粒を含み軟土。6は瓦鵠火鉢。内1HIII市横ナデ、外側面へラ削り整形。fI台-，_

褐色を呈し、良く焼き締まる。7-11は土RfII器mn種。12-39は土師結皿R種。40は丸瓦。筒音1)凸面、
利口痕をナデ消している。筒部川面、布目痕。凹面端縁 ・iJW縁は2回の削りで面取りを行い、 側面の面

取りの|隔が狭い。JJ台土灰色を呈し、僅かに白色粒 ・気泡を含む。41-43は鉄製品・釘。44-48は道路1

磁上内山上遺物である。44・45は常滑饗口縁部片。44は胎土灰色を呈し、白色粒を含む。粘性強い。45

はJl台土灰褐色を呈し、小石粒・白色粒 ・長不iを含む。46-48は上師器JUlR種。46は口唇音15に煤痕付着。

道路2覆土出土遺物(図32)

1は青白磁合f説。JI台上灰白色を呈する。外側面M!弁文。摘み?と忠われる装飾が外側面下部に付く 。

利は淡青色を呈するが、 二次焼成により、全体に気泡がl噴出している。2は瀬戸瓶子。胎土灰白色。利

は灰緑色を呈し、火熱を受けたためか気泡を全体に合む。3-6は常滑こね鉢I類。3は胎土灰掲色。

小石粒 ・長石含む。4はJj台上灰色。長石含む。粘性強く精良。5の器形はI類だが、酸化炎焼成。胎

上灰褐色を呈し長石合む。外面下部、ヘラによる慎形。付けI'JI台部。6は胎仁灰色。砂粒・長石を合

む。内底而磨耗痕。外側面下部、へラによる整形。高台部貼り付ーけ。 7は常滑こね鉢H類。胎土赤褐

色。小石粒・長石・石英を含む。内側面、庶-粍痕。8-11は上師器皿1稲。12-19は土師器皿R荷。18

は内面に1111煤付将。20は鉄釘。

溝 2・7(図33)

道路 1・2とした、破砕泥宕の地行層上面で発見した。満2・7は、堆和上が近似しており、灰茶
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図32 道路2覆土出土遺物

褐色砂質土に員砂・褐鉄を多く含む満である。満7は、調査区壁で観察した土層堆般の機子から、破砕

泥岩の地行上層から掘り込まれており、時期が異なる。満2は、平面プランの確認しかできず、新旧関

係は不明であるが、 Lii積土が満?と近似しているところから、満7同級に上層の遺構と考えている。満

2は現況で長さ412cm、|幅17-30cm、深さ10cl11。満7は現況で長さ772cm、|幅12-30cm、深さ22cm。

溝2・7出土遺物(図33)

1は滞2出土、背白磁相瓶底部片。JI台土灰白色を呈し、精良。高台は削り出し。2は満7出土、土

師器illl1判。

土師器皿集中出土 1 (図34)

道路 1の上面で土師器皿が集中して出土した。土師器llllは、落ち込みに入っているのではなく、泥

地行j習上面に散らばっているという状態であった。鎌倉市街地遺跡では、明確な掘り込みを持たずに辿

構確認面上にまとまって散乱した状態で土師器血が出土する例が、ときにある。その目的 ・性格につい
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図34 土師器集中出土1、同遺物

C二コ36

ては、現在のところ 「廃棄」であるのか 「埋納」であるのか、 一概に決められない。本地点で発見さ

れた土師器阻集中出土1は、 土師器皿に混じって炭があったこと、正位置(内面を上にして)に置かれ

た土師器Jlllが多かったことなどから、道路地行にともなう地鎮などの儀式の際に埋め込まれた可能性も

あるが、不明である。

土師器皿集中出土 1遺物 (図34)

1・2は土師器皿T種。3-35は土師器皿R種。16・17は内外面ともに油煤付着。36は土師器皿R種

の底部転用品。円盤状に加工している。図示した遺物点数は35点であるが、 他に破片で、土師器皿lR種

(大86点 ・小26点)土師器皿T碕(大2点)渥美裂胴部片1点が山土している。

溝 9(図35)

調査区南側で発見した東西に延びる満である。上層を近世以降に削平され、遺構の形状を明確に検出

することが出来なかった。道路1.道路2の破砕泥岩による地行に伴う遺構である。遺構底面は、平坦

であり、上端からの掘り込みも深いところで、25cmと浅L市容である。

溝 9・ピット267出土遺物(図35)

1-46は満9出土遺物である。1は竜泉窯TT磁壷底部片。H台土灰色を呈し、精良。高台部 ・外底部、

露胎。2-4は竜泉窯画花文碗。2は口縁部片。外面無文。胎土暗灰色。和lは濃い緑色を呈す。内面

擦過傷残る。3は胴部片。胎土灰色。内面擦過傷残る。4はJI阿部片。外面無文。胎土は暗灰色を呈す

る。内外面ともに細かく貫入が入る。5は同安窯系青磁櫛描文碗。H台土灰色。外側面に焼成前の傷が残
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る。7は青白磁輪花型小皿底部片。底部露J]台。胎土白色を呈し精良。8. 9は常滑饗胴部片。8は菊

花?のi'lll印残る。胎土褐色。白色粒 ・雲母含む。粘性弱い。 9は破片周囲が磨耗している。いわゆる

「磨耗陶片」であろう。H台土灰色を呈し精良。10は常滑壷底部片。内壁に顕著に輪積み痕残る。外側面、

へラナデ整形。底部はへラによって糸切痕をナデ消し、底部立ち上がり部分を粗略に整形。11-14は

常滑こね鉢I類。11はH台土褐色を呈し小石粒 ・砂を含む。小片のためか、内面に磨耗は見えない。12

は胎土暗灰色を呈し精良。内面磨耗。13は胎土灰白色を呈し、小石粒 ・白色粒を含む軟質土。内面磨

耗痕残る。14は胎土灰褐色を呈し、 |さ|色粒 ・小石粒 ・砂を含む荒い土。内面磨耗。15-43は土師器皿T

種。15は白色系土f:lf!i器即。胎土白色を呈する。34は胎土暗灰色を呈し、 二次焼成のためか、硬く焼き

締められる。44-46は土師器皿R種。

47・48はピット267出土遺物である。47は竜泉窯青磁鏑i達弁文{施。胎上灰色を呈し精良。内外面に大

きく貫入はいる。

溝 6(図36)

調査区東側で発見した、小IIIJ大路の側溝である。断面逆台形を呈する。満枠の板は発見できなかっ

た。上層の満1と西側溝壁を共有している。上端258-291cm、下端IIJiii200-218cl11、 深さ約50cm。

溝6出土遺物 (図36)

1 は竜泉窯青磁碗底部片。 胎土灰色を呈し~，，~良 。 2 は青磁折Jl要鉢口縁部片。 胎土灰色を呈し精良。 3

は竜泉窯青磁皿底部片。 外底部にも粕がかかる 。 胎土灰色を呈 し精良。 4 は瀬戸折縁血口縁部片。 胎~­

灰色を呈する。 5は常消費口縁部片。JI台土暗褐色。白色粒 ・小石を含む。粘性強い。6は常滑こね鉢

I類。胎土灰色。白色粒を含む。7は常滑乙ね鉢H類。Jj台土茶褐色。雲母 ・長石を含む。 8-11は土

師器皿1種。12-31は土師器JUlR種。32は備前饗胴部片。外側面にへラ削りによる整形痕残る。内側面、

指頭による整形痕をハケでナデ消している。33・34は平瓦。33は凸面布目痕。凸面ハナレ砂付着。胎

土灰色を呈し、小石粒 ・白色粒 ・気泡を含む粗い土。34は凸面、太い網目痕をへラでナデ消している。

凹面、布目痕をへラで粗くナデ消している。細かいハナレ砂付者。胎土灰色を呈し、 雲母 ・白色粒を含

む。側面は1面の面取り。

溝 1・11・13(図37)

満 1は小町大路側溝である。断面逆台形を呈する。下層で発見した満6の東壁を切っている。上端|隔

244-204cm、下端|隔104-133cm、深さ約65cm。満11は、満として機能していてのではなく、 小町大路

側満の束に塀、あるいは柵を立てるための退梢かもしれない。椛6に切られ規模は不明であるが、(こ

の部分原稿続き入る)

溝 1・11・13出土遺物(図37)

1-4は満11出土遺物。 1は土師器JUl'r，種。 2. 3は土師器皿R種。4は平瓦。凸面、粘土板を紐で

切り離した後と、斜枯子の叩き目が残る。細かいハナレ砂付着。凹面ハナレ砂付着。1WJ面は 1面の面取

り。 5-7は潜13出土治物。5・6は土師掠illlR種。7は平瓦。凸面、斜格子の叩き痕。ハナレ砂付着。

凹面、細かいハナレ砂付着。側面は 1面の面取り。

溝 1出土遺物 (図38)

1はなおちゃん。2はなおちゃん。3は同安窯系青磁櫛描文皿。!治土灰色を呈する。4は同安窯系

柑1掻文皿。 胎土灰褐色を呈 し、粕織。 5 は竜泉窯系青磁折縁皿。 H台土灰色。 ~Iilは淡青緑を呈し、均一

に施こされている。6は青磁蓋。胎土灰白色を呈する。7は白磁口冗皿。 8はなおちゃん。 9は瀬一

四耳壷頚部片。胎土灰色を呈する。10は瀬戸碗。胎土黄褐色。外側面下部から底部にかけては施車111さ

れていない。11・12は瀬戸碗。11は胎土灰色。火熱を受けたためか、利は乳白色に白濁する。12は胎
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土灰色を呈する。13は瀬戸在111011-1縁部片。!拾土灰褐色。外側面、利!が剥落。14は瀬戸折縁1Ol1コ縁部片。

胎土灰色を皇する。15は瀬戸入れ子底部片。外底部、糸切りをへラでナデ消している。16は瀬戸JJIl底

部片。胎土111二白色。内外商ともに施糊なし。17は常滑懇口縁部片。Jl台土H音褐色。白色粒 ・雲母・ 長
を含む。18は常滑饗胴部片。JI台土褐色。白色粒を含む。粘性弱い。19は備前すり鉢。すり目の単位は 7

木。)拾土灰色を呈し白色粒を含む。20は北勢系つば鍋。外側面、つばより下に煤付着。JI台土黄白色を

する 。 21は瓦器輸花型火鉢。 外側面に輪花の押~jJ o 弁数不明。 胎土白色を呈し、長石 ・ 気泡を含む。

22-29は土師器血R種。30は平瓦。凸面、斜格子の叩き。ハナレ砂付着。凹面、ハナレ砂付着。格子状

の叩きの痕をナデ消している。JI台上灰白色を呈し、 小石粒 ・気泡を含む。軟質な土。31は自然石。片

面に細かな擦過傷。砥石として利用か?

土坑 1・3・4・7・10、ピット154・155・162(図39)

第 1面とした遺構のうち土坑1・7を含む、調査区の東側の凸部は上層の生活面から掘り込まれた遺

構を同一面上として報告した。凸部分は貝砂を多く含む硬く締まった堆積士が部く互j荷になっていた。

土坑1覆土は破砕泥岩粒を多く含む茶褐色粘質土。ピット 6を切る。(68X50X20cm)。土坑3は、浅い

落ち込みである。ピッ ト30に切られる。(165X214 X 12cm)。上坑4は円形の浅い落ち込みである。

(110X103X12cm)土坑7は長楕円形の浅い土坑である。土坑1と磁土は近似していた。調査区外に遺

構が延びてしまっていたため、長llilUは現況値。(170X55X10cm)。土坑10はピット154・157に切られる

浅い土坑である。長111111は現況値。(45X40X10cm)。ピット154は土坑10・ピット 157を切る浅い落ち込

溝 1出土遺物図38

-218-
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図39 土坑1・3・4・7・10、ピット154・155・162、同出土遺物

みである。(45X52X7 cm) ピット155の磁上は破砕泥岩粒を多く合む。柱穴である。(43X43X18cm)。

ピット162はピット 154・157に切られる浅い遺構である。長41111は現況値。(35X25X10cm)。
土坑1・3・4・7・10、ピット154・155・162出土遺物(図39)

1は上坑1出土。土器火鉢。J1台上亦褐色を呈する。2. 3は土坑3出土。2は上flfli器血n溜。3は土
師器皿R積。 4 は土坑 4 ，~，土。 土師器 IDlR種。 5-11は土坑10出土。 5 -10は土自|附SJOlR積。11は鉄製

品 ・釘。12・13はピット1541出土。上師器皿宵重。14はピット162出土。平瓦。1"1面利目浪。細かいハナ

レ砂付着。凹面細かいハナレ砂付着。胎土褐色を呈し、 雲母 ・白色粒を含む。硬く焼き締まる。15-

20はピット155，唱土。15はtF:1Ii器[[11τ稲。16-20は士自rli器lillR問。 1面ピット，1+1，.:1:泊物(医140)個別に

遺構図面は図示していない。 1はピット16出土。土師協皿R種。 2. 3はピット26出土。2は土器火

鉢。内l面器壁が剥落している。胎上灰桜色を呈する。3は上白IIi器皿lR種。4はピッ ト34lf，上。土師詩皿
R種。5・6はピッ ト35出土。土師器皿η重。7はピッ ト37出土。鉄製品 ・釘。8は常滑こね鉢I類。

胎土褐色を宝し、白色粒 ・長石合む。9はピッ ト71出土。土自rli器血lR種。10はピッ ト73出土。土師器Im

R種。11はピット81出上。上両Ii器皿R樋。12はピット89出土。上師器皿τ種。13はピッ ト92出土。東速

-219-
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図40 1面ピット出土遺物

系山皿l。胎土灰色を呈し、長石含む。14・15はピット102出土。土師器皿R種。16はピット117出工。}

師器皿T種。17・18はピッ ト119出土。17は土師器且l'D積。18は土師器lillR種。19・20はピッ ト120出土。

土師器皿l'D種。21はピット123出土。土師器皿R種。22・23はピット140出土。22は土自fIi器llJl'D種。23は

土師器皿R種。24はピット143出土。土師器皿lR種。25. 26はピット145出土。土師器皿R積。27はピッ

ト148出土。土師器皿τ種。28はピット159出土。白色系土師器。
第1面面上・第1面構成土出土遺物 (図41)

1 -14は第 1 面面上から I~I土した遺物である 。 1 は同安窯系青磁皿口縁音1)片。 内底面にfrnが厚く溜

まる。胎土灰色を呈し粕良だが、 気泡を含む。2は岡安窯系青磁画花文碗口縁部片。胎土灰色を呈し精

良。3は青白磁梅瓶胴部片。胎土白色。4は瀬戸おろし皿口縁部片。胎土褐色。5は瀬戸Jlli。胎土褐

色を呈し精良。 6. 7は常滑裂口縁部片。 6は胎土暗灰色。長石 ・小石粒を含む。 7は胎土暗灰色。

長石を合む。粘性強い。8-10は土師器皿η重。11は土師器血R種。12は丸瓦。筒部凸面、わずかに布

目痕残る。筒音1)凹面、布目痕残る。n台土灰樺色。小石粒 ・長石 ・気泡を含む粗い土。13は平瓦。凸面
布目痕残る。胎土燈色を呈し精良。硬く焼き締まる。側面へラによる面取り。14は木製品。用途不明。

棒状の先端部 ・側面が火熱を受け炭化している。15-40は第1面構成土から出土遺物した遺物である。

15-17は土師器皿司重。18-38は土師器|皿R積。39は須恵器幕。JI合-1:附灰色を!里する。苔 ヒ而に自然来111

が厚くかかる。40は仕上げ砥。Il鳥滝産。両面、使用痕跡あり。側面切り出し痕残る。

トレンチ 1.......4出土遺物 (図42)

1-11はトレンチ 1出土。 1は瀬戸 ・瓶子底部片。胎土淡灰色。火熱を受けたためか外側面、利が

剥離している。2は瀬戸 ・太鼓胴の香炉口縁部片。口縁部、水平面と外側面、口縁下部に ro.!の押
印。 十1:1'1印直径は外縁で'1.4cl11 。 外側面は~'II'印の下に沈線が 1 条廻る 。 押印 ・ 沈線ともに雑な仕上げ。 JJ台
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図41 第1面面上・第1面構成土出土遺物
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-1-}火白色を呈する。3は瀬戸 ・腕。JI白土黄灰白色を呈する。利は透明で全体に貫入が入る。4は渥美

聾口縁音1$片。n台土灰色を呈し精級。5は常滑饗口縁部片。胎土灰色。長石を含む。6は常滑こね鉢H
類底部片。Jj台土灰色。長石 ・気泡を含む。内面磨粍浪あり。 7は備前すり鉢底部片。すり日の単位は

10本。JI台土灰色。白色粒 -小石粒混入。外側面中位に沈線が3本廻る。8は土自fIi器J]]R種。9は瓦器火

鉢。JI台土灰樺色。白色粒 ・黒雲母を合む。10は丸瓦。筒音1$凸聞に純同叩き締めを行った後へラによる

整形。筒音IS凹而は布目痕残る。!治土灰色を呈し、白色粒 ・小石粒・ 気泡を含む。粗悪な胎土。11-14

は平瓦。11は凸面、へラによるナデ。凹面へラによるナデ。ハナレ砂付着。胎土褐色を呈し、白色粒

をわずかに合む。粕良。12は凸面網目痕、[lfliii糸切出残る。H台士灰色を宅し精良。焼成は良好で良く

焼き締まる。13は凸面ハナレ砂付着。格子目の叩き痕。側面へラ削りの面取りの後、 iJlU縁端をナデて

丸く仕上げる。凹面布回痕をナデ消している。ハナレ砂付着。J1台土は灰燈色を呈し、小石粒 ・雲母 ・x¥，

泡を多く含むll!X質な土。14は凸部、丁寧な整形。凹音1$、布目痕をナデ消している。胎土褐色。小石

粒 ・石英 ・長石を含み軟質。焼成は良好。15は中砥。天王ii産。16は鹿角 ・加工品。加工途上の製品で
はなく、脆角先端部を加工材として切り取った残りだと忠われる。17は木製品 .f駄・歯。18-33は
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図43 表採遺物

トレンチ2出土。18は竜泉窯青磁鋪蓮弁文碗 ・口縁部片。胎土灰白色。気泡を含む。19は常滑乙ね鉢

H類 ・口縁部片。20は北部系山茶碗底部片。付高台。位付に籾殻娘付着。内底面にも籾殻痕あり。重

ね焼きの痕跡であろう。21-25は土師器11Jl司重。21は内底面にQJ，I-::あり。二重の三角形の内に「東」と

いう文字は判読できるが、その他は不明。26-33は上師器皿R廊。34-41はトレンチ3出土。34は常滑

部口縁部片。}l白土灰褐色。白色粒 ・小石粒を含む。粘性強い。35-37は土師器Jm1稲。38-40は土師器

.ITllR種。41は土師器皿T種の底部の転用品。円盤状に加工。42はトレンチ4出土。土師器l皿官:重。

表採遺物(図43)

1は青磁瓜形水注。胎土灰白色を呈する。外側にJ巴子の痕跡あり。2は竜泉窯画花文碗口縁部片。利

は灰色を呈する。内面、 |寸縁部下に薄く沈線が廻る。3は瀬戸折縁鉢。H台土黄白色。保表は灰利をハ

ケ塗り。4は常滑饗白紙音1)片。胎土H音灰色。長石・石英を含む。5は常滑裂胴部片。6. 7は常滑乙ね

鉢E類口縁部片。6は、胎土灰色。長石 ・石英を含む。7は胎七払j色。長石 ・気泡を含む。|大j而に紺|か

p降灰。8・9は土師器Jlliτ稿。10-13は土師器皿R積。14は瓦探香炉。白紙株に2条の沈線で区画した

内側に巴文の判l印。貼り付け珠文。雷文の抑印。H台土灰色を呈する。火熱を受けたためか、器去が剥離
する。15は須jよく器杯の輩。Jl台土灰色。16-18は平瓦。16は、 In，ifLiハナレ砂付在。1''1面、布仁|娘。側面

へラ削りの而取りの後、制IJ縁端をナデて丸く仕上げる。H台土灰色。長石小石粒を含む。17は凸面ハナ

レ砂付着。へラによる整形。凹面ハナレ砂付着。側縁部へラによる整形。胎上は灰色。石英 ・気泡を含

む。焼成良好で、硬質。18は凸面細目痕残る。凹面イ百回痕。側縁へラによる整形。JI台土は赤褐色を+

し、精良。焼成は良好で硬質である。19は鉄製品 ・釧。20は木製品 ・杓子か。

[づ|用 ・参身文献は節4.r:'i:ぷにイ市1(伊丹)
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図No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底鎖cm) 器高cm)

l主15 1 第41fJII雨上 」ニ (:rlill~rmT.fiJì 9.0 1.8 

図6 l 1:坑19 ilfi草E縁腕 (13.5) 

図6 2 Jニ坑19 i以:s.古里

図6 3 tJJ'L19 1別式木製品 残{i'J是21.5 1110.8 j亨0.3

|支16 4 lニ坑19 川途不191木製品 残{(.長12.1 1112.85 !♀:0.75 

医16 5 i，1'l21 !日J1.::忽系tl"f磁J/11イ正文腕

区16 6 1，\~2 1 ILI磁Illl

区16 7 1，1'l21 上(1m総llllT組 (9.2) (6.8) 1.7 

医16 8 I，1'l21 上r~p(，ffIUl1下E (9.9) (5.3) 1.5 

区18 1 P364 上向Ij総!日IT純 (8.0) (1.05) 

医18 2 P364 土(1m総IJllR純 7，7 5.5 2.0 

1~8 3 P366 仁 r~li 出fllIlR純 12.5 9.0 3.45 

l主18 4 P366 lニ1日p;崇IIURfiU (11.05) (7.0) 3.25 

l支18 5 P366 t(lliiP.iiUUR，fiJi 11.8 8.1 3.25 

医18 6 P366 iニ r~li 総 II11 R磁 11.15 7.1 3.1 

l羽8 7 P366 上(:lli総Il11R傾 11.7 7.9 2.95 

区18 8 P366 二tfttliP.:vIslR綴 12.3 8.6 2.9 

図8 9 P366 上向liおllIlR傾 8.6 6.6 2.0 

1'619 P411 土{副i総IUlT樋 (8.6) (6.8) (1.7) 

1~9 2 P412 '1;切にね鉢日類

1'619 3 P412 上向li日*rnlT随 (13.75) (3.1) 

医19 4 P412 上向liおIlllR樋 (7.7) (5.6) 1.7 

医19 5 P436 i陪:s.至理

区19 6 P436 1;'(ifl至理

凶9 7 P436 ';i~討にね鉢日類

l主19 8 P436 t而Ij総IIllτ干垂 (13.1) 

図9 9 P436 土耐Ij日5・JIJ1T磁 (14.1) 

図9 10 P436 t印li;訴Il11Tf!fi (9.25) 

I出19 11 P436 t向lip.*肌T.fiI! (8.8) 

図9 12 P436 土印liP.:vJlJIT樋 (9.3) 

凶9 13 P436 上附総IlIIT.fill (9.05) 1.9 

図9 14 P432 ';ï~討にね鉢1類 (14.2) 

医19 15 P432 上向Ji総阻T極 (12.0) 

図9 16 P432 t削iP.iilUlT傾 (9.2) 1.45 

|主19 17 P432 t印it日告IIlIT.fifi (8.2) 

図10 1 i，1'l19 屯泉昔話系!?磁IIl1I花文1m (5.0) 

|豆110 2 i将19 ，'((1磁合 F身 (5.4) 

図10 3 h時19 常滑こね鉢l煩

図10 4 1将19 'Iltiflこね鉢a，摂 (30.0) ヂ長干子高30.0

図10 5 1，時19 上Mi総IIIlT.f!li (13.6) 3.0 

閃10 6 i，1'l19 l二郎i総IIllT磁 (13.2) 

|宝110 7 I，1'l19 上白Ij総|肌T純 (14.2) (7.0) 3.1 

図10 8 h時19 tr~li p.:V UllT樋 (14.2) 

~10 9 1，1'l19 土(UliP.:vUllT磁 (13.6) 

図10 10 im9 上(~Ii 日*mlT館 (12.0) 

図10 11 れ時19 」ニr:lli(，NUllT紐 (9.4) (6.2) 

際110 12 it'r，19 上(llli総IUITTJl (9.5) (8.0) 

|宝1]0 13 i，'r，] 9 1:(同iif:fIUlTf'Ji (9.6) (5.0) 1.6 

|支110 14 7，¥119 土(:lli1*iIIll1'届 (9.6) (5.0) 1.8 

医110 15 1，1'l19 七印li鳩山11'符i (9.9) (8.0) 1.5 

凶10 16 7，1時19 上r~li 日*IlllT何i 9，3 1.7 

医110 17 1，1時19 U:lli終日llT紐 8.4 5.0 2.2 

図10 18 i，1'l19 |刈li総IlIlT紐 (9.4) (6.0) 1.5 

1~ 1 0 19 iil'l19 上r~Ji日~ IIllHifi 9.4 2.0 

表1 出土遺物法量表 (1) 
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図No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底領cm) 器高cm)

区110 20 ri時19 上師r.rt凶T将 (9.2) (5.0) 1.7 

医110 21 r，'II19 U:ijii*llll1'樋 10.0 6.0 2.0 

図10 22 f持19 U:iji日¥fll1lT.fofi (9.2) (5.0) 1.7 

図10 23 ri可19 土師器11Il1'極 (9.2) (5.0) 2.1 

区110 24 rm9 u¥ijii*IIIlT樋 (10.0) (6.0) 2.1 

図10 25 ri時19 」二 (~Ii 終日llT.fõfi 9.6 5.4 2.3 

図10 26 h時19 上問機lUl1'組 (9.6) (5.0) 2.0 

区110 27 情19 l二 f~li :m lfll1'極 9.6 2.3 

lall0 28 h可19 上(lIII総IUl1'樋 (7.4) 3.0 

図10 29 itl'/19 七師協川LTfo] (7.8) 1.8 

図10 30 ri可19 |二 m~ ï.~ I UL1'f!lì (8.6) (7.6) 1.5 

図10 31 i，時19 silT 残{?l圭7.0 IjJO.5 1'10.5 

l剖10 32 r，可19 不明治布製品 残n長6.8 残存IIJ3.4 子主i'7-i¥!i3.5

図11 1 h可17 't~消袈

医112 P297 U:rIÎ~ 1111 R将 (7.9) (5.8) 1.8 

図12 2 P300 上師総IIIlR.f.] (12.55) (8.4) 3.2 

図12 3 P301 消不i鍋 j平1.6

図12 4 P305 上白m総Illl1'脱 (13.9) 

図12 5 P305 上(1m昔日IIIL1'将 (13.5) 

図12 6 P309 上師器IllLR種 (11.7) (8.1) 2.8 

1$<112 7 P309 I:.f:ili総IULR，f'oli (8.1) (7.1) 1ι 

図12 8 P319 t(ll!i岩持111l1'やE (9.0) 

図12 9 P319 土骨骨碗 (9.1) 

図12 10 P329 上f河器UlLR騒 (7.55) (5.8) 1.25 

図12 11 P329 I:: ßìIÎ~ [IURtõfi (12.6) (8.0) 3.1 

凶12 12 P331 tr州総lULR樋 (12.0) (7.3) 3.65 

la112 13 P339 t[j;泉昔話系=jl(縦割l花文!斑

図12 14 P339 t:n'~ 1器 11111'利 (7.8) 

図12 15 P339 湖南Ii懲

図12 16 P350 t自市昔日IJJ (9.05) 1.2 

151112 17 P350 tnmr.NllIl1'f'fl (13.95) 

図12 18 P352 t附i.:tIUL1'級 13.8 3.2 

図12 19 P368 I:r，市器IIUR積 (12.1) (8.7) 3.15 

1~ 1 2 20 P368 t師日制IlT極 (7.65) 

図12 21 P369 百n'lにね鉢I矧
Jal12 22 P377 上倒総111lR;随 (12.6) (8.1) 3.6 

I~司 1 2 23 P378 事I 残存長5.5 IIJO.6 JI品3.5

i支112 24 P379 |ニ師昔日I[IlR純 (12.3) (8.5) 2.8 

1~ 1 2 25 P382 tnm総IJllTtill 12.85 3.4 

医112 26 P399 百?ift型E

|支112 27 P399 U:lli禄[I11T.fifi (9.4) 1.6 

|主112 28 P399 上nilill:tIUlR踊 (8.8) (6.4) 1.8 

JaJ12 29 P399 上側部IIUR将 8.2 6.4 1.6 

|支112 30 P401 U:I~ r.:t Il Il R純 (12.2) (8.2) 3.0 

図12 31 P413 上nmll:日llJlT種 (13.55) 

ほ112 32 P413 土師lmllll1'磁 (8.45) (1.35) 

1~ 1 2 33 P416 事I 残(7-長6.1 rtJl.O nO.7 

l主112 34 P418 仁印li日日IIIlTfifl (14.9) (3.55) 

1>;1112 35 P420 上師ilfimLR種 (7.2) (4.7) 1.55 

閃12 36 P421 l:(:'li昔日nUR.f，Tl (8.3) (5.55) 1.8 

閃12 37 P422 ~i;~討にね鉢 1 額

12>112 38 P423 時t計・1翌E

隠112 39 P428 泡)f.!~系i!?綴占ll {E文碗 (1485) 

|苅12 40 P428 l:(:iIÎ~ IIJL1'，fõfi (13.8) (3.1) 

表 2 出土遺物法量表 (2)
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図No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底領cm) 銭高cm)

凶12 41 P428 土附f.告JillT純 (12.4) 

医112 42 P431 .?[~~紫系 l'f磁無文1尚

~11 2 43 P435 t附I，儲IUlT.fill (7.3) (1.45) 

図12 44 P438 上向lil*UIlT騒 (8.8) 1.4 

~112 45 P438 1:附i目別IJlR事E (12.0) (8.2) 3.0 

凶12 46 P440 上fUli (，~U山下E (14.2) 

凶12 47 P440 k師総lUlT磁 9.1 1.3 

|ヌ112 48 P440 イミIY]1::)'1製J"'B

医112 49 P441 ?ï~iflこね鉢 B罰

医112 50 P442 i帰来襲

l支112 51 P443 i嵐長官尊

!ヌ112 52 P443 l: r:lli (.~I IllTfill (9.05) 

13112 53 P444 i出来型

灰112 54 P444 1:削i日目凹11中ill (14.6) 

13112 55 P444 仁川総JULTfifi (14.35) 

1><112 56 P444 |ニ印Ii日日lfllTf重 (12.8) 

|支113 57 P447 庁内磁[fIl

l立113 58 P445 、F瓦 JI;i2.1 

~114 31fiil而ヒ ';i~汁t~理

図14 2 3un而上 ';Î~ 討ー}世E

住114 3 31師而 ヒ l二師総IIILTA"fi 7.5 1.7 

際114 4 3而l而|ニ 上(:llii部1U1R柑 8.7 6.0 1.9 

位114 5 3而I而七 上f~li;!'iiIUlRHi (7.1) (6.0) 1.45 

医114 6 3而雨上 、下瓦 }1j.2.6 

13114 7 31師榊成上 ( 1磁

凶14 8 3前~，\~Ij)(上 'i;tI'lt'l 

図14 9 3而榊成七 I色山系惣

|文114 10 3rlii榊I&;1:: ILI色系上向[i日iillllR紐 (11.7) 

13114 11 31飼榊成上 上向li総IIllT純 (12.7) 

医114 12 3面榊I&;1:: 土師昔~UllT舶 (8.3) 1.6 

1><114 13 3ilu榊I，X;1:: t(:市総UllT柿 (8.4) 

13[14 14 3凶榊J戎上 [:f:ili (，片IUlTfill (13.6) 

図14 15 3面構成 t 上附器1ll1R紐 (13.1) (8.6) 3.3 

l河14 16 3前構成 t I::f:ni総rmR椅 (12.2) (7.3) 3.25 

図14 17 31煽構成仁 _1::f:lli (，~[[IlR.f!1i (12.3) (8.6) 3.45 

凶14 18 3而榊J戎仁 t自市日時日IlRf~fi (12.2) (8.3) 3.4 

図14 19 3而構成 t 上師目別JlR純 (12.2) (8.4) 3.15 

似114 20 3riii榊Ij)(1:: t附日iiUllR事E (11.3) (7.6) 2.9 

図14 21 3面構成 t 上白li~ Il11 R純 (11.4) (7.8) 2.8 

|ヌ114 22 3而椛成 t と附昔flITllR組 (8.1) 5.9 1.8 

|文114 23 31釘品育成一|二 J:(:lli総IIIlR傾 (8.05) (6.8) 1.9 

凶14 24 31釘構成上 上師(.ifIUlRl'!fi (8.05) (6.05) 1.7 

|主114 25 3面榊成 i二 -I::f叩昔日IIIlR符l (7.9) (5.1) 1.7 

|立114 26 3而椛成上 1: f:m W，{ 1111 R 1'，0 (7.7) (5.8) 1.5 

1'ii114 27 3而-I¥'，1"JU: I::f:ili総IIllR純 (7.55) (5.6) 1.5 

図14 28 3而構成上 上師r.'ii皿R稲 (7.55) (5.4) 1.6 

凶14 29 3而村，11戎1: J:f~li 日ìiU Il R組 (7.3) (6.0) 1.45 

I主114 30 31市 j，'11Ji~ 1二 l:nnii!fiIIllR，Efl (6.6) (4.0) 1.5 

図14 31 3而構成仁 内折 lニ耐li総UUR組 (5目4) (4.2) 0.9 

関14 32 3而榊成仁 )L);L }Y-2.4-2.5 

凶14 33 31岡村111i:史上 主|ι.1L j平3.0-3.1

図14 34 3面構成 t ミF瓦 }Y-2.0 

阿16 l P190 (1色系上附i昔';f[IIlT純

収116 2 P190 t師日iillllRf'fi 12.75 8.8 3.5 

表 3 出土漬物法量表 (3)
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図ト旬。 No. 出土地 種目IJ 口密cm) 底箇cm) 器高cm)

図16 3 P190 土師P?iiJIlLRfiJi 12.3 8.15 3.05 

医116 4 P190 t印li日時間lRHl 11.8 7.7 3.2 

1:i¥116 5 P190 上(~同日 JUL Rf' fi (12.3) (8.3) 3.3 

1Z116 6 P190 土師li昔fiJlllRf，]j (7.85) (5.9) 1.4 

図16 7 P192 上師協肌1'fifi (8.85) (3.0) 1.4 

医116 8 P192 t自IP:fitllllTf唱 (8.6) (5.0) 1.25 

1:d116 9 P277 t. niIilz 1111 T.fill (14.7) 

区116 10 P291 平瓦 j平1.8-2.1

1Z116 11 P264 上(ll!i日告別lTHi (9.2) (3.9) 2.0 

図16 12 1，'410 土n耐'iilU1R腫 (13.05) (9.4) 3.5 

図16 13 i格10 上帥総JlIlR紐 (11.85) (8.4) 2.8 

|文116 14 1，1'l10 lこ (~!i総 IIlLR.fíli (11.55) (8.1) 3.1 

図16 15 7t1'110 土師法IlllR極 8.4 6.2 1.7 

図16 16 h時10 平瓦 !学1.9-2，3

閃17 l P236 l二日fi火鉢

陸117 2 P236 上削減llllR.fiiJi (7.5) (4.9) 1.6 

図17 3 1'236 釘 残存長13.0 庁JO.5 厚0.7

図17 4 1'198 I:fl絡

隠117 5 lこ坑17 上(¥ip日出ーJIIlTlifl (9.2) 

図17 6 上坑17 ニlニ (~Iiÿ，fi UllR積 (4.8) (3.4) 1.1 

~117 7 t坑17 童I 残イ子長8.5 巾0.5 l写0.5

1:i¥117 8 t坑15 f't!~昔話系ï'，'fI滋例会:S;{

図17 9 上坑15 土師liy，fiHllR府I (7.0) (5.2) 1.9 

阿17 10 上坑15 上向li日itllllR.f!u (8.4) (7.0) 1.9 

1:i¥117 11 上坑16 平瓦 j平1.4・1.9

医H7 12 上坑12 屯J誕百出系??磁碗

図17 13 上.I)'G12 白磁Jlq耳元:':i

~1 17 14 t万'G12 'ìj'(討にね鉢Hr~

医118 減16 flt泉$系l'T磁釧俗文I施

関18 2 flI'l16 桜美翌E

|文118 3 li時16 'ìjtift~理

図18 4 h時16 ';;'~消費

図18 5 治16 常持'tニ筋~ (9.5) 

図18 6 消16 百HIH理

i支118 7 li時16 'ij昨}惣

図18 8 治16 古川↑こね鉢日類

依118 9 治16 上(lm?iilIIlT.fiili (14.45) 

TI18 10 it'416 上(~Ii 桜町11'附 (12.65) 

図18 11 1t'l1l6 土r~li 7.filUlT利 (9.3) 1.75 

~118 12 7，1'l16 上(~Ii務 1IIl1'踊 (9.15) 

1~1 1 8 13 7"時16 上r~li ?ii llllTfiJí (9.55) (1.55) 

図18 14 1，1116 上rUli:fitilllniJi (9.5) 

医118 15 h時16 土印!ir.叩l1'磁 (8.5) 

i宝118 16 m16 lニ(l1!i官官IlJlnill (9.3) 1.6 

図18 17 t荷16 内折上r~lj 総lUlT純 (8.2) 1.0 

図18 18 t時16 土(~li様 Im I荷fi (13.3) (9.0) 3.6 

閃18 19 fI¥H6 tr:市総J[JlRflfl 12.9 9.1 3.7 

lヌ118 20 ii時16 上向li総IUlRfiR (13.7) 

関18 21 1，'時16 土師総I[J[R種 (12.8) (9.0) 3.0 

l支118 22 h時16 上向Ij 日'~ IUlR積 (9.7) (7.5) 1.65 

図18 23 it'''116 上向li:fitllllR舗 (7.85) (6.3) 1.7 

1Z118 24 1，'li16 土向Ij終日J1R;倒 (9.4) (7.1) 1.8 

図18 25 7tI'l16 土師日時1m転川品 長3.6 師3.35 厚0.8

医118 26 11'416 神前0j眼前"鉢

表 4 出土遺物法量表 (4)
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図No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底箇cm) 器高cm)

lヌ118 27 IfI116 釘 残存長5.2 幅0.5 1'7-0.4 

1'J<119 P321 U~li総 [IlT fifl (8.8) (5.6) 1.7 

|支119 2 P321 釘 長8.6 IIJO.6 j亨0.4

~119 3 P326 j佳美き型

1'J<119 4 J:.J1G20 上r:iliif.tIlUnifi (13.4) (11.4) 3.0 

1'X119 5 七J/i:20 上r~li6.t IIIlT附 (10.1) (9.0) 1.4 

|立119 6 tJ1L20 ~ r 残存長3.5 1110.8 厚0.7

1::<119 7 U!L18 i度122理

1'J<119 8 tJ'/L18 土rJli滞日IlR.fifi (8.4) (7.0) 1.9 

1'J<120 1 P179 上倒総IlIlR純 (11.5) (6.5) 3.0 

1'J<120 2 P179 trJli (，~IIll R純 (11.7) (6.6) 3.5 

|立120 3 P179 二l:(:iIiおIIIlR純 (12.2) (8.0) 3.1 

!元120 4 P179 七(:lli6.tIJllR長fi (11.4) (7.0) 2.9 

l宝120 5 P179 1:.r:ilir.:tllllR1'ifi (12.2) (7.0) 3.1 

~120 6 P179 ヒ向li6.tlfJlR利 (12.0) (7.5) 3.0 

|主120 7 P179 上向li総IUlR純 (12.4) (7.2) 2.95 

~120 8 P179 土削I探11IlR樋 (13.0) (8.2) 3.3 

~120 9 P179 土附総IlllR布i (11.6) (7.0) 3.2 

~120 10 P179 i二印li6.t IUl Rf!n (12.0) (7.6) 2.9 

図20 11 P179 jニ師6.tllllRf.iI! (11.45) (6.7) 3.3 

|主120 12 1>179 上向!i?苦I.UlR純 12.0 7.0 3.2 

|立120 13 1>179 上向li6.tlIllR雌 (12.1) (7.0) 3.4 

|主120 14 P179 土自IIi6.tll11R樋 (12.5) (7.85) 3.3 

|支120 15 P179 t(:iIi総IlIlRf，n (12.2) (7.6) 3.1 

1';(120 16 1>179 I:f:iji総IJllR純 (12.2) (7.2) 3.6 

l瓦120 17 1>179 上(:iliおllIlR.f.fl (12.1) (8.3) 3.1 

図20 18 P179 上r~1i総 IIll R純 (11.8) (7.4) 3.5 

悶20 19 1>179 上例制IUR利 (11.2) (6.9) 3.5 

1'J<120 20 1>179 上r~li 総llllR純 (13.6) (6.8) 4.1 

|ヨ120 21 P179 上f同iif.tllllR組 (7.75) (6.8) 1.55 

|立120 22 1>179 I:(:iji日lillllR純 (8.0) (5.8) 1.8 

1'J<120 23 P179 上r~!i制Jll R fofi (7.8) (5.8) 1.8 

~120 24 P179 土師総[lllR純 (7.8) (6.0) 1.8 

|文120 25 P179 上(:ili6.tIUlR舶 (8.2) (6.0) 1.5 

l主120 26 1>179 1: (:I!i 6.t Ull R級 (8.1) (6.2) 1.9 

1Z120 27 1>179 土削i目別llRHi (8.3) (6.4) 1.6 

医120 28 P179 土(~li 総 Illl R締 8.3 5.9 1.8 

|文120 29 1>179 ←1: (:lli総IlllR'f'唱 8.2 5.2 1.6 

1Z120 30 1>179 土師待問lRfili 7.9 5.5 1.75 

|文120 31 1>179 土r~li 総阻R純 (8.25) (6.0) 1.65 

1::<120 32 1>179 内折 1:(:lli if.t IIllR利 (5.9) (4.7) 1.2 

1Z120 33 P179 内折l:(:m(.~ I IIl R伺 (5.2) (3.45) 1.0 

|文121 tJ1G13 iJ.tl':長官

凶21 2 t抗13 土(:lli総UllT伺 (15.2) (9.2) 3.0 

1':<121 3 I:J'/m 土(:lli6.tllllT純 (13.2) (12.0) 3.0 

l主121 4 tJ1m 土日刑務IIllR積 (11.4) (7.8) 3.55 

l立121 5 上坑13 t例目m R緬 (12.2) (8.7) 3.0 

1'~ 1 2 1 6 I:J'/L13 上(Uli見守llllRfill (11.5) (8.6) 2.75 

l宝121 7 ttI(l3 土師tlillllR樹 (6.3) (4.0) 1.7 

12<121 8 t.li'Ll3 -1:自Ili器llIm純 (7.9) (6.0) 1.5 

12<121 9 t二tえ13 上r~!i日ii UJ1R fili (8.2) (6.2) 1.6 

収121 10 _tJ103 土rll!i総ITIlR組 (7.2) (5.8) 1.8 

['J<121 11 1:..Ii'Ll3 上向!i総IlIlR純 (8.2) (6.0) 1.3 

[::<121 12 J:J1L13 上削!日lillllR純 (8.4) (6.8) 2.0 

表 5 出土遺物法量表 (5)
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関No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底領cm) 器蔵cm)

図21 13 土坑13 土自li総llllR積 (8.3) (7.0) 1.7 

|文121 14 1::J:i'U3 土r~p(，fi IUl Rfifi (7.6) (6.1) 1.6 

図21 15 _t.Jii:13 上自li日iilUlR磁 (6.9) (6.2) 1.7 

図21 16 二七坑13 土師li昔日IUlRfJ! (7.4) (6.0) 1.6 

lヌ121 17 t坑13 九瓦 JI?2.n.5 

l文121 18 1:坑13 九五L }'，l2.4-2.6 

凶21 19 iニ坑13 よし1L }iJ2.2・2.4

|支121 20 !こJ11:13 て1<瓦 }iJ2.n .7 

~1 21 21 上坑13 平瓦 j平2.0-2.3

~1 21 22 J二坑13 平瓦 j平2.1-2.2

|支122 23 lニ坑13 ']z瓦 }ij[1.9-2.2 

l文122 24 !こ坑13 言F瓦 }iJ2.3-2.5 

1::<122 25 l::J:it13 ミ[i.瓦 }C[2.3-2.6 

|豆122 26 P194 白磁端反碗 (15.6) 

~122 27 P194 上nリi(，iillllT干'Ii (7.35) (6.0) 1.5 

凶22 28 P194 土{副i 日.~IIll R樋 (7.75) (6目4) 1.7 

図22 29 P194 上師甘iillllR初 (8.05) (5.85) 1.35 

際122 30 P195 t削i日iillllRf，n (7.3) (5.0) 1.4 

|文122 31 P196 l::(liP総IUlR府i (12.0) (8.0) 3.7 

図22 32 P233 土自iP:l1iilllR紐 (8.1) (6.4) 1.5 

際122 33 P233 書I 残存長5.9 I↑JO.7 j平0.6

l主123 1 上坑11 I::nili総IUlR毛主 (12.3) (8.4) 3.3 

区123 2 P168 上師探IUlR磁 (11.1) (7.5) 3.1 

I支124 1 i，'Il12 16;泉:%系JJ磁訓イE文!施 (14.8) 

|立124 2 1持12 !日I v.: ~駕系 1・ifl滋腕

|文124 3 i，'1112 件|色系上nlli総IlllR.f;1j

l支124 4 i，'耳12 上附部IUlT積 (14.0) 

lヌ124 5 消12 上自lii*IUlT極 (14.2) (9.4) (3.1) 

l主124 6 7，'Il12 土r~p 日mnon (13.8) 

|主124 7 t持12 土師旅IIllT種 (14.0) 

~1 24 8 1符12 U~li (，fi lnlT磁 (8.0) (7.0) (1.3) 

|文124 9 71'1l12 t附l総IUlT舗 (9.6) (6.8) (1.7) 

図24 10 I持12 土師協川lT硲 (8.6) (6.4) 1.3 

医124 11 I!'時12 1::(即日時1I11Tfill (9.4) (6.4) 1.5 

|文124 12 i混12 u日li(，ffIUlI刊fl (12.8) (7.0) 3.6 

|さ124 13 i持12 七両li総IIllR極 (13.0) (9.0) 3.5 

lal24 14 71'可12 上(~li(';fllll R積 (13.0) (9.0) 3.3 

l立124 15 7，¥'112 上r~1i総 llllR純 (12.4) (9.0) 3.0 

l盟24 16 1，'412 Jこ r~li (，filIll R紐 (12.2) (7.8) 3.5 

|買124 17 7，'Il12 上(llli日iflUlR樋 (8.0) (6.2) 1.7 

1::<124 18 ii'll12 |ニ(1m日時II11R.f;1j (9心 (7.4) 2.1 

|立124 19 71時12 Ullli総UJlR純 (8.4) (6.2) 1.7 

図24 20 j持12 上師探IUlR租 (8.0) (5.6) 1.8 

|立124 21 7，¥1]2 lニ(llli総1II1R車s 7.4 5.0 1.9 

|文124 22 h時12 上f~1i (，~ [Ul Rt，n (4.4) (4.2) 0.7 

I支126 1 7，'時15a TiÍ;lì~ ;$系)';' [1.峰 IiJI I花文腕 (15.0) 

1::<126 2 れ可15a 屯]，j(:%系l'i'fi.滋iIJIlイ6文腕

l立126 3 i.'r.15a 子在来7駕系l'i'fi滋Jl1JIE文IJll

l事126 4 治15a 'jÎ~討にね鉢 IHll

I支126 5 i，'1115a 瓦日*火鉢

~1 26 6 t的15a 上W!i術IfIl1'租 14.2 3.0 

[::<126 7 I!'時15a 上師様lIllT舶 14.2 2.8 

f-<126 8 m15a 上向li1ilillllT純 (14.7) 2.8 

[::<126 9 i.'時15a t白li(，ffUIlTHi (13.9) 

表 6 出土遺物法量表 (6)
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図No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底箇cm) 器取cm)

図26 10 消15a 土師~j[[l1'有i (14.05) 

医]26 11 If"H5a 上r:ili器JIllTfill (14.55) 

図26 12 il'll15a 上師日出血T紐 (14.7) 

図26 13 71415a 土師ili111111'純 (14.4) 

~126 14 71'1115a I:nlli総Ull1'都 (14.9) 

i立126 15 rl'H5a 上向li総Illl1'極 (13.1) 

図26 16 liI'Il5a 土rllli#i出l1'締 (9.8) 

閃26 17 前15a ーlニ間î~ IUl1'純 (7.8) 

|ヌ126 18 消15a 」こ附i7器IUl1'紐 (9.2) 

区126 19 消15a :1:帥昔日lJll1'.fill (9.6) 

図26 20 11'II15a 上問l器ffil1'椅 (8.85) 

図26 21 it'r.15a 上nlli総IUlTfill (9.65) 

図26 22 構15a 上例制IU1'傾 (8.4) 

区126 23 7i汚15a ゴ: (~fî 昔日1lI11'.fill 8.6 7.8 1.1 

|買126 24 I1415a 二i二(:Ifi総Il11Rfill (9.85) (7.0) 1.95 

図26 25 rt'lil5a l:nlfi(.iillllR積 (6.3) (5.2) 1.6 

医126 26 I1時15a 丸瓦 !平2.6-2.9

図27 1 ii'll15b 上(Ufi(.iilJll1'樋 (14.2) (8.4) 2.45 

|主127 2 il'll15b 土nm総JlllTfill (14.75) 

図27 3 11'II15b 土nili器lIUR樋: 8.25 5.0 1.95 

1J?127 4 出荷15b 土師甘~1lI1R純転用円強 i毛7.5 1117.8 !日[1.3

l安128 l P177 土師鴻11llRfill (7.4) 5.4 1.65 

18128 2 P193 土Aili岩間11'樋 (16.2) 

1Z128 3 P193 t(:1[i総IlllRf.fi (9.15) (7.2) 1.9 

医128 4 P193 脳同ヰ口 1圭(8.6) 干し1百2.4)

凶28 5 P193 量I 民7.7) 1110.7 J亨0.6

医128 6 P225 土問!日告阻Rl'iJj (11.5) (7.8) (3.1) 

il{128 7 P227 上附ir.:tll 12.4 7.6 3.6 

医128 8 P229 土師if5肌R傾 (8.0) (5.3) 1.7 

図28 9 P229 土日Ifi総IIIlR釘l (7.2) (5.0) 1.5 

lき128 10 P234 上nfli総llIlRf.fi 7.4 5.4 1.55 

図28 11 P248 J:. (:10 (.1f Ull R純 (7.8) (5.2) 1.5 

図28 12 P248 土(:市総lJJlR紐 (7.3) (6.3) (1.85) 

図28 13 P273 土nÎlî r.~IIll R組 (8.3) (6.8) (1.5) 

図28 14 P274 上(:市総11111'.随 (11.4) 

図28 15 P323 ~ji~消費

関28 16 P323 上(:10昔日UU1'額 (8.9) 

医128 17 P323 lニ(:I!i裕uunfi (9.1) (5.2) 1.7 

図28 18 P323 土{刊号iflJll1'磁 (8.1) 

図28 19 P323 土(uliMUllR廠 (8.9) (7.1) 1.55 

l韮128 20 P324 七(Uli総11111'純 (13.4) 

図29 l 2而l而上 l'i1J弘吉区系tT磁11提文腕

図29 2 2前向上 í';-I=II制1~)紙

[5(129 3 2而而上 竜泉;%系TT磁碗 4.0 

図29 4 2面l伺上 1\~ Jì'ßì'i'磁)悦子

区129 5 2而I師上 1'~討n控

図29 6 2而而上 常滑J2こねI類

!宝129 7 2前 I.UI上 上自市街JlliT極 (14.15) 

図29 8 2前凶上 土(:lliMIlll1'極 (14.5) 

図29 9 2ifiil釘上 土(:llî (，~mlT桁 (14.1) 

医129 10 2r師l師上 上(:ìIî日~ llU1'，fiill 9.0 4.2 2.0 

医129 11 2UUI而上 二I:(:i!ill苦llllTfili 9.0 4.8 1.8 

Izl29 12 2而而上 上附r.:tUlLT純 (9.15) (6.6) 1.4 

図29 13 2而l而lニ こ|二削ir.:tIUlTfill (9.05) (5.6) 1.45 

表 7 出土遺物法量表 (7)
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図版 トね 出土地 種別 口領cm) 底箇cm) 銭高cm)

医129 14 21而而上 上倒i絞J1JlTfill 8.4 4.5 1.5 

1~1 29 15 21師l師上 Uuli日iilUlT純 (8.2) 

I支129 16 21(UI飼七 上削減JUlT純 7.15 1.9 1.75 

凶29 17 2而而上 上側総llIlT純 (7.1) (5.6) 0.75 

図29 18 2而1m上 |刈折 UUli器日11T純 (7.6) (5.0) 0.75 

凶29 19 2iiii而t J:(Un(，ifUllR純 (12.7) (7.75) 2.9 

|主129 20 21師耐七 上自In (，~皿 R.p] (12.35) (7.9) 3.1 

図29 21 21釘ulI1:: t師務IUlR純 12.2 8.2 3.25 

~129 22 2r(iilmヒ 上(uli総UJlRfO (11.8) (7.6) 3.55 

図29 23 2ffiil!ij 1:: 上師法fUllR傾 11.8 8.0 3.0 

医129 24 2而而仁 上向li官官ImR干m 11.5 8.0 3.4 

凶29 25 2i(LI而上 七印Ij:~'.f肌R伺 (8.8) (7.0) 1，3 

1Z129 26 21師IfijJ: 上倒日iiJlIlR紐 (7.7) (5.9) 1.2 

際129 27 2而面i1二 I::f町l背骨IntR積 (7.3) (5.9) 1.2 

図29 28 2而凶1上 上r~ l i(，日1ll1R相 (8.0) (6.3) 1.4 

l主129 29 2而凶上 上r~li(，if皿R純 7.8 5.4 2.0 

図29 30 2而前七 上師(，~皿R有l (6.8) (4.35) 2.3 

図29 31 2n而而 t 平瓦 Jl?2.2-2.5 

医129 32 2而凶 |二 メL瓦 1'l-1S1.8 

図29 33 2面構成上 竜泉:禦系IT磁llli弁文碗

図29 34 2r而榊r.lt1: 'iit消費

閃29 35 2而椛J.It上 ILI色*'J:(uli *iV U II n.O (11.8) 

図29 36 21伺品~V成土 上f:iJト出UllT栂 (15.05) 

図29 37 2而榊成土 I:f:市総UIlT利 (14.7) (7.0) 2.85 

凶29 38 2而村~J.It 1: 上f~n様 IUlT相 (14.2) 

医129 39 2面iît.\~J.It上 t師i器llIlT磁 (13.3) 

図29 40 2而榊成 t 1:('副i1*rrUT純 (12.7) 

|支129 41 21而村，VJ戊上 Jニ r:~i ThYlmT糊 (12.85) 

医129 42 21m榊J，x.上 tfUli*:V U11T組 (12.6) 

医129 43 2而榊成上 上向ili1*旧lT利 (9.3) (5.0) 1.6 

l::<129 44 21伺構成仁 上倒日iiUllT組 (8.5) (6.0) 1.35 

医129 45 21師構成上 上師(，ifllllT純 (9.25) (4.3) 1.4 

図29 46 21飼榊成土 iこ f~li1* U11 T.fill (8.4) (4.6) 1.55 

図29 47 21而桝Ji比七 t印ilir.NUllR積 12.2 8.6 3.2 

図29 48 2而榊JiI/;上 よfuli1*IUlR桶 (12.1) (7.19) 3.2 

~29 49 21瓜榊成 t i二削機IlllR.fo_li (9.4) (6.75) 1.6 

凶29 50 2而榊成上 |こ (~li総肌R磁 (8.05) (5.9) 2.0 

1~1 29 51 2而桝成上 |ニf同i総IntRl'iJi 7.95 6.8 1.55 

図29 52 2而榊成上 上f~n器 IUl R純 (7.85) (6.0) 1.9 

図29 53 2而榊JjX_t 上削器m R.p]! (7.0) (4.9) 1.65 

区131 1 道路上2而仁 百~iftこね鉢I笈I

図31 2 道路1・2而上 古川にね鉢Hl1

図31 3 道路1・21m上 'ìî~討にね鉢 日 航

1'X131 4 道路1・2而上 魚住こね鉢

図31 5 道路上21侃上 ((1山至理

図31 6 道路1・21而t 瓦fny火鉢

図31 7 道路1・21而lょ 1: (U1i (，ifUUTfi]! (12.5) 

lヌ131 8 道路1・21(ii上 1:印!i?NlfIlTHI (12.1) 

関31 9 道路1・2的1上 上師総肌?事fi (7.5) (3.0) 1.3 

図31 10 道路1・21m上 上向!i6N皿Tl!li (7.8) (6.0) 1.3 

I宮131 11 道路1・21[u上 内折上向li(..~ 肌Tfill (6目0) (6.4) 1.1 

医131 12 道路1・2而上 七両li日告II11Rl'ill (11.7) (7.6) 2.9 

図31 13 道路1.21侃上 七例iffifllllR干国i (12.7) (8.8) 3.6 

閃31 14 道路1・21師上 i".(~l i (，詩 I Ill R.f!O (11.3) (7.1) 3.5 

表8 出土遺物法量表 (8)
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園地 No. 出土地 種別 口密cm) 底値cm) 器商cm)

|文131 15 道路1.21侃七 土師総UJlR附 (12.0) (7.9) 3.3 

lヌ131 16 道協l'2，f'I1二 1-.(:'li(.~}llIl R手目 (12.5) (8.6) 3.1 

1::<131 17 i江路上21侃|二 lニf:1n:l日IlllR.fi[! (12.8) (8.9) 2.5 

lヌ131 18 道路1・21前七 上倒総IUlR純 (12.1) (7.3) 3.0 

1:XJ31 19 道路]'21(i日1: L:f:刑務IIURf，n (12.3) (8.0) 3.2 

1::<131 20 近路1・21fii上 k印li総H山H'[! 7.75 6.3 1.45 

1~1 3 1 21 道路1'21flI1こ k師昔日日IlR毛H (8.5) (7.3) 1.7 

|元131 22 道路1・2miL: 上側おIlIlR純 7.8 6.4 1.8 

1::<131 23 道路1'21(U上 t印jiillVllUR純 7.7 5.8 1.4 

l文131 24 道路1・21而k 上附l日出IlllR紛 (7.8) (6.3) 1.3 

1::<131 25 道路1'21而|二 上(:'Iijおー11U!神R 7.9 6.2 1.5 

1'.:<131 26 道路1'2If，ir. 上向li総!日lR利 (7.6) (6.55) 1.4 

1::<131 27 道路1'21(1i1: 」ニ(:'Ii日出・IIUR純 (7.0) 5.8 1.9 

|ヌ131 28 道路1.2而上 上師総IIIlRfifi (7.1) (6.1) 1.85 

1::<131 29 道路1・21(U1.二 上f1i!i総IIURfiH 7.8 5.1 1.7 

1';(131 30 道路1・21uiIニ 上向li日;{lIllR利 (7.5) (5.3) 1.3 

1~1 3 1 31 道路1'21而|二 上師日iillllR樋 (6.8) 5.8 1.1 

1'.:<131 32 道路1・2而|二 t附背骨IIllR利 (6.5) (4.5) 1.7 

1'.:<131 33 道路1'21(ij1二 t附日S阻RHi 6.5 4.0 2.4 

l当131 34 沼路1'21伺上 」こ師総IIIlR利 8.5 6.1 1.85 

1'.:<131 35 m!ffll'2Ifii 1二 上向li日告IIlLR利 8.0 6.0 1.5 

l文131 36 m 品1'21(，il: 仁川日iillllR.fill (8.4) (6.3) 2.0 

|文131 37 道路1'21fij1ニ 上自'Ii日告IlIlRfilj (8.4) (6.2) 2.2 

|支131 38 道路1.2而 1: i:fliti総IUlRfifi (8.2) (6.2) 1.7 

|文131 39 m~il 1 '2If，í 1: |勾折上師協H (5.6) (4.5) 1.2 

1z131 40 道路1・21而l二 よL瓦 j亨1.8-2.0

1::<131 41 道路1・21而1-. 主I 伎作長5.3 rJ10.5 j平0.6

1'.:<131 42 道路1・21而t 長I 銭(f.長6.3 1110.5 JiJ.0.5 

1z131 43 道路1・2lf，i1-. ~T 伐(7.長6.3 1110.5 Jtl.0.7 

|文131 44 道路l縦上 古川t~埋

1'.:<131 45 道路lf<<t 1;~ìft ~理

1::<131 46 milHgl i二(:1nr.iinURfill 11.9 8.0 3.3 

1::<131 47 道路l泌上 土~Iili 総!日lR純 (7.8) (6.3) 1.4 

|文131 48 道路l桜仁 土印Ji日lYIIIlR陥 (6.8) (5.3) 1.5 

|立132 1 道路2t'羽仁 山|コ総合子必

凶32 2 道路2磁上 瀬).瓶f (4.3) 

1'.:<132 3 道路2¥Y1二 常討にね鉢u訂
1'.:<132 4 i立路2m1: 治討にね鉢HI1
l::<132 5 道路2V，Q上 'i;ni1こね鉢I煩

lヌ132 6 道路2fg1ニ 前日にね鉢T矧

|文132 7 道路2路lL: 'i;tiftこね鉢日矧 (29.7) 

1::<132 8 道路2泌 1-. L:f:iJi日~lIIlnill (14.2) 

|支132 9 道路2Vg1こ 」こf:i1i日出IIIlTやE (9.5) (5.0) 1.6 

l主132 10 道路2槻 1:. 上倒i総IIllT川 (8.6) (5.6) 1.8 

|文132 11 道路2泌七 L:Oiji総IIJlTH (7目4) (3.0) 2.1 

txl32 12 道路2確lt 上向li総IIllR純 12.25 8.6 3.2 

1::<132 13 巡r62槻仁 上 rûli :t:~IIU R伺 (11.5) (8.4) 2.8 

1::<132 14 道路2級 1'. I:(:iji以illI1R純 11.5 7.0 2.65 

|支132 15 道路U~ t 上削i総IIIlR樋 (11.45) (7.6) 3.1 

|究132 16 道路u<<t 上f:ili総!日lRfi1i 11.85 7.6 3.2 

|ヌ132 17 道路2綴1-， 上f:'li日.;;llIlRfili 12.3 8.1 3.2 

凶32 18 道路2路i上 t師総IIIlRぬ (9.4) (7.5) 1.9 

|立132 19 道路2fgt 上向1i(，~ II Il R附 7.5 5.3 1.9 

1::<132 20 巡目的yg1: ~f 残(?長6.2 0.7 0.8 

表 9 出土遺物法量表 (9)
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図No. No. 出土地 種別 口症患cm) 底値cm) 銭高証cm)

|文133 1 i的2 1';.白磁締JIIi

1';(133 2 ii'時7 1:附iffiUllT純 (8.2) (6.6) 1.7 

1:;<134 1 t師総~rl'lJ'， U 上附日lfUllTH (8.3) (5.0) 1.5 

1~1 34 2 |ニ (:î~*:詩集 'I't~， 1:1 上自lijl普llllT傾 (9.0) (4.6) 1.9 

|文134 3 上r:m総!t'I'1HU l:f:iji6*sJlR踊 (11.35) (7.05) 2.7 

|文134 4 上r:!Ii日詩集中11'，1:1 仁川!日lfUllR純 11.8 8.85 3.05 

|文134 5 七削指m'l'山 U k印li器IUlRf'日 12.0 8.8 3.15 

図34 6 上師日詩集中/l~上 l t師器皿R紐 12.15 8.55 3.0 

~1 34 7 土f~li 法f !l~ rl'IJ~ 1:1 t師総皿R純 11.6 8.3 2.9 

|文134 8 上向~総集中mu 上白lij制IlR級 (12.5) (9.0) 3.2 

|支134 9 上附iii:tmrt'I.l¥U t師務IUlR純 (11.7) (8.15) 3.1 

l文134 10 |二f:lli総割引I'II'.U t.f:ili総11IlR.fifi (11.8) (8.3) 2.4 

l文134 11 上向li 日~!lS'I'II'， 1ニ1 !こ向li総UllR純 11.65 8.5 2.75 

~134 12 t附総集中山 lニ1 I: r~li 罰百UIlRfiJj 12.1 7.8 2.75 

|文134 13 七r:lli:f.V!t'jI.'IUこl よr:i~総 IIJl R~li 11.25 7.7 3.0 

|ヌ134 14 上倒i(，ii!品lj'IJ'，U 上白I~背骨 Ull R~fi 12.15 9.0 3.0 

lヌ134 15 上例日詩集中11'，上l 上印lii*llIlR栂 (11.75) (8.3) 3.05 

1:;<134 16 上向lii詩集中11'.1:1 u:品目NlmR~fi 11.9 8.9 3.35 

|川134 17 t向li総!tIJ'm1:1 上f~~ (，iý IUl R紐 11.8 7.7 2.7 

~1 34 18 上向li(，詩集中山上1 t師ffillllR純 (11.7) (8.5) 2.95 

|宝134 19 上師日詩集中山上1 仁附~lmRfifl (11.5) (8.05) 2.75 

txl34 20 I:f:市:lii!lS'I'11'.U 1: 向~総IJllRf唱 12.6 8.85 3.25 

|χ134 21 |治Inr.N!lS';'IIUニ1 上filli (，~Jlll Rf， n 7.7 6.4 1.6 

l虫134 22 上附総集中11'.1:1 !-.nlli鳩山RH 7.5 6.05 1.5 

l'x134 23 上f:ili日詩集中山1:1 t印li(，NUllR純 6.9 5.4 1.4 

1:;<134 24 上自li(，iy !l~ iJ11lI U 上師 ii~nllR傾 7.55 5.9 1.2 

区134 25 土r:mi1詩集中山上l 上師器UIlRfifi 7.25 6.05 1.85 

lχ134 26 |泊Ili日N!t'I'IL'.1:1 上 f~li 日lf Jlll R樋 7.5 6.2 1.4 

1:;<134 27 I:f:lliおーmIJ'，'I'，1こ1 1:f:lli(，iyllllR樋 7.4 5.8 1.3 

~1 34 28 上r~~(，iyJ島'1'出上l 上r~li~ lJll R紐 7.45 5.5 1.25 

似134 29 t師日N!.IS'I'II'.U u州総IUlR-l'ifi (7.65) (5.1) 1.45 

1><134 30 上白li日告集iJIIHU tf~li (，告 IJJl R組 (8.0) (6.3) 1.7 

1:;<134 31 上自~(，詩集中山上1 l:f11li総illlR純 7.9 6.3 1.7 

1';(134 32 上f:1~ 日*W， iJIIl'， 1:1 tf:lli総IUlR純 7.9 6.5 1.8 

1:;<134 33 1:f:'li~ :!t IJ' I.1'. U 1:f:!Ii昔日JJUR純 (7.3) (5.9) 1.4 

txl34 34 上向li 探究~ 'NL'. Iニ 1 上 (~Ii総llll l碕fi 7.7 6.3 1.7 

l雪134 35 !:f'Jli ?'N m 'I'Ll¥ tl 上向liil岩山lRfill 7.55 6.1 1.75 

|元134 36 上向ijip，詩mIJ'I.l¥U 1:削日lflUlR傾転fIIPI総 長2.3 IIJ2.2 1'1-0.7 

|文135 1 il'119 f在京言語系，'i磁~~ 1o:~fî1.:f::( 6.6) 

txl35 2 t.'119 11t見4;駕系117磁訓イ正文碗

1:;<135 3 t.'li9 rl!:品47議系ltf磁J)l1イ正文例

|主135 4 7，'可9 hWム・3民系;!?磁ilJII16文I秘

|文135 5 71'119 11i12($系，'j'f瑳Jl11花文腕

|文135 6 71'119 -ri1~~ ;気系??滋雄弁文I班 (14.0) 

1:;<135 7 7，'119 ，'r'II磁小UJl

!支135 8 'it'll9 常消費

l'x135 9 i，'I19 If件E陶Jtか

1::<135 10 UI'J9 'io7ft咲 (8.0) 

際135 11 7149 常滑こね鉢I窓1

|主135 12 71'119 百ti1にね鉢I惣1

|立135 13 i，時9 'i;tiftこね鉢rm

l支135 14 7，'119 'f;~討にね鉢I 芳i

l元135 15 7"時9 h色系凶:iliffiUllT純 (11.8) 

l宝135 16 7，'119 上町li総IUlT純 (14.4) 

表10 出土遺物法量表 (10)
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図No. No. 出土地 種別 口鎖cm) 底値cm) 器高cm)

1;i{135 17 it'1i9 上師総IsLT長n (13.8) (7.0) 2.7 

|主135 18 1M l二附総[[JlT事TI (14.0) (7.8) 2.6 

|文135 19 1，'119 土印Ii日日IIIlT組 (14.0) 

1~1 35 20 1/49 上削l鳩山lT純 (13.2) 

l主135 21 1M 上削!日告Ull1、組 (13.6) (5.6) 2.8 

|主135 22 m9 上印Ii総IlllT利 (15.0) (9.8) 3.1 

|刈35 23 消9 t印li祷11llT純 (13.6) (7.4) 2.9 

!日135 24 1，1柏 土師(，iiIUlT栂 (13.6) (8.6) 2.7 

|立135 25 n時9 上f~Ií(，~II11T傾 (14.2) (5.8) 3.3 

1;i{135 26 7，'119 上向li(，iiIUlT磁 (14.0) 

1';(135 27 11時9 上倒(，iiIIllTPTi (13.6) (7.0) 2.5 

1';(135 28 m9 上倒日目Il11T純 (13.6) 

1;i{135 29 li'l19 上向lir.:日IIUT級 (14.2) 

|主135 30 I!'I19 土r~li (，ii llllT純 (13.0) 

|主135 31 I!'I19 上rUli日fillllT.f!] (14.6) (6.0) 3.5 

|χ135 32 m9 上r~li総 IIllT純 (15.6) (7.0) 3.1 

1~1 35 33 m9 上r:，Ií (.~ IIllT純 (9.0) (5.6) 1.45 

1:X135 34 7，'119 tnili日lillllT刈 (8.0) (3.4) 1.9 

1~ 1 35 35 iIIl9 上r~li 総 IßLT純 (8.8) (6.4) 1.2 

[';(135 36 it'l19 土師総llllT樋 (10.0) (7.0) 1.7 

図35 37 illl9 上師法rUllT樋 (10.4) (6.2) 2.2 

1';(135 38 li可9 上向liìl~ IUlT純 (9.7) (5.8) 1.6 

~135 39 1，'119 上向li総IUlT樋 (9.0) (7.0) 1.6 

|官135 40 7，'119 上(l市出3・IUlT純 (9.0) (6.6) 1.55 

|文135 41 i，'I19 J: (lili i*f IIIl Tt!fl (9.0) (5.8) 1.4 

1';(135 42 i慌9 上白li(，iiIIJlTf，fl (9.0) (6.0) 1.5 

|支135 43 7，'119 内折上向li;祭IlllT積 5.0 3.0 1.3 

|支135 44 1，1'19 上附(，iilfllRf!fi (10.8) (9.2) 2.5 

1t<135 45 7，'1;9 上師総IUlR.foli (8.2) (6.6) 1.6 

1';(135 46 7，'119 上師(，iiIUlR樋 (7.6) (5.8) 1.8 

1';(135 47 P267 "l11泉~系-，'，.磁Jill弁文腕 (14.2) 

1:X135 48 P267 1ニfUlir，N IUl Rt，n (12.8) (7.9) 2.55 

1:6136 1 m6 TI1)Î.!~民系 -t"í-fI必腕 I:~台f宅(6.0)

l主136 2 il可6 屯品42銀系，'(fi滋fJr緑鉢

lL<136 3 i，'II6 fZJH7駕系!?磁小山l (6.2) 

|文136 4 1，¥16 市IF'折総凹l

閃36 5 it'I16 1i~消費

1';(136 6 m6 常討にね鉢I窓i

凶36 7 1，'lj6 百~ìfiこね鉢 IB訳

凶36 8 li時6 土(:lli器IIUTf'fi (13.6) 

1')(136 9 i慌6 t白Ili(，iillllT附 (9.2) (6.0) 1.7 

l文136 10 1.'46 上rUli旅.lUlT，f，Jj (9.2) (5.0) 1.9 

1;i{136 11 m6 上(:Ilii削11T糊 (7.6) (5.0) 1.2 

|χ136 12 it'1I6 t向liffil・IUlR.foll (13.0) 

|立136 13 7，'116 上白li日liJIURfill (13.0) (9.6) 3.4 

|文136 14 7，'116 上削減則lRfill (13.2) (8.6) 3.3 

|主136 15 1，¥16 !こ師総IIllRf'fl (12.4) (9.6) 3.1 

lヌ136 16 m6 1:(~li 出}UlLRfi!i (12.4) (8.0) 3.5 

i主136 17 7，'116 土師総U1lR傾 (11.0) (7.0) 3.1 

1';(136 18 7，'116 上師協IlllR.fiJi (8.0) (5.8) 1.5 

|宮136 19 i，'I16 上r~li 総 Illl R舶 (7.2) (5.0) 1.4 

|主136 20 it'I16 tr同iil:-iUJ1R舶 (7.6) (5.8) 1.4 

1')(136 21 1，'116 上r:lli(，NJIllR純 (7.4) (5.4) 1.3 

|χ136 22 1.'116 1:(:III:i1fIllLR刈 (8.2) (6.0) 1.5 

表11 出土遺物法量表 (11) 
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園地 No. 出土地 種別 口笛cm) 底鎖cm) 銭高cm)

医136 23 1，'時6 土師昔mR~] (7.2) (4.8) 1.3 

医136 24 1持6 t耐li~苦 JIll R~] (7.8) (5.6) 2.1 

|宝136 25 ìr'~ 6 上n'li昔~JIJl R.fill (8.8) (7.2) 1.9 

1~1 36 26 ??時6 よ師総sllR樋 (8.4) (6.0) 1.7 

医136 27 1，'1i6 よ附lir.制JlR組 (7.8) (6.6) 1.7 

|宝136 28 渦6 U~li旅田lR締 (7.4) (7.2) 1.4 

|苫136 29 7r'~6 |二(Jiji総IlllR極 (8.8) (5.8) 2.4 

図36 30 治6 土師(.~UllR積 (7.2) (4.6) 1.9 

1~1 36 31 li'll6 上削総sUR磁 (7.0) (4.6) 2.1 

医136 32 7"時6 vl，iifIl務

医136 33 f的6 平瓦 J写2.4-2.5

医136 34 i，'時6 言IL瓦 Jil-1.8-2.0 

医136 35 7，'Il6 荒砥 ~主イf~7.8 残作1116.。 J亨4.6

医137 1 議11 土師務[llT種 (8.85) (5.0) 1.3 

凶37 2 ìI~ll 上削i(，N IUlR樋 (7.2) (5.0) 1.55 

図37 3 im1 上両li総JlI1R騒 (6.85) (5.3) 1.6 

図37 4 t持11 平瓦 l平2.1

医137 5 減13 七師骨骨肌Rli.Jj (13.2) (7.9) 3.65 

図37 6 ii'll13 k向liiillUllR，fiJl (7.7) (6.1) 1.7 

区137 7 ii'時13 平瓦 j享2.2

図38 l ir'll1 f在~$系)'(<<滋碗 i高台1ま(6.2)

Ji(138 2 ir'I11 m泉$系-，'f磁碗 高台f圭(4.5)

医138 3 1，'Il1 同3良: ~系ì'í' fI滋血 (5.0) 

位138 4 治1 m~誕祭系 lT磁碗

図38 5 i141 f(U1!窯系.，'i.磁折縁JIl1

凶38 6 7，'Il1 l'itJ誕;$系，'i'fI滋必

図38 7 i，I'l1 千l磁ロJCJIIl

l支138 8 i，"~ l lι!磁f11J:f

凶38 9 鴻1 瀬戸、12

区138 10 治1 瀬戸腕 (14.8) (5.2) 5.0 

Ji(138 11 潜l 瀬戸碗

l主138 12 i，'時1 瀬戸腕

図38 13 i，'時1 瀬戸卸凹

凶38 14 7，'~1 瀬戸折紙[11

Ji(138 15 7r'~ 1 瀬戸Jm (3.8) 

|基138 16 淋1 瀬戸Ull (6.0) 

医138 17 治1 常消費

|ヌ138 18 lil'll 百?討T訟E

医138 19 7，1'11 耐目前すり鉢

医138 20 1，'Il1 ~t~~系鍔釜 (20.0) 

1~38 21 治1 瓦昔昔火鉢

1:i{138 22 1m 上自刑務IIIlR樋 (12.4) (7.6) 3.3 

図38 23 1，I'l1 上f州器sllRfli (11.4) (7.0) 2.8 

l主138 24 j将1 上nijii*II1lR般 (9.4) (6.4) 2.6 

凶38 25 7，1'11 ヒ師総lUlR.foJi (10.2) (6.4) 2.5 

|主138 26 IrI'l1 土nili器[llR極 7.8 5.8 1.9 

医138 27 治1 iニ r~lj器 [[l R極 (8.4) 

Iヌ138 28 1，'111 I:(¥'li日常IIILRNi (7.2) (5.0) 1.8 

1<!138 29 n'll1 上師~mlR樋 (6.6) (4.6) 1.7 

図38 30 1i時1 平瓦 j平2.1

l苅38 31 1拘1 すり行 j止8.5 1118.4 Ji!-1.6・2.。
!ヨ139 1 土坑l 七~火鉢

図39 2 土J1L3 上{刊号制lTfill (14.2) 

1><139 3 土坑3 tnili総UllR桶 (7.4) (5.8) 1.6 

表12 出土遺物法量表 (12)

F
h
u
 

q
J
 

円
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図No. No. 出土地 種別 口笛cm) 底値cm) 器高cm)

医139 4 上坑4 上附l骨片山R紐 (7.6) (6.4) 1.8 

1Z139 5 I:tIG10 t自li総Il11R純 (13.0) (8.6) 3.3 

凶39 6 上坑10 上r:m日:-fIlllR純 (12.0) 8.0 3.1 

|主139 7 上坑10 上例l 日~IllIR純 (7.8) (6.2) 1.7 

1Z139 8 l:J1uO 七両li日;.}I叫R組 (6.8) (5.8) 1.4 

l主139 9 1:坑10 1:印li:f.YIIllR利 (7.2) (5.6) 1.3 

l主139 10 J:))'uO ヒ自li日日IIlIR純 (8.0) (7.6) 1.4 

I支139 11 土坑10 釘 F長干子長5.1 r!Jl.O j平1.0

|主139 12 P154 凶ili総IJIlT栂 (14.35) 

|主139 13 P154 t印li総IUlTfifl (8.4) (3.4) 2.2 

阿39 14 P162 平瓦 厚2.2

|文139 15 P155 上m~ r.:{ lmT般 (8.2) 

|主139 16 P155 !こ ßI~ r.:~IIIl Rfm (12.15) (8.3) 3.3 

I支139 17 P155 l二師総IIllR純 11.8 7.9 3.4 

l主139 18 P155 |ょ印liお|皿R極 11.15 7.1 3.35 

1:;<139 19 P155 |治111 日'~ I [[l R磁 (7.6) (6.4) 1.5 

iZI39 20 P155 上向li鳩山IR樋 (7.5) (5.2) 1.6 

|主140 1 P16 I:r:mr.制llR干ifl (12.4) (8.4) 2.7 

1;;(140 2 P26 t :1~火鉢

1宮140 3 P26 I:f:lli総UllRH (12.45) (7.2) 3.1 

1Z140 4 P34 上自市部IIlIR舗 (7.25) (4.95) 1.7 

1:;<140 5 P35 上削!日:11IllTH! (12.6) (5.4) 2.55 

|宝140 6 P35 t自市日;.}IlIIT純 (8.85) (7.5) 1.2 

|主140 7 P37 釘 残イfl圭5.5 巾0.7 J平0.4

1:;<140 8 P38 'ìi~iflこね鉢Uri

|主140 9 P71 1: (:lli器UURfo[! (12.3) (8.2) 2.95 

|宝140 10 P73 七師務llUR樋 12.1 8.6 2.55 

|支140 11 P81 ヒr:m日時間IR組 (8.1) 4.9 1.6 

|主140 12 P89 上r:ifi総II11T符i (12.6) 

図40 13 P92 :WiA系山Ull

1::<140 14 PI02 I:r:lli総UllR純 (7.6) (4.7) 1.7 

|主140 15 P102 I:r:ifiぉHlIlR.f証i (7.75) (5.7) 1.55 

IZl40 16 P1l7 上r~li :f.Y IUlT樋 (8.15) 

l湖40 17 P1l9 1: (1ifi l*i InlTfofl (9.3) (5.4) 1.4 

閃40 18 P1l9 |二(lifi総I[IIR同 (8.75) (7.75) 1.55 

|文140 19 P120 上silil*iilllγ組 (13.5) 

iヌ140 20 P120 lニ自m日mTfin (12.25) 

l立140 21 P123 1:(:市総IllIRf，]j (11.0) (6.3) 2.9 

|主140 22 P140 上自Ili日ト}IUlT純 (9.55) (7.2) 1.3 

|安140 23 P140 l:r:ifir.iillllRfil! (13.6) (9.9) 3.15 

|立140 24 P143 lニr:ifi総IIIlRHi (7.25) (5.0) 1.5 

1Z140 25 P145 t師I6，日IIllRやE (12.05) 

図40 26 P145 t師協IIIIR純 (13.05) (8.4) 3.1 

1><140 27 P148 1:(1市日;.}UllT.fll! (14.7) 

|主140 28 P159 白色系上f~li(.~ llllR級 4.0 

凶41 l 1fi研師上 liïJ t..'~*rP磁阻

F-Z141 2 1前l而t 同1失策系17磁l班

Iヌ141 3 1凶II侃七 1';'I1(滋.ffij瓶

|文141 4 11鋪Coi上 j新JiWlIllIl 

l支141 5 1耐I市上 瀬戸IUl (10.6) (5.8) 2.5 

|文141 6 11m I師J: 百~Ì'I ;I型E

|文141 7 1而1m上 ';;~討?翌E

医141 8 1面凶i1: t師日時1I1lTfifl (14.0) (11.6) 2.7 

|立141 9 1而1m1: 上向li日iUllT.f，n (14.0) (7.2) 3.0 

表13 出土遺物法量表 (13)
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図No. No. 出土地 種別 口領cm) 底値cm) 銭高旺cm)

|文141 10 11而I而t t印lii捺阻T，f.Jl (10.2) (7.4) 1.6 

|立141 11 li(lir(lI 1二 1-.('同ii*illllR純 (7.8) (5.4) 1.9 

1';(141 12 limi苅上 、Ji-1l )l/.2.0・2.3

|文141 13 lflii 1m 1: 粁平瓦 J-'l-1.8-2.1 

|立141 14 lliiilUJ 1こ .fI~~}(木製品 残存長19.4 "Jl.2 JllO .9 

|文141 15 llfJImnl(: 1: I:f¥ili総JlllTfoJi (13.2) (7.0) 2.75 

!支141 16 llf1i-hl'1/1X 1ニ 1: (Hli 総1U1T樋 (13.05) 

1';(141 17 11伺椛成上 仁師総IUlTfoJi (6.7) (3.7) 1.2 

|文141 18 l1fu1附 |二(llli?，引1l1R将 (12.5) (9.0) 3.2 

1';(141 19 i而l椛11X上 t耐li器JlllR樋 (11.55) (7.6) 3.35 

|宝141 20 11前七時成~仁 I:(l市首~1l11 R刷 (12.4) (9.0) 3.0 

1';(141 21 lluj椛11X1二 t(1lli出血lRfill (12.3) (8.9) 2.7 

1a141 22 llflI榊11X1: 上向li~JlllR組 (10.8) (6.5) 2.6 

|註141 23 11伺榊J求t t師日告肌Rf11 (10.4) 3.9 3.5 

1';(141 24 11刷悼I&:1ニ 七印li器十nUR干ofi (8.85) (6.3) 1.7 

1::<141 25 11耐持1災1: I-.r，ifi総IUlR傾 (8.4) (6.5) 1.8 

1';(141 26 11侃構成上 1:(:耐昔日JlllR栂 8.1 6.1 2.05 

|文141 27 lii雨林11&:1: U:市総JH1R附 (8.1) (6.5) 1.6 

|立141 28 lluj-hl'1/J)( 1ニ |泊市総JIJlR組 (7.3) (5.2) 1.5 

|立141 29 11而椛1炎上 1:(~li器llll R組 7.75 5.6 1.7 

|文141 30 11m構成上 I:f'刈淡町Rf] (8.4) (6.9) 1.5 

|文141 31 llf1i椛I&:1: |ニ (~n 総Ull Rf'fi (7.6) (6.55) し7

|文141 32 11耐昨"，1(:上 l:r:ilí (，~l111R舶 (7.7) (6.2) 1.4 

|主141 33 1面榊I&:t 1-. (1m総1II1Rfli (7.4) (6.0) 1.55 

1';(141 34 II(ij榊IJX.上 U~li i*i IUl R純 (6.85) (5.65) 1.6 

1';(141 35 lifii -h1'11&: Jこ |こ印li6，yllllR倣 (6.3) (4.4) 1.7 

[';<141 36 1而椛IJX.-I二 1:1':市日~lmR純 (7.45) (4.9) 1.7 

|主141 37 llmml&: 1ニ tf:Ili総nURBj (6.35) (4.4) 1.3 

|文141 38 IlUifi'!/V<: t |人ItJi'1二(llli;f，11U1R，f;[j (4.2) (3.0) 0.95 

|主141 39 11而榊成七 須J息苦告主主 (11.8) 

1';(141 40 1111j-h1'11求上 I!(.li竜jl'(ffJ:上限 残イ千 !~7.5 1113.5 nO.8 

1';(142 1 Trl 骨折p瓶f

凶42 2 Trl 瀬戸太披JII司香炉

1';(142 3 Trl 瀬ri腕
1';(142 4 Tr 1 i総.R'l車

凶42 5 Trl 1i~計n草

1';(142 6 Trl 'ìi~消こね鉢 n ，罰

1';(142 7 Trl 百~ Ì'1'tすり鉢

1a142 8 Trl 1:(llnp.1illllT樋 (12.2) (7.3) 3.55 

|文142 9 Trl J五日日火鉢

|立142 10 1'1'1 よL瓦 Jll2.3 

lヌ142 11 Trl 、F瓦 )r，l1.6 

1支142 12 1'1'1 平瓦 厚1.9

l';(142 13 Trl 、F瓦 Jll-1.9 

l文142 14 Tr 1 'Ji-)，[ )Y:2.0 

lヌ142 15 Trl 天 ，'，:f g~中 fdS 残j辺11.2) "'(6.0) !亨6.6

1';(142 16 1'rl 11s111JAI工lhl
1'](142 17 Tr j ド駄 主主，:'&5.5 IIU3.5) n3.3 

|支142 18 Tr2 TEJ』47議系JT磁遜弁文碗

|支142 19 Tr2 'ii~ n'1こね鉢 11 '羽

|立142 20 1'r2 北部系山茶碗 (4.8) 

1';(142 21 Tr2 上向n総山lT.foIl 9.1 1.7 

|宝142 22 Tr2 1:附器IUlT純 (9.3) 

1';(142 23 Tr2 1: (Uli総[I1T相 (8.2) 1.85 

表14 出土漬物法量表 (14)
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図No. No 出土地 種別 ロ鎖cm) 底値cm) 器高cm)

|ヌ142 24 Tr2 tr~li 紛 IllLT組 (8.3) 1.4 

!ヌ142 25 Tr2 1:(¥iIi日時川lT川 (8.2) 1.85 

|文142 26 Tr2 t例法lIllRf盛 (13.15) (8.3) 3.3 

図42 27 Tr2 tr:iIi桜1IllR級 (12.05) (6.3) 3.5 

l元142 28 Tr2 t(:市(.firrllR栂 (11.6) 7.2 3.15 

l王142 29 Tr2 1: (¥lli総IIllR純 (11.6) (9.1) 3.5 

|苅42 30 Tr2 t師器HllLR純 (8.25) (6.1) 1.6 

|主142 31 1'，・2 U:ili出打IIlR.till (8.05) (7.1) 1.55 

閃42 32 1'r2 t.(~li お llll Rfili (7.6) (4.5) 2.2 

l文142 33 Tr2 UUlir.lmlR館 (7.5) (5.2) 1.5 

I支142 34 Tr3 'ii{汁}主唱

|首142 35 Tr3 1:(¥刷機IUlTfill (8.8) 1.85 

凶42 36 Tr3 上白liP.dmlT同 (7.65) 1.95 

|支142 37 1'1'3 l:(lIli渋川lT級 (13.7) 

lヌ142 38 Tr3 |二 (~Ii 日世間l Rfoli (10.9) (6.8) 2.7 

1:;1142 39 Tr3 J:(~1i (.i十[UlR干'OJi (7.7) (5.7) 1.75 

隠142 40 Tr3 l:(:ili総IslR純 (7.4) (5.6) 1.9 

1:;1142 41 Tr3 l:ni!i総IlllTl'oJi転m円飽 1'7-4.3-4.5 

l文142 42 Tr4 上川;恭IlllTfifi (13.7) 

医143 1 表採 T立見4窯系 ， ';'f!滋 J.n Jr~水rt (12.5) 

|文143 2 ョ長採 mJ，í~1.{系 _， 1;.磁碗

1*3 3 -&採 瀬Pt斤u鉢
12M3 4 -&採 'ìi~ìft型f

図43 5 表~ 'ìi~iiH理

図43 6 点探 'ìi~討にね鉢 日 実質

凶43 7 ぷ採 'ìi~ìftこね鉢 H頬

|買143 8 ぷ』軍 [:(¥Iji務ffilT騒 (8.4) (1.15) 

1:;1143 9 ぷ~ I:Mi総lUl1噛 (8.4) (1.3) 

|文143 10 -&探 trllli (.1f ml R.fl直 (11.8) (7.2) (3.2) 

l苅43 11 lk採 上(1ili総IlllR廊 (7.9) (5.2) (1.9) 

~143 12 ぷ探 U:1ji総nUR純 (7.9) (6，0) (1.5) 

1*3 13 }l採 1:(日Ii日日皿R純 (7.3) (5.5) (1.6) 

図43 14 lA!軍 瓦日1ft空自1

l王143 15 表探 ~J~必日*必

|文143 16 ぷ採 平.EL

1:;1143 17 lk採 平瓦

|立143 18 -&採 、|ι.fL
|文143 19 -&4宋 欽鍋 |λJ1'f{19.8) 残，¥瓦4.5) 間0.3)

図43 20 ぷ採 杓Jι状木製A111 五~ 1 1. 9) rI(5.1) 明0.7)

表15 出土遺物法量表 (15)
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1面

土師器皿R種 2542 69.40% 

土師器mrn種 739 20.17% 

白色系土師器JlU 4 0.11% 

土器 4 0.11% 

瓦器 18 0.49% 

北部系山茶碗 l 0.03% 

南部系山茶碗 0.00% 

東速系山皿 1 0.03% 

常滑 226 6.17% 

渥美 8 0.22% 

瀬戸 21 0.57% 

他山 l 0.03% 

魚住 l 0.03% 

備前 2 0.05% 

瓦 10 0.27% 

土製品 1 0.03% 

青磁同安窯系 4 0.11% 

青磁竜泉窯系 17 0.46% ，'rli盈 9 0.25% 

高間青磁 0.00% 

百白磁 7 0.19% 

白磁 6 0.16% 

褐荊h 0.00% 

鉄製品 30 0.82% 

木製品 1 0.03% 

石製品 3 0.08% 

'r刊行製品 0.00% 

動物泊存体 2 0.05% 

古代以前土日* 5 0.14% 

総計 3663 100.00% 

調査区全体

‘ー

ー‘・
4面

3面

2面

1面

0% 20% 

2面 3面 4回

1823 60.95% 429 38.34% 10 8.62% 

901 30.12% 516 46.11% 85 73.28% 

1 0.03% 3 0.27% 0.00% 

2 0.07% 2 0.18% 1 0.86% 

4 0.13% 1 0.09% 0.00% 

0.00% 1 0.09% 0.00% 

0.00% 1 0.09% 0.00% 

0.00% 0.00% 0.00% 

141 4.71% 83 7.42% 2 1.72% 

9 0.30% 11 0.98% 1 0.86% 

3 0.10% 7 0.63% 0.00% 

0.00% 1 0.09% 0.00% 

0.00% 0.00% 0.00% 

0.00% 1 0.09% 0.00% 

17 0.57% 4 0.36% 0.00% 

3 0.10% 2 0.18% 0.00% 

1 0.03% 0.00% 1 0.86% 

11 0.37% 4 0.36% 0.00% 

2 0.07% 5 0.45% 0.00% 

1 0.03% 0.00% 0.00% 

2 0.07% 2 0.18% 0.00% 

9 0.30% 3 0.27% 2 1.72% 

1 0.03% 2 0.18% 0.00% 

28 0.94% 6 0.54% 0.00% 

3 0.10% 0.00% 2 1.72% 

23 0.77% 25 2.23% 0.00% 

0.00% 0.00% 0.00% 

1 0.03% 2 0.18% 0.00% 

5 0.17% 8 0.71% 12 10.34% 

2991 100.00% 1119 100.00% 116 100.00% 

1 圃

. . '，.1圃J

| 圃・

I • 

1 圃

40% 60% 80% 100% 

調査区全体

5258 60.65% 

2437 28.11% 

8 0.09% 

11 0.13% 

27 0.31% 

4 0.05% 

1 0.01% 

l 0.01% 

519 5.99% 

31 0.36% 

39 0.45% 

2 0.02% 

1 0.01% 

3 0.03% 

39 0.45% 

7 0.08% 

6 0.07% 

35 0.40% 

22 0.25% 

1 0.01% 

17 0.20% 

22 0.25% 

3 0.03% I 

65 0.75% 

9 0.10% 

61 0.70% 

1 0.01% 

5 0.06% 

34 0.39% 

8669 100.00% 

土器

. 瓦昔日

口 国産陶磁器

. TI自11成陶磁器

.木製品

口金属製品

. 石製品

園 骨角製品

口その他

※実淵1)迫物 ・カウ ント用迎物はその大小を間わず一点と計算する。

表16 出土遺物計量表
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第4章 まとめと考察

第1節まとめ

。、調査地点の西側に接して南北に延び、る小町大路は、北は鶴岡八幡宮前を東西に走る棋大路に突き亙似

たる辺りが境と推定され。南は本党寺門前夷堂柿まで (r新編鎌倉志j、田代1998)、あるいは 「大町四

ツffJJ、あるいは材木座海岸近くの九品寺辺り(日朝111959)かとされており、正確な南限は不明である

(この点の詳細は本報第 1章参照)。鎌倉市街地の中心を、鶴岡八幡宮を基点に南北に走る若宮大路と小

11町大路に挟まれた空間は、「北条義時亭J. I宇津常辻子御所J. I若宮大防御所」といった、政治の中枢

を担っていた屋敷地が広がる。本調査地点は小110'大路の東側に位置し、近接した北側には、現在「宝戒

#」となる位置に「北条義時小110'亭」があったとされる。また、調査地点と宝戒寺j或のほぼ巾心を東西に

走る道の束奥には、「東Jl券寺Jが位位している。『再表鋭』辿久二年 (1191)3月4日条にみえる、小11fT

大路辺Jから幕府(大倉)や鶴岡八幡宮まで焼けた火事の記事には、義時のほか、 相模守大内惟義 ・村
斗:1]官 (M国)ら幕府幹部の館はもとより、比企右衛門尉(能貝)・向勝内(朝宗)・佐佐木三郎 ・法橋

究 ・新田四郎 ・工藤小次郎 ・佐貝四郎ら有力御家人の館が、小町大路の東側に並んで、いたことがうか

がえる。本調査地点の屋敷地当主を比定する史料は残っていないが、 北条得宗邸にも卑近で、政治的に

枢要な人物が居住していた一角であったことは確かであろう。

1.遺構について

木調査では、第1而から第4面までの4面に分けて生活面を調査した。それぞれの生活面は泊桝の重

複があり、短期間に生活面上に造り替えがおこなわれたことが窺える。調査区西側では、第3面から第

1而まで小町大路の側溝を確認している。これまでの訓査成果から、 小IlIr大路の東西には側溝が伴うこ
とが確認され(注 1)、 小111]大路の東西l隔も瞥定ではあるが16mと推定されている(馬訓:12002)。木調

地点で発見した側渦は、 他の地点で確認した側満と同様に逆角形の掘り方を持つが、満の木枠はいず

れの面でも逃存しておらず、確認できなかった。最終l師の第4而で、は、第3而で発見した側溝下層です

り鉢状の落ち込みを発見しているが、この落ち込みについては、土用断而の観察から向然流路の痕跡で

はないかと与えている。

発見した側溝は、新旧併せて 6条である。満の木枠材等が残っていないために、土F??の堆積状況から

しか判断できないが、それぞれの生活面で確認した側7jl，'~は、波深などによって何度かの掘り直しが行わ

れたために、同一面上で溝の重複がみられるのではないかと思われる。これまでの調査で発見された小

町大路沿いの西側恨IJ満は逆台形の掘り方を持ち、木村Bと木枠を立てるための根太木等が良好な状態で迫

存している。対して、東側側溝は木枠等が遺存せずに惜の掘り方のみが確認されている。満の掘り方は

束丙側消共に逆台形を官しており構造的には同様と思われるのだが、小|町町大路をJ侠突んで

-臼住者の!階惜尼層;、あるいは場の使われ方の述いがあり、満の1祥造 ・材の治存に遣いができたのだろうか。

荷宮大路にともなう悦IJ満は、東西ともに逆台形の掘り方を持ち箱型の木枠を持つ。東西の潜|幅などの

規般にも束丙淋で差がないことが調査成果の当らわかっている。小IHJ大路は、道1111;¥は7庁宮大路のほぼ半分

となり、規模としては小さくなるが、大路南方に米IIIJ，材木座といった繁華な110'屋地域を持ち、通り沿

い西は、「宇津常辻子御所」以来、御所が続く 一帯となる。北に抜けると横大路から六浦道へとつなが

り、朝比奈の切り通しを抜け六浦沖へと結ぼれる。小11汀大路は、粁宮大路に比べて規模は縮小される

が、幕府の政治 ・経済を支える機能を持った道であったと思われ、生f宵大路側溝と同様に、当時は小町

大路側部も東西双方に木枠をともなう構造を持っていたと忠われる。
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調査区の南側では、第 11頂から第3面まで、小町大路側溝にl直交するように溝、相111列の柱穴等、屋敷地

の区画を意図した遺構を発見した。第3面では、東丙に伸びる満2条と重複するピットを確認してい

る。満19はピットの重按が激しく、ともなう柱穴列を確認/1'，来なかったが、満19の北に並行する満20

は、満にともなう柱穴列を確認した。柵、あるいは塀の構造は不明で、ある。

第2而では、南北 ・東西にL字状に並ぶ柱穴列Dを{確認した。東問の柱穴列は布掘りの柿造を持ち、

堅牢な塀であったと思われる。小11IJ大路側溝に沿った南北の柱穴列は東西とは異なる柱穴立ての、やや

脆弱な構造をしている。側溝に而した塀が簡易的であったとは考えられないが、通りに面する部分が防

御的な構えを持たず、隣地との境を強固にしているように感じられる。絵巻などの資料を見ると、武家

の館は、館周囲を満(堀)で固い板塀をめぐらしている。鎌倉市御成小学校校庭の発掘調査で、も、敷地

を土星(築地塀) ・塀で凶み、敷地内にも満や塀を設け、母屋とは別に倉庫、厩、庭等があったこと

が分かっている(河野ほか1990)。柱穴列Dは、 屋敷地区画の南限を示していると思われ、調査区内柱

パヲiJDの区画の北側には、庭園のような空間が広がる。その空間地には、 浅い、大型の土坑13がある。

坑13は苑池の可能性もある。

柱穴列Dの北側で、土坑13を切って東西方向に伸びる柱穴列Bを発見している。これは、柱穴列Dを

廃棄した跡に使用された柵列(塀)である。布掘り構造を捨て、やや簡易的な造りとなる。

第3面で確認した満19・20上府で、満16を発見している。L字の区画の柱穴列Dの東西方向の柱穴列

(村lIt・ 塀)に伴う、長崎円の土坑列と考えている。第3面、第2面ともに、 屋敷地l有限となる溝、柱穴

列の北側は遺構が疎らとなり、建物.lJtを検出することもなく、 空閑地が広がる。第1而では、区画の迫
構として、 羽田列(塀)ではなく、道路状の破砕泥岩を使っ た地行を発見した。 破M~訪日持の南側に、庁

い満(満9)が並行するが、 村lII!1IJ(塀)をともなわない。本文でも触れたが、この破砕地行が道路で

あったと仮定した場合、小IIIJ大路側溝を渡るための印刷を推定させる逃桝を確認することは出来なか

った。「板橋jのような簡易的な楠を使用していたのかもしれない。破砕地行は、西側を近位以降に撹

乱され、 地行が希薄となるが、小町大路側溝際まで続いていたと考えられる。側溝東側で確認した、溝

口 ・13は、側溝に沿って立てられた柵 (塀)であった可能性もあり、道路とHIlI(塀)によって区画は

第1面の時代まで継承されたようである。第 1面では調査区の北側部分が ・第3・2面と一変し、ピ

ットが多く 重復するが、建物j止の柱穴と考えられるピットの並びを確認することはできなかった。
注

1.小町大路側渦を検出した地点は以下の通り

*側側iJVi:小IIIT二丁目402番5t山}，，:¥o'y本2001)・小IIIT三fl1426需3地点(原1996)
西側側溝.雪ノ下一丁目400番地点(馬iJ:a2002)・雪ノ下一丁U432番2地点(鈎)111989)・小町二 「目374番1地点

(原1998)・小川二丁円389番1地点(原ほか1996)・小IU[-r日325寄イ外地点(佐雌ほか1994)

2.出土遺物について

本調査で出土した治物は、テンパコ数にして26箱である。土川器皿l・舶載磁器(1同胞青磁 ・青磁 ・白

磁 ・青白磁 ・褐利1) ・国産陶磁指(瀬戸 ・常滑 ・屯LLI・渥美 ・東括 ・備前) ・瓦器 ・瓦 ・石製品(砥

石 ・滑石鍋転用品) ・鉄製品(釘 ・鉄鍋) ・土鍋 ・土製品 ・ふいごの羽口 ・木製品 ・漆持 ・鉱浮 ・銭 ・

貝 ・骨({~状骨 ・ 人骨 ・ )]11 1:途 |τの献骨) 。 中世以前の沼物としては須忠能 ( J不 ・ 読) ・上自Ili器(郎 ・

裂) ・弥生土器(台付き塑)である。採集した遺物のほとんどは土師器皿であるが、表 1に現れるよ

うに、第4面では、土師探皿l1精が主体となる。第3面になると、やや土自iIi器illlR積とτ羽の破片数が措
抗する。第2面では、2対1の割合で土師器血R種が主体となり、第 1面では3対 1の割合で土師器血

R種が主体と図44 迎桝変選図なるといった傾向がみえる。調持而秘に比して辺物出tlllは少なp。調
査した部分が屋敷地の庭であったか、あるいは主要な場を外れていたせいかもしれない。
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小IHJ大路側溝の西側は中世後期に基盤層まで削平されたらしく、出土遺物の大半が15世紀以降に属す

るものであった。鎌倉市域にしばしば認められるこの状況は、鎌倉府施絶後の鎌倉にやはり大きな変化

があったことを示すものにほかなるまい。

3.変遷と年代

[引用・ 参考文献は本主主末に一括]

( 1・2伊丹)

本調査では、 4枚の生活面を確認した。遺跡の開始時期は中世最下層の第4面であり、第 1面にい

たって中'世が終わったあと、調査区西端の小町大路面に中世後期~近世層を残すほかは、大部分で近 ・

現代層となる。以下では 1面から 4面までの中世面、および第二章で簡単に触れた中世後期~近世面

に、それぞれ時系列に沿って第1期以下第5期までの名称を付し、変遷を追うとともに、年代を与える

ことを試みたい。

第 1期

最下層の第4面で発見した遺構からは調査地点の性格は掴めなかった。小町大路側溝に相当する位置

には、溝というほどには整備されていない、小川のような流路がある。治承四年の源頼朝による街路改

修以前のものとすべきであろう。また、流路と同時期の遺構は乏しく、人跡は薄い。調査地点自体は鎌

倉初期から有力武士が居住していたと推定される場所である。したがってこの状況は、該期がそれ以
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前、すなわち平安時代後期から末期に主体を持っていることを示している。全体に治構が乏しい中で、

流路に平行して、 |隔1m強で、逆台形をした満がある。整った形状をもち、頼朝の整備以後のものである

口|能性が高いが、層位的には最も古く、鎌倉時代でもせいぜいごく初期と考えほかはない。すなわち該

期は大きくみて12世紀のうちに収まるだろう。

第 2期

第3面に入ると、 小111]大路側溝は整備され、調査区の南j或には東西に走る満が現れる。このあたりに

は、さらにpくつかの柱穴が群集する。東西満の延長上、小|町大路を越えた先には、 小町地区を分かつ

小路がある(，大学辻子Jもしくは 「呪師勾当辻子Jであろ う)。この街割りは明らかに鎌倉時代以後
のものである。調査区内に北側の境界らしき遺構は見当たらず、かえってあらたに細い構が北に延びよ

うとしている。また、東側の一角に貝粉混じりの砂層が敷かれているのは、調査区外の以東に建物が存

在していることを暗示している。これらのことが示すのは、調査区が広い敷地の南西寄りの一部であっ

て、 中心j或は北東にあるというととである。調査区北半部で辿梢が疎らなのは、庭のような空閑地であ

るからだろう。当然調査地点は武家屋敷の一角とみてよい。年代は、出土迫物からみてこれも鎌倉時代

初期から前期に属する。おそらく 12世紀末から13世紀前半の早い時期とみたい。

第 3期

第2面は4期の変遷の中でもっとも濃密に生活痕のうかがえる時期である。小町大路側溝に臨んで柱

を密に揃えた塀があり、屋敷商辺もやはり柱並びにより同様の塀が構築されている。この南側塀の柱

は、根方を相互に固定したいわゆる布掘り構造をもっ堅牢なものである。前代に空閑地であった調査区

北半の平坦部には、不整形の落ち込みが設けられている。位置と形状からいっておそらく苑地であろ

う。この状況も前代同様、ここが広い屋敷地の南西のー|判に過ぎないことを示している。地割り自体は

前代から継承され、空間利用のあり方も踏襲されている 。 出土~物年代に 3 面とさほどの隔絶があるわ

けではなく 、布掘り柱穴列が他の鎌倉の検出例ではおおむね鎌倉時代前期までに多い乙とからみても、

この一群を鎌倉時代前期からそう降らせるわけにもいかない。とすれば、大きく鎌倉H寺代前期から中期

にかけてのもの、すなわち13-1立紀前半(半ば以前)ごろに相当しよう。

第4期

第 1 面は、 小~IT大路沿いと雨辺に前代まで存在した堅牢な塀が消滅し、柱穴には建造物を想定できる

ような連繋性も認められない。広範に上部を削られているので詳細は把握しがたいが、全体としてやや

散混・になった印象は免れなp。しかし、大路沿いの北半には、粗略ながらも礎石建ちの塀が残り、南側

には破砕泥岩を敷いた道がなお存在する。この時期もやはり、調査地点は大きな区画の南西角に当ると

みてよかろう。南の境界標識(道)の位置はほぼ変わらないが、区画内の状況は前代の居住者と隔絶が

あったことを推測させる。ただ、その性格については資料不足といわねばならない。年代的には鎌倉時

代後期一末期、 13世紀後半から14世紀前半のかなり長い時期にわたるのではないか。

第 5期

わずかに小|町大路面にのみ残る層である。粘性の強い砂質土層で、畑地か水田耕土のように見える。

15惜紀以後鎌倉が頒勢に入る中で、小l町大路も次第にその重要性を相ねていき、 i切り取られl幅員を狭め

ていくに任せるしかなかったのであろう。

(馬淵)
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第2節考察

若宮大路周辺遺跡群(小町二丁目402番9ほか地点)第2面検出の柱穴列について
宇都洋、

l 

本調査地点第2面では小110'大路の側溝にほぼ平行 ・直交したかたちで、柱穴ヲIJDが検出されている。こ

の柱穴列は14穴の柱穴により梢成されており、東側は調査区外に延びている。また乙の柱穴列は、東西

方向のP.192からP.187までの 7穴が柱穴と柱穴の間に満がはしるいわゆる布掘り状になっている。木稿

では現在までに鎌倉で検出された事例を紹介しつつ、若干のィ考察を加えたい(注1)。

2 

事例 1 若宮大路周辺辿跡群小IUT二丁目402番 5地点(野本2001)

本調査地点のすぐ南側に位置する。当調査地点では塀として布掘り状辿j、昨が検出されている(注2)。

追梢は東西5穴、南北3穴のカギの手状を呈する。東西柱穴列の東側及び南北柱穴列の南側は調査区外

に延びており、全長は不明であるが、確認できた長さは東西約 5m、南北約3.8m。柱穴の平面は不整

円形や楠円形を呈し、深さは{確認商から溝部分が約20cm、柱穴部分が約35cmあり、車1[1線は検出された

小IUT大路の側溝と考えられる満とほぽ直交 ・平行している。遺構の年代は図示されているものが渥美窯

製品のすり鉢 1点のみで、あるが、報告書によれば土師器DIlτ精がR種の 5倍ほど出土し、また渥美窯製
品が常滑窯製品の 7倍出土しているとの乙とであり、 概ね13世紀中頃の年代が推定できる。

事例2 宇津宮辻子幕府跡 小IIIT二丁目354番12外地点(田代ほか1993)

調査地点は国庫補助事業分と調査団の二つに分かれており、この|均宇津宮幕府跡発掘調査団が発摘

した文に布掘り状の遺構が検出されている。しかし報告書がFIJ行されていないために、この辺梢につい

ての仔細は不明である。よって国庫補助分に掲載された調管団分の全体図を参考に しつつ、検討してい

きたいと思う。

布掘り状i!d~持は調査区のほぼ中央で東西方向に検出されており、若宮大路に直交する jl1111線をもっ。 こ

の布掘り状遺構は柱穴11穴で梢成されており、 長さは調査区外に延びているために全長は不明である

が、調査区内で"11.9m確認で、きる。|隔は概ね70-80cm、柱穴の平面は不挺方形を主としている。柱穴

の芯々距離は 1m-1.3m(まど、で、あり、満 ・柱穴の深さは不明で、ある。逃桝の年代は報告書が刊行されて

いないために不明であるが、国庫補助事業分の報告書に記載されている13世紀中~後半との年代が考え

られている建物1に切られている。以上のことから年代として鎌倉時代前半ごろが推定できる。

事例3 笹目遺跡笹目町330番-1地点(大河内1991)

I区第 1面より布掘り柱穴列として検出されている。報告古によると第2而で検出されたが、土!胃!1t

積の確認により第 1面に帰属するものと判明したとある。よって報告苫に記載しである実測数値より、

際の遺構の深度はあったものと考えられる。検出された布畑り柱穴列は東西9穴、南北2穴のカギの

状を呈する。東西柱穴列の西側及び南北柱穴列の北側は調査区外に延びており、全長は不明ながら、

確認された長さで、は東西7.8m、南北1.1mを測る。柱穴の平面は隅丸方形を呈 し、径は45-65cm、深さ

は前古I~分が第 2 面より 5- 15cm、牝穴部分が30-50cmである 。

乙の布掘り柱穴列の東西西側は先にも述べたように調査区外に延びているが、西側には3-4mlこ山裾

がせまっている。調査担当者はこの山裾まで逃梢が続く可能性があるとして、遺構の形状から板壁が造

られ、その内側には何らかの施設が存在した可能性を指摘している(注3)。また迫桝の年代は14'1立紀

前葉を中心とした14世紀中葉頃までの年代と報告されている。

事例 4 高徳院周辺追跡長谷一丁目290-1地点(宗謹ほか1989)
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調査報告書では布掘り状柱穴列として掲I賊されている 。 この辿柿は調査区の南西II，g~で、検出されてお

り、柱穴6穴を伴う満3と柱穴7穴を伴う溝5の2つが平行した形で検出されている。前3は長さ 5m、

|隔1m、柱穴の平而は不整方JIヲを主とし、深さは確認、|市より淋部分で、60cm、柱穴部分で、80-100cm、

溝5は長さ 5m95cm、11屈1m、柱穴の平副は消3と同様不整方形を主とする。深さは確認面より溝部分

で、60-70cm、柱穴部分は90-100cm。この両辺村Iりたに村:穴の芯々距離は60-70cmで、埋め戻しも満合

体を一度に行っている。遺構の年代は満3より男瓦が一片出上しているのみで、年代を特定することは

難しい。調査報告書によれば当遺跡の年代が13山紀末から14世紀の前半としているので、満3・5も

この年代に収まるのであろう。

報告書ではとの而迫柄について、単独で機能するものとしながらも、構造杷握をするにはいたってい

ないとしている(注4)。

事例 5 由比ガ浜中世集団墓地遺跡 由比ガ浜二 f目1015番29外地点(大河内1991)

第 1 面とされている当調査地点で一番新しい迎~;IWli在認聞から柱プ(5 穴を伴う布侃り辿構 1 と調査区の

隅でわずかに検山された布掘り遺構2の2条が検出されている。布掘り遺構1・2共に調査区南東隅で

並行するように検出されている。布掘り状遺梢1は全長7m前後、|隔50-80cm、柱穴の形状は略長方

形を呈し、深さは溝部分で、確認面より約30cm、柱穴部分は約60cmで、ある。布掘り遺構2については先

にも触れたが、調査区間にわずかに検出されただけであるので、仔細は不明で、ある。

第 1 面から検出された~ilWtの主11îlhJJ位が南北で、あるという例に漏れず、この布掘り遺構 1 ・ 2 も他の

遺構同様南北方向の軸線上にある。報告書によれば当調査区で検出された第 1面から第5面までの全て

の迫梢確認面の年代が14也ー紀に収まるとしているので、第第i1r而面lはま141世且

れる。調査担当者はとの布畑り遺梢について柿11列祉の可能性を考えている。

事例6 大倉幕府周辺迎跡群 雪ノ下三丁目606帯 1地点(合引11993)

下j脅迫梢群とされているところから柵列として検出されている。調査区内に南北方向で確認されてお

り、主1MIは明治二 卜五年に分断された調査区の西1Jlilから向|幡谷へ向かう道に平行していると考えられて

いる 。 柵列は19穴で;~;I~成されており、報告書によれば、布掘り状に長く連なっているものもみられたと

ある。各柱の間隔はおよそ1.5mを基準とするが、中には変則的に数値の異なる簡所もある。柱穴の深

さは確認面から約40cmで、ある。遺構の年代として13世紀初頭から '11葉頃が与えられている。

事例 7 名越ヶ谷遺跡大町四丁目1880番6地点(田代ほか1995)

斗Il.調査地点、からは抜数状のイ川町l り状lli，fl~iが検出されている 。 報常113ではH)'(9IJ とされているが、形状

から布掘り状遺構と判断した。 各遺構の長さに統一性はないが、 III~は約20cm、柱穴部の深さは平均20cm

前後とあり、柱穴の平面は方形を宅する。他の辿梢とも l削l線を同じくしており、やはり何らかの区画の

あとと考えられるが、検出された遺構の全てが並存していたかは不明である。年代は各迫梢の出土遺物

から14世紀代を中心としたものとしている。

事例8 大倉幕府周辺追跡府 二|軒堂字住柄38番 1地点(馬淵1993)

当調査地点では柱穴列 1と柱穴列 5とされているものが布掘り状冶梢である。柱穴予IJ1は検出された

二階堂大路側部に執行するように東丙)Jif，jで、検出されている。検n'，された26の柱穴のうち、 14穴が布掘
り状を呈す。柱穴の形状は円筒形で律が 1mを超し、深さは一番深いもので確認面より 1m強のものが

ある。柱問の寸法は約l.5m。

柱穴列5は二階堂大路側溝より若干西にふれたかたちで、検出されている。柱穴列5は事例 1-7のよ

うなー列の柱穴列の間を満がはしる形状とは呉なり、 二つの柱穴|悶を満がはしり、それが連なって一つ

の辿桝に形成されたかたちをとる 。 検山された長さは約19m、柱穴間の III~は2m前後。 年代は柱穴)11]1 を
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鎌倉時代初期、柱穴列5を鎌倉時代巾期以降としている。

事例9 大倉幕府周辺遺跡群 雪ノ下問丁目620帯5地点(馬淵11998・1999)

当調査地点からは事例8で検出された柱穴列5と問機のものが調査区北側で六浦道と考えられる県道

金沢鎌倉線に平行したかたちで検出されている。一つの布掘り状遺構の柱穴の間隔は2m前後、柱穴の

深さは50cmから 1mの間に収まる。隣接する布掘り状追桝との間隔は平均109.4cmで、あり、調査者は築

地の基底部の可能性を指摘している。年代は鎌倉時代前期としている。

事例10 政所跡 雪ノ下三flI988番地点(手塚ほか1993)

調査地点では第2面とされている迫梢確認而から畝状遺構として検出されている。報告書によると図

示はで、きなかったが、この畝状の逃梢の両端が若干深くなっていたとのことであり、事例 8や9と同様

の形状であった事が考えられている。{確認された大半の遺構同様現イEの横大路の軸線とほぼ閉じであ

る 。 畝ひとつの確認III~は東西約1.4m、南北20-30cm、深さは約10cm o 乙の畝状遺構の検出された第2

面の年代は13世紀第2凹半期一第3四半則とあり、畝状遺構はこの第2面の中でも最古の迎桝とされ

ている。

3 

以上鎌倉で検出された布掘り状追梢及びその他の地域の検出事例を挙げてみたが、検出事例からみる

と、建物にともなう布掘り状遺構は検11111されていないという共通点がある。

布掘りが遺構として数多く検出され始めるのは内墳時代からであり、近世に至るまで建物や区画施設

に伴う遺構として検出されている。また現代の建物の基礎工事においても布掘りが行われていることは

周知の通りであろう。しかし、今回の事例でみてきたように、中山鎌倉においては建物にともなう布掘

りは検出されていない(注5)。

このことから中世鎌倉においては区両を 1'1的とした施設にのみ使用されたことが考えられる。布掘り

を採用する理由として、連なる柱穴列から伸びる位向上の補強の意味があり、 一時的な区画に使用され

る柵などには用いられず、恒久的とまではいわないまでもある程度の期間使用されても強度を保てる板

塀などに使用されたと考えられる。

しかしながら、本調査地点で検出された柱穴列Dは、小町大路に平行した南北方向においては布掘り

をともなってはおらず、また若宵大路の側滑に面した牧穴列もイ11抑りはともなってはいない。若宮大路

や小IIIJ大路の側溝に面した柱穴列は屋敷の外郭施設の可能性がある。これらの施設はそれ乙そ恒久的な

豆画施設であるのにもかかわらず布掘りをお乙なっていないのはどのような意味合いがあるのか。現段

階においては不明といわざるをえない。

板塀が利用されていた事例を文献上から探してみると、『吾妻鋭j建!秤三年 (1213)五月二日条に

(前略)先図幕府南門井相州御第四北丙門、相州雌被候幕府、留守壮士等有義勢各切爽板、以

其|彼為矢石之路攻戦(後sI持)

(古川弘文館 f国史大系』本)

とあり、相州(北条義時)の屋敷と軍勢が通ることのできる大路を隔てるものが板塀であることが分か

る。また貞応元年 (1222))しJj 1トて円条には同じく義11与の屋敷のJ1111;jに放火があったとの記述がある。

築地塀ならば放火は難しいと思われるので、おそらく木製の塀であったのであろう。次に事例8・9・

10で検出されたような形状のものについてであるが、イ打掘りによって繋がっている柱穴同士が列で並ば

ないために板塀などは考えにくく、事例8の報告書に記I成されているように、 f蒙古襲来絵詞』の安達

泰盛邸にみられるような築地塀ーなどが考えられる。以上布掘り状追桝の検出事例と若干の考察を加えて

みた。だが大路に面する柱穴列に布掘りを行っていない理由について、本論では言及できなかった。ま
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た北条氏の屋敷跡と考えられる伊豆の国市御所之内遺跡、など他の地域からも、塀の可能性が指摘されて

いる布掘りをともなった柱穴列が検出されている(池谷ほか2002)。今後これら他の地域を含め、 さら

なる検討を したいと思う。

注

1.各事例の年代観は報告書による。

2.担当者は満部分を雨落ちの満である可能性も指摘している。
3.報告書では忌垣のようなものであったとの推測がなされている。
4. ft'消h内:可I~3 . 5のすくぐ守"，1北|ヒ側には(ぼまぼ直交したカか、たちで
るのでで、あれぱ、乙の満3・5は区画をあらわす辿桝と考えられる。

5.今小路丙逃跡(御成小学校内)の古代H期とされている東柵は布掘りであり、この時期までには少なくとも鎌倉に布
品ITlりの技法が伝わっていたことが分かる。

[引用 ・参考文献は本主主末に一括]
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図版1

1 .調査地点鳥鰍
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2. 第1面全景
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図版2

1 .第 2面全景
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図版3
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4. P127 (北から)

1 .道路1・溝2・7(東から)

5.土師器皿集中出土状況 (西から)
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2. 溝 1頭骨出土状況 (西から)

3.溝 1(南から) 6.溝11・13(南から)
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図版4

1 .高麗青磁出土状況 2.土坑13(北から)

3. 柱穴列D・東西安IJ (東から)

5.溝12(南から)
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図版5

1 .溝20(東から)

3.土坑19・21 (南から)

2.溝15C・17(南から)

4.土坑19白磁玉緑磁出土状況 (西から)

5.溝21 (南から)
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図版6
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1 .南壁西半部土層堆積(小町大路側溝)

3.東壁中央部土層堆積

5.北壁西半部土層堆積

4.東壁南半部土居土佐積

6.北壁東半部土層堆積
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ざいもくざまちゃい せき

材木座町屋遺跡 (No.261) 

材木座一丁目921番5外地点



例 ー

1. 本報は「材木座間I屋泊跡 (No.261)J内、鎌倉市材木座一丁目921番5外地点における、個人専用住宅建設に伴う地蔵
化財発掘調査の報告である。

2. 発掘調査は平成16年6月17日から 6月30日まで実施した。調査而梢は10.50111'である。

3. 調査体制は以下の通りである。

調査担当者 .孫木秀雄

調査員:抑木弘己、線本陸子、 !fil![湖|義紀
調査作業員 :安斉三男、 北島消一、小口!被男、田島道夫

4 出土迫物の整理報告干!?の作成は以下の分担で、行った。

執筆 ・編集:'}，青木秀雄、 |峰矢)1目

実測 ・トレース ・鯉初j義紀、村松彩美、 加藤千獄

図版作成:降矢順子、 加藤千尋、村松彩美

5. 本報告に使用した写真は辿梢をま有木・根本鯉測が、辿物を三ツ橋正夫が揃影した。また、1RUf副1111の移動 設定はポ11木弘
己が行った。
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第1章調査概観

第1節調査地点の位置と歴史的環境

調査地点は鎌倉市材木座一丁目921昏5外にあり、材木座IIIT屋追跡の範囲内に合まれる。「材木座町

遺跡」の範囲は北が横須賀線線路、西が滑川の東岸、東が幾つかの遺跡範囲と接しながら光明寺辺

り、南が材木座の海岸部までの広大な面積を含んでいる。

現況に沿って説明すると、海抜7.20m前後の大IIIJ四つ角から逆川に向かつて下り、逆川に架かる魚町

稲辺りで、海抜4.0m前後になる。魚IIfJ縮から横須賀線の踏み切りに向かつては上り勾配で、踏み切り辺

りの海抜は8m前後で、ある。横須賀線からはまた下り勾配になり、すぐ右手に 「元八幡入り口」の楳識

と小道がある。調査地点はこの小道から材・木座海岸に向かつて 2軒目にあたり、 地表面レベルは6.20m

前後を測り、道路よりやや低い。部l杏j山点から90m(まど南には横須賀海軍に水道を運ぶために造られた

「水道路」があり、この辺りの地表面は6.50m前後で、ある。調査地点と水道路の聞には西に曲がって鎌

倉ヒロ病院、滑川の悶魔椛を経て屈Illlしながら若宮大路の旧浜の大鳥屑前に至る道路(以下、パス通り

という)がある。地表レベルは本地点南の曲がり角で、6.50m前後、そこから緩やかに下ってヒロ病院前

で、4.40m前後、若宮大路[[司鳥居前で、4.50mほどである。調査地点、は、現地形で見ると材木座三丁目一帯

図1 調査地点と周辺の遺跡
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に広がる海抜3mから 4mの低地北側の微高地に位置している。

調査地点周辺の歴史的環境を見ると、本地点から北に向かつて横須賀線路切を越えたすぐ左手には辻

の薬師堂がある。もと長善寺の本尊であった薬師如来と日光 ・月光 ・十二神将を安世している。長善寺

は古義真言宗で医王山長善寺と号し、名越の字御撤にあったが大町 ・辻町に選ったとしヴ。本堂は今の

横須賀線の線路辺りにあったが開通に当たって取り払われたという。寺伝には染谷時忠の建立といい、

元亀年中 (1570-73)の創建とされる。しかし、 『相棋国風土記稿jでは元むは神屯 (724-729)のγ

りであろうとされている。なお、染谷時忠は神亀年11-1まで鎌倉に居住したとされる、鎌倉の始祖的人物

で、生波年不詳である。屋敷は甘純神明社南の長者久保にあったと伝わる。現在、鎌倉青年団の建立し

た「染谷時忠邸跡の碑」は鎌倉文学館前の交差点から江ノ電由比ヶ浜駅に向かう道路中程にある。

調査地点西には源頼義が!恭平六年 (1063)に岩清水八幡宮を勧訪した由比有7与がある。由比若宮は源

義家が永保元年 (1081)に修復を加え、源頼朝は治承元年 (1180)にこの社を、現在地である小林郷

北山に選して、鶴岡八幡宮を創建している。現在も約岡八幡宮の境外末社で元八|陥の名称で親しまれて

いる。不確定要素もあるが、頼朝が鎌倉に入る以前からの生活が考えられる地域である。

第 2節周辺の調査

木地点、と横ー須賀線との問ではあまり調査がされていないが、前出のパス通り沿いでは調査例が増加し

ている。最も早く調査された、本地点西90mのパス通り南側に位置する材木座一丁同114番3地点(図

中地点、2、7)で、は現地表4.80m前後で、海抜3.40m前後に中世基盤層の黄褐色砂層が堆積し、その

の辿梢確認面から上坑、井戸、満などが確認され、 13世紀前半から14世紀の年代が考えられている。次

いで調査された、道路を挟んだ北側に位置する材木座1一唱89ω0一7地点(区図l沖中地点3，、 1凶6一1υ)でで、は中世地

山が3.5m前後で

目910番地点(図中地点4ω)でで、はl臼3世紀前半カか当ら始まる道路、溝、方形土坑等のrl-I世逃構群と 8世紀

頃の大型掘立柱建物が確認されている。

地点3の道路を扶んだ南側では述続して3箇所(地点5-地点7)の調査が実施されている。いず

れも13世紀前半から生活が始まり、地点5では15世紀のかわらけがまとまって廃棄された土坑が確認さ

れている。辿跡範囲内東端近くに位置する材木座二丁目217番6外地点(地点8、11-2)では、 14i柑肘

紀の生活面が中心でで、あるが、本地点に類似する飛砂砂、が7.4m前後で

世紀前半の京都系手づづ、くねカか苫わらけなどが出土している。また、土自iji器や須恵探も出土しており、辿椛

は確認されていないものの、中世以前の生活も十分に考えられる。

試掘調査の地点9で、は現地表6.0m前後で、 40cm程の現代造成土を除くと白褐色砂層になり、 15世紀

のかわらけが出土する上坑が確認されている。この砂町jは中世の地山より下で確認される土層で、あり、

l中世地山以上の堆積はすべて失われていることになる。地点10で、は海抜5.80m前後の黄白色砂層まで間IJ

平を受け、その後横須賀線にあわせた造成が行われていることが確認できている。

第 3節堆積土層

本地点では、約 1mの間で、7層の堆積土を確認した。中世の包含層を細分しないと以下の通りにな

る。堆柏土はきわめて特徴的で、第 5J'替の砂層(罰則沙)をはさんで上下にrl:1世辺物の包含陪と遺構が存

在し、その下には中司世以前の包含層が堆積している。この堆舶は、由比ガ浜地域の調査で、確認される状

況と似ている。由比ガ浜地域では、飛砂の堆棋は13世紀前半頃と考えられており、木地点でもそれと麟

するような造物の出上が認められる。
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Jて説
1.造成1:
2. 11官事u色紗質上

3. 11行尚色l沙'l't七

4. 11行株j色砂1'(上

5. n音1t~術色砂質 t

6. 11ft何色砂'l'tl:
7.以杭j色i沙質上
8. 11 

1面 ・
2函 ・

1面・

----

J 〆r

沙 6日

~f叫下の上丹粒少々合む。
性、締りあり。
o 5mm以下の上丹粒、炭化物含む。
鮎位、締りやや~ÞJい。
砂粒子細かく、只殺細)十少々合む。
粘位、斜!l:Ht)l、。
上層より砂粒子荒く、貝強制片、
炭化物微iR合む。事11性なし、締あり。
貝汲紺|片合む。粘1'1:なし、締りあり。
きめ細かい砂粒、締りあり。
貝殺綱11片、木片合む。
粘性なし、締りあり。 (巡回)

4 

図2 堆積土層

9. 11育制色事11質 t

10. 11音従i色紗質上

11. 11背祇l@3沙質 t
12. 11官執j色紗質t

13. 11背祇j色砂質 1-.
14. 11官補色砂質土
15. 11音灰尚色砂質上
16. 1111尚色事'i'l't1: 
17. 11官事u色砂'l'tl:

図3 調査軸設定図

第 1照表土 ・造成

第 2}晋 近世耕作土。海抜5.90mo

~ 3 }晋遺構覆土 ・生活面

。

海抜5.60m

----

----

-----

(1/40) 

o lcm以下の上丹粒。I弘、'l't上、
lX化物を合む。粘性、締りあり。
上初に土j守粒少々、下Mに以必細片、
炭化物合む。

2π1 

只殺創l肘多く 、炭化物、細かいl:J'l粒合む。
ltf上対粒少量合む。
木)j-上層に含む (造揃42)
煎祇i色砂多く合み、締りあり。
熊l床4iFびる。水分を多く合む。締りあり。
やや粗妙、細かい上丹粒微f昔、締りあり。
15mの砂浜入、只殻紺I)j-微111締りsI;}い。 (lli34)
木)j-、只殺細j午少量合む。
砂粒きめ創11かい粘性あまりなく締りあり。 (造54)

第 4}習 やや黄色を帯びた暗褐色砂層。砂の版築面か。5.70mo 1面

第 5層 黄褐色砂層。飛砂、 13世紀前半の堆積か。5.60mo 2面

第 6fZ' 11音褐色砂質土。員殻細片と中世遺物を含む。5.40mo 3而

第7用 褐色砂質土。中世以前の逃物を含む。中世地山。5.30mo 4面
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第 4節調査軸の設定

調査に当たっては、鎌倉市3級基準点 (50408)および (53409)との関係から国土座標軸に基づい

た調査基準IMIを算出 ・設定し、測量図の作成に用いた。調査範囲と座標値との関係は、図3に示したと

おりである。なお、使用した国土座標値は旧日本測地系の第医系に基づくものである。

第2章 検出された遺構と遺物

本主主では、検出された逃梢と泊物について説明を加える。なお、遺構の説明にあたっては遺物が出土

している辿梢を優先したが、図示できる遺物の出土している遺構が少ないため、形状のわかる遺構につ

いては幾つか説明を加えた。

第1節 1面の遺構と遺物

1面lはま海抜5.7初Om前後で

箇所、礎石らしき石1石が碓認されている。これらの遺構は調査区の東と西にややまとまりを見せてい

るが、建物を復元することはできなかった。

遺構3(土坑)

ヲ(4

、イ2

。 2π1 

図4 1面全体図
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調査区の北壁際で検出された。一部は調査区外に延びる。2基の遺構が切りあっているように見えた

が、区別はできなかった。平面形は円形ないし楕円形で、確認規模は東西50cm、南北43cm、深さ28cm、

底面レベル5.46mを測る。

出土迎物は少なく 、図-1、2の2点が図示できた。1は黒縁瓦器質碗の口縁部から体部片、 2は滑

で作られた上半身の人形で、侍烏帽子が表現されている。図示した遺物のほかに常滑裂片 1点、かわ

らけ糸切り大皿55g、打ち欠きかわらけ皿1点、瓦片1点が出土している。

遺構11

調査区の南東部x2、y2で、検出された。平面形はほぼ円形で、東西40cm、南北43cm、深さ22cm、底面レ

ベル4.79mを測る。図示できる出土遺物はない。

遺構14

調査区東側のx3、y2辺りで検出され、北側を遺構15に壊されている。平面形は南北方向に長い楕円

形で、確認規模は東西60cm、南北112cm、深さ10cm、底面レベル4.88mを測る。図示できる出土遺物は

ない。

遺構15

調査区東側のx3、y3辺りで検出された。南で遺構14の一部を壊し、北で遺構17を壊している。平面

形は不整楕円形で、確認規模は東西74cm、南北61cm、深さllcm、底面レベjレ4.86mを湖1)る。遺構確認中

に図 に示した銅鋭が出土しているが、出土地点が本祉と遺構17の切り合い音ISで層位が明確でなかった

ため、面上出土遺物に含めた。したがって、本祉には図示できる出土遺物はない。

遺構35(土坑)遺構32

調査区中央南から北に向かつて延びる満状土坑で、北は調査区内で収束し、南は調査区外に延びてい

る。確認規模は東西長2.70mで、南は狭いが北ではやや膨らんで幅が広い。上|隔は北側部分で;70cm弱、

南で、28cm、深さは北で、17cm、南で、13cm、底面レベルは北で、4.63m、南で、4.74mを測る。流れていた方向

は、調査区内のレベルではつかめないが、満状土坑であれば流れが無いので良いのかもしれない。 出

迎物は比較的多いが、図3-7の5点が図示できたにとどまった。3-6はかわらけ皿、 3は小Jlli

で口縁部全体に煤が付着して灯明皿として使用された痕跡を残している。4-6は大lffio7は加工痕の

ある動物骨。図示した泊物のほかに龍泉窯青磁蓮弁文碗片1点、青磁合子蓋1点、常滑壷2点、常滑聾

Cl::7. て工二三(1・2，盤情3)
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協力ア矧

A A 5.90m 

防効ガ勿
図6 1面遺構

10点、常滑控鉢 1点、渥美饗 1点、魚住提鉢 1点、

かわらけ糸切り大皿980g、同小皿175g、手づくね大

皿35gと貝、骨'などが出土している。

1面出土遺物

1面調査中に出土した遺物を乙こに含めた。図8

-12の5点が図示できた。8は青白磁水注、 9はか

わらけ小mで外底面に糸切り痕が残り体部は直線的

に外反する。10は銅鏡で腐食もほとんどなく完品で

ある。背面の文様は桜と花菱で、直径8.0cm、厚さ0.2-

0.3cm、重さ75.6gを測る。11と12は銅銭で11は聖宋元

宵(初鋳1101年)、 12は口聖元質。図示した遺物のほ

かに龍泉窯青磁蓮弁文碗3点、無文碗2点、青白磁
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図8 2面全体図

栴瓶1点、白磁口冗皿2点、瀬戸灰和l査 1点、同灰利碗2点、同折縁鉢1点、同片口鉢1点、瀬百.

濃系播鉢鉢 2 点、常滑翠~40点、同提鉢 1 点、渥美裂 3 点、手焔り 2 点、 山茶碗窯系控鉢 6 点、石製口口

(転用)1点、砥石1点、火打石1点、かわらけ糸切り大皿600g、同小皿10g、手づくね大皿80g、同

小皿15g、古手糸切り10g、スラグ、員、骨などが出土している。

第 2節 2面の遺構と遺物

2面では南北方向の溝2条と浅い溝状の落ち込み 1条、礎石らしき鎌倉石や安山岩が確認されてい

る。遺構の密度はあまり高くない。

遺構25

調査区中央に近いx3、y1辺りで検出された柱穴である。遺構42より新しい。平面形は円形で、確認

規模は東西28cm、南北33cm、深さ31cI11、底面レベル5.50mを測る。図示できる出土遺物はない。

遺構26

遺構25の北西に接するように検出された柱穴である。遺構42より新しい。平面形はやや精円形を皇

し、確認規模は東西31cm、南北28cm、深さ23cm、底面レベノレ5.50mを測る。図示できる出土遺物はない。
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図9 2面遺構

遺構29

調査区の南西側x3、yO辺りで検出された柱穴で、 一浩梢30、遺構49を壊して作られている。平面形は

ほぼ円形で、確認規模は東西37cm、南北31cm、深さ26cm。底面レベjレ5.51mを測る。図示できる出土遺

物はない。

遺構30(土坑)

調査区西壁のx3、yOで、検出された。一部は調査区外西に延び、治構29、迎構47-49に壊され、遺構

31との関係は不|明。平面形は不整桁円形で、 確認規模は東西85cm、南北46cm、深さllcm、底面レベル

5.38mを i!~IJ る 。

出土辿物は図13-15の3点が図示できた。13は龍泉窯青磁画花文碗、 14は子づくねかわらけ小皿、

15は糸切りかわらけ小皿。図示した遺物のほかに常滑裂2点、かわらけ糸切り大!皿145g、手づくね小

血22g、員、骨などが出土している。

遺構34、54(溝)

調査区の東壁に沿って検出された木組みを伴う端である。調査区内に西側の掘り込み壁と木組みがあ

り、東側の掘り込み壁上部は調査区外にあって確認で、きなかったが北側で底面近くの掘り込み壁の一部

が確認されている。調査区の南と北に延びている。溝の掘り込みは南側でやや曲線的になるが確認規模

で、上l幅65cl1l、 底部|幅40cl1l、調査区北壁での深さ80cmを湖IJる。底面レベルは4.80m前後で、南側がやや低く

な っている 。 |折而形は逆台~l~ と思われる 。

木組みは、背面から調査した乙ともありやや不鮮明であるが、角杭の後に横方向の羽田板が付く構造

と思われる 。 角杭は 4 本確認できた。 何れも板材で、1~~10.5 cm-13.5cm、厚さ2.0cm-3.5cm、長さ26cm-

41cl1lで、海抜5.40m前後の高さに揃えである。杭聞の距離は北から35cl1l、 20cm、40cmでf在認で、きた満肩よ

り20cmほど低い。満の方向はN-17
0

-Eを測る。
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出上辿物は比較的多く、上層と下層に分けた。上層では図 16-21の6点が図示できた。16は青磁

息子の身、 17-20はかわらけで、 17-19は糸切り小皿、 20は同大1m、21は漆器の横櫛で全体に黒色系

漆が塗つである。図示した遺物以外に瀬戸灰荊hllE1点、常滑饗7点、渥美聾3点、産地不明捜鉢1点、

魚住裡鉢2点、かわらけ糸切り大皿490g、同小皿100g、手づくね大皿10g、古手糸切り大皿60g、

丹、骨などが出土している。

下層では(遺構54)図-36-38の3点が図示できた。36はかわらけ糸切り小皿、 37は漆器皿で全体に

黒色系漆を塗り赤色系漆で施文されているが沼存状況が悪く文械がはっきりしない。38は殻表から見た

左側に3箇所の穿孔があるイタヤ員。貝杓子として使用されている例もあるが、本例が杓子と して使用

されたかは判然としない。図示した以外では龍泉窯青磁蓮弁文碗1点、常滑饗片4点、骨製奔 1点、

糸切りかわらけ大J1ll60g、同小皿50g、手づくねかわらけ大ITll10gが出土している。

遺構42(溝)

調賓区の中央で南北方向に検出された溝で、調査区外北と南に延びる。遺構34とは北で、80cm、南で

65cm離れるが、掘り込み壁の崩落等を考慮すればほぼ平行であった可能性がある。確認規模は北で上幅

85cm、深さ66cm、底面レベjレ4.92m、南で、上l幅97cm、深さ61cm、底面レベjレ4.92mを測る。底面は調d

天内ではほぼ平らであるが本来は南に向かつて流れていたと考えられる。溝の方向は西壁でN-14
0

-

Eで、ある。

東壁では確認できなかったが、西壁では乱雑に打ち込まれた13本の紺|い杭と横板の痕跡が確認でき

た。杭は幅5cm、厚さ 3cm前後の寸法で、直線的な並び、は確認で、きなかった。おそらく安易な板組がされ

ていたのであろう。調査中に、覆土内から多量の小型巻貝が出土している。

出土泊物は比較的多く、図22-31の11点が図示できた。22は龍泉窯青磁蓮弁文碗、 23-29はかわら

けで、 23-27は糸切り小皿、 28と29は同大1m、30は木製品の草履芯、 31は瓦質手焔りである。図示し

た遺物以外に龍泉窯青磁蓮弁文碗1点、青磁画花文碗1点、常滑繋15点、同控鉢1点、渥美饗 1点、

瓦質予焔り 1点、かわらけ質器種不明土器1点、糸切りかわらけ大|皿321g、同小皿160g、硯1点、瓦

1点、員、骨などが出土している。

遺構46(溝)

遺構34の西側で、検出された滞状土坑と思われる遺構である。北は調査区外に延びるが、南は遺構55に

壊されてそれより南側は消滅している。遺構34に東側を壊されており、東の立ち上がりは確認できな

い。確認規模は長さ1.50m、上l隔は北で、35cm、南で、50cm、深さは北で'10cm、南で、20cm、底面レベルは北

で、5.47m、南で、5.32mを測る。

迫摘が浅いこともあり出土逃物は少ない。図-32、33の2点が図示できた。2点ともに糸切り皿で、

32は小皿、 33は大皿である。

第3節 3面の遺構と遺物

3面では 2面の満などによって失われた部分が多く、 15基の土坑や柱穴が確認されたものの、遺構

はあまり検山されていない。

遺構51

調査区中央近くx3、y2で、検出された柱穴で、遺構52の土坑と切り合っているが新旧関係はつかめな

かった。平面形は円形で、確認規模は東西18cm、南北20cm、深さ17cm、底面レベjレ5.30mを測る。

出土した遺物は少なかったが、図-34の1点が図示できた。34は糸切りかわらけ小皿lである。
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遺構53(溝)

調査区北東|潤でわずかに検出された。大部分が調査区

外にあるため規模や性格はわからないが、ピンポールの

探査では 1m以上の深さがあり、井戸の可能性がある。

部分的な確認のため出土遺物は少なく、図-35に示し

た漆椀 1点が図示できた。内外全面に黒色系漆が塗ら

れ、赤色系漆で、内外に亀甲文が捕かれている。

3面出土遺物

3面調査中に出土した造物をここに含めた。比較的出

土辿物が少なく、図-39-44の6点が図示できたにとど

まる。39は龍泉窯青磁蓮弁文碗、 40は山茶碗、 41は手

づくねかわらけ小皿、 42は糸切りかわらけ大皿、 43は

。 10cm 常滑饗片を利用した円盤状製品、 44は全面に黒色系漆

図13 3面出土遺物

が塗られた漆椀。図示した以外には龍泉窯青磁蓮弁門碗

3点、同安窯青磁血1点、常滑饗6点、常滑控鉢1点、

魚住窯担鉢2点、 円盤状土製品 1点、糸切りかわらけ大Iffi205g、同小|皿20g、糸切り薄手かわ剖f10g、

ー』づく ねかわらけ小皿20g、ス ラグなどが出土している。

'f-..品

2m 

図14 4面全体図
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第4節 4面の遺構と遺物

下層の堆積を確認するために調査区内4箇所に設

定した トレ ンチで確認した遺構を 4面に含めた。時

間的な制約があって調査区全面の調査をしていない

が、土留め状の木組み遺構などが確認できた。

4面出土遺物

4箇所のトレンチから少量の遺物が出土したが、

図示できたのは図 に示 したCトレンチ出土の手ず

くねかわらけ 1点である。墨書が底面にあるが判翫

不明。

ミ二二』ゴ6
十 ..... 

、ι''
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o 10cm 

この他にトレ ンチAでは瀬戸入子 1点、手づく ね 図16 4面出土漬物

かわらけ大皿70g、同小皿10g、貝などが出土している。

卜レンチBでは龍泉窯青磁蓮弁文碗1点、 山茶碗 1点、手づくねかわらけ大皿65g、初期糸切りかわ

らけ 1点、古代土器片3点、員などが出土している。

トレンチCでは龍泉窯 (同安窯)青磁劃花文碗 1点、手づくねかわらけ大皿75g、古代土器片2点、

凡などが出土している。

ヴ，
.
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t
ワ臼



て三i二三
?一一一一一一 一一 1qcm 

図17 古代遺物

トレンチDでは常滑壷片1点、手づくねかわらけ大皿50g、

同小rm20g、スラグ、員などが出土している。

第5節古代の遺物

本地点では、 1=11世を遡る時期の遺物もわずかながら出土

している。第3而調査後に掘削した下層確認卜レンチおよ

び第4面遺構55からの出土が大部分で、上層冶構にも若干171の混入が認められた。今回の調査では古代

以前の泊構面は確認できなかったが、 トレンチの最下層では古代の遺物包含層と見られる黒褐色砂質土

が確認され、本地点周辺で、の古代の活動の痕を窺うことができた。

出土した遺物の大半が紺i片化した土器であり、器表の磨滅も進んでいたため確実性に欠けるが、古墳

時代後期の鬼高式系の土師器杯、律令期以降の相模型の土師器杯 ・裂として判別できるものが主体であ

った。このうち図示できたのは図17の須恵器の有台坪1点のみである。口径14.8cm、底径11.0cm、器高

3.7cm。箱形の身をもち、底部から体部に向けては強く屈曲して外傾する。底部の中心部を欠くが、お

そらく平底形態をとるものであろう。高台は貼り付けによるもので、丸昧を;市びた三角形状を呈する。

暗灰色を呈し、胎土は微細な長石粒を微量含み鰍密である。湖西窯ないしは東海地方の窯産であろう。

湖西編年(後藤1989)によれば、 N-第3小期、 8世紀第2四半期(前半)に位置付けられょうか。

周辺での調査事例に目を向けてみると、材木座2-217-6外地点で若干の占代遺物の報告があり、ま

た掘立柱建物担16械が発見され官術的性格も想定された材木座1-190番地点の成果から、本地点を含む

砂丘の微高地上に古代遺跡が点字Eすることは確実である。ただ、治跡分布の詳細など、現時点では調査

例自体が少なくデータ不足といわざるをえない。遺構 ・遺物の分布はもとより地点聞における基本堆積

の弟遣など、 地形復元も含めた遺跡様相の把憶が進められるよう、今後の資料の蓄積に期待したい。

参考文献
後雌佳一 1989 ii仙}可占窯跡llo'f.の須忠一出と窯梢造Jrl'l下岡県の窯業辿跡j本文編 静岡y，t教育委日会
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第3章 まとめ

第1節周辺の地形

本節では、本地点あるいは周辺の調査で確認された土用からIllt!:IJ山形の復元を試みる。現況地形や建

物、道路等は中世以降のさまざまな改変を経て現在の位置や姿に形成されているもので、まれに中世の

様相をそのまま残すことがあっても、それはあくまでも例外であり、多くは1111止と変化していると考え

なければならない(註)。こうした111世地形の復元を行うことで、より調査地点で、検出された遺構、出

迎物の13;昧や性格が明確になる。しかし、これは現時点で得られている結果を基にした、あく までも

簡便な復元であり、今後の調査結果で常に変えていく必要がある。

まず木地点と地点2-地点6で調査地周辺の中世地山を見る。各地点、で京都系子づく ねかわらけ皿が

少品ながら 1':[11土しているので、 12世紀末から13位紀初め頃の地形といえる。本地点の1-111立地山レベルは

海抜5.30m前後で、パス通り南の地点2は海抜3.40m、その北の地点3は海抜3.50mと報告されている。

地点4はやや赤みを帯び、た褐色砂j習が海抜4.0mで、 地点6で、は同一砂府が4.40mで、確認されている(註)。

また、元八幡西の地点7は削平を受けた黄白色砂J言。で、海抜5.80mの高さがあり、この砂層は、海岸部

帯の堆舶に準じれば肯代以前の!if:.h'(である。乙のてJi:からすると、 調査地点周辺で最も高いレベルに位置

するのは元八幡辺りで、その周辺が次いでやや高く 、パス通りから雨がそれより 2m前・後低い土地であ

ったということができる。材木陀三丁目に広がる低い土地は、中世段階には湿地あるいは潟湖であろう

との説があり、粛木もこれを支持しているが、少なくとも地点3辺りまでは12世紀末から13世紀初め

b頁には陸地化していたことになる。

12世紀末以前の様相は明らかではないが、高台にある調査地点以外で、はItl-Ilt以前の泊物が出土してい

ないので、パス通り付近まで、潟~41Jが広がっていた可能性もある 。 乙の場合、元八幡宮は潟湖に面 した社

であったともいえる。

迎跡範囲全体の調査様相は、紙数の都合もあってことで細かく触れられないので、追跡範囲の北側を

中心に触れる。前述のように、地点8の丙側、地点2、5-7の南側、材木座三丁目一帯が中世のあ

る段階で、出j山あるいは潟湖であろうと惟定されており、図内の星印地点で、は確認調査深度内で、は中世

の遺構而が確認されていない。この地域の現地表面の海抜が 3mから 4mで、確認調査では2mほど調

1;';1している。したがって、海抜 1mから 2mの高さ以上には冶桝rmが存在しないことになる。
地点4では海抜7mで、中崎世以前の沼-t-t'4f洋が検出されている。

註 1 仮に位iEは同じでも呪在のj山IJIIにある以ヒ、'i然，1.11さは変化しているはずで、ある。
註2 平成16年、平成17年に鎌倉l打教育委員会が調者を実施。未報告。
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図版 1

1.元八満宮 (南から) 2.石清水井 (南から)

3.調査区設定状況 (南東から) 4. 1面全景 (東から)

5. 1面遺構28(ピット)(南から) 6. 1面礎石①東西エレベーション

7. 2面全景(北から) 8. 2面遺構32完掘状況 (西から)
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1. 2面遺構32完掘状況 (南から)

"~.). )' なえ~ . . 

3. 2面30、31 (西から)

5. 3面全景(東から)

7. 3面34?漆器出土状況 (南西から)

‘・‘ . 
‘ 

図版 2

2. 2面遺構32かわらけ出土状況 (北西から)

、
4. 3面遺構34、42、54東西セクショ ン (南から)

6. 3面全景(南から)

8. 3菌遺構43、45、49
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図版3

1. 3面遺構42全景(南から) 2. 3面遺構42下層貝殻出土状況 (南東から)

3.南壁セクショ ン飛砂堆積状況 (北から) 4. 3面遺構55(溝)北壁セクショ ン (南から)

，. " "，.(. " .~"';"叫.

5. 3面遺構55(溝)南側木組検出状況 (南から) 6. 3面遺構42、56北壁セクション (南から)

7.最終確認面全景 (束力、ら) 8.最終確認面全景(東から)
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図版4

曙盟
図7・10

図10・16

図10-42

図5-2
図10・13

図13-41 図17・47

図16-46

かわらけ

出土遺物 (1) 
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図版 5

図12-36
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2面出土

出土遺物 (2)
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図版6

図12-39

4面出土

4函出土

出土遺物 (3)
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のうぞうじあと

能蔵寺跡 (No.314) 

材木座二丁目294番3外地点



例 き

1 本報は「能蔵寺跡 (NQ314)J内の、鎌倉市材木座二丁目294番3外地点における、個人専用住宅建設に伴う埋蔵文化

財発効rl;~~ぞまの報告である 。

2. 発侃調査は平成16:4三 7 円 20 日から 9 月 22 日にかけて実施した。 調査而fi~は48.00111' で、ある 。

3. 調査体制は以下の通りである。

調術担当有・ 藤木秀雄

;v;m 菅民 :押木仏心、根本|皆J己、!思決|義組
調査作業員:山崎一児、杉浦永主主、石井清司、汗j水光一、河原龍雄、片山直

4. 出土辿物の整理-報告占の作成は以下の分担で行った。

幸1l悠・編集:長野木秀縦、降矢)1慎f
実測 ・ト レース:拙洲義紀、村総彩美、 加藤千時

図版作成.降矢)1由子、加藤千号、村総彩美

5. 本報告に使用した写真は辿桝を疏木線本鯉測が、辿物を三ツ柿正夫が搬影した。また、 1Uilムl'Jirhの移動・設定は抑木弘
己が行った。
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第 1章 調査の概要

第1節調査地点の位置と歴史的環境

調査地点は、鎌倉市材木座2丁目294番3、6地点にあり、附我山来迎寺(時宗)の北100m程に位置

している。調査地の西は、大町四つ角から南に下がり、材木座海岸入り口で東に折れ光明時門前、小坪

を経て逗子に向かう幹線道路(以下、新道という)の東をほぼ平行して抜ける、近世には成立していた

であろう道路(以下、旧道という)に面している。旧道は明治年間に横須賀の海軍基地に水道を送るた

めに造られた所謂「水道路」などに分断されて明確ではないが、道標等を辿ると名越四つ角からまっす

ぐ南に下がり、 横須賀線を越えて西と東に分岐している。西に向かう道路は水道路に分断されて辿るこ

とは困難であるが、東に向かう道路は水道路を越えると東と南に分岐している。東方向は長勝寺を経て

名越に向かい、南は来迎寺、五所神社、実相寺前を通って光明寺に至る。現在、能蔵寺の碑はこの分岐

点北に設置されている。調査地点はこの分岐点から100mほど南に位置している。

調査地点周辺は、現存する寺院が多く、さながら寺町の様相を呈している。新道に面しては水道路と

の交差点、南100mの西に啓運寺、 120m南の東に妙長寺、 300m南の西に向福寺があり、滑川の海岸橋か

ら東に向かった道路と新道が交差する南西に九品寺がある。旧道では前記の寺院のほかに補陀落寺があ

る。また、廃寺では感応寺(乱橋)、浄土真宗 ・最福寺(弁ケ谷)、禅宗・聖海寺(飯島カ)、新善光γー

(大町・名越あるいは弁ヶ谷)、禅宗 ・崇寿寺(弁が谷)、万福寺(利賀江)などがあった。寺院以外で

は新道の向福寺北には鎌倉十楕に数えられる乱橋があり、光明寺脇の海岸には貞永二年 (1233)に完

成した、築港遺跡である和賀江島がある。

時代的背景を見ると来迎寺(時宗)は、もとは真言宗で治承四年 (1180)に衣笠城で亡くなった三

浦義明を弔うために建てられたという寺伝を持ち、境内には三浦義明らの五輪塔がある。その南に在る

=t::相寺は建久四年 (1193)に曾我兄弟に討たれた工藤祐経の邸宅駈が寺院になったとの伝承がある。補

陀落寺は|苅山分党で養利元年 (1181)に源頼朝の祈願所として創建された寺院である。その真贋は明

らかではないが、いずれも鎌倉時代初めの創建であり、調査地点周辺の開発がこれと前後して始まった

ことも推定できる。

第2節周辺の調査

周辺の発掘調査は、鎌倉市内では比較的少ない。特に楳記遺跡範囲内では本地点が3地点目である。

材木座二丁目297番1地点 (19)は現況地表8.20m前後で、 5枚の生活面が調査されている。各生活面

からは土坑や柱穴などが比較的多く検出され、 13世紀第2四半期から14世紀初頭にかけての遺物が出土

している。最下面の5面は海抜6.10m前後で、有機質を多く含んだ黒褐色粘土居'上で確認されている。

御所神社参道では12世紀末から14世紀の遺構と遺物が確認されている。能蔵寺に直接的に関わるよう

な遺構は確認されていない。

西に接する材木座町屋逃跡内では幾つかの調査が行われている。忌も距離的に近い盛華園南地点では

現地表約6.0m、表土を取り除いた5.60m前後で、褐色砂層になる。すべての包含層は失われているが、 15

-16世紀頃のかわらけが出土する土坑が確認されている。

第3節堆積土層と旧地形

本地点、の調査では、 13層の堆般を確認した。現地表は海抜8.0m(まどで、約40cmの厚さに表土及び現
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25030 

は6_90m-7.0mo 2面の下20cm-30cmに土層の変化を確認したが、生活面とは認定できなかった。この

商は、調査時には2面下として扱ったが整理段階で2面にまとめた。

3面には2面の下30cmほどで確認された、細かな土丹と砂が混じった土層の上面をあてた。海抜は

6.60m前後で、ある。3面を構成する土層が10cm-20cm堆積し、その下は暗黄褐色砂用になる。乙の上面

を4面とした。上面レベルは6.50m前後で、ある。この土層は、鎌倉市内の旧海岸部の調査で確認される

中世のある時期の地山で、 13世紀前半までに堆積したと考えられている土用に極似している。

H音黄褐色砂層の下は黒褐色粘土と青灰色砂層が10cm-20cmの厚さで交互に堆積しており、乙の状況は

深さ80cm、海抜5.50mまで確認した。これらの土!習を観察すると青灰色砂層は飛砂であり、黒褐色粘ー

には細かな植物の茎らしきものが多く混じり、これらの植物が群生する湿地であったとも考えられる。

第4節調査軸の設定

調査に当たっては、鎌倉市3級および4級基準点から国土座標軸の基づいた測量軸の設定を行い、測

fil図の作成に用いた。調査区と座標値との関係は、図2に示したとおりとなる。なお、使用したI:EJ-1 

楳値は、旧日本測地系の第庇系に基づくものである。
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北堕 (1. D)点西土附
1. n官執j色土 (しまりイI 粘性あまりない パサパサ "1' 1 cm以下

の土丹料多く合む 炭化物粒子、かわらけ細片合む)
2. 11官制色 t (しまりやや弱粘性街 中 1cm以下の七丹粒1tむ

炭化物、かわらけ紛In-微L1)
3. 1府税j色 t (しまりゅj 粘性有 中1cm以 Fの土丹粒少々合む

炭化物粒子 l層より多め)
4 11官扶ls土 (しまり保j 粘性有 中1cm以 Fの土丹粒含む

砂'.lH 少ia含む炭化物粒子合む)
5. n自民初色砂質土 (しまり有 粘性なし ややきめの細かい砂帯

制11かい以ガラ粒f合む)
H昔祇j色粘土質の粒が微量に散る

6 1珂貨制色砂質土 (しまりイI 粘性なし ややきめの細かい砂質
制11かい以ガラ粒子多く合む)

7 11宵~色 t (しまりイT 粘性有 '1' 1 cm以Fの土丹粒合む
炭化物事骨子微震)

H肯制色土 (しまり有 粘性有 "1' 2 -3 cm七JH立多L、)
9 11音祇j色土 (しまりゅi粘性有 中1cm以下の土丹粒含む

炭化物微な)
10. 11背制色土 (しまりふやや弱 粘性有 'I12-3mm土丹粒微ll.

地111①の砂質を底部付近少々合む)
11. IIll制色1: (しまりイf 粘性少しイT qリ cm以下の七汁粒微

地LIJ①砂防混入 貝ガラ粒子浪人)
12. n育制色土 (しまりやや弱 粘性有 '1'2 -3剛土舛粒含む

只ガラ粒子砂層浪人)
13. 11許制色 t (しまり似 粘性，打 '1" 1 cm以下の土丹粒微1i

木創H片が少しみられる がt化物粒子微ほ)
14. 11育資制色上 (しまり似粘性あまりない 中2-3 cm土丹粒微

6廓の地山の砂層多く浪人)
15. 11育波制色-t. (しまりかi粘性あまりない '1' 1 cm以下の一1:丹粒微

1'it4府のH宵尚色 tと6K9の多い砂防の浪人)
釧かい以ガラ粒I乙合む

16. 1清純色 t

17. 11脅初色上

18. 11fT!.天世j色砂fl土

18'. 11骨褐色砂fl土

19. 11背側色砂質士

20. 11骨肉色砂質 t
2l. 11青~色上

22. 11自制色 K
23. 11白茶~色紗質上
24. 11背~色砂1'( 1ニ

25. 11背総色紗質 t

26. 11昨日色 t

a. t世紋j色砂M
b.粘上廓
C. ]者側色砂崩
d.粘 tR予
e. t竜祇j色砂層
f.料itR雪
g. J立総色砂層
h 粘 i二府
1.7f灰色砂

図3 堆積土層図
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1作1

(しまり有 "1' 5 cm訟の士丹粒多い 炭化物かわらけ
剥11片合む)
(しまり・粘性有 中5cm-増大の土丹粒多い
炭化物少身 かわらけ創11)十微fol)
(しまり剥炭化物粒子微蕊只ガラ粒子多
5mの砂主体)
(しまり弘j 炭化物 t丹粒微jit 11背初色粘質土が
18層より少し多l、)
(しまりゅ.j 11音被i色粘質七粒合む 炭化物
中2-3cm土J't粒少fo1合む)
(しまりゅ，j J)f化物浪人 中1mmの土丹粒微鼠)
(しまり非常に1-1 粘性少し
中5mm以下の土丹粒合む炭化物少今)
(しまり強 粘性有 '1'10cm以下の上丹粒非常に多t、)
(しまりゅj 料i性なし 砂を多li1に合む)
(しまりあ，j 6府の砂層多く合む H町制色粘111ニ浪人
中1cmii背後 t丹粒微虫炭化物粒子、貝ガラ粒子合む)
(しまりliij 11官褐色粘質士が24mより少ない
t丹粒、炭化物粒子微冠 五lffラ粒子含む)
(しまりややゆi粘性イi 1情~色粘性土多く
砂1'(-tところどころ泌人 '1' 2 -3 mm-!-.丹粒微.IIt)



第2章検出された遺構と遺物

では、検出された遺構と遺物について説明を加える。調査では、発生土の処理を考慮、して対象面

積を l区、 2区に分割して調査し、崩落を防止するため両調査区の聞に幅50cmの未調査区を残した。そ

のため、最初に調査した 1区と次いで、調査した 2区では遺構の遺存状況が異なっていたこともあり、や

や不明瞭な部分が残ってしまった。両調査区で検出した生活面は、それそ.'h5枚であるが整理段階で4

枚にまとめた。ζれは2区の 1面に相当する生活面が1区では確定できなかったことによる。道路遺構

を例に取ると 1区では 1面で検出されているが、 2区では2面の遺構である。説明に当たっては、遺

構は柱穴状の小型遺構が多く、紙数の関係もありすべてについて説明を加えられないので、基本的には

図示できる遺物を出土している遺構を中心とした。また、以下の文中で触れる方位は、便宜上敷地西側

の道路側を西、反対を東とした。正確には調査区の左上の角方向が北(真北)である。

第 1節 1面の遺構と遺物

1面の遺構には 1区の遺構1から遺構5、2区の遺構211をあてた。近世の耕作土に削平された面で

あり、生活面ではない。1区の柱穴では近世耕作土を覆土にしているものが多く、寸I世の迫構として明

確なのは2区の遺構211だけである。1区では撹乱された道路面が部分的に検出されているが、調査時

点では道路として認定できなかった。

tミー斗j

uo
 
huo Q 。
c> 

¥ 。

、ー
遺-3

0 

ζ7 

。。
----
。 、、
。

(Il区)

図4 1面全体図

-295-



A 
遺-211

漕
A 

A A 7.50m 

院 か調
。

。
-A@_L 

A A' 7.40m A A' 7.40m 
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図5 1面遺構
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図6 1面遺精出土遺物

1π1 

遺構211

本社は2区の西側、調査区西壁から 1mほど離

れて南北方向に検出された。現在の道路、敷地に

平行する方向で、現在の道路に関係すると思われ

るが、明確ではない。2区の北壁セクションでみ

ると、上部は近世耕作土に削平されているが、

l隔90cm、深さ50cmで、断而形はU字状を呈している。

底面レベル7.10mで、南が低い。出土遺物は少なく、

支]6-1、2の銅銭2枚が図示できただけである。

1は銭名景徳元豊、初鋭年1004年の北宋銭で、 2

は紹聖元賀、 初鋳年は1094年の北宋銭である。

遺構 3

本祉は1区の南東|潤のx4-5、y3-4で検出

された。確認面で、の規模は東西28cm、南北30cm、

深さ23cmを測る。平面形はほぼ円形を呈する。底

面の海抜高は6.96mである。出土遺物は少なく、

図 6-3の銅銭が 1点図示できた。 3は銭名祥符

通TJで初鋳年1008年の北宋銭である。

遺構 5

7田F担1:は 1区の北東側のx8-9、y6-7で検出さ

れた。確認面で、の規模は東西40cm、南北42cm、深

さ42cmを測る。平面形はほぼ円形で底面レベルは

6，895mで、ある。出土治物は少ないが、 図6-4・

5の2点が図示できた。ともに糸切かわらけ小皿

で器肉は比較的厚い。

1面出土遺物

出土造物はあまり多くないが図 7-6 -17に12

点が図示で、きた。 6・7は常滑翌日縁1115、8-11

は糸切かわらけ即である。8-10は小皿で、 10は

やや器高が高く灯明皿として使用した痕跡があ

り、 11は大皿で器高が高く底径が小さい。12は磨

り常滑で 1断面のみに使用痕あり、 13は円盤状土

製品、 14は土錘、 15は石製品で石臼の部分、 16・
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17は銅銭である。16は元笠通費で初鋳年は1078で北宋銭、 17は型宋元賀で初鋳年は1101年の北宋銭で

ある。

第 2節 2面の遺構と遺物

2面では1区、 2区の南側に東西方向の道路遺構が検出され、その北側に幾つかの土坑や柱穴が確認

された。しかし、乙れらの辿梢で建物は復元できなかった。道路面は版築された土丹や鎌倉石等から 3

時期の改修が考えられるが、 側満はその変化が確認できなかった。そのため、道路は3面にも伴う可能

性を残していると思えるが、 2面にまとめた。

道路

1区では、撹乱が激しく路面が明確ではないが、 l幅2.20m、上面レベノレ7.10mで'fr在認された。2区で

確認された版築面は3枚であるが、 1区でそれが確認されていないため、これが3時期の路面なのか部

分的な改修の結果なのかは明確ではない。2区では広:1-.1胃而が1隔1.90m、上而レベjレ7.20mで、確認され、

最下層面が|幅1.40m、上国レベjレ7.0mで、確認されている。最上面では路面が荒れた状況であるが、中間

では鎌倉石を路面の抑えとして北と南に並べてあり、良好な道路であった乙とが推測できる。

辿物は比較的多く出土している。図10-18-図11-61に44点が図示できた。出土J習を大別すると18-

29が最上階道路面検出H寺、 30-51が2枚目の道路面検出まで、 52-61が最下層道路面検出までの出土

で、ある。
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図 8 2面全体図

最上面の道路では12点が図示できた。18-22は糸切りかわらけ皿である。57・58は小皿lで共に灯明

血としての痕跡あり、 20-22は大血で、 20も灯明皿としての使用痕あり、 23は磨り常滑で2断面に磨

り痕あり、 24.25は円盤状土製品と思われるが作りは粗い、 26は骨製品の奔で上下が欠損している。27

-29は銅銭である。27は長徳元貿で初鋳年は1004il三の北宋銭、 28は照寧元宵で初鋳年は1068年の北宋

銭、 29'はま政和通賓で

2枚目の道路検出までで、のi泊虫物でで、は、図11-30-51の22点が図示できた。30は中国製縁利1盤、 31は常滑

裂口縁部、 32は黒縁瓦器碗口縁部、 33は山茶碗窯系捜鉢胴部~底部、 34-46は糸切りかわらけ皿であ

る。34-40はかわらけ小皿で、 39・40は器高が高くやや薄手に作られている。41は口径10.5cmほどの中

皿。42-46はかわらけ大皿である。47は骨製品の奔で、先端が欠損している。48は黒石で作られた基

、49は仕上げ砥石で産地はr!鳥滝産と思われる、 50・51は銅銭で銭名は50が元豊通費、初鋳年は1078

年で北宋銭、 51が一部判読不明だが口元通賓と読める。

最下層の道路面では、図11-52-61の10点が図示できた。52は龍泉窯系青磁縁折鉢口縁部であるが、

火熱を受けて光沢を失っている。53は常滑遊口縁部、 54は常滑壷j阿部-1底部、55は山茶碗窯系担鉢体

部~底部、 56は常滑窯控鉢口縁部、 57は糸切りかわらけ小皿、 58は糸切りかわらけ小皿の内底中央と

側面各一箇所に穿孔がある。内底の孔は径11mmで、側面の孔は6mm(まどである。59・60は糸切りかわ

らけ大皿、 61短附形砥石で天草産と思われる。

遺構215(遺構1、溝状遺構1) 

;祉は2区のほぼ中央x9-11、y2で、検出され、 1区に延びる東西方向の満である。道路の北側に作
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図10 2面道路出土漬物 (1) 

られた側溝と判断した。調査区外の西に延び、 1区の中央部で消滅する。確認面での規模は、 2区の

西壁で、上l隔94cm、深さ33cm、底面レベjレ6.50m、東壁で、l幅70cm、深さ31cm、底面レベjレ6.50mを測る。

1区の西壁で、は幅45cm、深さ33cm、底面レベル6.67m、東端で、|隔30cmを測る。l底面は西が低く、西に向

かつて流れていたと考えられる。断面形はU字状を呈し、 主軸はN-45
0

- W方向を示す。

出土辺物は、積土のある満としては少ないが、図13-62-82の21点が図示できた。大別すると62-67

が2区の遺構215上層、 68が1区の辿構215(1区辿構 1)覆土、 69-82が2区遺構215の下層出土であ

る。

62は瓦質鉢形手熔り口縁部、 63-65は糸切りかわらけ血である。63・64は小皿、 65は糸切り薄手中

皿、 66は銅銭で皇宋通貨、初鋳年は1038年の北宋銭、 67は淳照元賓1174年の南宋銭である。68は糸切

かわらけJmであり、 薄子作りの中血である。
、"浸出土の69-71は常滑窯担鉢口縁部、 72は山茶碗窯系担鉢、 73は瓦質手熔り口縁部、 74-79はか

わらけ血である。74-77は糸切り小1mで、 77は薄予タイ プ。78は糸切り大血l、79は手づくね大皿、 80

は天草産と思われる中砥石、81は土錘、 82は銅銭で元祐通賓、初J鋳年は1086年の北宋銭である。

遺構212(213、214)

本祉は2区の道路南で、道路に沿って検出された。大半が調査区の南側にあり形状は把握できなかっ

たが、道路に沿っていることなどから道路南側の側溝と判断した。調査区の西には延びているが、 1区

では延長部分が確認できなかった。確認規模は|隔50cll1、深さ15cmほどで、部分的に2段になっている。

これが溝の切りあいなのか、単なる段であるか判断できない。

部分的な調査のため出土遺物は少ない。図13-83-88の6点が図示で、きた。83-85は糸切りかわらけ

阻である。83・84は小JIllで、 83は灯明皿としての痕跡があり、 85は大皿、いずれも器肉が比較的薄き

作りである。86は骨製品の双六駒で、ある。87は銅銭で元笠通費、初鋳年1078年の北宋銭である。88は

骨製品の弊で、先端が欠損している。図示していないが、 写真に示したガラス片が出土している。器形

不明、出土した時点、では鮮やかなブルーであったがすぐに白濁した色に変化した。

遺構10
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本j止は1区のx8-9、y5-6で、検出された柱穴である。底面巾央部に腐食して形状が明確ではないが

礎板の痕跡が残る。平面形は円形で、確認面で、の規模は東西45cm、南北47cm、深さ36cm、底面レベル

6.7mを測る。図示できる出土遺物はない。

遺構11

本土止は l区のx7-8、y4-5で検出された柱穴である。底面の中央部分には長さllcm、|隔9cm、厚

さ3cmの礎板が据えられている。平面形はほぼ円形を呈し、確認面で、の規模は東西39cm、南北40cm、深

さ18cm、底面レベjレ6.91mを視IJる。図示できる出土迎物はない。

遺構12

本社は 1区のx7-8、y4-5で検出された柱穴状の遺構である。底面近くに長さ10cm、幅6cm、厚

さ2.6cmの礎板とイヌの骨が重なった状況で検出されている。平面形は円形で、確認面での規模は東西

40cm、南北40cm、深さ10cm、底面レベル6.97mを測る。図示できる出土巡物はない。

遺構13

本祉は 1区のx7-8、y5-6で検出された。平面形は楕円形で、確認面で、の規模は東西62cm、南北

52cm、深さ31cm、底面レベノレ6.78mを測る。図示できる出土遺物はない。

遺構15

本竜止は 1区の北東隅x8-9、y6-7で検出された。西側の調査区外に延びているため平面形ははっ

きりしないが、確認面で、の規模は束丙35cm、南北50cm、深さ29cm、底I面レベjレ6，831引を測る。州土]jj物

は少ないが図13-89-91の3点が図示できた。ともに糸切かわらけ血である。89小皿、 90・91は大血で

ある。

遺構16

本社は 1区の北東|潤のx10-11、y4-5で、検出された。北西で誹l折区外に延びるため平而形ははっき

りしないが、確認面で、の規模は東西30cm、南北45cm、深さ 7CI11、 底面レベノレ6.85mを測る。図示できる

-302一



じ ιィ ミミ三~

宅三:;二20-ei6
@-G367 

モニドイ4 セヨ~=3，5 亡コーィ6 己土d，7

ミ三」J C 

突当三五f

七王亡J

~-Lミヲ92

(i盤情17)

ゆ-wヨ

てて工二ヌ -0-0⑪ C二コ 86 

(遺構212) ⑬-G 

T三ニグ

oc> 

=コ

モオ ラク
(遺精15)

ミ尋二f 仁よベ94 ミミ三
ーJ

10cm 
_j 

図13 2面遺摘出土漬物

q
J
 
nu 
q
J
 



可寸)"帽司，. '~'''. 守 F 寸! 一( e一寸子こニ9
101 ぞ究---4103 

て三五三Z
./ / 実三五三三2、 レ"'1 102 

、

て三一十 Jク
105 

モ壬;三ヲ ~~ て-Ld08 て主主云ヲ

に二LJ て1 イ1 午二仁ニヨ12 C~ーグ
113 

亡二日4 モヨa 亡ヨZEZ ミ三士二d117 

ミ二主二d ¥尋イ 9 ミ尋a.1。 更三二d

モヨ二~ モ=王こ4 モヨ二~

τ-=Ld 

仁三苫 126 日 127

E 
。巴Q
-~一回

側議-《5130
@-《記

窃-φ132
戸三二、 o 10cm 

ι一一一ー一ー一ー一一一-干→，_ーー一-一時 斗

図14 2面出土遺物

-304-



出土泊物はない。

遺構17

本担1:は 1区のほぼ中央x7-8、y4-5で検出された。確認面で、の規模は東西75cI1l、南北55cI1l、深さ

35cI1lを測る。平面形は楕円形で、底面の高さは6.69mで、ある。出土迎物は少なく、図13-92のコースタ

ー.illl1点が図示できた。

遺構18

~j:ll:は 1 区の北側中央x6 、 y6で、検出された。 平面形はほぼ円形で、確認面で、の規模は東西70 cm、南

北65cm、深さ33cm、底面レベjレ6.73mを測る。小さな遺構であるが、図13-93-95の糸切かわらけ皿3

点が図示できた。93・94は小.un、95は大皿で灯明.illlとして痕跡がある。
遺構20(ピット)

A祉は 1区のx7-8、y4-5で、検出され、遺構12、遺構13、治構19に壊され、本祉が一番古い。平

面形は壊されている部分が多く明確で、はないが、確認規模は東西22cm、南北40cm、深さ27cm、底面レ

ベル6.80mを測る。図示できる出土遺物はない。

2面出土遺物

2面検出時に出土した遺物のうち図14-96-132に37点が図示できた。96は常滑無頚壷の口縁部、97

は常滑提鉢口縁部、 98-100は手焔り口縁部、98は土器質、 99・100は瓦質である。101-125はかわら

け皿で、 101は糸切りのコースター血。102-120は小皿lで、 120の手づく ね皿を|徐き全て糸切りである。

小皿のうち106・108は灯明皿としての痕跡があり、 103は器高が高く薄手作りである。121は比較的器

肉の薄い中皿、122-125は大1II1で、薄手っくりの皿は少ない。126は磨り常滑で3断面に磨り面があ

る。127は方形の中砥石で3面に使用痕あり、 128は円柱状の銅製品で、向かい合う側面2箇所に0.4-

0.5mmの穿孔があるが用途不明。129は骨製品で製品を作った残りの部分と思われる、 130-132は銅銭

で、 130は元豊通費、初鋳年は1078年の北宋銭、 131は紹聖元賀、初鋳年は1094年で北宋銭、 132は紹刑

冗費で1094年北宋銭である。

第3節 3面の遺構と遺物

3面は、 1区では土坑と柱穴 ・礎板が数多く検出されているが、 2区では 1区ほど多くの遺構は検

出されなかった。柱穴と礎板で建物の復元を試みたが、刺l線はうかがい知ることはできても復元するに

は至らなかった。

遺構36

1止は 1区西側x7-8、y2-3で検出され、遺構37を壊している。平面形はほぼ円形を呈し、底面

東側に礎板と思われる木材が、状態が惑いながらも確認できた。確認面で、の規模は東西28cm、南北32

cm、深さ10cm、底面レベノレ6.52mを測る。遺物は少なく図17-133の糸切りかわらけ大皿l1点が図示でき

ただけである。

遺構37

hl:は1区の西側、x7-8、y2-3で検出された。東側lを遺構36に壊され、西は調査側溝に切られて

いる。そのため平面形は明確に出来なかったが、おそらく円形であったと思われる。確認面での規模は

東西12cm、南北35cm、深さ20cm、底面レベjレ6.42mを測る。出土冶物は少なく、図17-134の糸切りかわ

らけ大阻l1点が図示できた。やや器高が高い血である。

遺構43

本社は 1区の北西x、yで、検出された。遺構101を壊している。平面形は東西に長い楕円形で、確認面
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で、の規模は東西38cm、南北35cm、深さ10cm、!底面レベjレ6.65mを図る。出土遺物は少なく、図17-135の

糸切りかわらけ小皿1点が図示できた。

遺構47

本祉は 1区東側のx6、y3で、検出された礎板を伴うピットである。平面形はほぼ円形で、確認面での

規模は東西30cm、南北30cm、深さ37cm、底面レベル6.37mを測る。出土遺物は少なく図17-136の糸切り

かわらけ小11m点が図示できた。

土坑50

本祉は1区のx5-6、y3-5で検出された。多くの遺構に壊されているが、平面形はおそらく |明丸方

形を呈していたと思われる。確認面で、の規模は東西150cm、南北120cm、深さ50cm、底面レベル6.24mを

測る。覆土内から幅cm、長さ100cmほどの板が3枚出土しているが、 東側の調査区外に延びているため

会馬はわからない。出土状況から本祉に伴う構造材とも思えないので、おそらく廃棄されたものであろ

つ。

泊物は木製品を中心に図17-137-141の5点がや図示できた。137は漆椀で内外面共に黒色系漆が施

され、文様は赤色系漆で植物文の楓が内外に捕かれている。138は一端を取っ手状に削り込んだへラ状

製品、 139-141は箸である。

。

o 

o (C三三2)Q

(0区)

ふ了

図15 3面全体図
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遺構53

本社は 1区南東側x4、y3で、検出され、遺構52を壊している。大半が調査区南側の調査側溝に壊され

ているため平面形はつかめないが、東西方向に長い椅円形であったと思われる。確認面での規模は東西

62cm、南北20cm、深さ16cm、底面レベル6.30mを測る。出土遺物は少なく、図17-142の糸切りかわらけ

大血1点が図示できた。

遺構57

本社は 1区ほぽ中央のx7、y4で、検出された。重複しているため遺構59と一緒に説明を加える。確認

できた新旧関係は遺構57、遺構59、遺構56、遺構121の順である。確認面での規模は遺構57が平面形不

明で、東西30cm、南北40cm、深さ59cm、底面レベjレ6.10mで、遺構59が平面形は円形を呈し東西35cm、南

北35cm、深さ8cm、底面レベノレ6.50mを測る。遺物は両遺構共に少なく、遺構57からは図17-143の手づ

くねかわらけ大Iill1点が、遺構59からは図17-144・145の2点が図示できた。144・145はともに子づく

ねかわらけ大皿であるが器肉は厚く作られている。

遺構76

本社は 1区北東側x8-9、y6で、検出され、遺構79、遺構78の一部を壊している。平面形は円形をEコ

し、確認面で、の規模は東西55cm、南北52cm、深さ24cm、底面レベjレ6.40mを測る。遺物は図17-146、

147の2点が図示できた。共に糸切りかわらけ小皿である。

遺構93

本祉は 1区北西隅のx9-10、y3-4で検出された。遺構80、遺構85、遺構92、遺構120、遺構124を

壊し、大半は調査側溝に壊されるか調査区外西に延びていると思われる。平面形は楕円形と思われるが

確かではない。確認面で、の規模は東西128cm、南北30cm、深さ 7cm、底面レベル6.53mを測る。出土遺

物は少ないが図17-148、149の2点が図示できた。共に糸切りかわらけ小皿である。

遺構100

本祉は 1区西側の中央より、 x8-9、y3で、検出された。遺構101、遺構107、遺構120など幾つかの遺

構に一部を壊されている。平面形は楕円形を呈していたと思われる。確認面で、の規模は東西60cm、南北

95cm、深さ15cm、底面レベノレ6.70mを測る。遺構の規模に対して出土遺物は少なく、図示できたのは図

17-150の常滑懇口縁部1点である。

遺構102

本祉は 1区の北西部x5、y2で、検出され、遺構3、遺構125に部分的に壊されている。確認面での規模

は東西30cm、南北23cm、深さ12cm、底面レベル6.60mを測る。出土遺物は少なく図17-151の糸切りかわ

らけ小皿 1点が図示できた。

遺構118

本祉は 1区の西側x6、y2で、検出され、遺構24を壊している。底部からは礎板が 1枚検出されている。

平面形は椅円形を呈し、確認面で、の規模は東西30cm、南北40cm、深さ31cm、底面レベjレ6.40mを測る。

出土遺物は少なく図17-152の糸切りかわらけ小皿が 1点図示できた。

遺構143

本祉は 1区の東側x5-6、y4-5で検出された。遺構50、遺構144を壊し、遺構48、遺構49に壊され

ている。遺構50、遺構144、本社、遺構48、遺構49の順に新しくなる。東側は調査区の側溝で切られて

いる。平面形は隅丸方形を呈し手板と思われる、確認面で、の規模は東西60cm、南北65cm、深さcm、底

面レベjレ2.35mを測る。

出土迫物は比較的多く 、図17-153-157の5点が図示できた。153は手づくねかわらけ大皿で煤が付
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着し、灯明血としての使用痕がある。154-157は木製品である。154は箸、 155は万子の鞘で錦部の 2

箇所に 2枚を固定するための孔がある、 156は杖越の玉、 157は板状の一端を斜めに加工しているが用

途は不明。

遺構224

本J止は2区の北東|判xl0-11、y2- 3 で、辿fl~lt216に部分的に脱された状況で検出された。 平面形は

不明で、 li在認面で、の規模は東西30cm、南北70cm、深さ25cm、底面レベル6.53mを測る。

逃物は図17-158の糸切りかわらけ小皿1点が図示できた。

遺構245

本枇は2区の南西x8、y2で、検出された。遺構246の一部を壊している。平面形は緩やかな丸みを持つ

椅円形を呈し、確認面で、の規模は東西95cm、南北103cm、深さ30cm、底面レベル6.35mを測る。規模に

内

4・Eムqa 



対して出土辿物は少なく、図17-159の1点が図示できた。159は骨角製品で、小型のキャ ップ状製品であ

るが、飯の足とも考えられる。

3面出土遺物

3 面検出時に出土した迎物のうち 106点を図18-図20の 160-266に図示した。 160は龍泉窯系青磁1L~J

花文碗口縁部、 161は龍泉窯系青磁i達弁文碗、 162・163は常十17212口縁部、 164は山茶碗窯J2鉢体部から

底部、165は常滑捜鉢口縁部、 166は魚住窯提鉢、 167は山茶碗窯系担鉢口縁部、 168は山茶碗口縁部、

169は瓦器質の手熔りを砥石に転用したものと思われる(刃を磨いた痕跡が数本縦に筋状に残る)0170 

は瀬戸入子。171-236はかわらけ胆で、 171-217が小皿、 218. 219が中皿、 220-236が大皿である。

小皿のう ち手づくね皿は212-217の6点で糸切り皿が圧倒的に多い。糸切り小皿で、は器高が低く器|却

が厚いものが多く、薄手で器高の高いものは少なPoこのうち181・207・210は煤が付着し灯明皿とし

て使用された痕跡がある。手づくね小皿も器肉が厚いものが多い。中血はともに糸切り皿である。大1m
でも手づくね皿は234-236の3点で、糸切り皿が多い。また、糸切り血には13世紀初頭に位置づけら

れるタイプは含まれていない。手づくねの236は底面中央に径10mmの穿孔があり、全体に煤が付着し、

内底面には花押らしき文字と周囲に不鮮明な草木らしき絵が、外底面には崩れた巴文が描かれている。

237-239は骨製品である。237は菊花を模した装飾品、 238はサイ コロ、 239は奔で上部を欠損してい

る。240-243は鉄製品である。240野沓で、野沓とは鞍の下に敷く 「切付」に取り付けられるもので、

鐙をつるす力革と切付のこすれを和らげる役目をもつものである。241は掛錠、 242・243は釘である。

244は漆椀で、 内外面に黒漆系漆が塗られて赤色系漆で内外而に草 ・撫子が描かれている。245は木製

品で礎板、径3.7cmの引き穴が残っている。246は黒の碁石、 247-249は石製品の砥石。247は方形の1-11

砥、 248は薄い短冊形、 249はやや厚めの方形でともにr!鳥滝産の仕上砥石と思われる。250-266は銅銭。

250は開元通貨で初鋳年は960年の北宋銭、 251は淳化元宵で初鋭年は990年の北宋銭、 252は長祐元賀で

初鋳年は1034年の北宋銭、 253-256は皇宋通貨で初鋳年は1038年の北宋銭、257は照寧元賓で初鋳年は

1068年の北宋銭、 258・259は元笠通貨で初鋳年は1078年の北宋銭、 260は紹型元賛で初鋳年は1094年の

北宋銭、 261は口元通費、 262は型宋通貨で初鋳年は1101年の北宋銭、263-266は判読不明である。

第 4節 4面の遺構と遺物

4面には暗黄褐色砂層上で検出された逃構をあてた。検出されたのは土坑、柱穴が大半で1区の南で

は縦に並べられた築地壁のような痕跡が東西方向に検出され、 2区では同じようなラインで部分的に板

組みを残す滞状の遺構が確認されている。断定はできないが、ここでは同一辺械の可能性を考えた。柱

バには礎板を残すものが多く見られたが、建物を復元するには至らなかった。

遺構280

1区で検出された辿桝200と同一泊梢とした。2区では調査区の南側、 2面道路沿梢の下辺りで滞状

に検出されている。調査区外商に延び、 l区では、満状の落ち込みは確認できなかったが部分的な縦板と

横板の痕跡などが確認されている。

2区の滞状の孫ち込みは断而JI~ lTIl形を唱し 、 刊で 1-:. 1~Fr\90 cm、深さ 25cIl1 、底面レベノレ6.35m 、 東で1::. 1陥

70cm、深さ20cm、底面レベjレ6.40mを測る。部分的に残る板材の痕跡で、は西で、|隔50cm前後、東で、|幅55cm

ほどである。1区では板の痕跡が調査区外の東側に延びている。南北の板の痕跡は50cmほど離れるが、

滞状の落ち込みは明確ではない。以上のことから本祉を復元すると、本来は|隔50cm-60cmの板組み満で、

あったと推定できる。

迎物は木製品を中心に 7点が図24-287-293に図示できた。II:D品構別にすると289、290、293が2[メ
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図21 4面全体図

治構280でその他は 1区泊桝200出土である。287・288は糸切りかわらけ大皿で、 288は外面に回転ナデ

痕があり、鎌倉時代初期の様相を残している。289は漆町l、内外面に黒色系漆が港られている、 290は

煤色系、漆が塗られた棋櫛、 291は一端がやや薄く削られた箆状の製品であるが箆とはいえない、 292は

板草履芯、 293は形代(シャモジ)である。

なお、図24-279・280の糸切りかわらけ小Jmは、本祉の2区部分で段差的に確認された部分からの出
である。同一遺構と確証が得られなかったので別に図示した。ともに糸切りかわらけ小皿である。

遺構175

本社は 1区のx7、y3で、検出され、遺構180、遺構191、遺構192、遺構205の一部を壊している。平面

形はほぼ円形を呈し、確認而で、の規模は東西90cm、南北95cI11、深さ33cI11、底!師レベjレ6.07mを測る。逃

物は極めて少なく、図24-267の糸切りかわらけ小illlL9が図示できたにとどまる。鎌倉時代初期の様相

を残している 0・

遺構181

1区の東側x6、y4で、検出された。平面形はほぼ円形で、確認面で、の規模は東西25cm、南北28cm、深

さ8cm、底面レベjレ6.36mを測る。磁土が少ないこともあり出土泊物は極めて少ない。わずかに図24-

286の手づくねかわらけ大皿1点が図示できた。

遺構190

本祉は1区の南側x6、y2-3で、検出され、辿4#194、遺構202、治構207に部分的に壊されている。本

l止が一番古い。平面形は多くの巡桝に壊されているために不明であるが、現度には炭化物と細かな木片

が多く含まれている。確認面で、の規模は東西65cm、|有北30cm、深さ22cI11、底面レベjレ6.15mを測る。辺
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物は図24-268-270に木製品が3点図示できた。268は建具の部材の一部か、 269は板状のー側面に窪

みが削りこまれている。用途不明。270は薄い板状で両端をやや丸く尖らせ、中央の両側面から窪みを

削りこんでいる。形代とも思えるが用途不明。

遺構195

本祉は 1区の西側x7、y2で、検出された。東を遺構202に壊され、西は調査側溝に壊されて一部は調査

孟外に延びている。平面形は楕円形で、確認面での規模は東西40cm、南北82cm、深さ10cm、底面レベ

jレ6.27m、主事IlJ方向Nー37
0

-Eを示す。巡物は木製品 2点が図24-271・272に図示できた。271は草摺

芯、 272は転用されているが本来は調度品などの部材と思われる。

遺構279

枇は2区のほぼ中央、遺構276の下で部分的に検出された。平面図は提示できないほど部分的な検

出である。遺構276に含まれる可能性もある。僅かな検出ではあるがかわらけ皿2点が図24-273・274

に図示できた。273は手づくねかわらけ小山、 274は糸切りかわらけ大皿である。

遺構289

本祉は2区の南東側のx7-8、yOで、検出され、)0梢302に壊されている。平面形はおそらく椅円形を

していたと思われる。確認面での規模は、東西63cm、南北58cm、深さ12cm、底面レベjレ6.45mを測

り、長制l方向はN-22
0-Eを示す。遺物は図24-275、276の2点が図示できた。ともに糸切りかわら

け小皿である。

遺構297

木祉は2区の中央部分、辿構204の点側で検出された。多くの遺構に壊されて図示できる状況ではな

いが、図示できる遺物が少量出土している。図24-277、278は糸切りかわらけ小皿で、ともに外底面

が突出している。

遺構304

凶、祉は2区の西側中央のx9-10、y1で、検出され、遺構296、辿構310に壊されている。平面形はやや

形の崩れた楕円形を呈し、確認面で、の規模は東西120cm、南北100cm、深さ21cm、底面レベル6.26mを測

り、長軌方向はN-ll0
0

-Eを示す。

遺物は図24-281-283に3点が図示できた。281は山茶碗窯系捜鉢、 282は糸切りかわらけ小皿で鎌倉

時代初期の様相を残している、 283は漆椀で内外商に黒色系漆を塗り、内外面中央に赤色系漆で梅が描

かれている。

遺構314

本祉は2区の北東部x10、y1で、検出された。平面形は楕円形を呈し、確認面で、の規模は東西55cm、南

オヒ105cm、深さ25cm、底面レベjレ6.37mを測り、長車111方向はN-210-Eを示す。遺物は少なく、図

24-284、285の2点が図示できた。284は常滑壷口縁部、 285は糸切りかわらけ小皿である。

4面出土遺物

4面の遺構を調査中に出土した遺物から18点を図25-294-311に示した。294は常滑担鉢口縁部-}阿

部、 295-299はかわらけで、 295-298は小皿、 299は大田lo295・296は糸切りかわらけ小Illlで、 295は

径も大きく鎌倉時代初期の様相を呈している。297・298は手づくねかわらけ小皿で器肉は比較的薄

く良好な作りである。299は手づくねかわらけ大JlIlo 300はかわらけの底部外周を打ち欠いた円盤状土

製品、 301は漆皿で、内外面に黒色系漆が塗られ、内底面に赤色系漆でff.¥皇が、側面に菊誕の意匠が描か

れている。302は白濁色と赤色の混じったトンボ玉、 303は石製品で、砥石、 304・305・306は鉄製品で、

304 . 305は釘、 306は刀子、 307は銅銭で判読不明である。308は木製品で下駄、 309は男瓦で、8mmの釘以

Q
d
 

噌
E
ム

内

4d



312 

C二〉

c:::> 

く〉

320 

¥一主二d ミ二手二d

上

321 U 322 U 323 
324 I1 325 

'::A 

。-G331
図26 遺構外出土遺物

-320-

ρ 

@ 

'協m

O 
ヒ

ロ
Cコ
〈ごコ

一三上
10cm 



あり、 310・311は切断痕のある動物骨である。

第 5節遺構外その他

調査中に排水の目的で調査区周囲に巡らした側溝あるいは表採された泊物のうち22点を図26-312-

333に示した。312は常滑裂口縁部、 313-315は山茶碗窯系担鉢、 313. 314はJI阿部~底部、 315は口縁

部、 316-318は糸切りかわらけ。319-325は木製品で、 319は木刀あるいは刀形、 320-325は箸、

326 . 327は加工 -切断痕のある動物骨、 328-333は銅銭、 328は景徳元貿で初鋳年は1009年の北宋銭、

329は照寧迎賓で初鋳年は1068年の北京銭、 330は紹型通費で初鈴年は1094年の北宋銭、 331は嘉祐通費

で初鋳年は1056年の北宋銭、 332は開元通費、 333は元祐通費で初鋳年は1086年の北宋銭である。
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第3章 まとめと考察

第1節遺跡名称について

調査地点を含む遺跡名称となっている「能蔵寺」について若干の考察を加える。本名称の記述がある

のは f鎌倉廃寺辞典.1 (以下、廃寺辞典)の能蔵寺の項と 『鎌倉事典jの来迎寺の項だけで、 『新編相

模国風土記稿J(以下、 f風土記杭j)には記述が見られない。記述を見ると、 『鎌倉事典jの来迎寺の

項には 「もと衣笠城で戦死した三浦義明を弔うために建てられた真言宗能蔵寺があったというが、いつ

の頃かに時宗に改めたJとpう寺伝が紹介されており、 『廃寺辞典jの能蔵寺の項は「現在小l町253-270

番地、乱柿材木座207-358番地の字を能蔵寺という」きわめて簡単な記述で、その出典として亀田氏

の 「鎌倉」 三の三をあげている。

方 『風土記稿jの乱橋村には能乗寺院の記述が 「村ノ北端ニアリ。里老ノ伝ニ大IsJ別願時ノ旧駈ナ

リ卜云フ。別願時伝ヲ閲スルニ古昔真言宗ニテ能成寺 ト云ヒシコト見ユレド、此地ニ在リシ事ヲ伝ヘ

ズ」とあり、乱橋村の北端に 「能乗寺跡Jがあることがわかる。さらに、これが天文二十一年 (1552)
他の小町村大巧寺文書に「鎌倉能成寺分山中近江屋敷之事(略)Jと書かれている能成寺か否かわから
ないとしている。能成寺は、 『風土記稿j別願時の項に 「往昔ハ真言宗ニテ能成寺ト云ヒシトゾ、起

年代、開山等詳ナラズ、弘安五年五月、遊行始祖一遍廻国ノ時、住僧公忍故アリテ改宗シ、則一週弟

卜ナリ」とあり、弘安五年 (1282)に時宗 ・別願時に改めたという。改宗される前の真言宗 ・能成γー

が材木座にあったか現在の別願寺付近に在ったのかはわからない。f風土記稿jの来迎寺項には能蔵、

の記述は見られない。

いずれにしても 「のうぞうじ」と呼ばれる廃寺は前出の記事を除くと、材木座には見当たらない。想

像をたくましくして 「のうじようじ」と呼ばれる寺院が亀田氏の指摘する小町と乱橋材木座に同時期か

あるいは前後して在ったが、寺院の廃絶後の伝承の中で「のうぞうじ」に靴り、能蔵寺という文字にな

ったか、あるいは調査地点周辺に能成寺の領地が在って伝承されていくうちに「のうぞうじ」という字

名になったと考えておきたい。

話はややはずれるが、乱橋は古凶奇村と材木座村との間を流れる川に架かる橋で、乙れが両村の境にな

っていたことが 『風土記稿J記されている。本来材木座村一村であったものを元禄頃 (1688-1703)
に分村したが住民は二村の名前を合わせていい、 『風土記稿jを記すにあたり住民の戸数等を分けるこ

とが暖!味であると記されているが、著名な建造物などは乱橋を境として書いていると判断できる。記述

に従うと、現在判断できる材木座村-の北境は補陀落寺と小名沼浦の妙長寺旧蹟であり、これに対して乱

橋村ーの南境は高御倉小路、弁ヶ谷、観音寺ヶ谷、九品寺、新居間魔堂で、ある。当然のように実相寺、娘、

可、向福寺などは乱橋村-にある。夫々の位置関係を見ると、高御倉小路と弁ヶ谷は補陀落寺の東にあ

り、東西方向で区分する乙とは難しい。しかし、九品寺と補陀落寺との聞は、旧道が分断されている為

に不明瞭になるが、旧道の北と南で両村を区分することは可能である。この場合、現在の乱橋は新道の

妙長寺と向福寺の問、やや妙長寺よりにあるが、旧遣の補陀落守と九品寺の問のどこかに乱稲があった

乙とになる。

滑川の流路とその河口にあったとされる潟湖についてはあまり触れないが、材木座村-の地名に中島、

川尻、沼浦があるため、材木座村の一部は滑川の河口あるいは潟湖に接していたと考えられる。
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第4章能蔵寺跡の花粉化石
鈴木茂 (J~ レオ ・ ラボ)

1 .はじめに

鎌倉市材木座二丁目294番3外に所在する能蔵寺跡において発掘調査が行われ、遺跡周辺の古植生を

検討する目的で土壌試料が採取された。以下にはこの土壌試料について行った花粉分析の結果を示し、

13-1立紀や中世以前における遺跡周辺の古植生について検討した。

2.試料と分析方法

試料はサブトレンチ北壁より採取された 3試料(試料番号 1-3 )と、調査区北壁の 3試料 (4-

6 )の計6試料である。各試料について、サブ卜レンチ北壁の試料 1(4層)は黒褐色の泥炭質粘土

で、材片が点在している。本層上位の 3貯は砂(飛砂)で、 5面 (13世紀初頭)構成土である。また

位の 5層は黄褐色の砂層、さらに下位の 6層(試料 2)は黒褐色の泥炭質粘土で、やはり材片が認

められる。その下位の7層は黄掲色の砂層で、試料3(10層)はさらに下位の黒色泥炭で、試料2の h

位90cmJi冒準より採取した。調査区北壁の試料 4(4層 :4面磁土)は黒灰色の砂質粘土で、黄褐色の砂

が多く混入している。試料5(50層 :5面器土)は黒灰色粘土、試料6(31層)は材片が散在する黒褐色

の砂質粘土で、 5面より掘り下げられた土坑の埋棋士である。時期について、 4面は13世紀中頃、 5面

は13初頭と考えられている。これら 6試料について以下のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料(湿重約4-7 g) を遠沈管にとり、 10%の水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

0_5mm目の飾にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%のフ ッ化水素

酸溶液を加え20分開放置する。水洗後、比重分離(比重2_1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)

を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理(無水酢酸

9 1波硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎)を行う。水洗後、残涯にグリセリンを加え保存用とす

る。検鋭はこの残漬より適宜フ。レパラー卜を作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

3.分析結果

検出された花粉 ・胞子 ・寄生虫卵の分類群数は、樹木花粉29、革本花粉29、形態分類を含むシダ植物

胞子5、寄生虫卵3の総計66である。これら花粉 ・シダ植物胞子 ・寄生虫卵の一覧を表 1に、分布を

図1(サブ トレンチ)、図2(調査区北壁)に示した。なお分布図について、図1の樹木花粉は樹木花

粉総数を、草木花粉 ・シダ植物fI包子は全花粉胞子総数を基数として百分率で示しである。しかしながら

苅2については得られた樹木花粉数が少なかった乙とから全花粉・胞子総数を基数とした百分率で示し

である。また、表および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものを万

している。

サブトレンチ北壁 :スギの多産で特徴づけられ、最上部の試料1でも40%を越えている。次いでコナ

ラ属のコナラ亜属とアカガシ亜属が多く、出現率はほぼ10-20%を示している 。 その他マツ属抜高f~管束

亜属(アカマツ、クロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)やイチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科(以後ヒ

ノキ類と UI~す)、シイノキ属ーマテパシイ属(以後シイ類と l略す)などが 5%前後の出現率を示してお

り、イボタノキ属は試料2において10%近くを示している。革本類ではアカザ科ーヒユ科が試料1、2

で多産しており、出現率は30%-40%を示している。イネ科は20%前後を示しており、カヤツリグサ

科は試料3において30%を越えている。その他ではヨモギ属が試料 2において突出した出現率約25%
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樹木

マキJiIi. Podocarpus 
モミ属 Abies 
ツガ属 Tsuga 
トウヒ属 Picea 
マツ廊?且維管束jffi属 Pinus subgen. Diploxylon 
マツ属(不明) Pinus (Unknown) 
コウヤマキ属 Sciadopi iys 
スギ CI"ypiomeria japonica D. Don 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T. -C 
ヤマモモ廊 Nycica 
クルミ属 Juglans 
クマシデ腐ーアサダ腐 Carpinus -Osirya 
ハンノキ腕 Alnus 
プナ Fagus Cl"ena ill Blume 
コナラ腐コナラ並脇 Quoccus subgen. Lepidobalanus 
コナラ属アカガシjffi腐 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 
クリ腐 Casianea 
シイノキ属ーマテパシイ属 Casianopsis -Pasania 
ニレ腐ーケヤキIili Ulmus -Zelkova 
サクラ腐近似種 cf. Prunus 
ウルシJiIi. RlJus 
ニシキギ科 Celastraceae 
ムクロジ腐 Sapindus 
ブドウ腐 Vi iis 
マタタピ腐近似糧 cf. Actinidia 1 
サカキ属ーヒサカキ腐近似極 cf. Cleyera-Eurya 1 - ー ー

ウコギ科 Araliaceae 1 - ー ー

イボタノキ廊 Ligusir山11 8 - ー ー

タニウツギ腐 r~eigela - - - 1 

n本
ガマ属 TyplJa 
サジオモダカ属 Alisma 
オモダブJ腐 Sagi t taria 
イネ科 Gramineae 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 
ユリ科 Liliaceae 
クワ科 Moraceae 
ギシギシ属 Rumox 
サナエタデ節ーウナギツカミ節 PolygonwlI sect. Persicaria-Echinocaulon 
アカザ利一 ヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 
スベリヒユ廊 POl"Iulaca 
ナデシコ科 Caryophyllaceae 
カラマツ ソウ属 Tilalicirum 
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 
アブラナ科 Cruciferae 
ユキノシタ科近似樋 cf. Saxifragaceae 
ワレモコウ属 Sanguisorba 
他のパラ科 olher Rosaceae ー
マメ科 Leguminosae - 1 
セリ科 Umbelliferae 3 2 
ナス腕 SolanwlI 1 3 
アカネ廊ーヤエムグラ廊 Rubia -Galium - 1 
ヘクソカズラ属 Paedel"ia - 1 1 ー

オミナエシ属 Patrinia 1 - - 3 
ゴキヅル属ーアマチャヅル属 AciinostellulIa -Gynostelfl/lIa 1- ー ー ー

ツリガネニンジン属ーホタルプクロ腐 AdenoplloI"a-Campanula - - - - 3 -
ヨモギ腐 Ariemisia 44 245 23 11 106 33 
他のキク彊科 other Tubulif10rae 3 5 4 12 4 
タンポボ亜科 Liguliflorae 16 1 2 31 24 5 

シダ継物

ゼンマイ科 Osmundaceae 6 3 2 
ミズワラビ腐 Cel"a topteri 5 1 2 
サンショウモ Salvinia naians 1 - 1 - - -
単粂製胞子 Monolete spore 23 6 4 2 7 5 
三条型胞子 Trilete spore 15 3 1 - 6 1 

回虫 Ascacis 112 239 - 12 23 
線虫 Tl"iclJul"i5 465 821 - 1 51 93 
肝吸虫 Clonol"clJi5 1 2 - ー ー ー

紛木花粉 Arboreal pol1en 103 106 210 14 43 18 
革本花粉 Nonarboreal pollen 760 854 516 116 449 411 
シダ他物胞子 Spores 45 13 10 2 14 6 
花粉・胞子総数 Total Pollen & Spores 908 973 736 132 506 435 
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J;i. 樹木花粉

Pi [JillEJ I;[ 
m 
e田

を示している。また試料1、2で寄生虫卵が非常に多く観察されている。

調査区北壁:樹木花粉の占める制令は非常に低く、その中でスギがノ日1¥料 1%をl越えて得られてい

反対ーにカヤツる。草本類ではイネ科が多く、試料6では約66%を示すが上部に向かい急減している。

リグサ料はヒ部に向かい噌加しており、最上部試料4においてアブラナ.flやタンポポ亜科ガ突出した出

またヨモギ属が試料 5 で多く観察されている 。 寄生虫卵の同虫卵や鞭~卵がイネ利と現を示している。

同織に |三部に向かい減少する傾向を示している。

遺跡周辺の古植生

試料3は発掘状況から '1
'
1位以前と与えられるが、現時点において詳しい時期については不明である。

この頃の能蔵奇跡周辺丘陵部の斜面部を中心にスギ林が成立しており、丘陵の尾根部にはアカガシ!IE属

やシイ類を主体としたl!H柴樹林が分布していたと推測される。一方低地部は泥炭の耽般から、湿地的環

境であったことが推測され、そうしたと乙ろに水生柚物のガマ属やオモダカ属、ミズワラビ属などが

育していたとみられる。またオモダカ服やミズワラビ属は本凹雑草を合む分類群であることから

水田稲作が常まれていた可能性も与えられる。
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4. 



131JJ:紀初頭(試料1、2)の遺跡周辺|主|境汚f5は依然としてスギ林や照葉樹林が成立していたとみら

れるが、樹木花粉の内める別合が半減していることから縮小傾向にあったと推測される。乙の頃の遺跡

周辺低地部は地形的には砂丘の長官[IJに当たる後fT湿地的なところであったと考えられ、この湿地周辺に
アカザ科ーヒユ料、ヨモギ属などの雑草類が多く生育するようになった推察される。また寄生虫卵が非

常に多く検出されていることから湿地や水域の環境としては非常に劣悪であったのではないかと思われ

る。こうした環境については由比ヶ浜南遺跡においても認められており、ゴミ捨て場的な水域の存在が

報告されている(鈴木 2002)。

13世紀初頭一中頃 (試料4-6)の追跡周辺丘陵高1:Sの森林は樹木花粉があまり検出されていないこ

とからかなり少なくなっていたと推測され、スギや落葉JよM樹類がわずかにみられるだけといったよう

な柚生に変貌したと推測される。一方低地部ではタンポポim利が試料4で多産しており、次第に乾いた
陸域が広がるようになったと推測され、このタンポポ亜科をはじめとしてアカザ利一ヒユ科、アブラナ

科、ヨモギ属などの雑草群落が広くみられるようになったと推察される。

づ1m文献
鈴木 茂 ・新山雅広 ・総集礼子 (2002)山比ケ浜市辿跡の花粉化石.rll比ヶ浜|有泊跡発姻調査|司編 「神奈川県鎌余市由比

ヶ浜市遺跡第3~}ilH ・ 分析編 IlJ : 135-143、鎌合市山比ヶ浜市泊跡発姻調査問
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l-a 2-a 3-a 

l-b 2-b 3-b 

6-a 

7-a 

4-a 

4-b 

5 

O.02mm 
6-b 7-b 

図版能蔵寺跡の花粉化石

1 :スギ PLC.SS4226 No.2 

2:ウノレシ属 PLC.SS 4222 No.2 

:イボタノキ属 PLC.SS4224 No.2 

4:アカザ科 PLC.SS4221 No.2 

5:アブラナ科 PLC.SS4223 :"Jo.2 

6:ギシギシ属 PLC.SS4227 No.2 

7 スベリヒユ属 PLC.SS4225↓No.2 
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図版 1

-

a・. . 
'・-・4・，-" . 

. -， 

J 

I区1面南側土丹検出状況 (東から)

3 1区2面全景(北から)

5 1区2面道路二時期目(西から)

7 1区2面遺構10完掘状況

2 II区1面全景(南から)

マ '.;J ' -4 

.jj ，. -1 

4trr"d' Jd‘; _ v，j 

4 1区2面北側全景(東から)

6 1区道路西側アップ(南東から)
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図版3

1 1区2面道路②・1 (西から) 2 II区2面道路②・2 (東から)

3 II区2面道路2石積検出状況 (南から) 4 II区2面道路 3 (西から)

5 II区2面道路①石組み (北東) 6 II区2面北側石列(北東)

7 II区2面但泡 (東から) 8 II区2面④東壁セクション (西から )

-330-



1 II区2面道路④アップ(北から)

一."‘ 、舎三. ‘，. 
' ・町、"
"内

3 1区3面北半分全景(東から)

5 1区3面木組み(排水溝) (南から)

7 II区3面北側全景(北から)
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図版4

2 1区3面全景及びプラン確認(北から)

4 1区3面遺構140柱検出状況

6 II区3面南側全景 (西から)

8 II区3面遺構145木組み(南から)



図版 5

3 II区3面遺精215(東から)

7 II区4面遺構191礎板 (北から)
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2 II区3面小銭出土状況 (北から)

4 II区3面遺構143さや検出状況

6 II区4面全景(北から)

8 II区4面遺構286内柱 (東から)
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図版7

3 1I区 5面全景(北から)

5 1I区 5面遺構200木組み(北から)

7 1I区北壁砂層 (南から)

4
体
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2 1I区 5面遺構302木組み(西から)

4 1I区 5面全景(南東から)

6 1I区6面全景

8 飛砂堆積状況



図18-161
図18-160

図18-162

図25・294

図版8

図11-55

図14-96

出土かわらけ

図25-302

出土遺物 (1) 
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図版9

図25-309

図25-300

図19-237 図13-86

図14-128 図14-129

図10-26

図11-47
図13-88 図19-239

図20-249

図18-169

図20-247

図11-49

図7-14 図13・81

出土遺物 (2)
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図25-301
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図版10
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所収遺跡名 所 在 地 市町村巡跡番号
北緯 東経 調査期間

(ば)
調査原因

ご〈ら〈じち・うしんがらんあと 神奈川県鎌倉市
35。 139。 20030528 個人専用

極楽寺中心伽藍跡
極楽寺三TI::I 14204 290 30' 53' ~ 43.00 住 宅
1028番lの一部 72" 02" 20030627 

よここうじしゅうへんいせき 神奈川県鎌倉市
35。 139。 20030809 個人専用

横小路周辺遺跡
二階堂字四ツイヰ 14204 259 32' 56' 一 80.00 1主 宅

115番 3の一部 21" 99" 20030927 (杭基礎構造)

わかみ'1'おおじしゅうへんいぜ宣ぐん 神奈川県鎌倉市
35。 139。 20031025 個人専用

若宮大路周辺遺跡i洋
御成町 14204 242 31' 55' 一 18.00 tl: 宅
126番 l 66" 30" 20031121 (地盤の柱状改良)

fl じ地いんあと 神奈川県鎌倉市 35
0 139。 20040109 個人 専 用

保 手書 院 跡
西御門一丁目 14204 250 32' 56' ~ 76.00 住 宅
922番4 27" 17" 20040225 (地盤の柱状改良)

えんかくじもんぜん いせ 世 神奈川県鎌倉市 35
0 139。 20040120 個人専用

円覚寺 門前追跡
山ノ内字松岡 14204 287 33' 54' ~ 49.30 住 宅

137 7番6 42" 70" 20040313 (地盤の柱状改良)

わかみやおおじし・うへんいせきfん 神奈川県鎌倉市
35。 139。 20040310 個人専用

若常大路周辺辿湖、i洋 小町二丁目 14204 242 33' 54' ~ 191.00 住 宅
402祷9外 42" 70" 20040516 (地盤の柱状改良)

ざい也〈ざまちゃいせき 神奈川県鎌倉市
35。 139。 20040617 個人専用

材木座 IQJ屋 遺跡
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所収追跡名 所収追跡名 主な時 代 主 な 泊 構 主 な 治 物 特記事項

ごくら〈じちゅうしんがらんあと 鎌倉時代 土城、満跡 かわらけ、瓦、

極楽寺 中心伽1臨跡 本土 寺 一 )"1二戸跡、住穴 舶iIiX陶磁器、
室町時代 国産陶総等

ょここうじしゅうへんいせき 鎌倉時代 轍、掘立柱建物跡等 かわらけ、国産陶様、

梢小路周辺追跡 昔日 市 一 舶iIiX陶磁器、瓦等
室町時代

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん 鎌倉時代 満跡、土成、柱穴等 かわらけ、国産問器、

若宮大路周辺辿跡m~ 者11 市
~ 金属製品、石製品等

室町時代

fi じゅいんあと 鎌倉時代 前跡、土城、住穴等 かわらけ、国産陶器、

{来 寿 院 朗i 社 ニて~ 一 舶diX陶綴器、石製品等
室町時代

えんか〈じもんぜんいぜき 鎌倉時代 消跡、土品質、柱穴等 かわらけ、国産陶様、

円 J.!;寺 1"J前辿跡事 者1¥ 市 一 土事~IIII~I 、 木製tiJl 、
室町H寺代 金属製品、石製品等

わかみやおおじしゅうへんいせ世ぐん 鎌倉時代 消跡、 道路、土滅、 かわらけ、国産陶器、

若宮大路周辺遺跡併 者11 市 一 柱穴等 舶il誕陶磁器、木製品
室町時代 金属製品、人骨等

ざいも〈ざまちゃいせ書 室町時代 rll~跡、 土城、柱穴等 かわらけ、国産陶器、

材木l直IUJ屋 辿跡 者11 市 一 舶載陶磁器、石製品等
江戸時代

のうぞうじると 鎌倉時代 満跡、土殿、柱穴等 かわらけ、国産問器、

能 蔵 寺 跡 ネ土 寺 一 舶紋陶磁器、木製品
室IIIJH寺代 金属製品、石製品等
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